
-19- 

 

 

 

 

 

 

 

第第４４編編  施施策策・・事事業業のの展展開開 
 

-18- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
４
編



-21- 

施策の柱          施策体系                     小施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（（１１））「「ごごみみゼゼロロ生生活活」」のの推推進進 

（（２２））食食品品ロロスス削削減減へへのの対対応応 

（（４４））事事業業者者のの自自主主的的取取組組のの促促進進 

１１  廃廃棄棄物物のの排排出出抑抑制制のの促促進進 

（（１１））各各種種リリユユーースス（（再再使使用用））・・リリササイイククルル（（再再生生利利用用））のの促促進進 

（（２２））廃廃棄棄物物系系ババイイオオママススのの有有効効利利用用のの促促進進 

（（４４））技技術術・・研研究究開開発発のの促促進進 

２２  廃廃棄棄物物のの循循環環的的利利用用のの促促進進 

（（１１））排排出出事事業業者者責責任任のの徹徹底底 

（（２２））優優良良処処理理業業者者のの育育成成 

（（３３））産産業業廃廃棄棄物物処処理理施施設設周周辺辺のの環環境境保保全全 

（（４４））有有害害廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理のの推推進進 

（（５５））ごごみみ処処理理施施設設のの安安定定的的確確保保 

３３  廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理のの推推進進 

（（６６））しし尿尿等等のの処処理理対対策策のの推推進進 

（（１１））県県民民総総監監視視ネネッットトワワーーククのの推推進進 

（（２２））悪悪質質事事案案対対策策のの強強化化 

（（４４））使使用用済済家家電電等等のの不不適適正正処処理理対対策策のの推推進進 
４４  廃廃棄棄物物のの不不法法投投棄棄・・不不適適正正処処理理 
      のの撲撲滅滅 

（（１１））災災害害廃廃棄棄物物処処理理のの相相互互支支援援体体制制のの整整備備 

（（２２））県県災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画にに基基づづくく教教育育・・訓訓練練 ５５  災災害害廃廃棄棄物物処処理理対対策策のの推推進進 

（（１１））一一般般廃廃棄棄物物処処理理のの広広域域化化 

（（２２））災災害害廃廃棄棄物物処処理理対対策策のの推推進進 

（（４４））不不法法投投棄棄・・使使用用済済家家電電等等対対策策のの強強化化 

６６  県県・・市市町町村村のの連連携携・・協協働働 
    （（奈奈良良モモデデルル））にによよるる施施策策推推進進 

（（３３））ププララススチチッッククごごみみのの削削減減 

（（３３））廃廃棄棄物物のの減減量量化化・・再再生生利利用用のの推推進進 

（（３３））技技術術・・研研究究開開発発のの促促進進 

（（３３））廃廃棄棄物物利利用用のの再再生生製製品品化化・・流流通通促促進進 

（（５５））県県民民参参加加型型のの環環境境美美化化活活動動のの促促進進 
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（（３３））市市町町村村のの災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画のの策策定定促促進進 

（（５５））ごごみみのの排排出出抑抑制制ののたためめのの経経済済的的手手法法のの導導入入促促進進 

（（６６））不不法法投投棄棄等等のの撲撲滅滅にに向向けけたた啓啓発発のの推推進進 

（（１１））省省エエネネ・・節節電電等等のの推推進進 

（（２２））再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの活活用用 

（（３３））フフロロンン対対策策等等のの推推進進 

（（４４））自自動動車車等等のの移移動動発発生生源源対対策策 

１１  温温室室効効果果ガガススのの排排出出削削減減 

（（１１））健健全全なな森森林林のの整整備備 

（（２２））県県産産材材のの需需要要拡拡大大 
２２  二二酸酸化化炭炭素素吸吸収収源源のの整整備備 

（（１１））県県内内ににおおけけるる気気候候変変動動影影響響へへのの適適応応 

（（２２））県県民民やや事事業業者者等等のの理理解解・・周周知知 ３３  気気候候変変動動へへのの適適応応 
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（（３３））適適応応のの推推進進体体制制のの構構築築 
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第第４４編編  施施策策・・事事業業のの展展開開  

基基本本理理念念にに掲掲げげるる「「私私たたちちがが目目指指すす奈奈良良県県のの姿姿」」のの実実現現にに向向けけてて、、次次のの８８つつのの柱柱でで施施策策・・事事業業

をを展展開開ししまますす。。  

 

１１．．施施策策・・事事業業体体系系  

施策の柱          施策体系                     小施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（（１１））奈奈良良県県フフォォレレススタターーアアカカデデミミーーのの設設置置・・運運営営 
（（２２））奈奈良良県県フフォォレレススタターー制制度度のの確確立立 
（（３３））新新たたなな森森林林環環境境管管理理をを担担うう人人材材のの確確保保 

１１  新新たたなな森森林林環環境境管管理理体体制制のの構構築築・・推推進進 

（（１１））森森林林施施業業のの促促進進 
（（２２））森森林林法法のの適適切切なな運運用用 
（（３３））災災害害予予防防・・復復旧旧 

３３  持持続続的的にに森森林林資資源源をを供供給給すするる森森林林づづくくりり 
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４４  生生物物多多様様性性がが保保全全さされれるる森森林林づづくくりり   

２２  災災害害にに強強いい森森林林づづくくりり 

（（１１））計計画画作作成成のの促促進進 
（（２２））生生産産基基盤盤のの強強化化 
（（３３））木木材材搬搬出出のの促促進進 
（（１１））生生物物多多様様性性のの保保全全 
（（２２））生生物物多多様様性性のの再再生生 

（（２２））ｲｲﾍﾍﾞ゙ﾝﾝﾄﾄ等等のの活活用用にによよるるﾚﾚｸｸﾘﾘｴｴｰーｼｼｮｮﾝﾝのの機機会会づづくくりり 
（（１１））レレククリリエエーーシショョンンのの場場づづくくりり 

５５  森森林林ののレレククリリエエーーシショョンン機機能能のの強強化化 

（（１１））生生活活排排水水対対策策のの推推進進 
（（２２））大大和和川川のの水水質質改改善善 
（（３３））清清流流吉吉野野川川のの保保全全 
（（４４））流流域域・・地地域域とと連連携携ししたた水水質質保保全全対対策策のの推推進進 

１１  水水質質のの維維持持・・改改善善 

（（１１））森森林林のの保保水水機機能能のの維維持持・・回回復復 
（（２２））都都市市・・農農村村ににおおけけるる保保水水力力のの向向上上 
（（３３））環環境境用用水水のの導導入入検検討討・・促促進進 

３３  水水利利用用のの適適正正化化   
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４４  ややすすららぎぎのの水水辺辺空空間間のの整整備備 

２２  水水量量のの確確保保とと保保水水力力のの維維持持・・向向上上 

（（１１））県県域域水水道道のの一一体体化化推推進進 
（（２２））簡簡易易水水道道のの広広域域的的なな運運営営体体制制のの構構築築 
（（１１））川川辺辺ののままちちづづくくりり 
（（２２））守守水水にによよるる里里川川づづくくりり 
（（３３））自自然然にに配配慮慮ししたた河河川川整整備備 

（（５５））工工場場・・事事業業場場等等のの排排水水対対策策のの推推進進 

（（４４））瀬瀬切切れれ対対策策のの推推進進 
（（５５））ダダムムのの弾弾力力的的運運用用 

（（４４））多多様様なな生生物物がが見見らられれるる水水辺辺づづくくりり 

（（１１））奈奈良良県県植植栽栽計計画画のの推推進進 
（（１１））歴歴史史的的景景観観のの保保全全とと活活用用 

（（１１））田田園園・・里里山山景景観観のの形形成成 
（（２２））田田園園・・里里山山景景観観のの活活用用 
（（１１））都都市市・・沿沿道道景景観観のの形形成成 
（（２２））憩憩いいののああるる緑緑のの空空間間のの創創造造 
（（３３））緑緑をを育育ててるる仕仕組組みみづづくくりり 

（（４４））市市街街地地内内農農地地のの活活用用 
（（５５））住住民民にによよるる景景観観美美化化運運動動のの展展開開 

（（３３））森森林林施施業業のの促促進進 

（（１１））自自然然環環境境のの保保全全 
（（２２））自自然然環環境境のの再再生生 ５５  自自然然景景観観のの保保全全とと再再生生 

４４  都都市市景景観観のの創創造造 

３３  田田園園・・里里山山景景観観のの形形成成とと活活用用 

２２  歴歴史史的的景景観観のの保保全全とと活活用用 

１１  「「なならら四四季季彩彩のの庭庭」」づづくくりり 
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施策の柱          施策体系                     小施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（（１１））「「ごごみみゼゼロロ生生活活」」のの推推進進 

（（２２））食食品品ロロスス削削減減へへのの対対応応 

（（４４））事事業業者者のの自自主主的的取取組組のの促促進進 

１１  廃廃棄棄物物のの排排出出抑抑制制のの促促進進 

（（１１））各各種種リリユユーースス（（再再使使用用））・・リリササイイククルル（（再再生生利利用用））のの促促進進 

（（２２））廃廃棄棄物物系系ババイイオオママススのの有有効効利利用用のの促促進進 

（（４４））技技術術・・研研究究開開発発のの促促進進 

２２  廃廃棄棄物物のの循循環環的的利利用用のの促促進進 

（（１１））排排出出事事業業者者責責任任のの徹徹底底 

（（２２））優優良良処処理理業業者者のの育育成成 

（（３３））産産業業廃廃棄棄物物処処理理施施設設周周辺辺のの環環境境保保全全 

（（４４））有有害害廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理のの推推進進 

（（５５））ごごみみ処処理理施施設設のの安安定定的的確確保保 

３３  廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理のの推推進進 

（（６６））しし尿尿等等のの処処理理対対策策のの推推進進 

（（１１））県県民民総総監監視視ネネッットトワワーーククのの推推進進 

（（２２））悪悪質質事事案案対対策策のの強強化化 

（（４４））使使用用済済家家電電等等のの不不適適正正処処理理対対策策のの推推進進 
４４  廃廃棄棄物物のの不不法法投投棄棄・・不不適適正正処処理理 
      のの撲撲滅滅 

（（１１））災災害害廃廃棄棄物物処処理理のの相相互互支支援援体体制制のの整整備備 

（（２２））県県災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画にに基基づづくく教教育育・・訓訓練練 ５５  災災害害廃廃棄棄物物処処理理対対策策のの推推進進 

（（１１））一一般般廃廃棄棄物物処処理理のの広広域域化化 

（（２２））災災害害廃廃棄棄物物処処理理対対策策のの推推進進 

（（４４））不不法法投投棄棄・・使使用用済済家家電電等等対対策策のの強強化化 

６６  県県・・市市町町村村のの連連携携・・協協働働 
    （（奈奈良良モモデデルル））にによよるる施施策策推推進進 

（（３３））ププララススチチッッククごごみみのの削削減減 

（（３３））廃廃棄棄物物のの減減量量化化・・再再生生利利用用のの推推進進 

（（３３））技技術術・・研研究究開開発発のの促促進進 

（（３３））廃廃棄棄物物利利用用のの再再生生製製品品化化・・流流通通促促進進 

（（５５））県県民民参参加加型型のの環環境境美美化化活活動動のの促促進進 

  
  

  
  

  
  

  
循循
環環
型型
社社
会会
のの
構構
築築 
ⅤⅤ 

（（３３））市市町町村村のの災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画のの策策定定促促進進 

（（５５））ごごみみのの排排出出抑抑制制ののたためめのの経経済済的的手手法法のの導導入入促促進進 

（（６６））不不法法投投棄棄等等のの撲撲滅滅にに向向けけたた啓啓発発のの推推進進 

（（１１））省省エエネネ・・節節電電等等のの推推進進 

（（２２））再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの活活用用 

（（３３））フフロロンン対対策策等等のの推推進進 

（（４４））自自動動車車等等のの移移動動発発生生源源対対策策 

１１  温温室室効効果果ガガススのの排排出出削削減減 

（（１１））健健全全なな森森林林のの整整備備 

（（２２））県県産産材材のの需需要要拡拡大大 
２２  二二酸酸化化炭炭素素吸吸収収源源のの整整備備 

（（１１））県県内内ににおおけけるる気気候候変変動動影影響響へへのの適適応応 

（（２２））県県民民やや事事業業者者等等のの理理解解・・周周知知 ３３  気気候候変変動動へへのの適適応応 
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（（３３））適適応応のの推推進進体体制制のの構構築築 
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第第４４編編  施施策策・・事事業業のの展展開開  

基基本本理理念念にに掲掲げげるる「「私私たたちちがが目目指指すす奈奈良良県県のの姿姿」」のの実実現現にに向向けけてて、、次次のの８８つつのの柱柱でで施施策策・・事事業業

をを展展開開ししまますす。。  

 

１１．．施施策策・・事事業業体体系系  

施策の柱          施策体系                     小施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（（１１））奈奈良良県県フフォォレレススタターーアアカカデデミミーーのの設設置置・・運運営営 
（（２２））奈奈良良県県フフォォレレススタターー制制度度のの確確立立 
（（３３））新新たたなな森森林林環環境境管管理理をを担担うう人人材材のの確確保保 

１１  新新たたなな森森林林環環境境管管理理体体制制のの構構築築・・推推進進 

（（１１））森森林林施施業業のの促促進進 
（（２２））森森林林法法のの適適切切なな運運用用 
（（３３））災災害害予予防防・・復復旧旧 

３３  持持続続的的にに森森林林資資源源をを供供給給すするる森森林林づづくくりり 

  
  

  
  

  

森森
林林
環環
境境
のの
維維
持持
向向
上上 

ⅠⅠ 

４４  生生物物多多様様性性がが保保全全さされれるる森森林林づづくくりり   

２２  災災害害にに強強いい森森林林づづくくりり 

（（１１））計計画画作作成成のの促促進進 
（（２２））生生産産基基盤盤のの強強化化 
（（３３））木木材材搬搬出出のの促促進進 
（（１１））生生物物多多様様性性のの保保全全 
（（２２））生生物物多多様様性性のの再再生生 

（（２２））ｲｲﾍﾍﾞ゙ﾝﾝﾄﾄ等等のの活活用用にによよるるﾚﾚｸｸﾘﾘｴｴｰーｼｼｮｮﾝﾝのの機機会会づづくくりり 
（（１１））レレククリリエエーーシショョンンのの場場づづくくりり 

５５  森森林林ののレレククリリエエーーシショョンン機機能能のの強強化化 

（（１１））生生活活排排水水対対策策のの推推進進 
（（２２））大大和和川川のの水水質質改改善善 
（（３３））清清流流吉吉野野川川のの保保全全 
（（４４））流流域域・・地地域域とと連連携携ししたた水水質質保保全全対対策策のの推推進進 

１１  水水質質のの維維持持・・改改善善 

（（１１））森森林林のの保保水水機機能能のの維維持持・・回回復復 
（（２２））都都市市・・農農村村ににおおけけるる保保水水力力のの向向上上 
（（３３））環環境境用用水水のの導導入入検検討討・・促促進進 

３３  水水利利用用のの適適正正化化   

  
  

  
  

  
  

健健
全全
なな
水水
循循
環環
のの
構構
築築 

ⅡⅡ 

４４  ややすすららぎぎのの水水辺辺空空間間のの整整備備 

２２  水水量量のの確確保保とと保保水水力力のの維維持持・・向向上上 

（（１１））県県域域水水道道のの一一体体化化推推進進 
（（２２））簡簡易易水水道道のの広広域域的的なな運運営営体体制制のの構構築築 
（（１１））川川辺辺ののままちちづづくくりり 
（（２２））守守水水にによよるる里里川川づづくくりり 
（（３３））自自然然にに配配慮慮ししたた河河川川整整備備 

（（５５））工工場場・・事事業業場場等等のの排排水水対対策策のの推推進進 

（（４４））瀬瀬切切れれ対対策策のの推推進進 
（（５５））ダダムムのの弾弾力力的的運運用用 

（（４４））多多様様なな生生物物がが見見らられれるる水水辺辺づづくくりり 

（（１１））奈奈良良県県植植栽栽計計画画のの推推進進 
（（１１））歴歴史史的的景景観観のの保保全全とと活活用用 

（（１１））田田園園・・里里山山景景観観のの形形成成 
（（２２））田田園園・・里里山山景景観観のの活活用用 
（（１１））都都市市・・沿沿道道景景観観のの形形成成 
（（２２））憩憩いいののああるる緑緑のの空空間間のの創創造造 
（（３３））緑緑をを育育ててるる仕仕組組みみづづくくりり 

（（４４））市市街街地地内内農農地地のの活活用用 
（（５５））住住民民にによよるる景景観観美美化化運運動動のの展展開開 

（（３３））森森林林施施業業のの促促進進 

（（１１））自自然然環環境境のの保保全全 
（（２２））自自然然環環境境のの再再生生 ５５  自自然然景景観観のの保保全全とと再再生生 

４４  都都市市景景観観のの創創造造 

３３  田田園園・・里里山山景景観観のの形形成成とと活活用用 

２２  歴歴史史的的景景観観のの保保全全とと活活用用 

１１  「「なならら四四季季彩彩のの庭庭」」づづくくりり 

  
  

  
  

  

景景
観観
のの
保保
全全
とと
創創
造造 
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  ２２．．施施策策のの概概要要  

（（１１））森森林林環環境境のの維維持持向向上上  

【【施施策策のの方方向向】】  

森森林林のの有有すするる木木材材生生産産やや県県土土のの保保全全、、自自然然環環境境のの保保全全ななどどのの多多面面的的機機能能をを将将来来ににわわたたっってて持持続続

的的にに発発揮揮しし続続けけるる社社会会のの実実現現にに向向けけてて、、森森林林とと人人ととがが良良好好なな関関係係をを築築ききななががらら、、森森林林がが県県民民のの貴貴重重

なな財財産産ととししてて引引きき継継ががれれてていいくくここととをを目目指指ししまますす。。  

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、奈奈良良県県フフォォレレススタターーをを推推進進力力にに、、森森林林のの４４機機能能（（防防災災、、森森林林資資源源生生産産、、生生物物

多多様様性性保保全全、、レレククリリエエーーシショョンン））をを高高度度にに発発揮揮ささせせるるたためめ、、本本県県独独自自のの新新たたなな森森林林環環境境管管理理制制度度のの構構

築築・・推推進進をを図図りりまますす。。  

【【現現況況・・目目標標値値（（指指標標設設定定にによよるる評評価価））】】  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 
小施
策 

森林環境管理士・森林環境管理作

業士の養成の状況を評価する指標

として活用 

奈良県森林環境管理士資格取得者数 0人 40人 

新 た な

森林環

境管理

体制の

構築・推

進 

奈良県森林環境管理作業士資格取得
者数 

0人 50人 

奈良県フォレスターの市町村配置

の状況を評価する指標として活用 
奈良県フォレスターの任命者数 

10人 
［R2（2020）］ 

25人 

森林環境管理を担う人材の確保の

状況を評価する指標として活用 林業の新規就業者数 
126人 

［H27（2015）～R1（2019）］ 285人 
［R3（2021）～R7（2025）］ 

施業放置林の解消への取組を評

価する指標として活用 
混交林への誘導整備面積 0ha 1,100 ha 

災害に

強い森

林づくり 

伐採届（皆伐）等の審査・指導等の

強化を評価する指標として活用 

伐採届（皆伐）の現地調査実施の割合
（転用・線下伐採を除く） 

不明 100％ 

山地災害の早期復旧を評価する指

標として活用 

紀伊半島大水害以降に発生した主な山
地災害（25箇所）の復旧箇所 

13箇所 23箇所 
※未完了 2箇所 

森林経営計画策定の進捗を評価

する指標として活用 

森林面積に対する森林経営計画策定
率 

9％ 16％ 

持続的

に森林

資源 を

供給す

る 森林

づくり 

森林経営計画等に基づく森林施業面積 3,768ha／年 6,800ha／年 

生産基盤の強化度合いを評価する

指標として活用 

高性能林業機械等の導入台数 57台［H30（2018）］ 80台 

林内路網密度 18.7m/ha 20.4m/ha 

航空レーザ測量面積 126㎢ 2,020㎢ 

木材搬出促進を評価する指標とし

て活用 

大規模集約化団地数 15件 24件 

木材生産量 
16.1万㎥／年［H30（2018）］ 
(A材：9.4万 B材：2.2万 
C材：4.5万)  

20万㎥／年 
(A材：11万 B材：2万 
C材：7万) 

素材生産の生産性 3.0㎥/人・日［H30（2018）］ 3.6㎥/人・日 

生物多様性の保全に繋がる取組を

評価する指標として活用 

混交林への誘導整備面積 0ha 1,100 ha 生物多

様性が

保 全 さ

れ る 森

林づくり 

特定希少野生動植物の指定数 12種 20種 

ニホンジカの生息密度の適正化の

取組を評価する指標として活用 
ニホンジカの捕獲数 

（メス）5,462頭／年 
（オス）4,115頭／年 

（メス）6,000頭／年 
（オス）4,000頭／年 

森林の利用者数を評価する指標と

して活用 

自然公園等の利用者数 15,250千人／年 16,000千人／年 
森林の

レクリエ

ーション

機能の

強化 

奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づ
くり）の事業着手エリア数（森林・里山分
野） 23箇所 ↗ 

イベント等の活用を評価する指標

として活用 
体験学習（森の学校）への参加者数 

4,014人 
［H29（2017）～R1（2019）］ 

5,600人 
［R3（2021）～R7（2025）］ 
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施策の柱          施策体系                     小施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

（（３３））土土地地のの改改変変にに係係るる監監視視・・指指導導 

（（１１））化化学学物物質質対対策策 

（（２２））騒騒音音・・振振動動・・悪悪臭臭対対策策 ２２  生生活活環環境境のの保保全全対対策策 

（（１１））環環境境影影響響評評価価制制度度のの推推進進 

（（２２））環環境境にに関関すするる調調査査研研究究のの推推進進 
３３  環環境境保保全全のの基基盤盤的的ススキキーームムのの推推進進 

（（２２））光光化化学学オオキキシシダダンントト及及びび微微小小粒粒子子状状物物質質（（ＰＰＭＭ
22..55
））対対策策 

（（３３））酸酸性性雨雨対対策策 

１１  大大気気環環境境のの保保全全対対策策   
  

  
  

  
  

   

ⅥⅥ 

（（１１））大大気気汚汚染染物物質質対対策策 

安安
全全
なな
生生
活活
環環
境境
のの
確確
保保 

（（４４））放放射射線線モモニニタタリリンンググのの実実施施 

（（１１））重重要要地地域域のの保保全全 

（（２２））野野生生動動植植物物のの保保護護とと管管理理 

（（３３））地地域域特特性性にに応応じじたた生生物物多多様様性性のの保保全全 

（（４４））水水循循環環のの再再生生 

１１  生生物物多多様様性性のの保保全全とと再再生生 

（（５５））地地球球温温暖暖化化へへのの対対応応 

（（１１））農農林林水水産産業業ににおおけけるる取取組組 

（（２２））公公共共事事業業・・地地域域開開発発・・企企業業活活動動ににおおけけるる生生物物 
      多多様様性性へへのの配配慮慮 

（（１１））希希少少野野生生動動植植物物等等のの調調査査・・保保全全活活動動をを通通ししたた地地域域のの  
活活性性化化 

（（２２））生生物物多多様様性性をを活活用用ししたた見見所所づづくくりり ３３  生生物物多多様様性性をを活活用用ししたた地地域域のの  
活活性性化化 

４４  生生物物多多様様性性をを支支ええるる基基盤盤づづくくりり 

（（３３））エエココ・・ググリリーーンンツツーーリリズズムムのの推推進進 

  
  

  
   ⅦⅦ 

生生
物物
多多
様様
性性
のの
保保
全全 

（（１１））県県民民意意識識のの醸醸成成 

（（３３））多多様様なな主主体体にによよるる連連携携・・協協働働のの促促進進 

（（４４））生生物物多多様様性性をを支支ええるる拠拠点点的的機機能能のの形形成成 

（（２２））生生物物多多様様性性のの恵恵みみににふふれれるる機機会会のの拡拡大大 

２２  生生態態系系ササーービビススのの持持続続可可能能なな利利用用 

（（１１））環環境境教教育育・・環環境境学学習習のの推推進進 

（（２２））啓啓発発イイベベンントトのの実実施施 
１１  環環境境をを学学ぶぶ機機会会づづくくりり 

（（１１））「「ききれれいいにに暮暮ららすす奈奈良良県県ススタタイイルル」」実実践践団団体体ネネッットトワワーークク  
      のの形形成成  

（（２２））景景観観・・環環境境のの魅魅力力化化にによよるる新新たたなな観観光光のの創創出出 

（（３３））優優れれたた歴歴史史文文化化遺遺産産をを活活用用ししたた景景観観・・環環境境づづくくりりのの推推進進 

（（４４））自自然然ととののふふれれああいいをを通通ししたた地地域域のの活活性性化化 

（（５５））関関係係団団体体等等のの自自主主的的・・主主体体的的なな活活動動のの促促進進 

２２  環環境境へへのの取取組組をを通通ししたた「「地地域域づづくくりり」」  
のの推推進進 

  
  

  
   

ⅧⅧ 
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  ２２．．施施策策のの概概要要  

（（１１））森森林林環環境境のの維維持持向向上上  

【【施施策策のの方方向向】】  

森森林林のの有有すするる木木材材生生産産やや県県土土のの保保全全、、自自然然環環境境のの保保全全ななどどのの多多面面的的機機能能をを将将来来ににわわたたっってて持持続続

的的にに発発揮揮しし続続けけるる社社会会のの実実現現にに向向けけてて、、森森林林とと人人ととがが良良好好なな関関係係をを築築ききななががらら、、森森林林がが県県民民のの貴貴重重

なな財財産産ととししてて引引きき継継ががれれてていいくくここととをを目目指指ししまますす。。  

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、奈奈良良県県フフォォレレススタターーをを推推進進力力にに、、森森林林のの４４機機能能（（防防災災、、森森林林資資源源生生産産、、生生物物

多多様様性性保保全全、、レレククリリエエーーシショョンン））をを高高度度にに発発揮揮ささせせるるたためめ、、本本県県独独自自のの新新たたなな森森林林環環境境管管理理制制度度のの構構

築築・・推推進進をを図図りりまますす。。  

【【現現況況・・目目標標値値（（指指標標設設定定にによよるる評評価価））】】  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 
小施
策 

森林環境管理士・森林環境管理作

業士の養成の状況を評価する指標

として活用 

奈良県森林環境管理士資格取得者数 0人 40人 

新 た な

森林環

境管理

体制の

構築・推

進 

奈良県森林環境管理作業士資格取得
者数 

0人 50人 

奈良県フォレスターの市町村配置

の状況を評価する指標として活用 
奈良県フォレスターの任命者数 

10人 
［R2（2020）］ 

25人 

森林環境管理を担う人材の確保の

状況を評価する指標として活用 林業の新規就業者数 
126人 

［H27（2015）～R1（2019）］ 285人 
［R3（2021）～R7（2025）］ 

施業放置林の解消への取組を評

価する指標として活用 
混交林への誘導整備面積 0ha 1,100 ha 

災害に

強い森

林づくり 

伐採届（皆伐）等の審査・指導等の

強化を評価する指標として活用 

伐採届（皆伐）の現地調査実施の割合
（転用・線下伐採を除く） 

不明 100％ 

山地災害の早期復旧を評価する指

標として活用 

紀伊半島大水害以降に発生した主な山
地災害（25箇所）の復旧箇所 

13箇所 23箇所 
※未完了 2箇所 

森林経営計画策定の進捗を評価

する指標として活用 

森林面積に対する森林経営計画策定
率 

9％ 16％ 

持続的

に森林

資源 を

供給す

る 森林

づくり 

森林経営計画等に基づく森林施業面積 3,768ha／年 6,800ha／年 

生産基盤の強化度合いを評価する

指標として活用 

高性能林業機械等の導入台数 57台［H30（2018）］ 80台 

林内路網密度 18.7m/ha 20.4m/ha 

航空レーザ測量面積 126㎢ 2,020㎢ 

木材搬出促進を評価する指標とし

て活用 

大規模集約化団地数 15件 24件 

木材生産量 
16.1万㎥／年［H30（2018）］ 
(A材：9.4万 B材：2.2万 
C材：4.5万)  

20万㎥／年 
(A材：11万 B材：2万 
C材：7万) 

素材生産の生産性 3.0㎥/人・日［H30（2018）］ 3.6㎥/人・日 

生物多様性の保全に繋がる取組を

評価する指標として活用 

混交林への誘導整備面積 0ha 1,100 ha 生物多

様性が

保 全 さ

れ る 森

林づくり 

特定希少野生動植物の指定数 12種 20種 

ニホンジカの生息密度の適正化の

取組を評価する指標として活用 
ニホンジカの捕獲数 

（メス）5,462頭／年 
（オス）4,115頭／年 

（メス）6,000頭／年 
（オス）4,000頭／年 

森林の利用者数を評価する指標と

して活用 

自然公園等の利用者数 15,250千人／年 16,000千人／年 
森林の

レクリエ

ーション

機能の

強化 

奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づ
くり）の事業着手エリア数（森林・里山分
野） 23箇所 ↗ 

イベント等の活用を評価する指標

として活用 
体験学習（森の学校）への参加者数 

4,014人 
［H29（2017）～R1（2019）］ 

5,600人 
［R3（2021）～R7（2025）］ 
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施策の柱          施策体系                     小施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

（（３３））土土地地のの改改変変にに係係るる監監視視・・指指導導 

（（１１））化化学学物物質質対対策策 

（（２２））騒騒音音・・振振動動・・悪悪臭臭対対策策 ２２  生生活活環環境境のの保保全全対対策策 

（（１１））環環境境影影響響評評価価制制度度のの推推進進 

（（２２））環環境境にに関関すするる調調査査研研究究のの推推進進 
３３  環環境境保保全全のの基基盤盤的的ススキキーームムのの推推進進 

（（２２））光光化化学学オオキキシシダダンントト及及びび微微小小粒粒子子状状物物質質（（ＰＰＭＭ
22..55
））対対策策 

（（３３））酸酸性性雨雨対対策策 

１１  大大気気環環境境のの保保全全対対策策   
  

  
  

  
  

   

ⅥⅥ 

（（１１））大大気気汚汚染染物物質質対対策策 

安安
全全
なな
生生
活活
環環
境境
のの
確確
保保 

（（４４））放放射射線線モモニニタタリリンンググのの実実施施 

（（１１））重重要要地地域域のの保保全全 

（（２２））野野生生動動植植物物のの保保護護とと管管理理 

（（３３））地地域域特特性性にに応応じじたた生生物物多多様様性性のの保保全全 

（（４４））水水循循環環のの再再生生 

１１  生生物物多多様様性性のの保保全全とと再再生生 

（（５５））地地球球温温暖暖化化へへのの対対応応 

（（１１））農農林林水水産産業業ににおおけけるる取取組組 

（（２２））公公共共事事業業・・地地域域開開発発・・企企業業活活動動ににおおけけるる生生物物 
      多多様様性性へへのの配配慮慮 

（（１１））希希少少野野生生動動植植物物等等のの調調査査・・保保全全活活動動をを通通ししたた地地域域のの  
活活性性化化 

（（２２））生生物物多多様様性性をを活活用用ししたた見見所所づづくくりり ３３  生生物物多多様様性性をを活活用用ししたた地地域域のの  
活活性性化化 

４４  生生物物多多様様性性をを支支ええるる基基盤盤づづくくりり 

（（３３））エエココ・・ググリリーーンンツツーーリリズズムムのの推推進進 

  
  

  
   ⅦⅦ 

生生
物物
多多
様様
性性
のの
保保
全全 

（（１１））県県民民意意識識のの醸醸成成 

（（３３））多多様様なな主主体体にによよるる連連携携・・協協働働のの促促進進 

（（４４））生生物物多多様様性性をを支支ええるる拠拠点点的的機機能能のの形形成成 

（（２２））生生物物多多様様性性のの恵恵みみににふふれれるる機機会会のの拡拡大大 

２２  生生態態系系ササーービビススのの持持続続可可能能なな利利用用 

（（１１））環環境境教教育育・・環環境境学学習習のの推推進進 

（（２２））啓啓発発イイベベンントトのの実実施施 
１１  環環境境をを学学ぶぶ機機会会づづくくりり 

（（１１））「「ききれれいいにに暮暮ららすす奈奈良良県県ススタタイイルル」」実実践践団団体体ネネッットトワワーークク  
      のの形形成成  

（（２２））景景観観・・環環境境のの魅魅力力化化にによよるる新新たたなな観観光光のの創創出出 

（（３３））優優れれたた歴歴史史文文化化遺遺産産をを活活用用ししたた景景観観・・環環境境づづくくりりのの推推進進 

（（４４））自自然然ととののふふれれああいいをを通通ししたた地地域域のの活活性性化化 

（（５５））関関係係団団体体等等のの自自主主的的・・主主体体的的なな活活動動のの促促進進 

２２  環環境境へへのの取取組組をを通通ししたた「「地地域域づづくくりり」」  
のの推推進進 

  
  

  
   

ⅧⅧ 
人人
づづ
くく
りり
・・地地
域域
づづ
くく
りり
のの
推推
進進 
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①①－－２２  奈奈良良県県フフォォレレススタターー制制度度のの確確立立  

県県はは、、令令和和２２（（22002200））年年３３月月にに「「奈奈良良県県森森林林環環境境のの維維持持向向上上にによよりり森森林林とと人人ととのの恒恒久久的的なな共共生生をを図図るる

条条例例」」をを制制定定しし、、令令和和２２（（22002200））年年度度かからら奈奈良良県県フフォォレレススタターーのの候候補補ととななるる職職員員（（森森林林管管理理職職））のの採採用用試試

験験をを開開始始すするるななどど、、奈奈良良県県フフォォレレススタターーをを養養成成・・配配置置すするるたためめのの取取組組をを進進めめてていいまますす。。  

ここのの奈奈良良県県フフォォレレススタターーはは、、市市町町村村にに長長期期間間、、同同一一区区域域をを担担当当すするるよよううにに配配置置すするる予予定定でであありり、、関関

係係市市町町村村とと協協議議・・調調整整をを進進めめ、、地地域域のの状状況況にに応応じじたた森森林林環環境境管管理理体体制制のの構構築築をを目目指指ししまますす。。  

ままたた、、新新たたなな森森林林環環境境管管理理のの推推進進をを加加速速ささせせるるたためめににはは、、情情報報のの一一括括管管理理とと発発信信、、継継続続的的なな調調査査

研研究究にによよるる技技術術のの開開発発、、森森林林整整備備へへのの公公的的関関与与のの強強化化ななどどがが必必要要ととななるるここととかからら、、「「奈奈良良県県フフォォレレスス

タターーアアカカデデミミーー」」とと「「森森林林技技術術セセンンタターー（（移移転転））」」をを中中核核施施設設ととすするる新新たたなな拠拠点点機機能能のの形形成成にに取取りり組組みみまま

すす。。  

（事業例） 

○県・市町村連携による奈良県フォレスター制度の確立 

○新たな森林環境管理を推進する拠点施設の設置・運営 

 

①①－－３３  新新たたなな森森林林環環境境管管理理をを担担うう人人材材のの確確保保  

県県内内のの林林業業就就業業者者数数はは平平成成 2222（（22001100））年年ににはは 11,,001188人人、、平平成成 2277（（22001155））年年ににはは 995599人人とと減減少少傾傾向向

ににあありりまますす。。計計画画期期間間ででああるる令令和和７７（（22002255））年年度度のの施施業業面面積積（（66,,880000ｈｈaa））にに対対応応すするるたためめ、、そそれれままででにに

11,,001188 人人のの就就業業者者をを確確保保すするる必必要要ががあありり、、そそののたためめににはは、、５５年年間間でで 228855 人人のの新新規規就就業業者者がが必必要要ととななりり

まますす。。  

ここののたためめ、、「「緑緑のの雇雇用用」」現現場場技技能能者者育育成成対対策策事事業業やや「「林林業業就就業業支支援援講講習習会会」」ななどどをを通通ししてて、、新新規規のの

就就業業者者をを確確保保・・育育成成すするるととととももにに、、林林業業就就業業者者がが安安心心ししてて働働けけるるよようう、、雇雇用用のの安安定定化化やや労労働働安安全全衛衛生生

水水準準のの向向上上とといいっったた雇雇用用管管理理のの改改善善をを促促進進ししまますす。。  

ままたた、、吉吉野野林林業業にに代代表表さされれるる質質のの高高いい木木材材生生産産をを次次のの世世代代にに繋繋げげてていいくくたためめ、、そそのの育育林林技技術術やや高高

齢齢級級・・大大径径材材伐伐採採技技術術のの継継承承をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○新規林業就業者の確保・育成・定着への支援 

○林業労働の安全衛生確保対策 

○伝統的な育林・伐採技術の継承 
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①①  新新たたなな森森林林環環境境管管理理体体制制のの構構築築・・推推進進  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

森林環境管理士・森林環境管理
作業士の養成の状況を評価す
る指標として活用 

奈良県森林環境管理士 
資格取得者数 

0人 40人 

奈良県森林環境管理作業
士資格取得者数 

0人 50人 

奈良県フォレスターの市町村配
置の状況を評価する指標として
活用 

奈良県フォレスターの任命
者数 

10人 
［R2（2020）］ 

25人 

森林環境管理を担う人材の確保
の状況を評価する指標として活
用 

林業の新規就業者数 
126人 

［H27（2015）～R1（2019）］ 
285人 

［R3（2021）～R7（2025）］ 

  

＜＜小小施施策策＞＞  

①①－－１１  奈奈良良県県フフォォレレススタターーアアカカデデミミーーのの設設置置・・運運営営  

令令和和３３（（22002211））年年４４月月にに奈奈良良県県フフォォレレススタターーアアカカデデミミーーをを開開校校しし、、森森林林環環境境のの維維持持向向上上にに関関すするる専専

門門的的なな知知識識をを有有しし、、かかつつそそれれをを実実践践ででききるる技技術術、、技技能能をを備備ええたた人人材材（（森森林林環環境境管管理理士士・・森森林林環環境境管管

理理作作業業士士））をを養養成成ししまますす。。  

ままたた、、新新たたなな森森林林環環境境管管理理でではは、、天天然然更更新新をを活活用用ししたた混混交交林林（（恒恒続続林林・・自自然然林林））へへのの誘誘導導等等をを推推

進進すするるたためめにに、、そそのの技技術術やや誘誘導導方方法法にに関関すするる調調査査研研究究をを継継続続的的にに実実施施ししてていいききまますす。。  

（事業例） 

○奈良県森林環境管理士・奈良県森林環境管理作業士の養成 

○新たな森林環境管理の調査研究 

令令和和３３（（22002211））年年４４月月にに「「奈奈良良県県フフォォレレススタターーアアカカデデミミーー」」をを開開校校しし、、森森林林環環境境管管理理士士、、森森林林環環

境境管管理理作作業業士士をを計計画画的的にに養養成成ししまますす。。ままたた、、奈奈良良県県フフォォレレススタターーアアカカデデミミーーととととももにに、、当当該該地地

（（吉吉野野高高校校跡跡地地））にに、、奈奈良良県県森森林林技技術術セセンンタターーをを移移転転ささせせ、、新新たたなな森森林林環環境境管管理理にに関関すするる調調

査査研研究究やや技技術術開開発発にに取取りり組組みみまますす。。併併せせてて、、奈奈良良県県フフォォレレススタターー（（県県職職員員））、、県県・・市市町町村村職職員員、、

森森林林組組合合等等関関係係者者にによよるる情情報報共共有有やや活活動動をを支支援援すするるたためめのの新新たたなな拠拠点点施施設設をを整整備備ししまますす。。  

奈奈良良県県フフォォレレススタターーはは、、市市町町村村にに長長期期間間、、同同一一区区域域をを担担当当すするるよよううにに配配置置しし、、市市町町村村のの状状況況

にに応応じじたた森森林林環環境境管管理理体体制制をを構構築築・・推推進進ししまますす。。併併せせてて、、林林業業事事業業者者等等ににおおけけるる雇雇用用のの安安定定

化化、、労労働働安安全全衛衛生生水水準準のの向向上上をを図図りり、、新新たたなな森森林林環環境境管管理理制制度度をを担担うう人人材材確確保保をを促促進進ししまま

すす。。  

  奈奈良良県県フフォォレレススタターーをを養養成成・・配配置置しし、、新新たたなな森森林林環環境境管管理理体体制制のの構構築築・・推推進進をを図図りりまますす。。  
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①①－－２２  奈奈良良県県フフォォレレススタターー制制度度のの確確立立  

県県はは、、令令和和２２（（22002200））年年３３月月にに「「奈奈良良県県森森林林環環境境のの維維持持向向上上にによよりり森森林林とと人人ととのの恒恒久久的的なな共共生生をを図図るる

条条例例」」をを制制定定しし、、令令和和２２（（22002200））年年度度かからら奈奈良良県県フフォォレレススタターーのの候候補補ととななるる職職員員（（森森林林管管理理職職））のの採採用用試試

験験をを開開始始すするるななどど、、奈奈良良県県フフォォレレススタターーをを養養成成・・配配置置すするるたためめのの取取組組をを進進めめてていいまますす。。  

ここのの奈奈良良県県フフォォレレススタターーはは、、市市町町村村にに長長期期間間、、同同一一区区域域をを担担当当すするるよよううにに配配置置すするる予予定定でであありり、、関関

係係市市町町村村とと協協議議・・調調整整をを進進めめ、、地地域域のの状状況況にに応応じじたた森森林林環環境境管管理理体体制制のの構構築築をを目目指指ししまますす。。  

ままたた、、新新たたなな森森林林環環境境管管理理のの推推進進をを加加速速ささせせるるたためめににはは、、情情報報のの一一括括管管理理とと発発信信、、継継続続的的なな調調査査

研研究究にによよるる技技術術のの開開発発、、森森林林整整備備へへのの公公的的関関与与のの強強化化ななどどがが必必要要ととななるるここととかからら、、「「奈奈良良県県フフォォレレスス

タターーアアカカデデミミーー」」とと「「森森林林技技術術セセンンタターー（（移移転転））」」をを中中核核施施設設ととすするる新新たたなな拠拠点点機機能能のの形形成成にに取取りり組組みみまま

すす。。  

（事業例） 

○県・市町村連携による奈良県フォレスター制度の確立 

○新たな森林環境管理を推進する拠点施設の設置・運営 

 

①①－－３３  新新たたなな森森林林環環境境管管理理をを担担うう人人材材のの確確保保  

県県内内のの林林業業就就業業者者数数はは平平成成 2222（（22001100））年年ににはは 11,,001188人人、、平平成成 2277（（22001155））年年ににはは 995599人人とと減減少少傾傾向向

ににあありりまますす。。計計画画期期間間ででああるる令令和和７７（（22002255））年年度度のの施施業業面面積積（（66,,880000ｈｈaa））にに対対応応すするるたためめ、、そそれれままででにに

11,,001188 人人のの就就業業者者をを確確保保すするる必必要要ががあありり、、そそののたためめににはは、、５５年年間間でで 228855 人人のの新新規規就就業業者者がが必必要要ととななりり

まますす。。  

ここののたためめ、、「「緑緑のの雇雇用用」」現現場場技技能能者者育育成成対対策策事事業業やや「「林林業業就就業業支支援援講講習習会会」」ななどどをを通通ししてて、、新新規規のの

就就業業者者をを確確保保・・育育成成すするるととととももにに、、林林業業就就業業者者がが安安心心ししてて働働けけるるよようう、、雇雇用用のの安安定定化化やや労労働働安安全全衛衛生生

水水準準のの向向上上とといいっったた雇雇用用管管理理のの改改善善をを促促進進ししまますす。。  

ままたた、、吉吉野野林林業業にに代代表表さされれるる質質のの高高いい木木材材生生産産をを次次のの世世代代にに繋繋げげてていいくくたためめ、、そそのの育育林林技技術術やや高高

齢齢級級・・大大径径材材伐伐採採技技術術のの継継承承をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○新規林業就業者の確保・育成・定着への支援 

○林業労働の安全衛生確保対策 

○伝統的な育林・伐採技術の継承 
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①①  新新たたなな森森林林環環境境管管理理体体制制のの構構築築・・推推進進  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

森林環境管理士・森林環境管理
作業士の養成の状況を評価す
る指標として活用 

奈良県森林環境管理士 
資格取得者数 

0人 40人 

奈良県森林環境管理作業
士資格取得者数 

0人 50人 

奈良県フォレスターの市町村配
置の状況を評価する指標として
活用 

奈良県フォレスターの任命
者数 

10人 
［R2（2020）］ 

25人 

森林環境管理を担う人材の確保
の状況を評価する指標として活
用 

林業の新規就業者数 
126人 

［H27（2015）～R1（2019）］ 
285人 

［R3（2021）～R7（2025）］ 

  

＜＜小小施施策策＞＞  

①①－－１１  奈奈良良県県フフォォレレススタターーアアカカデデミミーーのの設設置置・・運運営営  

令令和和３３（（22002211））年年４４月月にに奈奈良良県県フフォォレレススタターーアアカカデデミミーーをを開開校校しし、、森森林林環環境境のの維維持持向向上上にに関関すするる専専

門門的的なな知知識識をを有有しし、、かかつつそそれれをを実実践践ででききるる技技術術、、技技能能をを備備ええたた人人材材（（森森林林環環境境管管理理士士・・森森林林環環境境管管

理理作作業業士士））をを養養成成ししまますす。。  

ままたた、、新新たたなな森森林林環環境境管管理理でではは、、天天然然更更新新をを活活用用ししたた混混交交林林（（恒恒続続林林・・自自然然林林））へへのの誘誘導導等等をを推推

進進すするるたためめにに、、そそのの技技術術やや誘誘導導方方法法にに関関すするる調調査査研研究究をを継継続続的的にに実実施施ししてていいききまますす。。  

（事業例） 

○奈良県森林環境管理士・奈良県森林環境管理作業士の養成 

○新たな森林環境管理の調査研究 

令令和和３３（（22002211））年年４４月月にに「「奈奈良良県県フフォォレレススタターーアアカカデデミミーー」」をを開開校校しし、、森森林林環環境境管管理理士士、、森森林林環環

境境管管理理作作業業士士をを計計画画的的にに養養成成ししまますす。。ままたた、、奈奈良良県県フフォォレレススタターーアアカカデデミミーーととととももにに、、当当該該地地

（（吉吉野野高高校校跡跡地地））にに、、奈奈良良県県森森林林技技術術セセンンタターーをを移移転転ささせせ、、新新たたなな森森林林環環境境管管理理にに関関すするる調調

査査研研究究やや技技術術開開発発にに取取りり組組みみまますす。。併併せせてて、、奈奈良良県県フフォォレレススタターー（（県県職職員員））、、県県・・市市町町村村職職員員、、

森森林林組組合合等等関関係係者者にによよるる情情報報共共有有やや活活動動をを支支援援すするるたためめのの新新たたなな拠拠点点施施設設をを整整備備ししまますす。。  

奈奈良良県県フフォォレレススタターーはは、、市市町町村村にに長長期期間間、、同同一一区区域域をを担担当当すするるよよううにに配配置置しし、、市市町町村村のの状状況況

にに応応じじたた森森林林環環境境管管理理体体制制をを構構築築・・推推進進ししまますす。。併併せせてて、、林林業業事事業業者者等等ににおおけけるる雇雇用用のの安安定定

化化、、労労働働安安全全衛衛生生水水準準のの向向上上をを図図りり、、新新たたなな森森林林環環境境管管理理制制度度をを担担うう人人材材確確保保をを促促進進ししまま

すす。。  

  奈奈良良県県フフォォレレススタターーをを養養成成・・配配置置しし、、新新たたなな森森林林環環境境管管理理体体制制のの構構築築・・推推進進をを図図りりまますす。。  
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（事業例）  

○施業放置林の解消 

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○皆伐後再造林の促進 

 

②②－－２２  森森林林法法のの適適切切なな運運用用 

森森林林のの防防災災機機能能をを強強化化すするるたためめににはは、、計計画画的的なな森森林林整整備備やや無無秩秩序序なな開開発発のの抑抑制制ななどどがが必必要要でですす。。

森森林林法法にに規規定定さされれるる「「伐伐採採届届（（HH3300（（22001188））年年度度：：主主伐伐 9966..22hhaa  間間伐伐 882211..33hhaa））」」やや「「林林地地開開発発許許可可のの申申

請請」」、、「「保保安安林林ででのの伐伐採採にに関関すするる届届出出・・申申請請」」はは、、森森林林所所有有者者やや林林業業事事業業者者ななどどがが行行うう伐伐採採のの計計画画・・

方方法法をを管管理理すするる重重要要なな手手続続ききととななりりまますす。。  

ここののたためめ、、奈奈良良県県フフォォレレススタターーをを推推進進力力にに、、県県とと市市町町村村がが連連携携ししてて構構築築すするる新新たたなな森森林林環環境境管管理理

体体制制ののももととでで、、伐伐採採届届等等のの内内容容をを審審査査すするるととととももにに、、伐伐採採やや植植栽栽等等がが計計画画どどおおりりにに進進めめらられれてていいるるかか

をを確確認認・・指指導導すするるななどど、、森森林林法法のの適適切切なな運運用用をを図図りりまますす。。  

（事業例）  

○森林計画制度等の運用 

○保安林制度の運用 

 

②②－－３３  災災害害予予防防・・復復旧旧 

近近年年、、地地球球温温暖暖化化がが危危惧惧さされれるる中中、、局局地地的的豪豪雨雨がが多多発発すするる傾傾向向ににああるるここととかからら、、山山地地災災害害がが発発生生

ししややすすいい状状況況ととななっってていいまますす。。平平成成 2233（（22001111））年年のの紀紀伊伊半半島島大大水水害害でではは山山地地災災害害がが多多数数発発生生しし、、人人

家家ややラライイフフラライインンにに大大ききなな被被害害をを与与ええ、、そそのの後後もも、、豪豪雨雨をを要要因因ととすするる新新たたなな山山地地災災害害やや既既存存のの被被災災箇箇

所所がが拡拡大大すするるななどどのの事事態態がが発発生生ししてておおりり、、そそのの対対策策がが大大ききなな課課題題ととななっってていいまますす。。  

ここののよよううなな山山地地災災害害へへのの対対策策ににつついいててはは、、集集落落やや道道路路ななどどののラライイフフラライインンにに近近傍傍すするるななどどのの重重要要

度度・・緊緊急急度度のの高高いい箇箇所所をを優優先先しし、、治治山山事事業業にによよるる計計画画的的なな復復旧旧をを図図りりまますす。。  

（事業例）  

○機能の低下した保安林の計画的整備 

○山地災害を未然に防止するための治山施設整備 

○山地災害を復旧するための治山施設整備 
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②②  災災害害にに強強いい森森林林づづくくりり  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

施業放置林の解消への取組を評価

する指標として活用 
混交林への誘導整備面積 0ha 1,100 ha 

伐採届（皆伐）等の審査・指導等の

強化を評価する指標として活用 

伐採届（皆伐）の現地調査実施

の割合（転用・線下伐採を除く） 
不明 100％ 

山地災害の早期復旧を評価する 

指標として活用 

紀伊半島大水害以降に発生し

た主な山地災害（25箇所）の 

復旧箇所 

13箇所 
23箇所 

※未完了 2箇所 

 

＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  森森林林施施業業のの促促進進  

令令和和２２（（22002200））年年４４月月現現在在、、県県内内のの人人工工林林面面積積（（117711 千千 hhaa））ののううちち、、8888 千千 hhaa がが施施業業放放置置状状態態ととななっっ

てていいまますす。。下下層層植植生生がが消消失失しし土土壌壌ががむむきき出出ししととななっってていいるる特特にに深深刻刻なな施施業業放放置置林林をを整整備備すするるここととやや、、

適適正正にに管管理理さされれてていいるる森森林林ににおおいいててもも、、林林業業のの不不振振・・林林業業従従事事者者のの高高齢齢化化等等にによよりり、、今今後後、、管管理理さされれ

なないい森森林林がが増増加加すするるここととがが懸懸念念さされれるるここととかからら、、施施業業放放置置林林ととななららなないいよようう間間伐伐等等のの保保育育をを推推進進ししまますす。。  

ままたた、、針針葉葉樹樹とと広広葉葉樹樹がが混混交交すするる森森林林はは、、地地中中部部でではは根根がが複複雑雑にに張張りり巡巡りり、、地地上上部部でではは複複数数のの樹樹

種種・・高高ささのの異異ななるる樹樹木木とと草草本本類類にに覆覆わわれれるるここととかからら、、崩崩壊壊ししににくくくく、、上上部部でで崩崩壊壊ししたた土土砂砂をを受受けけ止止めめるる

効効果果がが高高くくななるるたためめ、、ススギギ・・ヒヒノノキキ人人工工林林をを混混交交林林にに誘誘導導ししてていいききまますす。。  

加加ええてて、、皆皆伐伐後後、、再再造造林林やや天天然然更更新新さされれなないい造造林林未未済済地地はは、、そそののまままま放放置置さされれるるとと崩崩壊壊等等のの災災害害

をを誘誘発発すするる恐恐れれががあありりまますす。。そそののたためめ、、皆皆伐伐後後のの確確実実なな再再造造林林やや天天然然更更新新をを図図りりまますす。。  

適適切切にに管管理理さされれてていいるる森森林林はは、、土土砂砂のの流流出出やや崩崩壊壊とといいっったた災災害害をを未未然然にに防防いいだだりり、、ここれれららのの

災災害害がが発発生生ししたた際際にに被被害害のの拡拡大大をを防防いいだだりり、、水水のの貯貯留留・・かかんん養養機機能能をを高高度度にに発発揮揮ささせせまますす。。一一

方方、、施施業業放放置置にによよりり荒荒廃廃がが進進むむ人人工工林林はは、、ここれれららのの機機能能がが低低下下しし、、災災害害時時にに被被害害拡拡大大のの要要因因とと

ななりりまますす。。そそののたためめ、、施施業業放放置置状状態態ににああるる人人工工林林のの整整備備、、防防災災機機能能をを高高めめるるたためめのの恒恒続続林林へへのの

誘誘導導、、間間伐伐をを中中心心ととししたた保保育育のの継継続続実実施施、、ススギギ・・ヒヒノノキキのの人人工工林林かからら防防災災力力のの高高いい混混交交林林へへ誘誘

導導、、皆皆伐伐後後のの再再造造林林等等のの施施業業のの促促進進をを図図りりまますす。。  

ままたた、、伐伐採採届届ををははじじめめととししたた森森林林計計画画制制度度やや林林地地開開発発許許可可制制度度、、保保安安林林制制度度等等のの森森林林法法にに

基基づづくく規規定定をを適適正正にに運運用用ししまますす。。ささららにに、、森森林林災災害害のの予予防防・・復復旧旧にに迅迅速速にに取取りり組組むむほほかか、、災災害害関関

連連のの情情報報をを国国・・市市町町村村とと共共有有すするるななどどししてて、、災災害害にに強強いい森森林林のの構構築築をを目目指指ししまますす。。  

災災害害にに強強いい森森林林づづくくりりをを目目指指ししまますす。。  
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（事業例）  

○施業放置林の解消 

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○皆伐後再造林の促進 

 

②②－－２２  森森林林法法のの適適切切なな運運用用 

森森林林のの防防災災機機能能をを強強化化すするるたためめににはは、、計計画画的的なな森森林林整整備備やや無無秩秩序序なな開開発発のの抑抑制制ななどどがが必必要要でですす。。

森森林林法法にに規規定定さされれるる「「伐伐採採届届（（HH3300（（22001188））年年度度：：主主伐伐 9966..22hhaa  間間伐伐 882211..33hhaa））」」やや「「林林地地開開発発許許可可のの申申

請請」」、、「「保保安安林林ででのの伐伐採採にに関関すするる届届出出・・申申請請」」はは、、森森林林所所有有者者やや林林業業事事業業者者ななどどがが行行うう伐伐採採のの計計画画・・

方方法法をを管管理理すするる重重要要なな手手続続ききととななりりまますす。。  

ここののたためめ、、奈奈良良県県フフォォレレススタターーをを推推進進力力にに、、県県とと市市町町村村がが連連携携ししてて構構築築すするる新新たたなな森森林林環環境境管管理理

体体制制ののももととでで、、伐伐採採届届等等のの内内容容をを審審査査すするるととととももにに、、伐伐採採やや植植栽栽等等がが計計画画どどおおりりにに進進めめらられれてていいるるかか

をを確確認認・・指指導導すするるななどど、、森森林林法法のの適適切切なな運運用用をを図図りりまますす。。  

（事業例）  

○森林計画制度等の運用 

○保安林制度の運用 

 

②②－－３３  災災害害予予防防・・復復旧旧 

近近年年、、地地球球温温暖暖化化がが危危惧惧さされれるる中中、、局局地地的的豪豪雨雨がが多多発発すするる傾傾向向ににああるるここととかからら、、山山地地災災害害がが発発生生

ししややすすいい状状況況ととななっってていいまますす。。平平成成 2233（（22001111））年年のの紀紀伊伊半半島島大大水水害害でではは山山地地災災害害がが多多数数発発生生しし、、人人

家家ややラライイフフラライインンにに大大ききなな被被害害をを与与ええ、、そそのの後後もも、、豪豪雨雨をを要要因因ととすするる新新たたなな山山地地災災害害やや既既存存のの被被災災箇箇

所所がが拡拡大大すするるななどどのの事事態態がが発発生生ししてておおりり、、そそのの対対策策がが大大ききなな課課題題ととななっってていいまますす。。  

ここののよよううなな山山地地災災害害へへのの対対策策ににつついいててはは、、集集落落やや道道路路ななどどののラライイフフラライインンにに近近傍傍すするるななどどのの重重要要

度度・・緊緊急急度度のの高高いい箇箇所所をを優優先先しし、、治治山山事事業業にによよるる計計画画的的なな復復旧旧をを図図りりまますす。。  

（事業例）  

○機能の低下した保安林の計画的整備 

○山地災害を未然に防止するための治山施設整備 

○山地災害を復旧するための治山施設整備 
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②②  災災害害にに強強いい森森林林づづくくりり  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

施業放置林の解消への取組を評価

する指標として活用 
混交林への誘導整備面積 0ha 1,100 ha 

伐採届（皆伐）等の審査・指導等の

強化を評価する指標として活用 

伐採届（皆伐）の現地調査実施

の割合（転用・線下伐採を除く） 
不明 100％ 

山地災害の早期復旧を評価する 

指標として活用 

紀伊半島大水害以降に発生し

た主な山地災害（25箇所）の 

復旧箇所 

13箇所 
23箇所 

※未完了 2箇所 

 

＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  森森林林施施業業のの促促進進  

令令和和２２（（22002200））年年４４月月現現在在、、県県内内のの人人工工林林面面積積（（117711 千千 hhaa））ののううちち、、8888 千千 hhaa がが施施業業放放置置状状態態ととななっっ

てていいまますす。。下下層層植植生生がが消消失失しし土土壌壌ががむむきき出出ししととななっってていいるる特特にに深深刻刻なな施施業業放放置置林林をを整整備備すするるここととやや、、

適適正正にに管管理理さされれてていいるる森森林林ににおおいいててもも、、林林業業のの不不振振・・林林業業従従事事者者のの高高齢齢化化等等にによよりり、、今今後後、、管管理理さされれ

なないい森森林林がが増増加加すするるここととがが懸懸念念さされれるるここととかからら、、施施業業放放置置林林ととななららなないいよようう間間伐伐等等のの保保育育をを推推進進ししまますす。。  

ままたた、、針針葉葉樹樹とと広広葉葉樹樹がが混混交交すするる森森林林はは、、地地中中部部でではは根根がが複複雑雑にに張張りり巡巡りり、、地地上上部部でではは複複数数のの樹樹

種種・・高高ささのの異異ななるる樹樹木木とと草草本本類類にに覆覆わわれれるるここととかからら、、崩崩壊壊ししににくくくく、、上上部部でで崩崩壊壊ししたた土土砂砂をを受受けけ止止めめるる

効効果果がが高高くくななるるたためめ、、ススギギ・・ヒヒノノキキ人人工工林林をを混混交交林林にに誘誘導導ししてていいききまますす。。  

加加ええてて、、皆皆伐伐後後、、再再造造林林やや天天然然更更新新さされれなないい造造林林未未済済地地はは、、そそののまままま放放置置さされれるるとと崩崩壊壊等等のの災災害害

をを誘誘発発すするる恐恐れれががあありりまますす。。そそののたためめ、、皆皆伐伐後後のの確確実実なな再再造造林林やや天天然然更更新新をを図図りりまますす。。  

適適切切にに管管理理さされれてていいるる森森林林はは、、土土砂砂のの流流出出やや崩崩壊壊とといいっったた災災害害をを未未然然にに防防いいだだりり、、ここれれららのの

災災害害がが発発生生ししたた際際にに被被害害のの拡拡大大をを防防いいだだりり、、水水のの貯貯留留・・かかんん養養機機能能をを高高度度にに発発揮揮ささせせまますす。。一一

方方、、施施業業放放置置にによよりり荒荒廃廃がが進進むむ人人工工林林はは、、ここれれららのの機機能能がが低低下下しし、、災災害害時時にに被被害害拡拡大大のの要要因因とと

ななりりまますす。。そそののたためめ、、施施業業放放置置状状態態ににああるる人人工工林林のの整整備備、、防防災災機機能能をを高高めめるるたためめのの恒恒続続林林へへのの

誘誘導導、、間間伐伐をを中中心心ととししたた保保育育のの継継続続実実施施、、ススギギ・・ヒヒノノキキのの人人工工林林かからら防防災災力力のの高高いい混混交交林林へへ誘誘

導導、、皆皆伐伐後後のの再再造造林林等等のの施施業業のの促促進進をを図図りりまますす。。  

ままたた、、伐伐採採届届ををははじじめめととししたた森森林林計計画画制制度度やや林林地地開開発発許許可可制制度度、、保保安安林林制制度度等等のの森森林林法法にに

基基づづくく規規定定をを適適正正にに運運用用ししまますす。。ささららにに、、森森林林災災害害のの予予防防・・復復旧旧にに迅迅速速にに取取りり組組むむほほかか、、災災害害関関

連連のの情情報報をを国国・・市市町町村村とと共共有有すするるななどどししてて、、災災害害にに強強いい森森林林のの構構築築をを目目指指ししまますす。。  

災災害害にに強強いい森森林林づづくくりりをを目目指指ししまますす。。  

第
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編
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＜＜小小施施策策＞＞  

③③－－１１  計計画画作作成成のの促促進進  

県県ににおおけけるる森森林林所所有有のの形形態態はは、、小小規規模模経経営営((55hhaa 未未満満))のの林林家家がが 8877..55％％をを占占めめてておおりり、、森森林林のの所所在在

すするる市市町町村村のの他他にに居居住住すするる不不在在村村者者のの割割合合もも高高くくななっってていいまますす。。ここののよよううななここととかからら、、森森林林所所有有者者のの

特特定定ががででききなないい、、所所有有境境界界がが不不明明確確なな森森林林がが多多くく存存在在ししてていいまますす。。ままたた、、小小規規模模なな所所有有形形態態はは、、林林

業業のの基基盤盤ととななるる路路網網整整備備のの遅遅れれやや伐伐採採搬搬出出作作業業がが非非効効率率ととななるるここととかからら、、集集約約化化がが必必要要でですす。。  

そそののたためめ、、奈奈良良県県フフォォレレススタターーやや県県のの林林業業普普及及指指導導職職員員とと市市町町村村がが連連携携ししてて森森林林所所有有者者のの特特定定

やや境境界界のの明明確確化化をを行行っったたううええでで、、集集約約化化をを推推進進しし、、森森林林所所有有者者とと林林業業事事業業者者等等ののママッッチチンンググにによよるる集集

約約化化施施業業団団地地のの設設定定やや森森林林所所有有者者、、森森林林組組合合、、林林業業事事業業者者等等にによよるる森森林林経経営営計計画画のの策策定定ににつついいてて

支支援援ししまますす。。ままたた、、森森林林経経営営計計画画等等にに基基づづいいてて計計画画的的にに森森林林施施業業をを行行うう森森林林組組合合やや林林業業事事業業者者等等

へへのの支支援援にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例）  

○森林境界明確化の促進 

○集約化設定及び森林経営計画の策定促進 

○計画的な集約化施業の促進 

 

③③－－２２  生生産産基基盤盤のの強強化化  

本本県県ににおおけけるる林林内内路路網網密密度度（（「「公公道道等等」」、、「「林林道道」」及及びび「「作作業業道道」」のの現現況況延延長長のの合合計計をを森森林林面面積積でで除除

ししたた数数値値。。））はは、、全全国国平平均均 2255..55mm//hhaa にに対対しし、、1188..77mm//hhaa（（RR11（（22001199））））でであありり、、林林業業機機械械のの導導入入ににつついいてて

もも、、人人工工林林面面積積 1100,,000000hhaa 当当たたりりのの導導入入機機械械台台数数はは、、全全国国平平均均 88..88 台台にに対対ししてて奈奈良良県県はは 33..22 台台((HH2299

（（22001177））))ととななっってていいまますす。。  

森森林林かからら安安定定的的にに木木材材をを生生産産すするるたためめ、、森森林林経経営営計計画画やや恒恒続続林林化化施施業業計計画画等等とと連連動動ささせせ、、「「林林道道

のの整整備備」」、、「「奈奈良良型型作作業業道道のの整整備備」」、、「「高高性性能能林林業業機機械械等等のの導導入入」」、、「「架架線線集集材材施施設設のの設設置置」」等等のの生生産産

基基盤盤のの強強化化をを図図りりまますす。。  

ままたた、、効効率率的的なな木木材材生生産産をを行行ううたためめ、、航航空空レレーーザザ測測量量にによよるる精精度度のの高高いい森森林林資資源源情情報報・・詳詳細細なな地地

形形情情報報をを整整備備しし、、そそのの解解析析デデーータタをを市市町町村村にに提提供供しし活活用用をを促促進進ししまますす。。  

（事業例）  

○作業システムの効率化及び機械化の推進 

○路網整備の推進 

○森林資源情報等の整備・活用 

○県営林の森林整備の推進 

○経営改善・合理化支援の制度融資 

○森林資源を活用した山村地域の活性化 
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③③  持持続続的的にに森森林林資資源源をを供供給給すするる森森林林づづくくりり  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

森林経営計画策定の進捗を評価す

る指標として活用 

森林面積に対する森林経営計画

策定率 
9％ 16％ 

森林経営計画等に基づく森林 

施業面積 
3,768ha／年 6,800ha／年 

生産基盤の強化度合いを評価する

指標として活用 

高性能林業機械等の導入台数 
57台 

［H30（2018）］ 
80台 

林内路網密度 18.7m/ha 20.4m/ha 

航空レーザ測量面積 126㎢ 2,020㎢ 

木材搬出促進を評価する指標とし

て活用 

大規模集約化団地数 15件 24件 

木材生産量 

16.1万㎥／年 

［H30（2018）］ 

(A材：9.4万 

B材：2.2万 

C材：4.5万) 

20万㎥／年 

(A材：11万 

B材：2万 

C材：7万) 

素材生産の生産性 
3.0㎥/人・日 

［H30（2018）］ 
3.6㎥/人・日 

 

森森林林はは、、木木材材ををははじじめめ、、木木のの実実・・ききののここ類類等等のの食食材材、、漆漆等等のの工工芸芸品品のの原原料料ななどど様様々々なな資資源源をを

供供給給ししまますす。。森森林林資資源源をを生生産産すするるここととはは、、管管理理ののたためめにに定定期期的的にに森森林林にに入入るるここととにに繋繋ががりり、、そそ

れれにによよりり森森林林のの環環境境がが維維持持さされれるるとといいうう好好循循環環がが生生ままれれまますす。。ままたた、、適適切切にに管管理理さされれたた森森林林かか

ららはは、、清清浄浄なな水水がが小小川川にに流流れれ出出るるななどどのの副副次次的的なな森森林林資資源源もも供供給給さされれまますす。。  

ここののよよううなな森森林林資資源源をを持持続続的的にに生生産産しし、、森森林林かからら安安定定的的にに収収益益をを得得るるここととががででききるるよようう、、奈奈良良

県県フフォォレレススタターーとと市市町町村村がが連連携携ししてて森森林林経経営営計計画画ななどどのの計計画画作作成成をを促促進進すするるととととももにに、、林林業業機機

械械化化やや路路網網整整備備のの推推進進、、森森林林資資源源情情報報のの把把握握ななどど生生産産基基盤盤のの強強化化をを図図りりまますす。。  

ささららにに、、森森林林かからら供供給給さされれるる木木材材のの利利用用はは、、二二酸酸化化炭炭素素をを固固定定しし続続けけ化化石石燃燃料料のの利利用用をを抑抑

ええるるここととととななりり、、温温室室効効果果ガガススのの排排出出のの抑抑制制ににもも繋繋ががるるここととかからら、、木木材材のの搬搬出出支支援援やや未未利利用用材材のの

搬搬出出促促進進ななどどをを図図りりまますす。。  

奈奈良良県県フフォォレレススタターーとと市市町町村村がが連連携携ししてて森森林林経経営営計計画画等等にに基基づづくく施施業業をを推推進進ししまますす。。  

第
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＜＜小小施施策策＞＞  

③③－－１１  計計画画作作成成のの促促進進  

県県ににおおけけるる森森林林所所有有のの形形態態はは、、小小規規模模経経営営((55hhaa 未未満満))のの林林家家がが 8877..55％％をを占占めめてておおりり、、森森林林のの所所在在

すするる市市町町村村のの他他にに居居住住すするる不不在在村村者者のの割割合合もも高高くくななっってていいまますす。。ここののよよううななここととかからら、、森森林林所所有有者者のの

特特定定ががででききなないい、、所所有有境境界界がが不不明明確確なな森森林林がが多多くく存存在在ししてていいまますす。。ままたた、、小小規規模模なな所所有有形形態態はは、、林林

業業のの基基盤盤ととななるる路路網網整整備備のの遅遅れれやや伐伐採採搬搬出出作作業業がが非非効効率率ととななるるここととかからら、、集集約約化化がが必必要要でですす。。  

そそののたためめ、、奈奈良良県県フフォォレレススタターーやや県県のの林林業業普普及及指指導導職職員員とと市市町町村村がが連連携携ししてて森森林林所所有有者者のの特特定定

やや境境界界のの明明確確化化をを行行っったたううええでで、、集集約約化化をを推推進進しし、、森森林林所所有有者者とと林林業業事事業業者者等等ののママッッチチンンググにによよるる集集

約約化化施施業業団団地地のの設設定定やや森森林林所所有有者者、、森森林林組組合合、、林林業業事事業業者者等等にによよるる森森林林経経営営計計画画のの策策定定ににつついいてて

支支援援ししまますす。。ままたた、、森森林林経経営営計計画画等等にに基基づづいいてて計計画画的的にに森森林林施施業業をを行行うう森森林林組組合合やや林林業業事事業業者者等等

へへのの支支援援にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例）  

○森林境界明確化の促進 

○集約化設定及び森林経営計画の策定促進 

○計画的な集約化施業の促進 

 

③③－－２２  生生産産基基盤盤のの強強化化  

本本県県ににおおけけるる林林内内路路網網密密度度（（「「公公道道等等」」、、「「林林道道」」及及びび「「作作業業道道」」のの現現況況延延長長のの合合計計をを森森林林面面積積でで除除

ししたた数数値値。。））はは、、全全国国平平均均 2255..55mm//hhaa にに対対しし、、1188..77mm//hhaa（（RR11（（22001199））））でであありり、、林林業業機機械械のの導導入入ににつついいてて

もも、、人人工工林林面面積積 1100,,000000hhaa 当当たたりりのの導導入入機機械械台台数数はは、、全全国国平平均均 88..88 台台にに対対ししてて奈奈良良県県はは 33..22 台台((HH2299

（（22001177））))ととななっってていいまますす。。  

森森林林かからら安安定定的的にに木木材材をを生生産産すするるたためめ、、森森林林経経営営計計画画やや恒恒続続林林化化施施業業計計画画等等とと連連動動ささせせ、、「「林林道道

のの整整備備」」、、「「奈奈良良型型作作業業道道のの整整備備」」、、「「高高性性能能林林業業機機械械等等のの導導入入」」、、「「架架線線集集材材施施設設のの設設置置」」等等のの生生産産

基基盤盤のの強強化化をを図図りりまますす。。  

ままたた、、効効率率的的なな木木材材生生産産をを行行ううたためめ、、航航空空レレーーザザ測測量量にによよるる精精度度のの高高いい森森林林資資源源情情報報・・詳詳細細なな地地

形形情情報報をを整整備備しし、、そそのの解解析析デデーータタをを市市町町村村にに提提供供しし活活用用をを促促進進ししまますす。。  

（事業例）  

○作業システムの効率化及び機械化の推進 

○路網整備の推進 

○森林資源情報等の整備・活用 

○県営林の森林整備の推進 

○経営改善・合理化支援の制度融資 

○森林資源を活用した山村地域の活性化 

 

 

 

 

 

 

 

-28- 

③③  持持続続的的にに森森林林資資源源をを供供給給すするる森森林林づづくくりり  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

森林経営計画策定の進捗を評価す

る指標として活用 

森林面積に対する森林経営計画

策定率 
9％ 16％ 

森林経営計画等に基づく森林 

施業面積 
3,768ha／年 6,800ha／年 

生産基盤の強化度合いを評価する

指標として活用 

高性能林業機械等の導入台数 
57台 

［H30（2018）］ 
80台 

林内路網密度 18.7m/ha 20.4m/ha 

航空レーザ測量面積 126㎢ 2,020㎢ 

木材搬出促進を評価する指標とし

て活用 

大規模集約化団地数 15件 24件 

木材生産量 

16.1万㎥／年 

［H30（2018）］ 

(A材：9.4万 

B材：2.2万 

C材：4.5万) 

20万㎥／年 

(A材：11万 

B材：2万 

C材：7万) 

素材生産の生産性 
3.0㎥/人・日 

［H30（2018）］ 
3.6㎥/人・日 

 

森森林林はは、、木木材材ををははじじめめ、、木木のの実実・・ききののここ類類等等のの食食材材、、漆漆等等のの工工芸芸品品のの原原料料ななどど様様々々なな資資源源をを

供供給給ししまますす。。森森林林資資源源をを生生産産すするるここととはは、、管管理理ののたためめにに定定期期的的にに森森林林にに入入るるここととにに繋繋ががりり、、そそ

れれにによよりり森森林林のの環環境境がが維維持持さされれるるとといいうう好好循循環環がが生生ままれれまますす。。ままたた、、適適切切にに管管理理さされれたた森森林林かか

ららはは、、清清浄浄なな水水がが小小川川にに流流れれ出出るるななどどのの副副次次的的なな森森林林資資源源もも供供給給さされれまますす。。  

ここののよよううなな森森林林資資源源をを持持続続的的にに生生産産しし、、森森林林かからら安安定定的的にに収収益益をを得得るるここととががででききるるよようう、、奈奈良良

県県フフォォレレススタターーとと市市町町村村がが連連携携ししてて森森林林経経営営計計画画ななどどのの計計画画作作成成をを促促進進すするるととととももにに、、林林業業機機

械械化化やや路路網網整整備備のの推推進進、、森森林林資資源源情情報報のの把把握握ななどど生生産産基基盤盤のの強強化化をを図図りりまますす。。  

ささららにに、、森森林林かからら供供給給さされれるる木木材材のの利利用用はは、、二二酸酸化化炭炭素素をを固固定定しし続続けけ化化石石燃燃料料のの利利用用をを抑抑

ええるるここととととななりり、、温温室室効効果果ガガススのの排排出出のの抑抑制制ににもも繋繋ががるるここととかからら、、木木材材のの搬搬出出支支援援やや未未利利用用材材のの

搬搬出出促促進進ななどどをを図図りりまますす。。  

奈奈良良県県フフォォレレススタターーとと市市町町村村がが連連携携ししてて森森林林経経営営計計画画等等にに基基づづくく施施業業をを推推進進ししまますす。。  
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＜＜小小施施策策＞＞  

④④－－１１  生生物物多多様様性性のの保保全全  

本本県県のの森森林林構構成成のの特特徴徴ととししててはは、、人人工工林林のの森森林林にに占占めめるる割割合合がが全全国国平平均均（（4411％％））をを上上回回るる 6611％％でで

あありり、、適適切切にに管管理理さされれたた人人工工林林はは、、多多様様なな動動植植物物がが生生息息・・生生育育すするる天天然然林林（（混混交交林林））とと併併せせてて県県内内のの

生生物物多多様様性性のの保保全全にに寄寄与与ししててききままししたた。。一一方方、、長長引引くく林林業業のの不不振振ななどどかからら適適切切にに管管理理さされれなないい人人工工

林林がが増増加加すするる中中でで、、生生物物多多様様性性保保全全機機能能のの低低下下がが懸懸念念さされれてていいまますす。。そそののたためめ、、人人工工林林のの適適正正管管

理理ととととももにに、、施施業業放放置置さされれたた人人工工林林のの混混交交林林へへのの誘誘導導がが求求めめらられれまますす。。  

ままたた、、奈奈良良県県版版レレッッドドデデーータタブブッックク（（HH2288（（22001166））））にによよれればば､､県県内内でで生生息息・・生生育育がが確確認認さされれたた約約

1111,,000000 種種ののううちち、、希希少少なな野野生生動動植植物物はは 11,,553355 種種とと全全体体のの 1133..77％％をを占占めめてておおりり、、全全国国平平均均（（99..99%%（（RR22

（（22002200））））））よよりり割割合合がが高高くくななっってていいまますす。。生生物物多多様様性性のの保保全全をを図図るるたためめ、、ここれれららのの希希少少動動植植物物のの保保護護

にに取取りり組組むむ一一方方、、近近年年はは、、外外来来種種ででああるるククビビアアカカツツヤヤカカミミキキリリにによよるるササククララ等等へへのの被被害害拡拡大大もも確確認認さされれ

てておおりり、、外外来来種種防防除除のの取取組組をを進進めめまますす。。  

（事業例）  

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○森林病害虫の防除 

○希少動植物の保護 

 

④④－－２２  生生物物多多様様性性のの再再生生  

森森林林ににはは、、高高木木・・中中木木・・低低木木・・下下層層植植生生ななどどがが複複雑雑にに生生育育すするるここととかからら、、光光・・温温度度・・湿湿度度ななどどのの環環

境境条条件件がが場場所所にによよっってて異異ななるるここととでで、、ささままざざままなな動動植植物物のの存存在在をを可可能能ににししてていいまますす。。ししかかしし、、ニニホホンン

ジジカカのの生生息息頭頭数数がが近近年年急急増増（（HH1122（（22000000））年年度度  約約 2255..99 千千頭頭  →→  HH2277（（22001155））年年度度  約約 4488..66 千千頭頭。。

適適正正生生息息数数  66..55 千千頭頭））しし、、天天然然にに発発芽芽ししたた稚稚樹樹やや下下層層植植生生がが採採食食さされれるるここととでで、、複複雑雑なな生生育育構構造造

がが崩崩れれたた森森林林のの増増加加がが懸懸念念さされれまますす。。ささららにに、、皆皆伐伐跡跡地地にに植植栽栽ししたた苗苗木木やや天天然然にに発発芽芽ししたた稚稚樹樹がが

ニニホホンンジジカカにに採採食食さされれ、、森森林林のの再再生生がが阻阻害害さされれるるこことともも問問題題ととななっってていいまますす。。ここのの対対策策ととししてて、、ニニホホ

ンンジジカカのの生生息息密密度度をを適適正正にに管管理理すするるたためめのの取取組組をを進進めめまますす。。  

（事業例）  

○ニホンジカ生息密度の適正化 

○皆伐後再造林の促進 
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③③－－３３  木木材材搬搬出出のの促促進進  

新新たたなな森森林林環環境境管管理理制制度度のの推推進進にに合合わわせせ、、奈奈良良県県フフォォレレススタターー、、市市町町村村、、森森林林組組合合、、出出所所者者支支

援援財財団団等等のの連連携携をを強強化化しし、、施施業業地地かかららのの木木材材搬搬出出（（AA材材・・BB材材・・CC材材））をを促促進進ししまますす。。  

恒恒続続林林やや自自然然林林へへのの誘誘導導にによよりり発発生生すするる木木材材（（未未利利用用材材含含むむ））のの搬搬出出ににつついいててもも積積極極的的にに取取りり組組

みみまますす。。  

（事業例）  

○大規模集約化団地からの木材搬出の促進 

○大規模集約化団地における事業者間連携の促進 

○未利用材の搬出促進 

 

 

④④  生生物物多多様様性性がが保保全全さされれるる森森林林づづくくりり  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

生物多様性の保全に繋がる
取組を評価する指標として
活用 

混交林への誘導整備面積 0ha 1,100 ha 

特定希少野生動植物の 
指定数 

12種 20種 

ニホンジカの生息密度の適
正化の取組を評価する指標
として活用 

ニホンジカの捕獲数 
（メス）5,462頭／年 
（オス）4,115頭／年 

（メス）6,000頭／年※ 
（オス）4,000頭／年※ 

 

 

森森林林ににはは、、木木本本類類・・草草類類・・シシダダ類類・・ココケケ類類等等のの植植物物、、哺哺乳乳類類・・鳥鳥類類・・はは虫虫類類・・両両生生類類・・魚魚類類・・昆昆

虫虫類類等等のの動動物物ななどどがが多多種種多多様様にに生生息息ししてていいまますす。。ここのの森森林林ににおおけけるる豊豊かかなな生生物物多多様様性性をを保保全全

すするるここととはは、、森森林林ににおおけけるる自自然然環環境境のの保保全全にに直直結結すするる効効果果がが期期待待ででききまますす。。  

そそののたためめ、、人人工工林林かからら生生物物多多様様性性のの高高いい混混交交林林へへのの変変換換、、集集団団的的にに樹樹木木をを枯枯死死ささせせるる森森林林

病病害害虫虫のの防防除除、、そそのの地地域域固固有有のの植植生生やや生生物物種種のの保保全全ななどど多多種種多多様様なな生生息息・・生生育育環環境境のの保保全全

をを図図りりまますす。。  

ままたた、、皆皆伐伐跡跡地地やや崩崩壊壊跡跡地地ななどどのの生生物物多多様様性性がが失失わわれれたた区区域域をを確確実実にに森森林林へへ再再生生すするるたた

めめ、、採採食食にによよりり下下層層植植生生にに影影響響をを及及ぼぼすすニニホホンンジジカカのの生生息息密密度度のの適適正正化化、、皆皆伐伐後後のの確確実実なな再再

造造林林のの促促進進ななどどをを行行っっててままいいりりまますす。。  

  生生物物多多様様性性のの保保全全にに繋繋ががるる森森林林づづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

※奈良県ニホンジカ第二種特定鳥獣管理計画（第６次計画）より、目標の生息密度をシカ個体群保護優先地域で５頭／㎢、農林

業生産優先地域で２頭／㎢とし、それにより求められる県内生息数は約 6,500頭。平成 27（2015）年度における推定生息数が約

48,600頭であるため、これを目標生息数まで減らすためにメス 6,000頭／年、オス 4,000頭／年捕獲することを目標としている。 
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＜＜小小施施策策＞＞  

④④－－１１  生生物物多多様様性性のの保保全全  

本本県県のの森森林林構構成成のの特特徴徴ととししててはは、、人人工工林林のの森森林林にに占占めめるる割割合合がが全全国国平平均均（（4411％％））をを上上回回るる 6611％％でで

あありり、、適適切切にに管管理理さされれたた人人工工林林はは、、多多様様なな動動植植物物がが生生息息・・生生育育すするる天天然然林林（（混混交交林林））とと併併せせてて県県内内のの

生生物物多多様様性性のの保保全全にに寄寄与与ししててききままししたた。。一一方方、、長長引引くく林林業業のの不不振振ななどどかからら適適切切にに管管理理さされれなないい人人工工

林林がが増増加加すするる中中でで、、生生物物多多様様性性保保全全機機能能のの低低下下がが懸懸念念さされれてていいまますす。。そそののたためめ、、人人工工林林のの適適正正管管

理理ととととももにに、、施施業業放放置置さされれたた人人工工林林のの混混交交林林へへのの誘誘導導がが求求めめらられれまますす。。  

ままたた、、奈奈良良県県版版レレッッドドデデーータタブブッックク（（HH2288（（22001166））））にによよれればば､､県県内内でで生生息息・・生生育育がが確確認認さされれたた約約

1111,,000000 種種ののううちち、、希希少少なな野野生生動動植植物物はは 11,,553355 種種とと全全体体のの 1133..77％％をを占占めめてておおりり、、全全国国平平均均（（99..99%%（（RR22

（（22002200））））））よよりり割割合合がが高高くくななっってていいまますす。。生生物物多多様様性性のの保保全全をを図図るるたためめ、、ここれれららのの希希少少動動植植物物のの保保護護

にに取取りり組組むむ一一方方、、近近年年はは、、外外来来種種ででああるるククビビアアカカツツヤヤカカミミキキリリにによよるるササククララ等等へへのの被被害害拡拡大大もも確確認認さされれ

てておおりり、、外外来来種種防防除除のの取取組組をを進進めめまますす。。  

（事業例）  

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○森林病害虫の防除 

○希少動植物の保護 

 

④④－－２２  生生物物多多様様性性のの再再生生  

森森林林ににはは、、高高木木・・中中木木・・低低木木・・下下層層植植生生ななどどがが複複雑雑にに生生育育すするるここととかからら、、光光・・温温度度・・湿湿度度ななどどのの環環

境境条条件件がが場場所所にによよっってて異異ななるるここととでで、、ささままざざままなな動動植植物物のの存存在在をを可可能能ににししてていいまますす。。ししかかしし、、ニニホホンン

ジジカカのの生生息息頭頭数数がが近近年年急急増増（（HH1122（（22000000））年年度度  約約 2255..99 千千頭頭  →→  HH2277（（22001155））年年度度  約約 4488..66 千千頭頭。。

適適正正生生息息数数  66..55 千千頭頭））しし、、天天然然にに発発芽芽ししたた稚稚樹樹やや下下層層植植生生がが採採食食さされれるるここととでで、、複複雑雑なな生生育育構構造造

がが崩崩れれたた森森林林のの増増加加がが懸懸念念さされれまますす。。ささららにに、、皆皆伐伐跡跡地地にに植植栽栽ししたた苗苗木木やや天天然然にに発発芽芽ししたた稚稚樹樹がが

ニニホホンンジジカカにに採採食食さされれ、、森森林林のの再再生生がが阻阻害害さされれるるこことともも問問題題ととななっってていいまますす。。ここのの対対策策ととししてて、、ニニホホ

ンンジジカカのの生生息息密密度度をを適適正正にに管管理理すするるたためめのの取取組組をを進進めめまますす。。  

（事業例）  

○ニホンジカ生息密度の適正化 

○皆伐後再造林の促進 
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③③－－３３  木木材材搬搬出出のの促促進進  

新新たたなな森森林林環環境境管管理理制制度度のの推推進進にに合合わわせせ、、奈奈良良県県フフォォレレススタターー、、市市町町村村、、森森林林組組合合、、出出所所者者支支

援援財財団団等等のの連連携携をを強強化化しし、、施施業業地地かかららのの木木材材搬搬出出（（AA材材・・BB材材・・CC材材））をを促促進進ししまますす。。  

恒恒続続林林やや自自然然林林へへのの誘誘導導にによよりり発発生生すするる木木材材（（未未利利用用材材含含むむ））のの搬搬出出ににつついいててもも積積極極的的にに取取りり組組

みみまますす。。  

（事業例）  

○大規模集約化団地からの木材搬出の促進 

○大規模集約化団地における事業者間連携の促進 

○未利用材の搬出促進 

 

 

④④  生生物物多多様様性性がが保保全全さされれるる森森林林づづくくりり  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

生物多様性の保全に繋がる
取組を評価する指標として
活用 

混交林への誘導整備面積 0ha 1,100 ha 

特定希少野生動植物の 
指定数 

12種 20種 

ニホンジカの生息密度の適
正化の取組を評価する指標
として活用 

ニホンジカの捕獲数 
（メス）5,462頭／年 
（オス）4,115頭／年 

（メス）6,000頭／年※ 
（オス）4,000頭／年※ 

 

 

森森林林ににはは、、木木本本類類・・草草類類・・シシダダ類類・・ココケケ類類等等のの植植物物、、哺哺乳乳類類・・鳥鳥類類・・はは虫虫類類・・両両生生類類・・魚魚類類・・昆昆

虫虫類類等等のの動動物物ななどどがが多多種種多多様様にに生生息息ししてていいまますす。。ここのの森森林林ににおおけけるる豊豊かかなな生生物物多多様様性性をを保保全全

すするるここととはは、、森森林林ににおおけけるる自自然然環環境境のの保保全全にに直直結結すするる効効果果がが期期待待ででききまますす。。  

そそののたためめ、、人人工工林林かからら生生物物多多様様性性のの高高いい混混交交林林へへのの変変換換、、集集団団的的にに樹樹木木をを枯枯死死ささせせるる森森林林

病病害害虫虫のの防防除除、、そそのの地地域域固固有有のの植植生生やや生生物物種種のの保保全全ななどど多多種種多多様様なな生生息息・・生生育育環環境境のの保保全全

をを図図りりまますす。。  

ままたた、、皆皆伐伐跡跡地地やや崩崩壊壊跡跡地地ななどどのの生生物物多多様様性性がが失失わわれれたた区区域域をを確確実実にに森森林林へへ再再生生すするるたた

めめ、、採採食食にによよりり下下層層植植生生にに影影響響をを及及ぼぼすすニニホホンンジジカカのの生生息息密密度度のの適適正正化化、、皆皆伐伐後後のの確確実実なな再再

造造林林のの促促進進ななどどをを行行っっててままいいりりまますす。。  

  生生物物多多様様性性のの保保全全にに繋繋ががるる森森林林づづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

※奈良県ニホンジカ第二種特定鳥獣管理計画（第６次計画）より、目標の生息密度をシカ個体群保護優先地域で５頭／㎢、農林

業生産優先地域で２頭／㎢とし、それにより求められる県内生息数は約 6,500頭。平成 27（2015）年度における推定生息数が約

48,600頭であるため、これを目標生息数まで減らすためにメス 6,000頭／年、オス 4,000頭／年捕獲することを目標としている。 
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⑤⑤－－２２  イイベベンントト等等のの活活用用にによよるる森森林林レレククリリエエーーシショョンンのの機機会会づづくくりり  

森森林林はは、、セセララピピーー、、エエココツツアアーー、、文文化化体体験験、、レレククリリエエーーシショョンン活活動動等等のの場場ととななりり、、心心身身のの健健康康をを回回復復

ででききるる機機会会をを提提供供ししててくくれれまますす。。  

ここののよよううなな森森林林のの持持つつレレククリリエエーーシショョンン機機能能へへのの理理解解・・関関心心をを深深めめ、、森森林林とと人人ととのの恒恒久久的的なな共共生生のの

意意識識をを醸醸成成ささせせるるたためめににもも、、森森林林ををフフィィーールルドドととししたたイイベベンントトのの開開催催やや森森林林にに関関すするる環環境境教教育育のの機機会会

づづくくりりにに取取りり組組みみ、、そそのの成成果果をを地地域域のの活活性性化化にに繋繋いいででいいききまますす。。  

（事業例）  

○イベント等を通した森林レクリエーションの機会づくり 

○森林環境教育の推進 
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⑤⑤  森森林林ののレレククリリエエーーシショョンン機機能能のの強強化化  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

森林の利用者数を評価す

る指標として活用 

自然公園等の利用者数 15,250千人 16,000千人 

奈良県植栽計画（「なら四季彩の

庭」づくり）の事業着手エリア数

（森林・里山分野） 

23箇所 ↗ 

イベント等の活用を評価

する指標として活用 

体験学習（森の学校）への参加

者数 

4,014人 

［H29（2017）～R1（2019）］ 

5,600人 

［R3（2021）～R7（2025）］ 

 

＜＜小小施施策策＞＞  

⑤⑤－－１１  レレククリリエエーーシショョンンのの場場づづくくりり  

奈奈良良県県森森林林環環境境税税県県民民等等意意識識調調査査（（令令和和元元（（22001199））年年度度実実施施））でではは、、回回答答者者のの約約 5500％％がが年年にに数数回回

以以上上森森林林にに立立ちち入入っってていいるるここととががわわかかりりままししたた。。ままたた、、令令和和２２（（22002200））年年にに入入りり新新型型ココロロナナウウイイルルススのの感感

染染がが広広ががりりををみみせせたたここととにによよりり、、比比較較的的にに３３密密をを避避けけるるここととががででききるる森森林林やや国国立立、、国国定定公公園園ををははじじめめとと

すするる自自然然公公園園ででののレレククリリエエーーシショョンン利利用用者者はは増増加加傾傾向向ににあありりまますす。。そそののたためめ、、県県民民がが気気軽軽にに森森林林にに立立

ちち入入りり、、快快適適ににレレククリリエエーーシショョンン活活動動をを行行ええるるよようう、、自自然然公公園園のの保保全全・・活活用用をを図図るるととととももにに、、四四季季のの彩彩りり

をを感感じじるるここととががででききるる森森林林のの景景観観づづくくりりにに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例）  

○自然公園の保全・活用 

○森林・里山等における「なら四季彩の庭」づくり 

森森林林はは、、セセララピピーー、、エエココツツアアーー、、文文化化体体験験、、レレククリリエエーーシショョンン活活動動等等のの場場ととななりり、、心心身身のの健健康康をを

回回復復ででききるる機機会会をを提提供供ししててくくれれまますす。。そそののたためめ、、国国立立・・国国定定公公園園ををははじじめめととすするる自自然然公公園園のの保保

全全・・活活用用をを図図るるととととももにに、、森森林林ににおおけけるる奈奈良良県県植植栽栽計計画画（（平平成成 2266（（22001144））年年 33 月月策策定定））をを推推進進しし

まますす。。  

ままたた、、森森林林のの４４機機能能やや森森林林環環境境管管理理ににつついいててのの理理解解・・関関心心をを深深めめ、、森森林林とと人人ととのの恒恒久久的的なな共共

生生にに関関すするる意意識識をを醸醸成成ささせせるるたためめ、、森森林林ををフフィィーールルドドととししたたイイベベンントトのの開開催催やや森森林林にに関関すするる環環

境境教教育育のの機機会会づづくくりりにに取取りり組組みみななががらら、、ここれれららのの担担いい手手ととななるる人人材材をを養養成成ししまますす。。  

ここれれららのの取取組組をを通通ししてて、、森森林林とと人人ととがが良良好好なな関関係係をを築築ききななががらら、、交交流流人人口口のの増増加加にによよるる山山村村

地地域域のの活活性性化化をを図図りり、、森森林林をを将将来来ににわわたたっってて県県民民のの貴貴重重なな財財産産ととししてて引引きき継継いいででいいくくここととをを目目

指指ししまますす。。  

森森林林レレククリリエエーーシショョンンのの場場やや機機会会づづくくりりをを推推進進ししまますす。。  
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⑤⑤－－２２  イイベベンントト等等のの活活用用にによよるる森森林林レレククリリエエーーシショョンンのの機機会会づづくくりり  

森森林林はは、、セセララピピーー、、エエココツツアアーー、、文文化化体体験験、、レレククリリエエーーシショョンン活活動動等等のの場場ととななりり、、心心身身のの健健康康をを回回復復

ででききるる機機会会をを提提供供ししててくくれれまますす。。  

ここののよよううなな森森林林のの持持つつレレククリリエエーーシショョンン機機能能へへのの理理解解・・関関心心をを深深めめ、、森森林林とと人人ととのの恒恒久久的的なな共共生生のの

意意識識をを醸醸成成ささせせるるたためめににもも、、森森林林ををフフィィーールルドドととししたたイイベベンントトのの開開催催やや森森林林にに関関すするる環環境境教教育育のの機機会会

づづくくりりにに取取りり組組みみ、、そそのの成成果果をを地地域域のの活活性性化化にに繋繋いいででいいききまますす。。  

（事業例）  

○イベント等を通した森林レクリエーションの機会づくり 

○森林環境教育の推進 
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⑤⑤  森森林林ののレレククリリエエーーシショョンン機機能能のの強強化化  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

森林の利用者数を評価す

る指標として活用 

自然公園等の利用者数 15,250千人 16,000千人 

奈良県植栽計画（「なら四季彩の

庭」づくり）の事業着手エリア数

（森林・里山分野） 

23箇所 ↗ 

イベント等の活用を評価

する指標として活用 

体験学習（森の学校）への参加

者数 

4,014人 

［H29（2017）～R1（2019）］ 

5,600人 

［R3（2021）～R7（2025）］ 

 

＜＜小小施施策策＞＞  

⑤⑤－－１１  レレククリリエエーーシショョンンのの場場づづくくりり  

奈奈良良県県森森林林環環境境税税県県民民等等意意識識調調査査（（令令和和元元（（22001199））年年度度実実施施））でではは、、回回答答者者のの約約 5500％％がが年年にに数数回回

以以上上森森林林にに立立ちち入入っってていいるるここととががわわかかりりままししたた。。ままたた、、令令和和２２（（22002200））年年にに入入りり新新型型ココロロナナウウイイルルススのの感感

染染がが広広ががりりををみみせせたたここととにによよりり、、比比較較的的にに３３密密をを避避けけるるここととががででききるる森森林林やや国国立立、、国国定定公公園園ををははじじめめとと

すするる自自然然公公園園ででののレレククリリエエーーシショョンン利利用用者者はは増増加加傾傾向向ににあありりまますす。。そそののたためめ、、県県民民がが気気軽軽にに森森林林にに立立

ちち入入りり、、快快適適ににレレククリリエエーーシショョンン活活動動をを行行ええるるよようう、、自自然然公公園園のの保保全全・・活活用用をを図図るるととととももにに、、四四季季のの彩彩りり

をを感感じじるるここととががででききるる森森林林のの景景観観づづくくりりにに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例）  

○自然公園の保全・活用 

○森林・里山等における「なら四季彩の庭」づくり 

森森林林はは、、セセララピピーー、、エエココツツアアーー、、文文化化体体験験、、レレククリリエエーーシショョンン活活動動等等のの場場ととななりり、、心心身身のの健健康康をを

回回復復ででききるる機機会会をを提提供供ししててくくれれまますす。。そそののたためめ、、国国立立・・国国定定公公園園ををははじじめめととすするる自自然然公公園園のの保保

全全・・活活用用をを図図るるととととももにに、、森森林林ににおおけけるる奈奈良良県県植植栽栽計計画画（（平平成成 2266（（22001144））年年 33 月月策策定定））をを推推進進しし

まますす。。  

ままたた、、森森林林のの４４機機能能やや森森林林環環境境管管理理ににつついいててのの理理解解・・関関心心をを深深めめ、、森森林林とと人人ととのの恒恒久久的的なな共共

生生にに関関すするる意意識識をを醸醸成成ささせせるるたためめ、、森森林林ををフフィィーールルドドととししたたイイベベンントトのの開開催催やや森森林林にに関関すするる環環

境境教教育育のの機機会会づづくくりりにに取取りり組組みみななががらら、、ここれれららのの担担いい手手ととななるる人人材材をを養養成成ししまますす。。  

ここれれららのの取取組組をを通通ししてて、、森森林林とと人人ととがが良良好好なな関関係係をを築築ききななががらら、、交交流流人人口口のの増増加加にによよるる山山村村

地地域域のの活活性性化化をを図図りり、、森森林林をを将将来来ににわわたたっってて県県民民のの貴貴重重なな財財産産ととししてて引引きき継継いいででいいくくここととをを目目

指指ししまますす。。  

森森林林レレククリリエエーーシショョンンのの場場やや機機会会づづくくりりをを推推進進ししまますす。。  
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①①  水水質質のの維維持持・・改改善善 

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

 

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

清らかで安全な水環境を評価する
指標として活用 

水系毎の環境
基準達成率 
（BOD値） 
 
（達成箇所数／
測定箇所数） 

大和川水系 
（類型 A～C）※ 

90.5% 
（19／21） 

100% 

淀川水系 
（類型 AA、A）※ 

46.4% 
（13／28） 

100% 

紀の川水系 
（類型 AA～B）※ 

100% 
（5／5） 

100% 

新宮川水系 

（類型 AA、A）※ 

55.6% 
（5／9） 

100% 

生活排水対策の進捗を評価する指
標として活用 

汚水処理人口普及率 89.3% 95.1% 

    

 

  

  

  

  

  

  

  

水水質質のの汚汚濁濁状状況況をを示示すす BBOODD 値値のの経経年年変変化化をを見見るるとと、、大大和和川川以以外外のの３３水水系系（（紀紀のの川川、、淀淀川川、、新新

宮宮川川））ににつついいててはは概概ねね良良好好なな水水質質状状況況ににななっってていいまますす。。大大和和川川のの水水質質ににつついいててはは、、本本川川のの BBOODD

値値がが環環境境基基準準をを満満たたすすととこころろままでで改改善善さされれててききままししたたがが、、他他府府県県のの河河川川にに比比べべてて低低位位ににあありり、、又又水水

質質改改善善がが進進んんででいいなないい河河川川（（支支川川））がが存存在在すするるななどど、、ささららななるる取取組組がが必必要要でですす。。ささららにに、、奈奈良良県県をを

代代表表すするる清清流流ととししてて広広くく県県民民やや来来訪訪者者にに親親ししままれれてていいるる吉吉野野川川ににおおいいててもも、、カカビビ臭臭がが発発生生ししてておお

りり、、清清流流復復活活にに向向けけたた取取組組がが求求めめらられれてていいまますす。。一一方方、、淀淀川川水水系系及及びび新新宮宮川川水水系系でではは、、ここここ数数

年年、、BBOODD値値のの上上昇昇にに伴伴いい環環境境基基準準達達成成率率がが低低下下ししてておおりり、、そそのの原原因因のの究究明明がが必必要要でですす。。  

  河河川川水水質質汚汚濁濁のの主主要要なな要要因因はは日日常常生生活活ににおおけけるる生生活活排排水水でですすがが、、汚汚水水処処理理人人口口普普及及率率はは

令令和和元元（（22001199））年年度度 8899..33%%とと全全国国平平均均（（9911..77%%））をを下下回回っってていいまますす。。ここののたためめ、、下下水水道道整整備備やや合合併併処処

理理浄浄化化槽槽のの設設置置促促進進等等のの生生活活排排水水対対策策をを一一層層推推進進すするるここととがが重重要要でですす。。ままたた水水質質改改善善がが進進んんでで

いいなないい河河川川（（支支川川））ににつついいててはは、、支支川川毎毎、、市市町町村村毎毎ののききめめ細細ややかかなな取取組組をを進進めめてていいくく必必要要ががあありりまま

すす。。工工場場・・事事業業場場等等かかららのの排排水水ににつついいててもも引引きき続続きき規規制制・・指指導導にに努努めめるる必必要要ががあありりまますす。。  

県県内内４４水水系系（（大大和和川川水水系系、、淀淀川川水水系系、、紀紀のの川川水水系系、、新新宮宮川川水水系系））のの全全測測定定箇箇所所（（６６４４箇箇所所））ににおおいい

てて、、環環境境基基準準値値（（BBOODD値値））をを達達成成ししまますす。。  

（出典：環境政策課、下水道課） 

図図４４－－２２－－１１  各各水水系系のの BBOODD値値とと汚汚水水処処理理人人口口普普及及率率のの推推移移  

※【類型毎の BOD環境基準値】 AA：1mg/l A：2mg/l B：3mg/l C：5mg/l 

きれい               汚い 
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（（２２））健健全全なな水水循循環環のの構構築築  

【【施施策策のの方方向向】】  

人人々々のの暮暮ららししやや多多様様なな動動植植物物のの生生命命のの源源ででああるる「「清清ららかかでで豊豊かかなな水水」」をを守守りり、、育育むむたためめ、、河河川川やや

湖湖沼沼等等のの水水質質のの改改善善・・維維持持、、ききれれいいなな水水辺辺空空間間づづくくりりななどどににつついいてて、、本本県県のの源源流流・・上上流流域域かからら中中・・

下下流流域域ままでで、、「「健健全全なな水水循循環環」」のの視視点点でで一一体体的的にに取取りり組組みみまますす。。  

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、大大和和川川のの水水質質のの全全国国ワワーースストト上上位位ラランンキキンンググかかららのの脱脱却却をを図図りりまますす。。そそのの

たためめ、、大大和和川川のの水水質質をを、、““地地域域のの環環境境をを映映すす鏡鏡””ととししてて捉捉ええ、、多多様様なな主主体体にによよるる広広域域的的ななネネッットトワワーー

ククにによよりり、、水水質質のの改改善善にに一一層層重重点点的的にに取取りり組組むむととととももにに、、ききれれいいなな水水辺辺環環境境づづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

  

【【現現況況・・目目標標値値（（指指標標設設定定にによよるる評評価価））】】  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 
小施策 

清らかで安全な水環境

を評価する指標として

活用 

水系毎の環境基準 

達成率 

（達成箇所数／ 

測定箇所数） 

大和川水系 90.5%（19／21） 100% 

水質の維持・

改善 

淀川水系 46.4%（13／28） 100% 

紀の川水系 100%（5／5） 100% 

新宮川水系 55.6%（5／9） 100% 

生活排水対策の進捗

を評価する指標として

活用 

汚水処理人口普及率 89.3% 95.1% 

水源の保水能力を評

価する指標として活用 
水源かん養保安林の面積 63,917 ha 68,831 ha 

水量の確保と

保 水 力 の 維

持・向上 

きれいな水辺空間づく

りの取組を評価する指

標として活用 

地域の河川サポート事業参加団体数 178団体 
197団体 

［R6（2024）］ 
やすらぎの水

辺空間の整備 

大和川一斉清掃の参加人数 
8,452人 

［H30（2018）］ 

10，000人 

［R6（2024）］ 
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①①  水水質質のの維維持持・・改改善善 

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

 

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

清らかで安全な水環境を評価する
指標として活用 

水系毎の環境
基準達成率 
（BOD値） 
 
（達成箇所数／
測定箇所数） 

大和川水系 
（類型 A～C）※ 

90.5% 
（19／21） 

100% 

淀川水系 
（類型 AA、A）※ 

46.4% 
（13／28） 

100% 

紀の川水系 
（類型 AA～B）※ 

100% 
（5／5） 

100% 

新宮川水系 

（類型 AA、A）※ 

55.6% 
（5／9） 

100% 

生活排水対策の進捗を評価する指
標として活用 

汚水処理人口普及率 89.3% 95.1% 

    

 

  

  

  

  

  

  

  

水水質質のの汚汚濁濁状状況況をを示示すす BBOODD 値値のの経経年年変変化化をを見見るるとと、、大大和和川川以以外外のの３３水水系系（（紀紀のの川川、、淀淀川川、、新新

宮宮川川））ににつついいててはは概概ねね良良好好なな水水質質状状況況ににななっってていいまますす。。大大和和川川のの水水質質ににつついいててはは、、本本川川のの BBOODD

値値がが環環境境基基準準をを満満たたすすととこころろままでで改改善善さされれててききままししたたがが、、他他府府県県のの河河川川にに比比べべてて低低位位ににあありり、、又又水水

質質改改善善がが進進んんででいいなないい河河川川（（支支川川））がが存存在在すするるななどど、、ささららななるる取取組組がが必必要要でですす。。ささららにに、、奈奈良良県県をを

代代表表すするる清清流流ととししてて広広くく県県民民やや来来訪訪者者にに親親ししままれれてていいるる吉吉野野川川ににおおいいててもも、、カカビビ臭臭がが発発生生ししてておお

りり、、清清流流復復活活にに向向けけたた取取組組がが求求めめらられれてていいまますす。。一一方方、、淀淀川川水水系系及及びび新新宮宮川川水水系系でではは、、ここここ数数

年年、、BBOODD値値のの上上昇昇にに伴伴いい環環境境基基準準達達成成率率がが低低下下ししてておおりり、、そそのの原原因因のの究究明明がが必必要要でですす。。  

  河河川川水水質質汚汚濁濁のの主主要要なな要要因因はは日日常常生生活活ににおおけけるる生生活活排排水水でですすがが、、汚汚水水処処理理人人口口普普及及率率はは

令令和和元元（（22001199））年年度度 8899..33%%とと全全国国平平均均（（9911..77%%））をを下下回回っってていいまますす。。ここののたためめ、、下下水水道道整整備備やや合合併併処処

理理浄浄化化槽槽のの設設置置促促進進等等のの生生活活排排水水対対策策をを一一層層推推進進すするるここととがが重重要要でですす。。ままたた水水質質改改善善がが進進んんでで

いいなないい河河川川（（支支川川））ににつついいててはは、、支支川川毎毎、、市市町町村村毎毎ののききめめ細細ややかかなな取取組組をを進進めめてていいくく必必要要ががあありりまま

すす。。工工場場・・事事業業場場等等かかららのの排排水水ににつついいててもも引引きき続続きき規規制制・・指指導導にに努努めめるる必必要要ががあありりまますす。。  

県県内内４４水水系系（（大大和和川川水水系系、、淀淀川川水水系系、、紀紀のの川川水水系系、、新新宮宮川川水水系系））のの全全測測定定箇箇所所（（６６４４箇箇所所））ににおおいい

てて、、環環境境基基準準値値（（BBOODD値値））をを達達成成ししまますす。。  

（出典：環境政策課、下水道課） 

図図４４－－２２－－１１  各各水水系系のの BBOODD値値とと汚汚水水処処理理人人口口普普及及率率のの推推移移  

※【類型毎の BOD環境基準値】 AA：1mg/l A：2mg/l B：3mg/l C：5mg/l 

きれい               汚い 
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（（２２））健健全全なな水水循循環環のの構構築築  

【【施施策策のの方方向向】】  

人人々々のの暮暮ららししやや多多様様なな動動植植物物のの生生命命のの源源ででああるる「「清清ららかかでで豊豊かかなな水水」」をを守守りり、、育育むむたためめ、、河河川川やや

湖湖沼沼等等のの水水質質のの改改善善・・維維持持、、ききれれいいなな水水辺辺空空間間づづくくりりななどどににつついいてて、、本本県県のの源源流流・・上上流流域域かからら中中・・

下下流流域域ままでで、、「「健健全全なな水水循循環環」」のの視視点点でで一一体体的的にに取取りり組組みみまますす。。  

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、大大和和川川のの水水質質のの全全国国ワワーースストト上上位位ラランンキキンンググかかららのの脱脱却却をを図図りりまますす。。そそのの

たためめ、、大大和和川川のの水水質質をを、、““地地域域のの環環境境をを映映すす鏡鏡””ととししてて捉捉ええ、、多多様様なな主主体体にによよるる広広域域的的ななネネッットトワワーー

ククにによよりり、、水水質質のの改改善善にに一一層層重重点点的的にに取取りり組組むむととととももにに、、ききれれいいなな水水辺辺環環境境づづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

  

【【現現況況・・目目標標値値（（指指標標設設定定にによよるる評評価価））】】  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 
小施策 

清らかで安全な水環境

を評価する指標として

活用 

水系毎の環境基準 

達成率 

（達成箇所数／ 

測定箇所数） 

大和川水系 90.5%（19／21） 100% 

水質の維持・

改善 

淀川水系 46.4%（13／28） 100% 

紀の川水系 100%（5／5） 100% 

新宮川水系 55.6%（5／9） 100% 

生活排水対策の進捗

を評価する指標として

活用 

汚水処理人口普及率 89.3% 95.1% 

水源の保水能力を評

価する指標として活用 
水源かん養保安林の面積 63,917 ha 68,831 ha 

水量の確保と

保 水 力 の 維

持・向上 

きれいな水辺空間づく

りの取組を評価する指

標として活用 

地域の河川サポート事業参加団体数 178団体 
197団体 

［R6（2024）］ 
やすらぎの水

辺空間の整備 

大和川一斉清掃の参加人数 
8,452人 

［H30（2018）］ 

10，000人 

［R6（2024）］ 
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①①－－４４  流流域域・・地地域域とと連連携携ししたた水水質質保保全全対対策策のの推推進進  

流流域域全全体体のの水水質質保保全全をを図図るるたためめ、、国国・・市市町町村村等等とと連連携携ししたた計計画画的的なな河河川川・・湖湖沼沼・・地地下下水水等等のの水水質質

監監視視をを実実施施すするるととととももにに、、流流域域住住民民やや NNPPOO とと連連携携・・協協働働ししたた河河川川のの巡巡視視・・清清掃掃をを実実施施ししまますす。。  

（事業例） 

○国・市町村等と連携した水質監視 

○地域住民等と連携した河川清掃 

○河川パトロールによる異常水質等への対応 

 

①①－－５５  工工場場・・事事業業場場等等のの排排水水対対策策のの推推進進  

水水質質汚汚濁濁をを未未然然にに防防止止すするるたためめ、、水水質質汚汚濁濁防防止止法法、、及及びび奈奈良良県県生生活活環環境境保保全全条条例例にに基基づづきき工工

場場・・事事業業場場等等かかららのの排排水水ににつついいててのの監監視視、、指指導導をを行行ううととととももにに、、家家畜畜事事業業場場・・ゴゴルルフフ場場ににつついいててはは、、家家

畜畜排排せせつつ物物のの管管理理のの適適正正化化おおよよびび利利用用のの促促進進にに関関すするる法法律律、、奈奈良良県県ゴゴルルフフ場場農農薬薬使使用用指指導導要要綱綱

にに基基づづきき、、適適正正なな指指導導をを行行いいまますす。。ままたた、、農農薬薬取取扱扱者者にに対対ししててはは、、農農地地にに処処理理さされれたた農農薬薬にに起起因因すす

るる環環境境汚汚染染をを防防止止すするるたためめにに適適正正なな農農薬薬のの使使用用ににつついいてて周周知知・・徹徹底底ししまますす。。  

（事業例） 

○工場・事業場等への立入検査 

○家畜排せつ物の適正管理の促進 

○農薬・化学肥料の適正使用の普及啓発 

○ゴルフ場における農薬の適正使用等の指導・監視 

 

  

  

②②  水水量量のの確確保保とと保保水水力力のの維維持持・・向向上上  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

  

大大和和平平野野でではは、、降降水水量量がが少少なないいううええにに、、大大和和川川水水系系のの保保水水能能力力がが低低いいここととかからら、、ダダムムややたためめ池池

をを活活用用ししななががらら、、吉吉野野川川のの水水をを導導水水ししてて利利用用ししてていいまますすがが、、近近年年、、森森林林のの荒荒廃廃、、荒荒廃廃農農地地のの増増加加、、

たためめ池池のの機機能能低低下下等等にによよりり、、森森林林のの水水源源かかんん養養機機能能やや農農地地・・たためめ池池のの保保水水機機能能のの低低下下がが進進んんでで

いいまますす。。  

河河川川のの水水量量維維持持はは、、水水質質やや景景観観のの悪悪化化、、水水辺辺のの生生態態系系へへのの悪悪影影響響をを防防ぐぐたためめににもも重重要要ででああるる

ここととかからら、、流流域域全全体体でで保保水水力力をを高高めめ河河川川のの一一定定水水量量をを確確保保すするるととととももにに、、例例ええばば、、農農業業用用水水のの一一

部部をを河河川川のの環環境境用用水水ととししてて利利用用すするるここととをを検検討討・・促促進進すするるここととがが必必要要でですす。。  

  流流域域全全体体ででのの保保水水力力をを向向上上ささせせ、、河河川川をを流流れれるる水水量量をを確確保保ししまますす。。  
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＜＜小小施施策策＞＞  

①①－－１１  生生活活排排水水対対策策のの推推進進  

河河川川のの水水質質汚汚濁濁のの主主要要因因ででああるる家家庭庭かかららのの生生活活排排水水対対策策をを推推進進すするるたためめ、、下下水水道道、、合合併併処処理理浄浄

化化槽槽ななどどのの整整備備やや下下水水汚汚泥泥のの減減量量化化にに取取りり組組むむととととももにに、、下下水水道道接接続続やや合合併併処処理理浄浄化化槽槽のの適適正正なな

維維持持管管理理をを促促進進ししまますす。。ままたた、、汚汚いいももののをを流流ささなないい習習慣慣やや河河川川空空間間をを汚汚ささなないい行行動動をを定定着着ささせせるるたためめ、、

イイベベンントト等等をを通通ししたた県県民民意意識識のの醸醸成成ににもも取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○公共下水道整備・接続促進 

○合併処理浄化槽の整備・適正な維持管理の促進 

○下水処理施設の汚泥の減量化とエネルギー活用 

○環境イベント等の実施 

○多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

 

①①－－２２  大大和和川川のの水水質質改改善善  

水水質質汚汚濁濁のの原原因因のの約約 7733％％がが家家庭庭かかららのの生生活活排排水水ででああるる大大和和川川のの水水質質改改善善をを図図るるたためめ、、生生活活排排水水

対対策策ははももととよよりり、、大大和和川川水水質質ママッッププにによよるる「「水水質質のの見見ええるる化化」」やや環環境境関関連連イイベベンントト等等をを通通ししてて、、県県民民一一

人人ひひととりりのの大大和和川川ををききれれいいににすするるとといいうう意意識識をを更更にに醸醸成成すするるととととももにに、、多多様様なな主主体体のの連連携携・・協協働働にによよるる

実実践践活活動動をを促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○重点対策支川の対策促進 

○多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

○公共下水道整備・接続促進 

○合併処理浄化槽の整備・適正な維持管理の促進 

○各支川等の「水質マップ（見える化）」による啓発 

○環境イベント等の実施 

 

①①－－３３  清清流流吉吉野野川川のの保保全全  

清清流流ととししてて県県民民にに親親ししままれれてていいるる吉吉野野川川のの水水質質をを良良好好なな状状態態にに維維持持すするるたためめ、、引引きき続続きき、、下下水水  

道道整整備備等等のの生生活活排排水水対対策策をを推推進進すするるととととももにに、、吉吉野野川川のの自自然然やや清清流流をを守守るるたためめのの啓啓発発活活動動をを継継続続

的的にに実実施施ししまますす。。  

（事業例）  

○公共下水道整備・接続促進 

○合併処理浄化槽の整備・適正な維持管理の促進 

○市町村等と連携した啓発活動 

○環境イベント等の実施 
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①①－－４４  流流域域・・地地域域とと連連携携ししたた水水質質保保全全対対策策のの推推進進  

流流域域全全体体のの水水質質保保全全をを図図るるたためめ、、国国・・市市町町村村等等とと連連携携ししたた計計画画的的なな河河川川・・湖湖沼沼・・地地下下水水等等のの水水質質

監監視視をを実実施施すするるととととももにに、、流流域域住住民民やや NNPPOO とと連連携携・・協協働働ししたた河河川川のの巡巡視視・・清清掃掃をを実実施施ししまますす。。  

（事業例） 

○国・市町村等と連携した水質監視 

○地域住民等と連携した河川清掃 

○河川パトロールによる異常水質等への対応 

 

①①－－５５  工工場場・・事事業業場場等等のの排排水水対対策策のの推推進進  

水水質質汚汚濁濁をを未未然然にに防防止止すするるたためめ、、水水質質汚汚濁濁防防止止法法、、及及びび奈奈良良県県生生活活環環境境保保全全条条例例にに基基づづきき工工

場場・・事事業業場場等等かかららのの排排水水ににつついいててのの監監視視、、指指導導をを行行ううととととももにに、、家家畜畜事事業業場場・・ゴゴルルフフ場場ににつついいててはは、、家家

畜畜排排せせつつ物物のの管管理理のの適適正正化化おおよよびび利利用用のの促促進進にに関関すするる法法律律、、奈奈良良県県ゴゴルルフフ場場農農薬薬使使用用指指導導要要綱綱

にに基基づづきき、、適適正正なな指指導導をを行行いいまますす。。ままたた、、農農薬薬取取扱扱者者にに対対ししててはは、、農農地地にに処処理理さされれたた農農薬薬にに起起因因すす

るる環環境境汚汚染染をを防防止止すするるたためめにに適適正正なな農農薬薬のの使使用用ににつついいてて周周知知・・徹徹底底ししまますす。。  

（事業例） 

○工場・事業場等への立入検査 

○家畜排せつ物の適正管理の促進 

○農薬・化学肥料の適正使用の普及啓発 

○ゴルフ場における農薬の適正使用等の指導・監視 

 

  

  

②②  水水量量のの確確保保とと保保水水力力のの維維持持・・向向上上  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

  

大大和和平平野野でではは、、降降水水量量がが少少なないいううええにに、、大大和和川川水水系系のの保保水水能能力力がが低低いいここととかからら、、ダダムムややたためめ池池

をを活活用用ししななががらら、、吉吉野野川川のの水水をを導導水水ししてて利利用用ししてていいまますすがが、、近近年年、、森森林林のの荒荒廃廃、、荒荒廃廃農農地地のの増増加加、、

たためめ池池のの機機能能低低下下等等にによよりり、、森森林林のの水水源源かかんん養養機機能能やや農農地地・・たためめ池池のの保保水水機機能能のの低低下下がが進進んんでで

いいまますす。。  

河河川川のの水水量量維維持持はは、、水水質質やや景景観観のの悪悪化化、、水水辺辺のの生生態態系系へへのの悪悪影影響響をを防防ぐぐたためめににもも重重要要ででああるる

ここととかからら、、流流域域全全体体でで保保水水力力をを高高めめ河河川川のの一一定定水水量量をを確確保保すするるととととももにに、、例例ええばば、、農農業業用用水水のの一一

部部をを河河川川のの環環境境用用水水ととししてて利利用用すするるここととをを検検討討・・促促進進すするるここととがが必必要要でですす。。  

  流流域域全全体体ででのの保保水水力力をを向向上上ささせせ、、河河川川をを流流れれるる水水量量をを確確保保ししまますす。。  
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＜＜小小施施策策＞＞  

①①－－１１  生生活活排排水水対対策策のの推推進進  

河河川川のの水水質質汚汚濁濁のの主主要要因因ででああるる家家庭庭かかららのの生生活活排排水水対対策策をを推推進進すするるたためめ、、下下水水道道、、合合併併処処理理浄浄

化化槽槽ななどどのの整整備備やや下下水水汚汚泥泥のの減減量量化化にに取取りり組組むむととととももにに、、下下水水道道接接続続やや合合併併処処理理浄浄化化槽槽のの適適正正なな

維維持持管管理理をを促促進進ししまますす。。ままたた、、汚汚いいももののをを流流ささなないい習習慣慣やや河河川川空空間間をを汚汚ささなないい行行動動をを定定着着ささせせるるたためめ、、

イイベベンントト等等をを通通ししたた県県民民意意識識のの醸醸成成ににもも取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○公共下水道整備・接続促進 

○合併処理浄化槽の整備・適正な維持管理の促進 

○下水処理施設の汚泥の減量化とエネルギー活用 

○環境イベント等の実施 

○多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

 

①①－－２２  大大和和川川のの水水質質改改善善  

水水質質汚汚濁濁のの原原因因のの約約 7733％％がが家家庭庭かかららのの生生活活排排水水ででああるる大大和和川川のの水水質質改改善善をを図図るるたためめ、、生生活活排排水水

対対策策ははももととよよりり、、大大和和川川水水質質ママッッププにによよるる「「水水質質のの見見ええるる化化」」やや環環境境関関連連イイベベンントト等等をを通通ししてて、、県県民民一一

人人ひひととりりのの大大和和川川ををききれれいいににすするるとといいうう意意識識をを更更にに醸醸成成すするるととととももにに、、多多様様なな主主体体のの連連携携・・協協働働にによよるる

実実践践活活動動をを促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○重点対策支川の対策促進 

○多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

○公共下水道整備・接続促進 

○合併処理浄化槽の整備・適正な維持管理の促進 

○各支川等の「水質マップ（見える化）」による啓発 

○環境イベント等の実施 

 

①①－－３３  清清流流吉吉野野川川のの保保全全  

清清流流ととししてて県県民民にに親親ししままれれてていいるる吉吉野野川川のの水水質質をを良良好好なな状状態態にに維維持持すするるたためめ、、引引きき続続きき、、下下水水  

道道整整備備等等のの生生活活排排水水対対策策をを推推進進すするるととととももにに、、吉吉野野川川のの自自然然やや清清流流をを守守るるたためめのの啓啓発発活活動動をを継継続続

的的にに実実施施ししまますす。。  

（事業例）  

○公共下水道整備・接続促進 

○合併処理浄化槽の整備・適正な維持管理の促進 

○市町村等と連携した啓発活動 

○環境イベント等の実施 
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②②－－４４  瀬瀬切切れれ対対策策のの推推進進  

吉吉野野川川でで発発生生ししてていいたた瀬瀬切切れれはは、、平平成成 2233（（22001111））年年度度以以降降発発生生ししてていいまませせんんがが、、引引きき続続きき、、国国、、県県、、

地地元元自自治治体体及及びび関関係係機機関関のの連連携携にによよりり、、監監視視・・対対策策をを継継続続ししまますす。。  

（事業例） 

○吉野川の瀬切れの監視・対策 

 

②②－－５５  ダダムムのの弾弾力力的的運運用用  

吉吉野野川川ににおおけけるる水水量量確確保保ののたためめ、、段段階階的的なな放放流流のの実実施施ななどどダダムムのの弾弾力力的的運運用用をを国国にに働働ききかかけけまま

すす。。ままたた、、国国、、県県及及びび関関係係機機関関等等のの連連携携にによよりり、、吉吉野野川川流流域域のの治治水水、、利利水水、、環環境境にに関関すするる諸諸課課題題にに

つついいてて検検討討をを進進めめまますす。。  

（事業例） 

○吉野川の水量確保対策 

  

  

  

③③  水水利利用用のの適適正正化化  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜小小施施策策＞＞  

③③－－１１  県県域域水水道道のの一一体体化化推推進進  

上上水水道道事事業業ににおおけけるる様様々々なな課課題題をを抜抜本本的的にに解解決決すするるたためめににはは、、個個々々事事業業体体がが単単独独でで対対応応すするるにに

はは限限界界ががああるるここととかからら、、県県域域水水道道のの一一体体化化をを推推進進ししまますす。。 

（事業例） 

○上水道一体化の検討・推進 

○県域水道最適化の施設整備 

  

  

少少子子高高齢齢化化にに伴伴うう人人口口減減少少社社会会のの進進展展やや水水需需要要のの減減少少ななどどにによよりり、、水水道道事事業業をを取取りり巻巻くく社社会会環環

境境はは大大ききくく変変化化ししてていいまますす。。ままたた、、水水道道施施設設のの老老朽朽化化進進行行やや耐耐震震性性不不足足、、水水道道職職員員減減少少にによよるる技技

術術力力低低下下ななどど水水道道事事業業をを取取りり巻巻くく経経営営環環境境ははまますすまますす厳厳ししくくななりり、、現現状状のの施施設設・・水水源源・・人人材材等等のの水水

道道資資産産をを有有効効にに活活用用しし、、効効率率的的でで持持続続可可能能なな水水道道事事業業経経営営がが求求めめらられれてていいまますす。。  

ここれれららのの課課題題にに対対ししてて、、各各市市町町村村のの水水道道事事業業者者がが単単独独でで対対応応すするるここととににはは限限界界ががあありり、、安安全全・・安安

心心なな水水道道水水をを将将来来ににわわたたっってて持持続続的的にに供供給給すするるたためめににはは、、水水道道事事業業者者のの個個別別事事情情をを越越ええてて広広域域

連連携携ななどどにによよりり課課題題解解決決をを図図るるここととがが必必要要でですす。。  

  

  

  「「県県域域水水道道一一体体化化」」及及びび「「簡簡易易水水道道のの広広域域的的なな運運営営体体制制」」のの構構築築をを目目指指ししまますす。。  
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＜＜関関連連指指標標＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  森森林林のの保保水水機機能能のの維維持持・・回回復復  

森森林林のの有有すするる水水質質浄浄化化やや水水量量調調整整ななどどのの水水源源かかんん養養機機能能をを向向上上ささせせ、、良良質質なな水水のの安安定定的的なな供供  

給給をを図図るるたためめ、、施施業業放放置置林林のの間間伐伐等等をを実実施施すするるななどど、、健健全全なな森森林林づづくくりりをを進進めめまますす。。  

（事業例） 

○施業放置林の解消 

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○皆伐後再造林の促進 

  

②②－－２２  都都市市・・農農村村ににおおけけるる保保水水力力のの向向上上  

都都市市・・農農村村ででのの保保水水力力のの向向上上をを図図るるたためめ、、流流域域ででのの雨雨水水貯貯留留浸浸透透施施設設のの整整備備、、荒荒廃廃農農地地のの発発生生

防防止止・・解解消消、、老老朽朽化化のの進進んんだだたためめ池池のの改改修修やや多多目目的的活活用用のの促促進進ななどどをを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○奈良県平成緊急内水対策事業等による雨水貯留浸透施設の整備 

○ため池の多面的機能の活用 

○農地の保水機能の保全 

○荒廃農地の発生防止 

○透水性舗装の推進 

 

②②－－３３  環環境境用用水水のの導導入入検検討討・・促促進進  

河河川川のの水水量量不不足足にによよるる水水質質やや景景観観のの悪悪化化、、水水辺辺のの生生態態系系へへのの悪悪影影響響をを改改善善すするるたためめ、、農農業業用用水水

のの一一部部をを環環境境用用水水ととししてて利利用用すするるここととをを引引きき続続きき検検討討・・促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○農業用水等の利活用の検討・促進 

 

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

水源の保水能力を評価する指標

として活用 
水源かん養保安林の面積 63,917 ha 68,831 ha 

62,333 
62,773 63,105 63,165 63,243 63,291 63,315 63,377 63,708 63,917 

55,000

60,000

65,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1
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（出典：森林整備課）

図図４４－－２２－－２２  水水源源かかんん養養保保安安林林のの面面積積のの推推移移  
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②②－－４４  瀬瀬切切れれ対対策策のの推推進進  

吉吉野野川川でで発発生生ししてていいたた瀬瀬切切れれはは、、平平成成 2233（（22001111））年年度度以以降降発発生生ししてていいまませせんんがが、、引引きき続続きき、、国国、、県県、、

地地元元自自治治体体及及びび関関係係機機関関のの連連携携にによよりり、、監監視視・・対対策策をを継継続続ししまますす。。  

（事業例） 

○吉野川の瀬切れの監視・対策 

 

②②－－５５  ダダムムのの弾弾力力的的運運用用  

吉吉野野川川ににおおけけるる水水量量確確保保ののたためめ、、段段階階的的なな放放流流のの実実施施ななどどダダムムのの弾弾力力的的運運用用をを国国にに働働ききかかけけまま

すす。。ままたた、、国国、、県県及及びび関関係係機機関関等等のの連連携携にによよりり、、吉吉野野川川流流域域のの治治水水、、利利水水、、環環境境にに関関すするる諸諸課課題題にに

つついいてて検検討討をを進進めめまますす。。  

（事業例） 

○吉野川の水量確保対策 

  

  

  

③③  水水利利用用のの適適正正化化  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜小小施施策策＞＞  

③③－－１１  県県域域水水道道のの一一体体化化推推進進  

上上水水道道事事業業ににおおけけるる様様々々なな課課題題をを抜抜本本的的にに解解決決すするるたためめににはは、、個個々々事事業業体体がが単単独独でで対対応応すするるにに

はは限限界界ががああるるここととかからら、、県県域域水水道道のの一一体体化化をを推推進進ししまますす。。 

（事業例） 

○上水道一体化の検討・推進 

○県域水道最適化の施設整備 

  

  

少少子子高高齢齢化化にに伴伴うう人人口口減減少少社社会会のの進進展展やや水水需需要要のの減減少少ななどどにによよりり、、水水道道事事業業をを取取りり巻巻くく社社会会環環

境境はは大大ききくく変変化化ししてていいまますす。。ままたた、、水水道道施施設設のの老老朽朽化化進進行行やや耐耐震震性性不不足足、、水水道道職職員員減減少少にによよるる技技

術術力力低低下下ななどど水水道道事事業業をを取取りり巻巻くく経経営営環環境境ははまますすまますす厳厳ししくくななりり、、現現状状のの施施設設・・水水源源・・人人材材等等のの水水

道道資資産産をを有有効効にに活活用用しし、、効効率率的的でで持持続続可可能能なな水水道道事事業業経経営営がが求求めめらられれてていいまますす。。  

ここれれららのの課課題題にに対対ししてて、、各各市市町町村村のの水水道道事事業業者者がが単単独独でで対対応応すするるここととににはは限限界界ががあありり、、安安全全・・安安

心心なな水水道道水水をを将将来来ににわわたたっってて持持続続的的にに供供給給すするるたためめににはは、、水水道道事事業業者者のの個個別別事事情情をを越越ええてて広広域域

連連携携ななどどにによよりり課課題題解解決決をを図図るるここととがが必必要要でですす。。  

  

  

  「「県県域域水水道道一一体体化化」」及及びび「「簡簡易易水水道道のの広広域域的的なな運運営営体体制制」」のの構構築築をを目目指指ししまますす。。  
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＜＜関関連連指指標標＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  森森林林のの保保水水機機能能のの維維持持・・回回復復  

森森林林のの有有すするる水水質質浄浄化化やや水水量量調調整整ななどどのの水水源源かかんん養養機機能能をを向向上上ささせせ、、良良質質なな水水のの安安定定的的なな供供  

給給をを図図るるたためめ、、施施業業放放置置林林のの間間伐伐等等をを実実施施すするるななどど、、健健全全なな森森林林づづくくりりをを進進めめまますす。。  

（事業例） 

○施業放置林の解消 

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○皆伐後再造林の促進 

  

②②－－２２  都都市市・・農農村村ににおおけけるる保保水水力力のの向向上上  

都都市市・・農農村村ででのの保保水水力力のの向向上上をを図図るるたためめ、、流流域域ででのの雨雨水水貯貯留留浸浸透透施施設設のの整整備備、、荒荒廃廃農農地地のの発発生生

防防止止・・解解消消、、老老朽朽化化のの進進んんだだたためめ池池のの改改修修やや多多目目的的活活用用のの促促進進ななどどをを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○奈良県平成緊急内水対策事業等による雨水貯留浸透施設の整備 

○ため池の多面的機能の活用 

○農地の保水機能の保全 

○荒廃農地の発生防止 

○透水性舗装の推進 

 

②②－－３３  環環境境用用水水のの導導入入検検討討・・促促進進  

河河川川のの水水量量不不足足にによよるる水水質質やや景景観観のの悪悪化化、、水水辺辺のの生生態態系系へへのの悪悪影影響響をを改改善善すするるたためめ、、農農業業用用水水

のの一一部部をを環環境境用用水水ととししてて利利用用すするるここととをを引引きき続続きき検検討討・・促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○農業用水等の利活用の検討・促進 

 

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

水源の保水能力を評価する指標

として活用 
水源かん養保安林の面積 63,917 ha 68,831 ha 

62,333 
62,773 63,105 63,165 63,243 63,291 63,315 63,377 63,708 63,917 

55,000

60,000

65,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1
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（出典：森林整備課）

図図４４－－２２－－２２  水水源源かかんん養養保保安安林林のの面面積積のの推推移移  
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④④－－２２  守守水水にによよるる里里川川づづくくりり  

「「奈奈良良県県山山のの日日・・川川のの日日」」をを啓啓発発しし、、河河川川愛愛護護のの意意識識のの醸醸成成をを図図りりななががらら、、地地域域住住民民等等にによよるる自自主主

的的・・主主体体的的なな植植栽栽整整備備やや河河川川清清掃掃・・草草刈刈りり等等をを通通ししてて、、アアダダププトト活活動動にによよるる里里川川のの再再生生にに取取りり組組みみまま

すす。。  

（事業例） 

○地域住民等による河川等の植栽や管理 

○多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

○「奈良県山の日・川の日」など水循環・森林環境イベント等の実施（大和川一斉清掃等） 

  

④④－－３３  自自然然にに配配慮慮ししたた河河川川整整備備  

多多様様なな生生物物がが生生息息・・生生育育ででききるるよよううにに、、自自然然のの川川のの流流れれをを基基本本ととししたた多多自自然然型型のの河河川川整整備備をを進進めめ

るるととととももにに、、ややすすららぎぎをを感感じじらられれるる河河川川空空間間をを形形成成すするるたためめ、、花花壇壇整整備備やや花花木木のの植植栽栽等等にに取取りり組組みみまま

すす。。  

（事業例） 

○瀬や淵など自然な流れを基本とした河川整備 

○地域住民等による河川等の植栽や管理 

 

④④－－４４  多多様様なな生生物物がが見見らられれるる水水辺辺づづくくりり    

水水辺辺のの多多様様なな生生物物がが生生息息・・生生育育ででききるるよよううにに、、ままたた、、水水辺辺のの生生物物とと人人ととががふふれれああううここととががででききるるよよううにに、、

人人とと自自然然がが共共生生ででききるる水水辺辺づづくくりりをを進進めめまますす。。  

（事業例）  

○水辺や護岸の緑化等による多自然型の河川環境づくり 

○ホタルの飛翔情報の提供 
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③③－－２２  簡簡易易水水道道のの広広域域的的なな運運営営体体制制のの構構築築  

 簡簡易易水水道道事事業業のの公公営営企企業業法法適適応応にに向向けけ、、会会計計シシスステテムムのの共共同同発発注注・・運運用用ををははじじめめととすするる広広域域的的

なな運運営営体体制制のの構構築築をを図図りりまますす。。 

（事業例） 

○簡易水道の広域的な運営体制構築の検討・促進 

 

 

 

④④  ややすすららぎぎのの水水辺辺空空間間のの整整備備  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

  

＜＜小小施施策策＞＞  

④④－－１１  川川辺辺ののままちちづづくくりり  

地地域域とと行行政政のの積積極極的的なな連連携携とと河河川川周周辺辺のの施施設設間間のの連連携携をを図図りりななががらら、、河河川川空空間間がが持持つつ癒癒ししななどどのの

様様々々なな機機能能ををままちちづづくくりりにに活活かかすすここととでで、、地地域域ココミミュュニニテティィのの再再生生やや子子供供かからら高高齢齢者者ままででががいいききいいききとと

暮暮ららせせるる川川辺辺ののままちちづづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づくり）による小庭（エリア）整備・管理の促進 

○地域住民等による河川等の植栽や管理 

  

  

  

  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

きれいな水辺空間づくりの取組を

評価する指標として活用 

地域の河川サポート事業参加

団体数 
178団体 

197団体 

［R6（2024）］ 

大和川一斉清掃の参加人数 
8,452人 

［H30（2018）］ 

10，000人 

［R6（2024）］ 

豊豊かかなな水水辺辺空空間間はは、、人人々々のの暮暮ららししのの中中でで身身近近なな存存在在でであありりままししたた。。ここのの暮暮ららししとと水水辺辺ととのの関関わわりり

がが、、都都市市化化ののななかかでで薄薄ららぎぎ、、喪喪失失さされれててききてていいるるここととかからら、、水水辺辺空空間間ののあありり方方をを見見直直しし、、水水辺辺のの持持つつ

癒癒ししななどどのの様様々々なな機機能能ををままちちづづくくりりにに活活かかししてていいくくここととがが求求めめらられれまますす。。  

ままたた、、水水辺辺のの多多様様なな生生物物がが生生息息・・生生育育ででききるるよよううにに多多自自然然型型のの河河川川環環境境づづくくりりにに努努めめるる必必要要ががああ

りりまますす。。  

  憩憩いいととややすすららぎぎをを感感じじるるここととががででききるる水水辺辺空空間間づづくくりりをを進進めめまますす。。  
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④④－－２２  守守水水にによよるる里里川川づづくくりり  

「「奈奈良良県県山山のの日日・・川川のの日日」」をを啓啓発発しし、、河河川川愛愛護護のの意意識識のの醸醸成成をを図図りりななががらら、、地地域域住住民民等等にによよるる自自主主

的的・・主主体体的的なな植植栽栽整整備備やや河河川川清清掃掃・・草草刈刈りり等等をを通通ししてて、、アアダダププトト活活動動にによよるる里里川川のの再再生生にに取取りり組組みみまま

すす。。  

（事業例） 

○地域住民等による河川等の植栽や管理 

○多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

○「奈良県山の日・川の日」など水循環・森林環境イベント等の実施（大和川一斉清掃等） 

  

④④－－３３  自自然然にに配配慮慮ししたた河河川川整整備備  

多多様様なな生生物物がが生生息息・・生生育育ででききるるよよううにに、、自自然然のの川川のの流流れれをを基基本本ととししたた多多自自然然型型のの河河川川整整備備をを進進めめ

るるととととももにに、、ややすすららぎぎをを感感じじらられれるる河河川川空空間間をを形形成成すするるたためめ、、花花壇壇整整備備やや花花木木のの植植栽栽等等にに取取りり組組みみまま

すす。。  

（事業例） 

○瀬や淵など自然な流れを基本とした河川整備 

○地域住民等による河川等の植栽や管理 

 

④④－－４４  多多様様なな生生物物がが見見らられれるる水水辺辺づづくくりり    

水水辺辺のの多多様様なな生生物物がが生生息息・・生生育育ででききるるよよううにに、、ままたた、、水水辺辺のの生生物物とと人人ととががふふれれああううここととががででききるるよよううにに、、

人人とと自自然然がが共共生生ででききるる水水辺辺づづくくりりをを進進めめまますす。。  

（事業例）  

○水辺や護岸の緑化等による多自然型の河川環境づくり 

○ホタルの飛翔情報の提供 

 

 

 

  

-40- 

③③－－２２  簡簡易易水水道道のの広広域域的的なな運運営営体体制制のの構構築築  

 簡簡易易水水道道事事業業のの公公営営企企業業法法適適応応にに向向けけ、、会会計計シシスステテムムのの共共同同発発注注・・運運用用ををははじじめめととすするる広広域域的的

なな運運営営体体制制のの構構築築をを図図りりまますす。。 

（事業例） 

○簡易水道の広域的な運営体制構築の検討・促進 

 

 

 

④④  ややすすららぎぎのの水水辺辺空空間間のの整整備備  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

  

＜＜小小施施策策＞＞  

④④－－１１  川川辺辺ののままちちづづくくりり  

地地域域とと行行政政のの積積極極的的なな連連携携とと河河川川周周辺辺のの施施設設間間のの連連携携をを図図りりななががらら、、河河川川空空間間がが持持つつ癒癒ししななどどのの

様様々々なな機機能能ををままちちづづくくりりにに活活かかすすここととでで、、地地域域ココミミュュニニテティィのの再再生生やや子子供供かからら高高齢齢者者ままででががいいききいいききとと

暮暮ららせせるる川川辺辺ののままちちづづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づくり）による小庭（エリア）整備・管理の促進 

○地域住民等による河川等の植栽や管理 

  

  

  

  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

きれいな水辺空間づくりの取組を

評価する指標として活用 

地域の河川サポート事業参加

団体数 
178団体 

197団体 

［R6（2024）］ 

大和川一斉清掃の参加人数 
8,452人 

［H30（2018）］ 

10，000人 

［R6（2024）］ 

豊豊かかなな水水辺辺空空間間はは、、人人々々のの暮暮ららししのの中中でで身身近近なな存存在在でであありりままししたた。。ここのの暮暮ららししとと水水辺辺ととのの関関わわりり

がが、、都都市市化化ののななかかでで薄薄ららぎぎ、、喪喪失失さされれててききてていいるるここととかからら、、水水辺辺空空間間ののあありり方方をを見見直直しし、、水水辺辺のの持持つつ

癒癒ししななどどのの様様々々なな機機能能ををままちちづづくくりりにに活活かかししてていいくくここととがが求求めめらられれまますす。。  

ままたた、、水水辺辺のの多多様様なな生生物物がが生生息息・・生生育育ででききるるよよううにに多多自自然然型型のの河河川川環環境境づづくくりりにに努努めめるる必必要要ががああ

りりまますす。。  

  憩憩いいととややすすららぎぎをを感感じじるるここととががででききるる水水辺辺空空間間づづくくりりをを進進めめまますす。。  
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①①  「「なならら四四季季彩彩のの庭庭」」づづくくりり  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

＜＜目目標標＞＞  

 

 

 

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

歴史文化交流拠点としての奈良県の

魅力度を評価する指標として活用 
小庭（エリア）の整備着手数 51エリア 

66エリア 

［R5（2023）］ 

 

＜＜小小施施策策＞＞  

①①－－１１  奈奈良良県県植植栽栽計計画画のの推推進進  

「「奈奈良良県県植植栽栽計計画画（（「「なならら四四季季彩彩のの庭庭」」づづくくりり））」」にに基基づづきき、、①①奈奈良良県県全全体体をを「「一一つつのの庭庭」」とと見見立立ててたた

調調和和にに配配慮慮ししたた庭庭づづくくりり、、②②地地域域のの景景観観資資源源をを活活かかししたた庭庭づづくくりり、、③③四四季季折折々々のの彩彩りりのの庭庭づづくくりり、、④④人人

がが楽楽ししむむ庭庭づづくくりり、、⑤⑤協協働働にによよるる庭庭づづくくりり、、のの５５つつのの方方針針ののももとと、、計計画画的的かかつつ継継続続的的にに植植栽栽整整備備をを推推進進

ししまますす。。  

（事業例） 

○小庭（エリア）整備計画の推進（実施計画・施工・管理） 

○類型別モデル事業推進（プロセス・成果の横展開） 

○がんばる市町村や団体等の支援・連携による事業推進 

○地域住民等と連携・協働による持続可能な維持管理の促進 

○新たな小庭（エリア）の選定、事業化促進 

○普及啓発 

・「なら四季彩の庭」HPによる情報発信（事業成果の見える化［ビフォー・アフター］等） 

・シンボルマークプレートの設置、情報誌の発行など 

 

 

 

魅魅力力ああふふれれるる資資源源がが随随所所にに存存在在すするる本本県県ににおおいいてて、、景景観観のの重重要要なな構構成成要要素素ででああるる植植栽栽のの現現状状

ををみみるるとと、、必必ずずししももここれれららのの魅魅力力がが十十分分にに活活かかししききれれてていいなないいののがが実実状状でですす。。例例ええばば、、都都市市化化がが急急

速速にに進進んんだだ地地域域でではは、、田田畑畑ややたためめ池池ななどどのの植植栽栽豊豊かかなな空空間間がが少少ななくくななりり、、ややすすららぎぎ空空間間がが減減少少しし

てていいまますす。。ままたた、、植植栽栽のの整整備備・・維維持持管管理理ににかかかかるる工工夫夫やや努努力力がが不不足足ししてていいるるここととななどどにによよるる道道路路、、

河河川川、、里里山山等等のの景景観観阻阻害害、、歴歴史史文文化化遺遺産産やや花花のの名名所所ににおおけけるる木木々々のの衰衰弱弱、、繁繁茂茂ななどどにによよるる眺眺望望

景景観観のの阻阻害害ななどど、、地地域域のの魅魅力力がが低低下下すするる事事例例がが見見受受けけらられれまますす。。  

ここののよよううなな現現状状をを踏踏ままええ、、県県内内各各地地のの特特徴徴ああるる景景観観をを有有すするる一一定定のの地地域域ににおおいいてて、、植植栽栽景景観観をを

整整ええるるここととにによよりり、、地地域域のの持持つつ魅魅力力をを向向上上ささせせ、、次次のの世世代代にに引引きき継継いいででいいくくここととがが求求めめらられれまますす。。  

県県内内各各地地のの特特徴徴ああるる景景観観をを有有すするる一一定定のの地地域域をを「「小小庭庭（（エエリリアア））」」ととししてて、、各各々々のの植植栽栽景景観観のの計計画画・・

整整備備・・活活用用をを促促進進ししまますす。。    

-42- 

（（３３））景景観観のの保保全全とと創創造造  

【【施施策策のの方方向向】】  

世世界界にに誇誇るる歴歴史史文文化化遺遺産産ととととももにに、、豊豊かかなな自自然然、、田田園園・・里里山山風風景景がが広広ががるる県県内内各各地地ににおおいいてて、、

四四季季折折々々にに彩彩らられれるる景景観観をを守守りりななががらら、、国国際際的的なな歴歴史史文文化化交交流流拠拠点点「「奈奈良良県県」」ににふふささわわししいい景景観観をを

創創りり育育てて、、未未来来ににつつななげげてていいききまますす。。  

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、奈奈良良県県植植栽栽計計画画「「なならら四四季季彩彩のの庭庭」」づづくくりりにに基基づづきき、、県県内内各各地地のの特特徴徴ああるる

景景観観をを有有すするる一一定定のの地地域域をを「「小小庭庭（（エエリリアア））」」ととししてて、、県県全全体体がが調調和和ののととれれたた「「一一つつのの庭庭」」ととななるるよよううなな

景景観観づづくくりりをを促促進進すするるととととももにに、、奈奈良良ららししいい魅魅力力動動線線をを創創出出すするるたためめ都都市市・・沿沿道道景景観観のの形形成成をを目目指指

ししまますす。。  

  

【【現現況況・・目目標標値値（（指指標標設設定定にによよるる評評価価））】】  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 
小施策 

歴史文化交流拠点として

の奈良県の魅力度を評

価する指標として活用 

小庭（エリア）の整備着手数 51エリア 
66エリア 

［R5（2023）］ 

「なら四季彩の

庭」づくり 

観光入込客数 4,502万人 
5,000万人 

［R6（2024）］ 

歴史的景観の保

全と活用 

田園・里山の景観を守る

取組を評価する指標とし

て活用 

担い手への農地集積率 17.5% 
34.0%  

［R5（2023）］ 

田園・里山景観

の形成と活用 

都市景観の向上を評価

する指標として活用 

都市計画区域内人口１人あ

たりの都市公園面積 

13.61 m2／人 

［H30（2018）］ 

14.45 m2／人 

［R4（2022）］ 

都市景観の創造 

県管理道路の無電柱化事業

着手延長 
約 17km 約 19km 

景観づくりのルールを締結

する地区等の数 
180地区 195地区 

馬見丘陵公園来園者数 111.2万人／年 
120万人／年 

［R6（2024）］ 

自然景観を守る取組を評

価する指標として活用 

県土に占める自然公園面積

の割合 
17.2% 17.2% 

自然景観の保全

と再生 
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①①  「「なならら四四季季彩彩のの庭庭」」づづくくりり  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

＜＜目目標標＞＞  

 

 

 

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

歴史文化交流拠点としての奈良県の

魅力度を評価する指標として活用 
小庭（エリア）の整備着手数 51エリア 

66エリア 

［R5（2023）］ 

 

＜＜小小施施策策＞＞  

①①－－１１  奈奈良良県県植植栽栽計計画画のの推推進進  

「「奈奈良良県県植植栽栽計計画画（（「「なならら四四季季彩彩のの庭庭」」づづくくりり））」」にに基基づづきき、、①①奈奈良良県県全全体体をを「「一一つつのの庭庭」」とと見見立立ててたた

調調和和にに配配慮慮ししたた庭庭づづくくりり、、②②地地域域のの景景観観資資源源をを活活かかししたた庭庭づづくくりり、、③③四四季季折折々々のの彩彩りりのの庭庭づづくくりり、、④④人人

がが楽楽ししむむ庭庭づづくくりり、、⑤⑤協協働働にによよるる庭庭づづくくりり、、のの５５つつのの方方針針ののももとと、、計計画画的的かかつつ継継続続的的にに植植栽栽整整備備をを推推進進

ししまますす。。  

（事業例） 

○小庭（エリア）整備計画の推進（実施計画・施工・管理） 

○類型別モデル事業推進（プロセス・成果の横展開） 

○がんばる市町村や団体等の支援・連携による事業推進 

○地域住民等と連携・協働による持続可能な維持管理の促進 

○新たな小庭（エリア）の選定、事業化促進 

○普及啓発 

・「なら四季彩の庭」HPによる情報発信（事業成果の見える化［ビフォー・アフター］等） 

・シンボルマークプレートの設置、情報誌の発行など 

 

 

 

魅魅力力ああふふれれるる資資源源がが随随所所にに存存在在すするる本本県県ににおおいいてて、、景景観観のの重重要要なな構構成成要要素素ででああるる植植栽栽のの現現状状

ををみみるるとと、、必必ずずししももここれれららのの魅魅力力がが十十分分にに活活かかししききれれてていいなないいののがが実実状状でですす。。例例ええばば、、都都市市化化がが急急

速速にに進進んんだだ地地域域でではは、、田田畑畑ややたためめ池池ななどどのの植植栽栽豊豊かかなな空空間間がが少少ななくくななりり、、ややすすららぎぎ空空間間がが減減少少しし

てていいまますす。。ままたた、、植植栽栽のの整整備備・・維維持持管管理理ににかかかかるる工工夫夫やや努努力力がが不不足足ししてていいるるここととななどどにによよるる道道路路、、

河河川川、、里里山山等等のの景景観観阻阻害害、、歴歴史史文文化化遺遺産産やや花花のの名名所所ににおおけけるる木木々々のの衰衰弱弱、、繁繁茂茂ななどどにによよるる眺眺望望

景景観観のの阻阻害害ななどど、、地地域域のの魅魅力力がが低低下下すするる事事例例がが見見受受けけらられれまますす。。  

ここののよよううなな現現状状をを踏踏ままええ、、県県内内各各地地のの特特徴徴ああるる景景観観をを有有すするる一一定定のの地地域域ににおおいいてて、、植植栽栽景景観観をを

整整ええるるここととにによよりり、、地地域域のの持持つつ魅魅力力をを向向上上ささせせ、、次次のの世世代代にに引引きき継継いいででいいくくここととがが求求めめらられれまますす。。  

県県内内各各地地のの特特徴徴ああるる景景観観をを有有すするる一一定定のの地地域域をを「「小小庭庭（（エエリリアア））」」ととししてて、、各各々々のの植植栽栽景景観観のの計計画画・・

整整備備・・活活用用をを促促進進ししまますす。。    
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（（３３））景景観観のの保保全全とと創創造造  

【【施施策策のの方方向向】】  

世世界界にに誇誇るる歴歴史史文文化化遺遺産産ととととももにに、、豊豊かかなな自自然然、、田田園園・・里里山山風風景景がが広広ががるる県県内内各各地地ににおおいいてて、、

四四季季折折々々にに彩彩らられれるる景景観観をを守守りりななががらら、、国国際際的的なな歴歴史史文文化化交交流流拠拠点点「「奈奈良良県県」」ににふふささわわししいい景景観観をを

創創りり育育てて、、未未来来ににつつななげげてていいききまますす。。  

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、奈奈良良県県植植栽栽計計画画「「なならら四四季季彩彩のの庭庭」」づづくくりりにに基基づづきき、、県県内内各各地地のの特特徴徴ああるる

景景観観をを有有すするる一一定定のの地地域域をを「「小小庭庭（（エエリリアア））」」ととししてて、、県県全全体体がが調調和和ののととれれたた「「一一つつのの庭庭」」ととななるるよよううなな

景景観観づづくくりりをを促促進進すするるととととももにに、、奈奈良良ららししいい魅魅力力動動線線をを創創出出すするるたためめ都都市市・・沿沿道道景景観観のの形形成成をを目目指指

ししまますす。。  

  

【【現現況況・・目目標標値値（（指指標標設設定定にによよるる評評価価））】】  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 
小施策 

歴史文化交流拠点として

の奈良県の魅力度を評

価する指標として活用 

小庭（エリア）の整備着手数 51エリア 
66エリア 

［R5（2023）］ 

「なら四季彩の

庭」づくり 

観光入込客数 4,502万人 
5,000万人 

［R6（2024）］ 

歴史的景観の保

全と活用 

田園・里山の景観を守る

取組を評価する指標とし

て活用 

担い手への農地集積率 17.5% 
34.0%  

［R5（2023）］ 

田園・里山景観

の形成と活用 

都市景観の向上を評価

する指標として活用 

都市計画区域内人口１人あ

たりの都市公園面積 

13.61 m2／人 

［H30（2018）］ 

14.45 m2／人 

［R4（2022）］ 

都市景観の創造 

県管理道路の無電柱化事業

着手延長 
約 17km 約 19km 

景観づくりのルールを締結

する地区等の数 
180地区 195地区 

馬見丘陵公園来園者数 111.2万人／年 
120万人／年 

［R6（2024）］ 

自然景観を守る取組を評

価する指標として活用 

県土に占める自然公園面積

の割合 
17.2% 17.2% 

自然景観の保全

と再生 

    

第
４
編



-45- 

＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  歴歴史史的的景景観観のの保保全全とと活活用用  

歴歴史史文文化化遺遺産産ととそそのの周周辺辺地地域域をを含含めめたた景景観観をを本本県県固固有有のの歴歴史史的的景景観観ととししてて保保全全・・活活用用すするるここととにに

よよりり、、国国内内外外かからら注注目目さされれるる観観光光資資源源ととししててのの魅魅力力向向上上をを図図るるととととももにに、、よよりり快快適適なな奈奈良良ららししいい生生活活空空

間間づづくくりりをを目目指指ししまますす。。  

（事業例） 

○奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づくり）による小庭（エリア）整備・管理の促進 

○奈良公園・周辺の魅力向上・環境改善 

○平城宮跡歴史公園の整備  

○世界遺産等の保全・活用 

○文化的景観・伝統的建造物群・名勝（庭園、橋梁）の保護の推進 

○歴史的風土特別保存地区内の土地買入・管理 

○歴史的町並み・町家等の保全・活用 

○道路の無電柱化の推進 

○県景観資産の登録・PR 

○滞在型観光の推進  

  

  

  

③③  田田園園・・里里山山景景観観のの形形成成とと活活用用  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

田園・里山の景観を守る取組を評価

する指標として活用 
担い手への農地集積率 17.5% 

34.0%  

［R5（2023）］ 

美美ししいい田田園園・・里里山山景景観観はは、、そそれれららをを構構成成すするる田田畑畑やや森森林林、、たためめ池池ななどどがが手手入入れれさされれるるここととでで、、  

守守りり育育ままれれててききままししたたがが、、近近年年はは、、過過疎疎・・高高齢齢化化やや生生活活様様式式のの変変化化ななどどにによよるる荒荒廃廃農農地地やや手手入入れれささ

れれなないい森森林林のの増増加加等等にに伴伴いい、、ここれれららのの景景観観のの美美ししささがが損損ななわわれれつつつつあありりまますす。。  

そそののたためめ、、地地域域のの田田園園やや里里山山をを、、地地域域活活性性化化ののたためめのの資資源源とと捉捉ええ、、ここれれららのの整整備備・・活活用用をを通通しし

たた奈奈良良ららししいい景景観観づづくくりりをを進進めめるる必必要要ががあありりまますす。。  

地地域域とと連連携携・・協協働働ししてて、、田田園園・・里里山山をを守守りり、、育育むむととととももにに、、そそれれららをを活活用用ししたた地地域域づづくくりり等等  

のの取取組組をを推推進進ししまますす。。  
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②②  歴歴史史的的景景観観のの保保全全とと活活用用  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

歴史文化交流拠点としての奈良県

の魅力度を評価する指標として活用 
観光入込客数 4,502万人 

5,000万人 

［R6（2024）］ 

    本本県県はは、、世世界界にに誇誇るる多多くくのの歴歴史史文文化化遺遺産産とと豊豊かかなな自自然然環環境境にに恵恵ままれれ、、ここれれららがが一一体体ととななっったた歴歴

史史的的風風土土とと人人々々のの営営みみととをを調調和和ささせせよよううととすするるたたゆゆままなないい努努力力にによよっってて、、美美ししいい景景観観がが守守りり育育ててらら

れれててききままししたた。。一一方方でで、、都都市市化化のの進進行行やや生生活活様様式式のの変変化化等等にによよりり、、本本県県固固有有のの歴歴史史的的景景観観がが失失わわ

れれつつつつあありり、、そそのの保保全全がが課課題題ととななっってていいまますす。。  

    そそののたためめ、、歴歴史史文文化化遺遺産産ととそそのの周周辺辺地地域域をを含含めめたた景景観観をを保保全全・・再再生生すするるここととをを基基本本ととしし、、住住環環境境

のの向向上上とと観観光光資資源源ととししててのの魅魅力力向向上上をを図図りり、、ここれれららをを魅魅力力資資源源ととししてて最最大大限限活活用用すするる取取組組がが求求めめらら

れれまますす。。  

  「「日日本本ののふふるるささとと」」ととししててのの奈奈良良ににふふささわわししいい歴歴史史的的景景観観のの保保全全・・活活用用をを目目指指ししまますす。。  
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図図４４－－３３－－１１ 観観光光入入込込客客数数
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＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  歴歴史史的的景景観観のの保保全全とと活活用用  

歴歴史史文文化化遺遺産産ととそそのの周周辺辺地地域域をを含含めめたた景景観観をを本本県県固固有有のの歴歴史史的的景景観観ととししてて保保全全・・活活用用すするるここととにに

よよりり、、国国内内外外かからら注注目目さされれるる観観光光資資源源ととししててのの魅魅力力向向上上をを図図るるととととももにに、、よよりり快快適適なな奈奈良良ららししいい生生活活空空

間間づづくくりりをを目目指指ししまますす。。  

（事業例） 

○奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づくり）による小庭（エリア）整備・管理の促進 

○奈良公園・周辺の魅力向上・環境改善 

○平城宮跡歴史公園の整備  

○世界遺産等の保全・活用 

○文化的景観・伝統的建造物群・名勝（庭園、橋梁）の保護の推進 

○歴史的風土特別保存地区内の土地買入・管理 

○歴史的町並み・町家等の保全・活用 

○道路の無電柱化の推進 

○県景観資産の登録・PR 

○滞在型観光の推進  

  

  

  

③③  田田園園・・里里山山景景観観のの形形成成とと活活用用  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

田園・里山の景観を守る取組を評価

する指標として活用 
担い手への農地集積率 17.5% 

34.0%  

［R5（2023）］ 

美美ししいい田田園園・・里里山山景景観観はは、、そそれれららをを構構成成すするる田田畑畑やや森森林林、、たためめ池池ななどどがが手手入入れれさされれるるここととでで、、  

守守りり育育ままれれててききままししたたがが、、近近年年はは、、過過疎疎・・高高齢齢化化やや生生活活様様式式のの変変化化ななどどにによよるる荒荒廃廃農農地地やや手手入入れれささ

れれなないい森森林林のの増増加加等等にに伴伴いい、、ここれれららのの景景観観のの美美ししささがが損損ななわわれれつつつつあありりまますす。。  

そそののたためめ、、地地域域のの田田園園やや里里山山をを、、地地域域活活性性化化ののたためめのの資資源源とと捉捉ええ、、ここれれららのの整整備備・・活活用用をを通通しし

たた奈奈良良ららししいい景景観観づづくくりりをを進進めめるる必必要要ががあありりまますす。。  

地地域域とと連連携携・・協協働働ししてて、、田田園園・・里里山山をを守守りり、、育育むむととととももにに、、そそれれららをを活活用用ししたた地地域域づづくくりり等等  

のの取取組組をを推推進進ししまますす。。  
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②②  歴歴史史的的景景観観のの保保全全とと活活用用  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

歴史文化交流拠点としての奈良県

の魅力度を評価する指標として活用 
観光入込客数 4,502万人 

5,000万人 

［R6（2024）］ 

    本本県県はは、、世世界界にに誇誇るる多多くくのの歴歴史史文文化化遺遺産産とと豊豊かかなな自自然然環環境境にに恵恵ままれれ、、ここれれららがが一一体体ととななっったた歴歴

史史的的風風土土とと人人々々のの営営みみととをを調調和和ささせせよよううととすするるたたゆゆままなないい努努力力にによよっってて、、美美ししいい景景観観がが守守りり育育ててらら

れれててききままししたた。。一一方方でで、、都都市市化化のの進進行行やや生生活活様様式式のの変変化化等等にによよりり、、本本県県固固有有のの歴歴史史的的景景観観がが失失わわ

れれつつつつあありり、、そそのの保保全全がが課課題題ととななっってていいまますす。。  

    そそののたためめ、、歴歴史史文文化化遺遺産産ととそそのの周周辺辺地地域域をを含含めめたた景景観観をを保保全全・・再再生生すするるここととをを基基本本ととしし、、住住環環境境
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れれまますす。。  

  「「日日本本ののふふるるささとと」」ととししててのの奈奈良良ににふふささわわししいい歴歴史史的的景景観観のの保保全全・・活活用用をを目目指指ししまますす。。  
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図図４４－－３３－－１１ 観観光光入入込込客客数数
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④④  都都市市景景観観のの創創造造  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

都市景観の向上を評価する 

指標として活用 

都市計画区域内人口１人あたり 

都市公園面積 

13.61 m2／人 

［H30（2018）］ 

14.45 m2／人 

［R4（2022）］ 

県管理道路の無電柱化事業着手 

延長 
約 17km 約 19km 

景観づくりのルールを締結する 

地区等の数 
180地区 195地区 

馬見丘陵公園来園者数 111.2万人／年 
120万人／年 

［R6（2024）］ 

データなし 

市市街街地地等等でではは、、派派手手なな色色彩彩ななどどでで目目をを引引くく建建築築物物やや屋屋外外広広告告物物のの存存在在、、街街路路樹樹のの緑緑やや歩歩行行空空

間間のの不不足足、、自自転転車車のの放放置置ななどどがが景景観観をを阻阻害害ししてておおりり、、ままたた、、幹幹線線道道路路ななどどのの沿沿道道でではは、、派派手手なな色色

彩彩ののロローードドササイイドドシショョッッププがが建建ちち並並びび、、屋屋外外広広告告物物がが氾氾濫濫しし、、全全国国どどここににででももああるるよよううなな雑雑然然ととししたた

景景観観ががみみらられれ、、地地域域のの魅魅力力をを低低下下ささせせてていいまますす。。  

ここののよよううなな現現状状をを踏踏ままええ、、都都市市のの景景観観をを阻阻害害すするる要要因因をを規規制制・・誘誘導導すするるととととももにに、、国国際際的的なな歴歴史史

文文化化交交流流拠拠点点をを目目指指すす奈奈良良ににふふささわわししいい都都市市景景観観のの創創造造にに取取りり組組むむ必必要要ががあありりまますす。。  

  おおももててななししのの心心ああふふれれるる、、奈奈良良ららししいい美美ししくく風風格格ののああるる都都市市景景観観づづくくりりをを目目指指ししまますす。。  
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（出典：公園緑地課）

図図４４－－３３－－２２ 都都市市計計画画区区域域内内人人口口11人人ああたたりりのの都都市市公公園園面面積積
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＜＜小小施施策策＞＞  

③③－－１１  田田園園・・里里山山景景観観のの形形成成  

美美ししいい田田園園風風景景をを維維持持・・形形成成すするるたためめ、、優優良良農農地地のの保保全全をを図図るるととととももにに、、新新規規参参入入者者のの就就農農やや意意

欲欲ああるる担担いい手手のの育育成成をを図図りりまますす。。ままたた、、放放置置さされれ荒荒廃廃ししたた里里山山等等ににおおいいてて、、森森林林のの整整備備やや利利活活用用をを

図図るるななどど、、地地域域ぐぐるるみみでで田田園園・・里里山山をを守守りり・・育育むむたためめのの取取組組をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づくり）による小庭（エリア）整備・管理の促進 

○特定農業振興ゾーンの整備 

○荒廃農地の発生防止 

○農業の担い手支援の推進 

○農地及び農業用施設の保全管理 

○中山間地域での農業生産活動への支援 

○森林や山村における多面的機能の発揮に係る対策の推進 

 

③③－－２２  田田園園・・里里山山景景観観のの活活用用  

棚棚田田ををははじじめめ地地域域ににおおけけるる田田園園・・里里山山のの景景観観をを地地域域のの魅魅力力資資源源ととししてて捉捉ええ、、そそれれららをを活活用用ししたた地地

域域づづくくりりやや観観光光のの振振興興にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○棚田地域の保全と活用 

○「歩く・なら」観光の推進 

○県景観資産の登録・PR 
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④④  都都市市景景観観のの創創造造  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

都市景観の向上を評価する 

指標として活用 

都市計画区域内人口１人あたり 

都市公園面積 

13.61 m2／人 

［H30（2018）］ 

14.45 m2／人 

［R4（2022）］ 

県管理道路の無電柱化事業着手 

延長 
約 17km 約 19km 

景観づくりのルールを締結する 

地区等の数 
180地区 195地区 

馬見丘陵公園来園者数 111.2万人／年 
120万人／年 

［R6（2024）］ 

データなし 

市市街街地地等等でではは、、派派手手なな色色彩彩ななどどでで目目をを引引くく建建築築物物やや屋屋外外広広告告物物のの存存在在、、街街路路樹樹のの緑緑やや歩歩行行空空

間間のの不不足足、、自自転転車車のの放放置置ななどどがが景景観観をを阻阻害害ししてておおりり、、ままたた、、幹幹線線道道路路ななどどのの沿沿道道でではは、、派派手手なな色色

彩彩ののロローードドササイイドドシショョッッププがが建建ちち並並びび、、屋屋外外広広告告物物がが氾氾濫濫しし、、全全国国どどここににででももああるるよよううなな雑雑然然ととししたた

景景観観ががみみらられれ、、地地域域のの魅魅力力をを低低下下ささせせてていいまますす。。  

ここののよよううなな現現状状をを踏踏ままええ、、都都市市のの景景観観をを阻阻害害すするる要要因因をを規規制制・・誘誘導導すするるととととももにに、、国国際際的的なな歴歴史史

文文化化交交流流拠拠点点をを目目指指すす奈奈良良ににふふささわわししいい都都市市景景観観のの創創造造にに取取りり組組むむ必必要要ががあありりまますす。。  

  おおももててななししのの心心ああふふれれるる、、奈奈良良ららししいい美美ししくく風風格格ののああるる都都市市景景観観づづくくりりをを目目指指ししまますす。。  

11.88 11.97 12.02 12.16 

12.60 12.74 12.80 
13.04 

13.49 13.61 

10.00

11.00

12.00

13.00

14.00
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一
人
あ
た
り
の
面
積
（
㎡
/
人
）

（出典：公園緑地課）

図図４４－－３３－－２２ 都都市市計計画画区区域域内内人人口口11人人ああたたりりのの都都市市公公園園面面積積
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＜＜小小施施策策＞＞  

③③－－１１  田田園園・・里里山山景景観観のの形形成成  

美美ししいい田田園園風風景景をを維維持持・・形形成成すするるたためめ、、優優良良農農地地のの保保全全をを図図るるととととももにに、、新新規規参参入入者者のの就就農農やや意意

欲欲ああるる担担いい手手のの育育成成をを図図りりまますす。。ままたた、、放放置置さされれ荒荒廃廃ししたた里里山山等等ににおおいいてて、、森森林林のの整整備備やや利利活活用用をを

図図るるななどど、、地地域域ぐぐるるみみでで田田園園・・里里山山をを守守りり・・育育むむたためめのの取取組組をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づくり）による小庭（エリア）整備・管理の促進 

○特定農業振興ゾーンの整備 

○荒廃農地の発生防止 

○農業の担い手支援の推進 

○農地及び農業用施設の保全管理 

○中山間地域での農業生産活動への支援 

○森林や山村における多面的機能の発揮に係る対策の推進 

 

③③－－２２  田田園園・・里里山山景景観観のの活活用用  

棚棚田田ををははじじめめ地地域域ににおおけけるる田田園園・・里里山山のの景景観観をを地地域域のの魅魅力力資資源源ととししてて捉捉ええ、、そそれれららをを活活用用ししたた地地

域域づづくくりりやや観観光光のの振振興興にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○棚田地域の保全と活用 

○「歩く・なら」観光の推進 

○県景観資産の登録・PR 
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④④－－５５  住住民民にによよるる景景観観美美化化運運動動のの展展開開  

落落書書ききややごごみみののポポイイ捨捨ててののなないい、、ききれれいいななままちちづづくくりりにに向向けけてて、、多多様様なな主主体体のの連連携携・・協協働働をを図図りりなな

ががらら、、県県内内各各地地ででのの美美化化啓啓発発・・実実践践活活動動のの促促進進をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○県民参加型クリーンアップ運動の促進 

○地域住民等による道路・河川等の植栽・管理の促進 

○多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

  

  

  

⑤⑤  自自然然景景観観のの保保全全とと再再生生  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

  

  

  

  

  

  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

自然景観を守る取組を評価する指

標として活用 
県土に占める自然公園面積の割合 17.2% 17.2% 

豊豊かかなな自自然然はは、、美美ししいい景景観観をを創創出出すするるととととももにに、、人人々々のの暮暮ららししをを支支ええ、、地地域域のの産産業業をを育育みみまますす。。  

本本県県のの特特徴徴ととししててはは、、自自然然公公園園のの県県土土にに占占めめるる割割合合がが全全国国平平均均（（1144..88%%））をを上上回回るる 1177..22%%でであありり、、

自自然然環環境境保保全全地地域域等等とと併併せせてて県県内内のの良良好好なな自自然然環環境境のの保保全全にに寄寄与与ししてていいまますす。。ままたた、、トトウウヒヒややトト

ガガササワワララ、、オオオオヤヤママレレンンゲゲとといいっったた希希少少種種ののほほかか春春日日山山原原始始林林ななどど貴貴重重なな自自然然がが多多くく残残さされれてていい

まますすがが、、近近年年、、立立ちち枯枯れれややナナララ枯枯れれ等等がが見見受受けけらられれるるここととかからら、、貴貴重重なな自自然然をを後後世世にに伝伝ええるるたためめ、、

適適切切なな自自然然再再生生をを図図るる必必要要ががあありりまますす。。  

ままたた、、木木材材価価格格のの低低迷迷、、林林業業従従事事者者のの減減少少等等にによよりり、、間間伐伐等等のの施施業業がが放放置置さされれたた人人工工林林がが増増

加加ししてておおりり、、森森林林のの持持つつ美美ししいい自自然然景景観観のの保保全全やや、、土土砂砂災災害害防防止止機機能能のの低低下下へへのの対対策策がが求求めめらら

れれまますす。。  

    優優れれたた自自然然のの風風景景地地をを将将来来ににわわたたっってて確確保保ししまますす。。  
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＜＜小小施施策策＞＞  

④④－－１１  都都市市・・沿沿道道景景観観のの形形成成  

ままちちのの玄玄関関口口ととななるる駅駅周周辺辺のの市市街街地地やや幹幹線線道道路路ななどどのの沿沿道道ににおおいいてて、、花花壇壇・・街街路路樹樹等等にによよるる植植栽栽

整整備備やや無無電電柱柱化化ななどどにに取取りり組組みみ、、「「おおももててななしし」」のの景景観観づづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

ままたた、、幹幹線線道道路路等等のの魅魅力力動動線線化化をを図図るるたためめ、、市市町町村村等等ととのの連連携携・・協協働働にによよりり、、景景観観のの重重要要なな構構成成要要

素素ととななるる屋屋外外広広告告物物のの規規制制誘誘導導やや違違反反広広告告物物へへのの是是正正指指導導・・除除却却ななどどのの対対策策をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○広域幹線道路における屋外広告物の適正化の促進（「奈良モデル」による推進） 

○違反広告物の是正指導及び違反簡易広告物の除却 

○景観保全型広告整備地区の指定の推進 

○奈良県景観計画による建築物の外観等についての規制・誘導 

○奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づくり）による小庭（エリア）整備・管理の促進 

○花緑による魅力動線づくり 

○道路の無電柱化の推進 

○地域住民・地域団体等が連携・協働する道路の維持管理（植栽、草刈・清掃)の促進 

  

④④－－２２  憩憩いいののああるる緑緑のの空空間間のの創創造造  

誰誰ももがが身身近近にに親親ししめめ、、憩憩いいととややすすららぎぎをを感感じじらられれるるよよううなな緑緑のの空空間間をを形形成成すするるたためめ、、都都市市公公園園のの整整

備備やや公公共共施施設設ででのの緑緑化化ななどどにに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○都市公園の整備 

○公共施設での花いっぱい運動 

○地域や各住戸での緑化の促進 

  

④④－－３３  緑緑をを育育ててるる仕仕組組みみづづくくりり  

「「エエココオオフフィィスス宣宣言言」」等等にによよるる屋屋上上・・敷敷地地内内緑緑化化をを促促進進すするるととととももにに、、緑緑化化イイベベンントトのの開開催催やや様様々々なな

情情報報発発信信にによよりり、、緑緑をを育育ててるる県県民民意意識識のの醸醸成成をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○屋上緑化の促進 

○地域や各住戸での緑化の促進 

○地域の緑化活動に対する助成（緑の募金運動など） 

○花と緑を育てる県民意識の醸成（奈良県立都市公園緑化基金の活用） 

 

④④－－４４  市市街街地地内内農農地地のの活活用用  

農農地地とと調調和和ししたた良良好好なな都都市市環環境境をを形形成成すするるたためめ、、生生産産緑緑地地地地区区にに指指定定さされれたた都都市市農農地地のの保保全全にに

取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○生産緑地地区の保全 
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④④－－５５  住住民民にによよるる景景観観美美化化運運動動のの展展開開  

落落書書ききややごごみみののポポイイ捨捨ててののなないい、、ききれれいいななままちちづづくくりりにに向向けけてて、、多多様様なな主主体体のの連連携携・・協協働働をを図図りりなな

ががらら、、県県内内各各地地ででのの美美化化啓啓発発・・実実践践活活動動のの促促進進をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○県民参加型クリーンアップ運動の促進 

○地域住民等による道路・河川等の植栽・管理の促進 

○多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

  

  

  

⑤⑤  自自然然景景観観のの保保全全とと再再生生  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

  

  

  

  

  

  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

自然景観を守る取組を評価する指

標として活用 
県土に占める自然公園面積の割合 17.2% 17.2% 

豊豊かかなな自自然然はは、、美美ししいい景景観観をを創創出出すするるととととももにに、、人人々々のの暮暮ららししをを支支ええ、、地地域域のの産産業業をを育育みみまますす。。  

本本県県のの特特徴徴ととししててはは、、自自然然公公園園のの県県土土にに占占めめるる割割合合がが全全国国平平均均（（1144..88%%））をを上上回回るる 1177..22%%でであありり、、

自自然然環環境境保保全全地地域域等等とと併併せせてて県県内内のの良良好好なな自自然然環環境境のの保保全全にに寄寄与与ししてていいまますす。。ままたた、、トトウウヒヒややトト

ガガササワワララ、、オオオオヤヤママレレンンゲゲとといいっったた希希少少種種ののほほかか春春日日山山原原始始林林ななどど貴貴重重なな自自然然がが多多くく残残さされれてていい

まますすがが、、近近年年、、立立ちち枯枯れれややナナララ枯枯れれ等等がが見見受受けけらられれるるここととかからら、、貴貴重重なな自自然然をを後後世世にに伝伝ええるるたためめ、、

適適切切なな自自然然再再生生をを図図るる必必要要ががあありりまますす。。  

ままたた、、木木材材価価格格のの低低迷迷、、林林業業従従事事者者のの減減少少等等にによよりり、、間間伐伐等等のの施施業業がが放放置置さされれたた人人工工林林がが増増

加加ししてておおりり、、森森林林のの持持つつ美美ししいい自自然然景景観観のの保保全全やや、、土土砂砂災災害害防防止止機機能能のの低低下下へへのの対対策策がが求求めめらら

れれまますす。。  

    優優れれたた自自然然のの風風景景地地をを将将来来ににわわたたっってて確確保保ししまますす。。  

-48- 

＜＜小小施施策策＞＞  

④④－－１１  都都市市・・沿沿道道景景観観のの形形成成  

ままちちのの玄玄関関口口ととななるる駅駅周周辺辺のの市市街街地地やや幹幹線線道道路路ななどどのの沿沿道道ににおおいいてて、、花花壇壇・・街街路路樹樹等等にによよるる植植栽栽

整整備備やや無無電電柱柱化化ななどどにに取取りり組組みみ、、「「おおももててななしし」」のの景景観観づづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

ままたた、、幹幹線線道道路路等等のの魅魅力力動動線線化化をを図図るるたためめ、、市市町町村村等等ととのの連連携携・・協協働働にによよりり、、景景観観のの重重要要なな構構成成要要

素素ととななるる屋屋外外広広告告物物のの規規制制誘誘導導やや違違反反広広告告物物へへのの是是正正指指導導・・除除却却ななどどのの対対策策をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○広域幹線道路における屋外広告物の適正化の促進（「奈良モデル」による推進） 

○違反広告物の是正指導及び違反簡易広告物の除却 

○景観保全型広告整備地区の指定の推進 

○奈良県景観計画による建築物の外観等についての規制・誘導 

○奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づくり）による小庭（エリア）整備・管理の促進 

○花緑による魅力動線づくり 

○道路の無電柱化の推進 

○地域住民・地域団体等が連携・協働する道路の維持管理（植栽、草刈・清掃)の促進 

  

④④－－２２  憩憩いいののああるる緑緑のの空空間間のの創創造造  

誰誰ももがが身身近近にに親親ししめめ、、憩憩いいととややすすららぎぎをを感感じじらられれるるよよううなな緑緑のの空空間間をを形形成成すするるたためめ、、都都市市公公園園のの整整

備備やや公公共共施施設設ででのの緑緑化化ななどどにに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○都市公園の整備 

○公共施設での花いっぱい運動 

○地域や各住戸での緑化の促進 

  

④④－－３３  緑緑をを育育ててるる仕仕組組みみづづくくりり  

「「エエココオオフフィィスス宣宣言言」」等等にによよるる屋屋上上・・敷敷地地内内緑緑化化をを促促進進すするるととととももにに、、緑緑化化イイベベンントトのの開開催催やや様様々々なな

情情報報発発信信にによよりり、、緑緑をを育育ててるる県県民民意意識識のの醸醸成成をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○屋上緑化の促進 

○地域や各住戸での緑化の促進 

○地域の緑化活動に対する助成（緑の募金運動など） 

○花と緑を育てる県民意識の醸成（奈良県立都市公園緑化基金の活用） 

 

④④－－４４  市市街街地地内内農農地地のの活活用用  

農農地地とと調調和和ししたた良良好好なな都都市市環環境境をを形形成成すするるたためめ、、生生産産緑緑地地地地区区にに指指定定さされれたた都都市市農農地地のの保保全全にに

取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○生産緑地地区の保全 
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（（４４））脱脱炭炭素素社社会会のの構構築築  

【【施施策策のの方方向向】】  

22001155 年年ににパパリリ協協定定でで合合意意さされれたた「「世世界界全全体体のの平平均均気気温温をを工工業業化化以以前前よよりり 11..55 度度のの上上昇昇にに抑抑ええるる」」

たためめににはは、、「「22005500 年年ままででにに温温室室効効果果ガガススのの実実質質排排出出量量ををゼゼロロににすするるここととがが必必要要」」ととさされれてておおりり、、本本県県とと

ししててももここれれにに向向けけてて、、再再生生可可能能エエネネルルギギーーののささららななるる利利活活用用をを図図るるととととももにに、、「「奈奈良良のの省省エエネネススタタイイルル」」

のの推推進進・・定定着着をを促促ししまますす。。ままたた、、森森林林面面積積がが県県土土面面積積のの約約８８割割をを占占めめるる本本県県のの特特性性をを活活かかしし、、二二酸酸化化

炭炭素素のの吸吸収収源源ととななるる森森林林のの適適切切なな整整備備・・保保全全にに取取りり組組むむここととにによよりり、、地地域域産産業業のの活活性性化化をを図図りり、、持持続続

可可能能なな地地域域づづくくりりをを促促進進ししまますす。。  

気気候候変変動動面面でではは、、本本県県ににおおいいててもも、、平平均均気気温温のの上上昇昇ややソソメメイイヨヨシシノノのの開開花花時時期期がが早早ままるるななどど、、身身近近

ななととこころろにに影影響響がが現現れれててききてておおりり、、今今後後、、自自然然災災害害やや人人々々のの健健康康ななどど、、将将来来世世代代ににわわたたるる影影響響がが強強くく

懸懸念念さされれてていいるるここととかからら、、各各分分野野のの気気候候変変動動のの影影響響にによよるる被被害害をを回回避避・・軽軽減減すするる対対策策をを検検討討・・推推進進しし

まますす。。  

  

【【現現況況・・目目標標値値（（指指標標設設定定にによよるる評評価価））】】  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 
小施策 

温室効果ガスの削減対策

の進捗を評価する指標と

して活用 

温室効果ガス排出削減率 

［基準年：H25（2013）］ 

16.3%減 

［H29（2017）］ 

45.9%減 

［R12（2030）］ 

温室効果ガ

スの排出削

減 

森林環境教育指導者養成研修 

受講者数 
4,793人 6,400 人 

ストップ温暖化推進員の委嘱者数 201人 270人 

省エネ・節電の取組の進

捗を評価する指標として

活用 

年間電力使用量低減率 

［基準年：H26（2014）］ 
7.4 % 

3.5%を維持 

［R3（2021）］ 

再生可能エネルギー導入

の進捗を評価する指標と

して活用 

再生可能エネルギー導入量 532,391 kW 
584,000 kW 

［R3（2021）］ 

木質バイオマスエネルギー利用量 46,127 t 59,000 t 

二酸化炭素吸収源となる

森林整備の進捗を評価す

る指標として活用 

混交林への誘導整備面積 0 ha 1,100ha 二酸化炭素

吸収源の整

備 県民等の募金による植樹の本数 10,386本 11,000本 
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＜＜小小施施策策＞＞  

⑤⑤－－１１  自自然然環環境境のの保保全全  

県県土土のの２２割割をを超超ええるる自自然然公公園園（（1177..22%%））やや自自然然環環境境保保全全地地域域等等（（33..44%%））ででのの一一定定のの行行為為をを規規制制すするるとと

ととももにに、、保保全全すするるたためめのの取取組組をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○自然公園の保全 

○名勝や県自然環境保全地域の保全 

 

⑤⑤－－２２  自自然然環環境境のの再再生生  

春春日日山山原原始始林林ををははじじめめ県県内内各各地地でで発発生生ししてていいるる立立ちち枯枯れれややナナララ枯枯れれのの対対策策をを図図るるととととももにに、、自自然然

環環境境のの再再生生にに向向けけてて、、森森林林ににおおけけるる生生態態系系のの保保護護やや野野生生動動物物にによよるる食食害害対対策策ななどどのの取取組組をを推推進進しし

まますす。。  

（事業例） 

○春日山原始林､大台ヶ原､吉野山桜樹林等の保護・再生 

○ナラ枯れ対策 

○名勝（峡谷、山岳等）の保護の推進 

○奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づくり）による小庭（エリア）整備・管理の促進 

○美しい水辺景観と周辺環境の保全 

 

⑤⑤－－３３  森森林林施施業業のの促促進進  

令令和和２２（（22002200））年年４４月月現現在在、、県県内内のの人人工工林林面面積積（（117711 千千 hhaa））ののううちち、、8888 千千 hhaa がが施施業業放放置置状状態態ととななっっ

てていいまますす。。下下層層植植生生がが消消失失しし土土壌壌ががむむきき出出ししととななっってていいるる特特にに深深刻刻なな施施業業放放置置林林をを整整備備すするるここととやや、、

適適正正にに管管理理さされれてていいるる森森林林ににおおいいててもも、、林林業業のの不不振振・・林林業業従従事事者者のの高高齢齢化化等等にによよりり、、今今後後、、管管理理さされれ

なないい森森林林がが増増加加すするるここととがが懸懸念念さされれるるここととかからら、、施施業業放放置置林林ととななららなないいよようう間間伐伐等等のの保保育育をを推推進進ししまますす。。  

ままたた、、針針葉葉樹樹とと広広葉葉樹樹がが混混交交すするる森森林林はは、、地地中中部部でではは根根がが複複雑雑にに張張りり巡巡りり、、地地上上部部でではは複複数数のの樹樹

種種・・高高ささのの異異ななるる樹樹木木とと草草本本類類にに覆覆わわれれるるここととかからら、、崩崩壊壊ししににくくくく、、上上部部でで崩崩壊壊ししたた土土砂砂をを受受けけ止止めめるる

効効果果がが高高くくななるるたためめ、、ススギギ・・ヒヒノノキキ人人工工林林をを混混交交林林にに誘誘導導ししてていいききまますす。。  

加加ええてて、、皆皆伐伐後後、、再再造造林林やや天天然然更更新新さされれなないい造造林林未未済済地地はは、、そそののまままま放放置置さされれるるとと崩崩壊壊等等のの災災害害

をを誘誘発発すするる恐恐れれががあありりまますす。。そそののたためめ、、皆皆伐伐後後のの確確実実なな再再造造林林やや天天然然更更新新をを図図りりまますす。。    

（事業例） 

○施業放置林の解消 

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○皆伐後再造林の促進 
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（（４４））脱脱炭炭素素社社会会のの構構築築  

【【施施策策のの方方向向】】  

22001155 年年ににパパリリ協協定定でで合合意意さされれたた「「世世界界全全体体のの平平均均気気温温をを工工業業化化以以前前よよりり 11..55 度度のの上上昇昇にに抑抑ええるる」」

たためめににはは、、「「22005500 年年ままででにに温温室室効効果果ガガススのの実実質質排排出出量量ををゼゼロロににすするるここととがが必必要要」」ととさされれてておおりり、、本本県県とと

ししててももここれれにに向向けけてて、、再再生生可可能能エエネネルルギギーーののささららななるる利利活活用用をを図図るるととととももにに、、「「奈奈良良のの省省エエネネススタタイイルル」」

のの推推進進・・定定着着をを促促ししまますす。。ままたた、、森森林林面面積積がが県県土土面面積積のの約約８８割割をを占占めめるる本本県県のの特特性性をを活活かかしし、、二二酸酸化化

炭炭素素のの吸吸収収源源ととななるる森森林林のの適適切切なな整整備備・・保保全全にに取取りり組組むむここととにによよりり、、地地域域産産業業のの活活性性化化をを図図りり、、持持続続

可可能能なな地地域域づづくくりりをを促促進進ししまますす。。  

気気候候変変動動面面でではは、、本本県県ににおおいいててもも、、平平均均気気温温のの上上昇昇ややソソメメイイヨヨシシノノのの開開花花時時期期がが早早ままるるななどど、、身身近近

ななととこころろにに影影響響がが現現れれててききてておおりり、、今今後後、、自自然然災災害害やや人人々々のの健健康康ななどど、、将将来来世世代代ににわわたたるる影影響響がが強強くく

懸懸念念さされれてていいるるここととかからら、、各各分分野野のの気気候候変変動動のの影影響響にによよるる被被害害をを回回避避・・軽軽減減すするる対対策策をを検検討討・・推推進進しし

まますす。。  

  

【【現現況況・・目目標標値値（（指指標標設設定定にによよるる評評価価））】】  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 
小施策 

温室効果ガスの削減対策

の進捗を評価する指標と

して活用 

温室効果ガス排出削減率 

［基準年：H25（2013）］ 

16.3%減 

［H29（2017）］ 

45.9%減 

［R12（2030）］ 

温室効果ガ

スの排出削

減 

森林環境教育指導者養成研修 

受講者数 
4,793人 6,400 人 

ストップ温暖化推進員の委嘱者数 201人 270人 

省エネ・節電の取組の進

捗を評価する指標として

活用 

年間電力使用量低減率 

［基準年：H26（2014）］ 
7.4 % 

3.5%を維持 

［R3（2021）］ 

再生可能エネルギー導入

の進捗を評価する指標と

して活用 

再生可能エネルギー導入量 532,391 kW 
584,000 kW 

［R3（2021）］ 

木質バイオマスエネルギー利用量 46,127 t 59,000 t 

二酸化炭素吸収源となる

森林整備の進捗を評価す

る指標として活用 

混交林への誘導整備面積 0 ha 1,100ha 二酸化炭素

吸収源の整

備 県民等の募金による植樹の本数 10,386本 11,000本 
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＜＜小小施施策策＞＞  

⑤⑤－－１１  自自然然環環境境のの保保全全  

県県土土のの２２割割をを超超ええるる自自然然公公園園（（1177..22%%））やや自自然然環環境境保保全全地地域域等等（（33..44%%））ででのの一一定定のの行行為為をを規規制制すするるとと

ととももにに、、保保全全すするるたためめのの取取組組をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○自然公園の保全 

○名勝や県自然環境保全地域の保全 

 

⑤⑤－－２２  自自然然環環境境のの再再生生  

春春日日山山原原始始林林ををははじじめめ県県内内各各地地でで発発生生ししてていいるる立立ちち枯枯れれややナナララ枯枯れれのの対対策策をを図図るるととととももにに、、自自然然

環環境境のの再再生生にに向向けけてて、、森森林林ににおおけけるる生生態態系系のの保保護護やや野野生生動動物物にによよるる食食害害対対策策ななどどのの取取組組をを推推進進しし

まますす。。  

（事業例） 

○春日山原始林､大台ヶ原､吉野山桜樹林等の保護・再生 

○ナラ枯れ対策 

○名勝（峡谷、山岳等）の保護の推進 

○奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づくり）による小庭（エリア）整備・管理の促進 

○美しい水辺景観と周辺環境の保全 

 

⑤⑤－－３３  森森林林施施業業のの促促進進  

令令和和２２（（22002200））年年４４月月現現在在、、県県内内のの人人工工林林面面積積（（117711 千千 hhaa））ののううちち、、8888 千千 hhaa がが施施業業放放置置状状態態ととななっっ

てていいまますす。。下下層層植植生生がが消消失失しし土土壌壌ががむむきき出出ししととななっってていいるる特特にに深深刻刻なな施施業業放放置置林林をを整整備備すするるここととやや、、

適適正正にに管管理理さされれてていいるる森森林林ににおおいいててもも、、林林業業のの不不振振・・林林業業従従事事者者のの高高齢齢化化等等にによよりり、、今今後後、、管管理理さされれ

なないい森森林林がが増増加加すするるここととがが懸懸念念さされれるるここととかからら、、施施業業放放置置林林ととななららなないいよようう間間伐伐等等のの保保育育をを推推進進ししまますす。。  

ままたた、、針針葉葉樹樹とと広広葉葉樹樹がが混混交交すするる森森林林はは、、地地中中部部でではは根根がが複複雑雑にに張張りり巡巡りり、、地地上上部部でではは複複数数のの樹樹

種種・・高高ささのの異異ななるる樹樹木木とと草草本本類類にに覆覆わわれれるるここととかからら、、崩崩壊壊ししににくくくく、、上上部部でで崩崩壊壊ししたた土土砂砂をを受受けけ止止めめるる

効効果果がが高高くくななるるたためめ、、ススギギ・・ヒヒノノキキ人人工工林林をを混混交交林林にに誘誘導導ししてていいききまますす。。  

加加ええてて、、皆皆伐伐後後、、再再造造林林やや天天然然更更新新さされれなないい造造林林未未済済地地はは、、そそののまままま放放置置さされれるるとと崩崩壊壊等等のの災災害害

をを誘誘発発すするる恐恐れれががあありりまますす。。そそののたためめ、、皆皆伐伐後後のの確確実実なな再再造造林林やや天天然然更更新新をを図図りりまますす。。    

（事業例） 

○施業放置林の解消 

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○皆伐後再造林の促進 
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＜＜小小施施策策＞＞  

①①－－１１  省省エエネネ・・節節電電等等のの推推進進  

省省エエネネ・・節節電電のの実実践践をを促促進進すするるたためめ、、エエネネルルギギーーををかかししここくく使使ううラライイフフススタタイイルルのの推推進進ととししてて、、「「奈奈良良

のの省省エエネネススタタイイルル」」のの取取組組をを推推進進ししまますす。。ままたた、、奈奈良良県県地地球球温温暖暖化化防防止止活活動動推推進進セセンンタターー等等にによよるる普普

及及啓啓発発活活動動をを通通ししてて、、家家庭庭ででのの意意識識のの醸醸成成ととととももにに、、事事業業所所等等にに対対ししててはは、、二二酸酸化化炭炭素素削削減減にに関関すす

るる専専門門家家のの派派遣遣やや省省エエネネ等等設設備備導導入入のの支支援援をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○奈良県エネルギービジョンの推進 

○奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動 

○ストップ温暖化推進員の養成 

○環境アドバイザーの派遣 

○CO2排出量の「見える化」による啓発（奈良の環境家計簿など） 

○環境にやさしい買物キャンペーン 

○多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

○低炭素型住宅の普及 

○低炭素建築物新築等計画の認定制度の適切な運用 

○県有施設における省エネ・省 CO2機器・材料の調達 

 

①①－－２２  再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの活活用用  

本本県県のの地地勢勢条条件件やや資資源源等等ををででききるる限限りり活活用用ししてて、、木木質質ババイイオオママススやや太太陽陽光光、、小小水水力力等等のの多多様様なな再再

生生可可能能エエネネルルギギーーのの導導入入をを促促進進ししまますす。。ままたた、、太太陽陽光光発発電電とと蓄蓄電電池池等等ととのの組組みみ合合わわせせにによよるるエエネネルル

ギギーーのの高高度度利利活活用用をを促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○木質バイオマスエネルギー等、再生可能エネルギーの導入促進 

○家庭・事業所等の自立分散型エネルギーの導入促進 

○水素エネルギーの利活用促進 

○小水力発電の導入促進 

○熱エネルギーの利活用推進 

○再生可能エネルギーを活用した地域の取組への支援 

○再生可能エネルギーを活用する中小企業向け融資制度の実施 

○エネルギー・環境技術関連企業をはじめとした企業誘致活動の実施 
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（出典：資源エネルギー庁)

図図４４－－４４－－１１  温温室室効効果果ガガスス排排出出量量のの推推移移 図図４４－－４４－－２２  再再生生可可能能エエネネルルギギーー導導入入状状況況 
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（出所：環境政策課）

エネルギー起源二酸化炭素 非エネルギー起源二酸化炭素

メタン 一酸化二窒素

HFC等 二酸化炭素排出係数
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①①  温温室室効効果果ガガススのの排排出出削削減減  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

温室効果ガスの削減対策の

進捗を評価する指標として活

用 

温室効果ガス排出削減率 

［基準年：H25（2013）］ 

16.3%減 

［H29（2017）］ 

45.9%減 

［R12（2030）］ 

森林環境教育指導者養成研修受講者数 4,793人 6,400人 

ストップ温暖化推進員の委嘱者数 201人 270人 

省エネ・節電の取組の進捗を

評価する指標として活用 

年間電力使用量低減率 

［基準年：H26（2014）］ 
7.4% 

3.5%を維持 

［R3（2021）］ 

再生可能エネルギー導入の

進捗を評価する指標として活

用 

再生可能エネルギー導入量 532,391 kW 
584,000 kW 

［R3（2021）］ 

木質バイオマスエネルギー利用量 46,127 t 59,000 t 

人人間間活活動動のの拡拡大大にに伴伴いい、、二二酸酸化化炭炭素素等等のの温温室室効効果果ガガススがが大大量量にに大大気気中中にに排排出出さされれるるよよううにになな

りり、、地地球球全全体体のの温温度度がが上上昇昇ししてていいまますす。。  

本本県県ににおおけけるる温温室室効効果果ガガスス排排出出量量はは、、基基準準年年ででああるる平平成成 2255（（22001133））年年度度でで 77,,882299 千千 tt//年年ででああ

りり、、そそれれ以以降降、、温温室室効効果果ガガススのの排排出出削削減減にに向向けけたた追追加加的的なな対対策策をを講講じじななかかっったた場場合合、、令令和和 1122

（（22003300））年年度度ににはは 88,,006633 千千 tt//年年ととななるるここととがが予予想想さされれてていいまますす。。ここれれままでで、、再再生生可可能能エエネネルルギギーー導導

入入やや省省エエネネのの促促進進ななどどにによよりり、、温温室室効効果果ガガスス排排出出量量はは、、平平成成 2266（（22001144））年年度度ををピピーーククにに減減少少傾傾向向とと

ななりり、、平平成成 2299（（22001177））年年度度ににはは、、66,,993333千千 tt//年年とと減減少少ししてていいまますす。。  

部部門門別別にに見見たた本本県県のの排排出出状状況況（（エエネネルルギギーー起起源源二二酸酸化化炭炭素素排排出出量量））はは、、平平成成 2299（（22001177））年年度度時時

点点でで家家庭庭部部門門がが 3322..77%%とと一一番番高高くく、、次次にに運運輸輸部部門門がが 3311..11%%、、業業務務部部門門がが 2222..00%%、、産産業業部部門門がが 1144..22%%

ととななっってていいまますす。。本本県県のの特特徴徴ととししててはは、、全全国国とと比比べべてて業業務務部部門門（（全全国国割割合合 2200..66%%））とと家家庭庭部部門門（（全全国国

割割合合 1188..33%%））とと運運輸輸部部門門（（全全国国割割合合 2200..99%%））のの割割合合がが高高くく、、産産業業部部門門（（全全国国割割合合 4400..22%%））のの割割合合がが低低

いい状状況況でですす。。  

気気候候変変動動問問題題にに関関すするる国国際際的的なな枠枠組組ででああるるパパリリ協協定定でで合合意意さされれたた「「世世界界全全体体のの平平均均気気温温をを工工

業業化化以以前前よよりり 11..55度度のの上上昇昇にに抑抑ええるる」」たためめににはは、、「「22005500年年ままででにに温温室室効効果果ガガススのの実実質質排排出出量量ををゼゼロロ

ににすするるここととがが必必要要」」ととさされれてていいまますす。。温温室室効効果果ガガスス排排出出量量実実質質ゼゼロロととはは、、人人為為的的なな発発生生源源にによよるる排排

出出量量とと森森林林等等のの吸吸収収源源にによよるる除除去去量量ととのの均均衡衡をを達達成成すするるここととでで、、そそののたためめににはは、、排排出出量量のの削削減減とと

吸吸収収源源整整備備のの両両面面ででのの取取組組がが必必要要ととななりりまますす。。本本県県はは個個人人のの消消費費志志向向やや行行動動意意識識にに大大ききくく依依存存

すするる家家庭庭部部門門・・運運輸輸部部門門ににおおけけるる二二酸酸化化炭炭素素排排出出割割合合がが高高いいここととかからら、、県県民民のの意意識識をを大大ききくく変変ええ

てていいくくここととがが重重要要でですす。。ままたた、、森森林林面面積積がが県県土土面面積積のの約約８８割割をを占占めめるるここととかからら、、二二酸酸化化炭炭素素のの吸吸収収

源源ととななるる森森林林のの適適切切なな整整備備・・保保全全にに取取りり組組むむ必必要要ががあありりまますす。。  

「「22005500 年年温温室室効効果果ガガスス排排出出実実質質ゼゼロロ」」にに向向けけ、、県県民民・・事事業業者者・・行行政政がが一一体体ととななっってて取取りり組組むむ社社会会

をを目目指指ししまますす。。  
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＜＜小小施施策策＞＞  

①①－－１１  省省エエネネ・・節節電電等等のの推推進進  

省省エエネネ・・節節電電のの実実践践をを促促進進すするるたためめ、、エエネネルルギギーーををかかししここくく使使ううラライイフフススタタイイルルのの推推進進ととししてて、、「「奈奈良良

のの省省エエネネススタタイイルル」」のの取取組組をを推推進進ししまますす。。ままたた、、奈奈良良県県地地球球温温暖暖化化防防止止活活動動推推進進セセンンタターー等等にによよるる普普

及及啓啓発発活活動動をを通通ししてて、、家家庭庭ででのの意意識識のの醸醸成成ととととももにに、、事事業業所所等等にに対対ししててはは、、二二酸酸化化炭炭素素削削減減にに関関すす

るる専専門門家家のの派派遣遣やや省省エエネネ等等設設備備導導入入のの支支援援をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○奈良県エネルギービジョンの推進 

○奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動 

○ストップ温暖化推進員の養成 

○環境アドバイザーの派遣 

○CO2排出量の「見える化」による啓発（奈良の環境家計簿など） 

○環境にやさしい買物キャンペーン 

○多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

○低炭素型住宅の普及 

○低炭素建築物新築等計画の認定制度の適切な運用 

○県有施設における省エネ・省 CO2機器・材料の調達 

 

①①－－２２  再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの活活用用  

本本県県のの地地勢勢条条件件やや資資源源等等ををででききるる限限りり活活用用ししてて、、木木質質ババイイオオママススやや太太陽陽光光、、小小水水力力等等のの多多様様なな再再

生生可可能能エエネネルルギギーーのの導導入入をを促促進進ししまますす。。ままたた、、太太陽陽光光発発電電とと蓄蓄電電池池等等ととのの組組みみ合合わわせせにによよるるエエネネルル

ギギーーのの高高度度利利活活用用をを促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○木質バイオマスエネルギー等、再生可能エネルギーの導入促進 

○家庭・事業所等の自立分散型エネルギーの導入促進 

○水素エネルギーの利活用促進 

○小水力発電の導入促進 

○熱エネルギーの利活用推進 

○再生可能エネルギーを活用した地域の取組への支援 

○再生可能エネルギーを活用する中小企業向け融資制度の実施 

○エネルギー・環境技術関連企業をはじめとした企業誘致活動の実施 
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（出典：資源エネルギー庁)

図図４４－－４４－－１１  温温室室効効果果ガガスス排排出出量量のの推推移移 図図４４－－４４－－２２  再再生生可可能能エエネネルルギギーー導導入入状状況況 
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（出所：環境政策課）

エネルギー起源二酸化炭素 非エネルギー起源二酸化炭素

メタン 一酸化二窒素

HFC等 二酸化炭素排出係数
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①①  温温室室効効果果ガガススのの排排出出削削減減  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 
目標値 

R7（2025） 

温室効果ガスの削減対策の

進捗を評価する指標として活

用 

温室効果ガス排出削減率 

［基準年：H25（2013）］ 

16.3%減 

［H29（2017）］ 

45.9%減 

［R12（2030）］ 

森林環境教育指導者養成研修受講者数 4,793人 6,400人 

ストップ温暖化推進員の委嘱者数 201人 270人 

省エネ・節電の取組の進捗を

評価する指標として活用 

年間電力使用量低減率 

［基準年：H26（2014）］ 
7.4% 

3.5%を維持 

［R3（2021）］ 

再生可能エネルギー導入の

進捗を評価する指標として活

用 

再生可能エネルギー導入量 532,391 kW 
584,000 kW 

［R3（2021）］ 

木質バイオマスエネルギー利用量 46,127 t 59,000 t 

人人間間活活動動のの拡拡大大にに伴伴いい、、二二酸酸化化炭炭素素等等のの温温室室効効果果ガガススがが大大量量にに大大気気中中にに排排出出さされれるるよよううにになな

りり、、地地球球全全体体のの温温度度がが上上昇昇ししてていいまますす。。  

本本県県ににおおけけるる温温室室効効果果ガガスス排排出出量量はは、、基基準準年年ででああるる平平成成 2255（（22001133））年年度度でで 77,,882299 千千 tt//年年ででああ

りり、、そそれれ以以降降、、温温室室効効果果ガガススのの排排出出削削減減にに向向けけたた追追加加的的なな対対策策をを講講じじななかかっったた場場合合、、令令和和 1122

（（22003300））年年度度ににはは 88,,006633 千千 tt//年年ととななるるここととがが予予想想さされれてていいまますす。。ここれれままでで、、再再生生可可能能エエネネルルギギーー導導

入入やや省省エエネネのの促促進進ななどどにによよりり、、温温室室効効果果ガガスス排排出出量量はは、、平平成成 2266（（22001144））年年度度ををピピーーククにに減減少少傾傾向向とと

ななりり、、平平成成 2299（（22001177））年年度度ににはは、、66,,993333千千 tt//年年とと減減少少ししてていいまますす。。  

部部門門別別にに見見たた本本県県のの排排出出状状況況（（エエネネルルギギーー起起源源二二酸酸化化炭炭素素排排出出量量））はは、、平平成成 2299（（22001177））年年度度時時

点点でで家家庭庭部部門門がが 3322..77%%とと一一番番高高くく、、次次にに運運輸輸部部門門がが 3311..11%%、、業業務務部部門門がが 2222..00%%、、産産業業部部門門がが 1144..22%%

ととななっってていいまますす。。本本県県のの特特徴徴ととししててはは、、全全国国とと比比べべてて業業務務部部門門（（全全国国割割合合 2200..66%%））とと家家庭庭部部門門（（全全国国

割割合合 1188..33%%））とと運運輸輸部部門門（（全全国国割割合合 2200..99%%））のの割割合合がが高高くく、、産産業業部部門門（（全全国国割割合合 4400..22%%））のの割割合合がが低低

いい状状況況でですす。。  

気気候候変変動動問問題題にに関関すするる国国際際的的なな枠枠組組ででああるるパパリリ協協定定でで合合意意さされれたた「「世世界界全全体体のの平平均均気気温温をを工工

業業化化以以前前よよりり 11..55度度のの上上昇昇にに抑抑ええるる」」たためめににはは、、「「22005500年年ままででにに温温室室効効果果ガガススのの実実質質排排出出量量ををゼゼロロ

ににすするるここととがが必必要要」」ととさされれてていいまますす。。温温室室効効果果ガガスス排排出出量量実実質質ゼゼロロととはは、、人人為為的的なな発発生生源源にによよるる排排

出出量量とと森森林林等等のの吸吸収収源源にによよるる除除去去量量ととのの均均衡衡をを達達成成すするるここととでで、、そそののたためめににはは、、排排出出量量のの削削減減とと

吸吸収収源源整整備備のの両両面面ででのの取取組組がが必必要要ととななりりまますす。。本本県県はは個個人人のの消消費費志志向向やや行行動動意意識識にに大大ききくく依依存存

すするる家家庭庭部部門門・・運運輸輸部部門門ににおおけけるる二二酸酸化化炭炭素素排排出出割割合合がが高高いいここととかからら、、県県民民のの意意識識をを大大ききくく変変ええ

てていいくくここととがが重重要要でですす。。ままたた、、森森林林面面積積がが県県土土面面積積のの約約８８割割をを占占めめるるここととかからら、、二二酸酸化化炭炭素素のの吸吸収収

源源ととななるる森森林林のの適適切切なな整整備備・・保保全全にに取取りり組組むむ必必要要ががあありりまますす。。  

「「22005500 年年温温室室効効果果ガガスス排排出出実実質質ゼゼロロ」」にに向向けけ、、県県民民・・事事業業者者・・行行政政がが一一体体ととななっってて取取りり組組むむ社社会会

をを目目指指ししまますす。。  
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②②  二二酸酸化化炭炭素素吸吸収収源源のの整整備備  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

二酸化炭素吸収源となる森林整

備の進捗を評価する指標として

活用 

混交林への誘導整備面積 0 ha 1,100ha 

県民等の募金による植樹の本数 10,386本 11,000本 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

森森林林ははそそのの成成長長のの過過程程でで、、大大気気中中のの二二酸酸化化炭炭素素をを吸吸収収しし、、幹幹やや枝枝等等にに長長期期間間ににわわたたっってて蓄蓄積積

すするるななどど、、二二酸酸化化炭炭素素のの吸吸収収・・貯貯蔵蔵庫庫ととししてて重重要要なな役役割割をを担担っってていいまますす。。ししかかしし、、山山村村地地域域ににおおけけ

るる人人口口減減少少・・高高齢齢化化のの進進行行、、木木材材価価格格のの低低迷迷等等にによよりり、、手手入入れれのの行行きき届届かかなないい森森林林のの増増加加がが問問題題

ととななっってていいまますす。。  

森森林林のの荒荒廃廃はは、、森森林林のの持持つつ二二酸酸化化炭炭素素のの吸吸収収機機能能をを低低下下ささせせるるここととかからら、、森森林林面面積積がが県県土土面面

積積のの約約８８割割をを占占めめるる本本県県ににおおいいてて、、今今後後、、適適切切なな森森林林環環境境管管理理にによよりり二二酸酸化化炭炭素素のの吸吸収収源源をを確確保保

しし、、地地球球温温暖暖化化防防止止にに積積極極的的にに貢貢献献ししてていいくくここととがが求求めめらられれまますす。。  

  森森林林のの適適切切なな整整備備・・利利用用等等がが進進みみ、、森森林林にによよるる二二酸酸化化炭炭素素吸吸収収量量がが増増加加ししてていいるる姿姿をを目目指指ししまますす。。  
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図図４４－－４４－－３３ 県県民民等等かかららのの募募金金にによよりり新新たたにに植植樹樹さされれたた樹樹木木数数
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①①－－３３  フフロロンン対対策策等等のの推推進進  

家家電電やや自自動動車車エエアアココンンかかららののフフロロンン類類のの回回収収のの徹徹底底やや、、フフロロンン類類充充填填・・回回収収業業者者のの登登録録及及びび指指導導、、

ユユーーザザーーにによよるるフフロロンン類類使使用用機機器器のの維維持持管管理理等等のの徹徹底底をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○フロン類の適正な管理・回収・破壊の促進 

○家電リサイクル法の適切な運用及び普及啓発 

○自動車リサイクル法の適切な運用及び普及啓発 

  

①①－－４４  自自動動車車等等のの移移動動発発生生源源対対策策  

自自動動車車等等のの移移動動発発生生源源かかららのの温温室室効効果果ガガスス排排出出削削減減をを図図るるたためめ、、次次世世代代自自動動車車のの導導入入をを促促進進すす

るるととととももにに、、公公共共交交通通機機関関やや自自転転車車のの利利用用促促進進、、交交通通管管制制シシスステテムムのの高高度度化化等等のの交交通通円円滑滑化化対対策策にに

よよるる道道路路交交通通のの渋渋滞滞解解消消ななどどにに取取りり組組みみまますす。。ままたた、、農農産産物物等等のの地地産産地地消消をを促促進進すするるここととななどどにによよりり、、

輸輸送送にに伴伴いい発発生生すするる二二酸酸化化炭炭素素排排出出量量のの削削減減をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○次世代自動車の導入促進 

○水素エネルギーの利活用促進 

○エコドライブの推進 

○移動ニーズに対応する公共交通の維持確保及び利用促進 

○地域の主要渋滞箇所における渋滞対策の推進 

○交通円滑化対策の推進 

○ぐるっとバスの運行など奈良中心市街地における公共交通の利用環境の向上 

○自転車周遊環境の整備推進 

○農産物等の地産地消の推進 
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②②  二二酸酸化化炭炭素素吸吸収収源源のの整整備備  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

二酸化炭素吸収源となる森林整

備の進捗を評価する指標として

活用 

混交林への誘導整備面積 0 ha 1,100ha 

県民等の募金による植樹の本数 10,386本 11,000本 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

森森林林ははそそのの成成長長のの過過程程でで、、大大気気中中のの二二酸酸化化炭炭素素をを吸吸収収しし、、幹幹やや枝枝等等にに長長期期間間ににわわたたっってて蓄蓄積積

すするるななどど、、二二酸酸化化炭炭素素のの吸吸収収・・貯貯蔵蔵庫庫ととししてて重重要要なな役役割割をを担担っってていいまますす。。ししかかしし、、山山村村地地域域ににおおけけ

るる人人口口減減少少・・高高齢齢化化のの進進行行、、木木材材価価格格のの低低迷迷等等にによよりり、、手手入入れれのの行行きき届届かかなないい森森林林のの増増加加がが問問題題

ととななっってていいまますす。。  

森森林林のの荒荒廃廃はは、、森森林林のの持持つつ二二酸酸化化炭炭素素のの吸吸収収機機能能をを低低下下ささせせるるここととかからら、、森森林林面面積積がが県県土土面面

積積のの約約８８割割をを占占めめるる本本県県ににおおいいてて、、今今後後、、適適切切なな森森林林環環境境管管理理にによよりり二二酸酸化化炭炭素素のの吸吸収収源源をを確確保保

しし、、地地球球温温暖暖化化防防止止にに積積極極的的にに貢貢献献ししてていいくくここととがが求求めめらられれまますす。。  

  森森林林のの適適切切なな整整備備・・利利用用等等がが進進みみ、、森森林林にによよるる二二酸酸化化炭炭素素吸吸収収量量がが増増加加ししてていいるる姿姿をを目目指指ししまますす。。  
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図図４４－－４４－－３３ 県県民民等等かかららのの募募金金にによよりり新新たたにに植植樹樹さされれたた樹樹木木数数
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①①－－３３  フフロロンン対対策策等等のの推推進進  

家家電電やや自自動動車車エエアアココンンかかららののフフロロンン類類のの回回収収のの徹徹底底やや、、フフロロンン類類充充填填・・回回収収業業者者のの登登録録及及びび指指導導、、

ユユーーザザーーにによよるるフフロロンン類類使使用用機機器器のの維維持持管管理理等等のの徹徹底底をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○フロン類の適正な管理・回収・破壊の促進 

○家電リサイクル法の適切な運用及び普及啓発 

○自動車リサイクル法の適切な運用及び普及啓発 

  

①①－－４４  自自動動車車等等のの移移動動発発生生源源対対策策  

自自動動車車等等のの移移動動発発生生源源かかららのの温温室室効効果果ガガスス排排出出削削減減をを図図るるたためめ、、次次世世代代自自動動車車のの導導入入をを促促進進すす

るるととととももにに、、公公共共交交通通機機関関やや自自転転車車のの利利用用促促進進、、交交通通管管制制シシスステテムムのの高高度度化化等等のの交交通通円円滑滑化化対対策策にに

よよるる道道路路交交通通のの渋渋滞滞解解消消ななどどにに取取りり組組みみまますす。。ままたた、、農農産産物物等等のの地地産産地地消消をを促促進進すするるここととななどどにによよりり、、

輸輸送送にに伴伴いい発発生生すするる二二酸酸化化炭炭素素排排出出量量のの削削減減をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○次世代自動車の導入促進 

○水素エネルギーの利活用促進 

○エコドライブの推進 

○移動ニーズに対応する公共交通の維持確保及び利用促進 

○地域の主要渋滞箇所における渋滞対策の推進 

○交通円滑化対策の推進 

○ぐるっとバスの運行など奈良中心市街地における公共交通の利用環境の向上 

○自転車周遊環境の整備推進 

○農産物等の地産地消の推進 
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③③  気気候候変変動動へへのの適適応応  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜小小施施策策＞＞ 

③③－－１１  県県内内ににおおけけるる気気候候変変動動影影響響へへのの適適応応  

県県内内でで確確認認さされれてていいるる気気候候変変動動にによよるる「「現現在在のの影影響響」」及及びび「「将将来来懸懸念念さされれるる影影響響」」ににつついいてて、、各各分分

野野（（農農業業・・林林業業・・水水産産業業、、水水環環境境・・水水資資源源、、自自然然生生態態系系、、自自然然災災害害、、健健康康、、産産業業経経済済活活動動））毎毎にに情情報報をを

収収集集・・整整理理すするるととととももにに、、そそのの影影響響にに適適応応すするるたためめのの対対策策をを講講じじまますす。。ままたた、、県県内内のの気気候候変変動動影影響響にに

かかかかるる調調査査研研究究をを引引きき続続きき実実施施しし、、新新たたなな知知見見やや気気候候変変動動のの影影響響をを踏踏ままええたた対対策策をを検検討討・・推推進進ししまま

すす。。  

  

各各分分野野ににおおけけるる気気候候変変動動へへのの適適応応策策のの検検討討・・推推進進 

［［11  農農業業・・林林業業・・水水産産業業分分野野］］  

農農業業ににつついいててはは、、気気温温上上昇昇等等にによよりり、、農農作作物物のの品品質質低低下下、、生生育育不不良良やや暑暑熱熱にによよるる家家畜畜のの増増体体量量

のの低低下下やや斃斃死死ななどど様様々々なな面面にに影影響響がが出出ててききてておおりり、、今今後後、、病病害害虫虫のの被被害害、、動動物物感感染染症症のの拡拡大大やや

極極端端現現象象（（多多雨雨やや渇渇水水））のの増増大大等等にによよりり農農業業生生産産基基盤盤へへのの影影響響もも予予測測さされれてていいまますす。。ままたた林林業業にに

つついいててはは、、大大雨雨・・台台風風のの影影響響にによよるる林林地地崩崩壊壊がが発発生生ししてておおりり、、今今後後はは、、森森林林病病害害虫虫のの被被害害もも懸懸念念ささ

れれてていいまますす。。内内水水面面漁漁業業・・養養殖殖業業ににつついいててはは、、全全国国的的ににもも影影響響がが顕顕在在化化ししてておおららずず、、今今後後もも情情報報

収収集集をを行行いいまますす。。  

ここれれららのの影影響響・・予予測測をを踏踏ままええ、、気気候候変変動動にに適適応応ししたた品品種種のの育育成成・・選選定定、、及及びび環環境境制制御御技技術術のの開開

発発・・技技術術のの確確立立にによよりり、、農農林林水水産産物物のの安安定定ししたた生生産産・・出出荷荷体体系系をを構構築築ししまますす。。  

     

 

近近年年のの気気象象災災害害のの激激甚甚化化はは、、地地球球温温暖暖化化がが一一因因ととさされれてておおりり、、今今もも排排出出さされれ続続けけてていいるる温温室室効効

果果ガガススのの増増加加にによよっってて、、今今後後、、豪豪雨雨災災害害等等のの更更ななるる頻頻発発化化・・激激甚甚化化ななどどがが予予測測さされれてていいまますす。。まま

たた、、気気温温のの上上昇昇、、降降水水量量のの変変化化ななどど様様々々なな気気候候のの変変化化にによよりり、、自自然然災災害害だだけけででななくく、、食食料料、、健健康康なな

どど様様々々なな面面でで影影響響がが生生じじるるこことともも予予想想さされれ、、将将来来世世代代ににわわたたるる影影響響がが強強くく懸懸念念さされれてていいまますす。。  

本本県県ににおおいいててもも、、過過去去 5500年年間間でで平平均均気気温温のの上上昇昇（（約約 11..00度度上上昇昇））、、真真夏夏日日・・猛猛暑暑日日・・熱熱帯帯夜夜のの

増増加加、、短短時時間間強強雨雨（（１１時時間間降降水水量量 3300 ミミリリ以以上上））のの観観測測回回数数のの増増加加ななどど、、気気象象のの変変化化がが観観測測さされれてて

いいるるととととももにに、、生生態態系系ににおおいいててもも、、ソソメメイイヨヨシシノノのの開開花花時時期期のの早早ままりりがが見見らられれるるななどど、、私私たたちちのの身身近近なな

ととこころろににもも気気候候変変動動のの影影響響がが現現れれててききてていいまますす。。2211世世紀紀末末ににおおけけるる本本県県のの年年平平均均気気温温はは 2200世世紀紀

末末にに比比べべ、、最最もも気気温温上上昇昇がが高高くくななるるシシナナリリオオのの場場合合でではは 44..22度度上上昇昇すするるここととがが予予測測さされれてていいまますす。。  

気気温温上上昇昇をを抑抑ええるるたためめ、、徹徹底底ししたた省省エエネネのの実実施施やや再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの導導入入ななどど温温室室効効果果ガガ

ススのの排排出出抑抑制制等等のの取取組組をを引引きき続続きき進進めめるるととととももにに、、各各分分野野のの気気候候変変動動のの影影響響にによよるる被被害害をを回回避避・・

軽軽減減すするる対対策策（（適適応応策策））をを進進めめるるここととがが必必要要でですす。。  

    県県内内事事象象をを踏踏ままええ、、気気候候変変動動へへのの適適応応策策をを検検討討・・推推進進ししまますす。。  
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＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  健健全全なな森森林林のの整整備備  

森森林林がが有有すするる二二酸酸化化炭炭素素吸吸収収等等のの多多面面的的機機能能をを持持続続的的にに発発揮揮ささせせるるたためめ、、施施業業放放置置林林のの整整備備やや、、

荒荒廃廃ししたた保保安安林林のの計計画画的的なな整整備備及及びび指指定定をを実実施施すするるななどど､､適適切切なな森森林林環環境境管管理理をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○県・市町村連携による奈良県フォレスター制度の確立 

○施業放置林の解消 

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○皆伐後再造林の促進 

○保安林制度の適切な運用 

○森林管理の基盤となる路網整備の推進 

○森林環境教育の指導者養成 

 

②②－－２２  県県産産材材のの需需要要拡拡大大  

住住宅宅、、公公共共建建築築物物、、商商業業施施設設やや宿宿泊泊施施設設、、暮暮ららししのの中中でで用用いいるる木木製製品品、、エエネネルルギギーーななどど、、多多岐岐にに

わわたたるる分分野野ででのの県県産産材材のの利利用用をを推推進進しし、、需需要要のの拡拡大大をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○公共建築物・公共工事への県産材利用の推進 

○民間における県産材利用の促進 

○木質バイオマス利用の促進 

○県産材の需要拡大を担う人材の育成  
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③③  気気候候変変動動へへのの適適応応  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜小小施施策策＞＞ 

③③－－１１  県県内内ににおおけけるる気気候候変変動動影影響響へへのの適適応応  

県県内内でで確確認認さされれてていいるる気気候候変変動動にによよるる「「現現在在のの影影響響」」及及びび「「将将来来懸懸念念さされれるる影影響響」」ににつついいてて、、各各分分

野野（（農農業業・・林林業業・・水水産産業業、、水水環環境境・・水水資資源源、、自自然然生生態態系系、、自自然然災災害害、、健健康康、、産産業業経経済済活活動動））毎毎にに情情報報をを

収収集集・・整整理理すするるととととももにに、、そそのの影影響響にに適適応応すするるたためめのの対対策策をを講講じじまますす。。ままたた、、県県内内のの気気候候変変動動影影響響にに

かかかかるる調調査査研研究究をを引引きき続続きき実実施施しし、、新新たたなな知知見見やや気気候候変変動動のの影影響響をを踏踏ままええたた対対策策をを検検討討・・推推進進ししまま

すす。。  

  

各各分分野野ににおおけけるる気気候候変変動動へへのの適適応応策策のの検検討討・・推推進進 

［［11  農農業業・・林林業業・・水水産産業業分分野野］］  

農農業業ににつついいててはは、、気気温温上上昇昇等等にによよりり、、農農作作物物のの品品質質低低下下、、生生育育不不良良やや暑暑熱熱にによよるる家家畜畜のの増増体体量量

のの低低下下やや斃斃死死ななどど様様々々なな面面にに影影響響がが出出ててききてておおりり、、今今後後、、病病害害虫虫のの被被害害、、動動物物感感染染症症のの拡拡大大やや

極極端端現現象象（（多多雨雨やや渇渇水水））のの増増大大等等にによよりり農農業業生生産産基基盤盤へへのの影影響響もも予予測測さされれてていいまますす。。ままたた林林業業にに

つついいててはは、、大大雨雨・・台台風風のの影影響響にによよるる林林地地崩崩壊壊がが発発生生ししてておおりり、、今今後後はは、、森森林林病病害害虫虫のの被被害害もも懸懸念念ささ

れれてていいまますす。。内内水水面面漁漁業業・・養養殖殖業業ににつついいててはは、、全全国国的的ににもも影影響響がが顕顕在在化化ししてておおららずず、、今今後後もも情情報報

収収集集をを行行いいまますす。。  

ここれれららのの影影響響・・予予測測をを踏踏ままええ、、気気候候変変動動にに適適応応ししたた品品種種のの育育成成・・選選定定、、及及びび環環境境制制御御技技術術のの開開

発発・・技技術術のの確確立立にによよりり、、農農林林水水産産物物のの安安定定ししたた生生産産・・出出荷荷体体系系をを構構築築ししまますす。。  

     

 

近近年年のの気気象象災災害害のの激激甚甚化化はは、、地地球球温温暖暖化化がが一一因因ととさされれてておおりり、、今今もも排排出出さされれ続続けけてていいるる温温室室効効

果果ガガススのの増増加加にによよっってて、、今今後後、、豪豪雨雨災災害害等等のの更更ななるる頻頻発発化化・・激激甚甚化化ななどどがが予予測測さされれてていいまますす。。まま

たた、、気気温温のの上上昇昇、、降降水水量量のの変変化化ななどど様様々々なな気気候候のの変変化化にによよりり、、自自然然災災害害だだけけででななくく、、食食料料、、健健康康なな

どど様様々々なな面面でで影影響響がが生生じじるるこことともも予予想想さされれ、、将将来来世世代代ににわわたたるる影影響響がが強強くく懸懸念念さされれてていいまますす。。  

本本県県ににおおいいててもも、、過過去去 5500年年間間でで平平均均気気温温のの上上昇昇（（約約 11..00度度上上昇昇））、、真真夏夏日日・・猛猛暑暑日日・・熱熱帯帯夜夜のの

増増加加、、短短時時間間強強雨雨（（１１時時間間降降水水量量 3300 ミミリリ以以上上））のの観観測測回回数数のの増増加加ななどど、、気気象象のの変変化化がが観観測測さされれてて

いいるるととととももにに、、生生態態系系ににおおいいててもも、、ソソメメイイヨヨシシノノのの開開花花時時期期のの早早ままりりがが見見らられれるるななどど、、私私たたちちのの身身近近なな

ととこころろににもも気気候候変変動動のの影影響響がが現現れれててききてていいまますす。。2211世世紀紀末末ににおおけけるる本本県県のの年年平平均均気気温温はは 2200世世紀紀

末末にに比比べべ、、最最もも気気温温上上昇昇がが高高くくななるるシシナナリリオオのの場場合合でではは 44..22度度上上昇昇すするるここととがが予予測測さされれてていいまますす。。  

気気温温上上昇昇をを抑抑ええるるたためめ、、徹徹底底ししたた省省エエネネのの実実施施やや再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの導導入入ななどど温温室室効効果果ガガ

ススのの排排出出抑抑制制等等のの取取組組をを引引きき続続きき進進めめるるととととももにに、、各各分分野野のの気気候候変変動動のの影影響響にによよるる被被害害をを回回避避・・

軽軽減減すするる対対策策（（適適応応策策））をを進進めめるるここととがが必必要要でですす。。  

    県県内内事事象象をを踏踏ままええ、、気気候候変変動動へへのの適適応応策策をを検検討討・・推推進進ししまますす。。  
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＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  健健全全なな森森林林のの整整備備  

森森林林がが有有すするる二二酸酸化化炭炭素素吸吸収収等等のの多多面面的的機機能能をを持持続続的的にに発発揮揮ささせせるるたためめ、、施施業業放放置置林林のの整整備備やや、、

荒荒廃廃ししたた保保安安林林のの計計画画的的なな整整備備及及びび指指定定をを実実施施すするるななどど､､適適切切なな森森林林環環境境管管理理をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○県・市町村連携による奈良県フォレスター制度の確立 

○施業放置林の解消 

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○皆伐後再造林の促進 

○保安林制度の適切な運用 

○森林管理の基盤となる路網整備の推進 

○森林環境教育の指導者養成 

 

②②－－２２  県県産産材材のの需需要要拡拡大大  

住住宅宅、、公公共共建建築築物物、、商商業業施施設設やや宿宿泊泊施施設設、、暮暮ららししのの中中でで用用いいるる木木製製品品、、エエネネルルギギーーななどど、、多多岐岐にに

わわたたるる分分野野ででのの県県産産材材のの利利用用をを推推進進しし、、需需要要のの拡拡大大をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○公共建築物・公共工事への県産材利用の推進 

○民間における県産材利用の促進 

○木質バイオマス利用の促進 

○県産材の需要拡大を担う人材の育成  
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護護管管理理をを実実施施すするるななどど生生物物多多様様性性のの保保全全にに向向けけたた取取組組をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○野生動植物の保護と管理 

・新たな特定希少野生動植物の指定 

・天然記念物の保護 

・特定気象野生動植物の保護管理事業計画の策定・推進 

・奈良県レッドリスト及びレッドデータブックの改訂 

・「奈良県野生生物目録」の改訂 

・「鳥獣保護区」の指定 

・「鳥獣保護管理事業計画」に基づく保護管理（ニホンキジの放鳥など） 

・「第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ、イノシシ）」及び「奈良県ツキノワグマ保護管理計画」 

に基づくモニタリング及び保護管理の実施 

・カワウの生息状況調査、駆除及び防除対策 

・外来種防除の普及啓発 

・地域と連携した外来種防除の推進 

○地域特性に応じた生物多様性の保全 

・春日山原始林、大台ヶ原、大峰山系などの森林生態系の保全・再生 

・ナラ枯れ対策など森林病害虫防除の実施 

○多自然型の河川環境づくり 

○増水等の影響を考慮した渓流魚の産卵場造成 

 

［［44  自自然然災災害害分分野野］］  

河河川川・・山山地地ににつついいてて、、平平成成 2233（（22001111））年年にに発発生生ししたた紀紀伊伊半半島島大大水水害害ををははじじめめ、、台台風風やや豪豪雨雨にによよるる

水水害害及及びび土土砂砂災災害害がが発発生生ししてておおりり、、今今後後、、豪豪雨雨等等水水害害にによよるる土土砂砂災災害害のの増増加加ななどどささららななるる気気候候変変

動動のの影影響響のの増増大大がが懸懸念念さされれてていいまますす。。  

ここれれららのの影影響響・・予予測測をを踏踏ままええ、、水水害害及及びび山山地地ななどどのの土土砂砂災災害害にに備備ええたたハハーードド・・ソソフフトト対対策策やや適適切切

なな避避難難行行動動をを促促すす情情報報提提供供体体制制のの維維持持・・向向上上にに努努めめまますす。。  

（事業例） 

○水害対策 

・大和川水系河川整備計画等に基づく河川の整備 

・奈良県平成緊急内水対策事業等による雨水貯留浸透施設の整備 

・ダム・遊水地の維持管理 

・河道内の堆積土砂撤去や樹木伐採 

・ため池治水利用施設の整備 

・水田貯留施設の整備 

・市街化編入抑制区域の周知 

・想定最大規模降雨を対象とした洪水浸水想定区域図を作成・公表 

・水位計、監視カメラなど河川情報基盤の整備 

・川の防災情報の提供 
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（事業例） 

○新たな森林環境管理の推進 

・施業放置林の解消 

・混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

・皆伐後再造林の促進 

・森林管理の基盤となる路網整備の推進 

○農業施設等の整備 

・ため池治水利用施設の整備 

・ため池耐震調査や老朽ため池の改修整備 

・水田貯留施設の整備 

○病害虫防除対策 

・総合的病害虫管理（IPM）の普及促進 

・病害虫防除指導 

・病害虫の発生予察法や防除技術の開発 

・ナラ枯れ対策など森林病害虫防除の実施 

○公設試験研究機関等による研究開発の促進 

○気象災害技術対策の普及・指導 

○吸血昆虫が媒介する疾病の抗体調査の実施 

○畜産農家への暑熱対策等飼養管理技術の普及・指導 

 

［［22  水水環環境境・・水水資資源源分分野野］］  

河河川川でではは降降水水量量増増加加にによよるる濁濁度度のの上上昇昇やや、、湖湖沼沼・・ダダムム湖湖でではは水水温温上上昇昇にに伴伴うう溶溶存存酸酸素素のの低低下下

及及びび水水質質悪悪化化がが懸懸念念さされれてていいまますす。。ままたた近近年年、、渇渇水水被被害害はは発発生生ししてていいまませせんんがが、、今今後後、、無無降降水水日日

数数のの増増加加にによよるる渇渇水水のの頻頻発発化化がが予予測測さされれてていいまますす。。  

ここれれららのの予予測測をを踏踏ままええ、、水水質質監監視視等等モモニニタタリリンンググをを継継続続しし科科学学的的知知見見のの集集積積をを図図るるととととももにに、、渇渇

水水時時にに備備ええ、、水水道道事事業業者者等等のの防防災災体体制制のの整整備備をを促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○国、市町村等と連携した水質監視及び河川パトロールによる異常水質等への対応 

○環境用水の導入検討・促進 

○ダムの維持管理 

○吉野川の水量確保対策及び瀬切れの監視・対策 

○水道事業者等の防災体制の整備促進 

 

［［33  自自然然生生態態系系分分野野］］  

大大台台ヶヶ原原でではは、、積積雪雪量量のの減減少少にによよるるニニホホンンジジカカのの活活動動域域のの拡拡大大等等にに伴伴いい食食害害のの増増加加がが見見らられれ、、

ままたた県県内内各各地地ででササククララのの開開花花時時期期のの早早期期化化ななどど生生物物季季節節のの変変化化やや南南方方系系のの昆昆虫虫のの分分布布拡拡大大・・外外

来来種種のの定定着着ななどどがが確確認認さされれてていいまますす。。ままたた今今後後、、動動植植物物種種のの分分布布・・生生息息域域のの変変化化やや外外来来種種のの侵侵

入入・・定定着着率率のの変変化化ななどどがが懸懸念念さされれてていいまますす。。  

ここれれららのの影影響響・・予予測測をを踏踏ままええ、、野野生生動動物物のの生生息息状状況況ののモモニニタタリリンンググをを継継続続すするるととととももにに、、適適正正なな保保
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護護管管理理をを実実施施すするるななどど生生物物多多様様性性のの保保全全にに向向けけたた取取組組をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○野生動植物の保護と管理 

・新たな特定希少野生動植物の指定 

・天然記念物の保護 

・特定気象野生動植物の保護管理事業計画の策定・推進 

・奈良県レッドリスト及びレッドデータブックの改訂 

・「奈良県野生生物目録」の改訂 

・「鳥獣保護区」の指定 

・「鳥獣保護管理事業計画」に基づく保護管理（ニホンキジの放鳥など） 

・「第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ、イノシシ）」及び「奈良県ツキノワグマ保護管理計画」 

に基づくモニタリング及び保護管理の実施 

・カワウの生息状況調査、駆除及び防除対策 

・外来種防除の普及啓発 

・地域と連携した外来種防除の推進 

○地域特性に応じた生物多様性の保全 

・春日山原始林、大台ヶ原、大峰山系などの森林生態系の保全・再生 

・ナラ枯れ対策など森林病害虫防除の実施 

○多自然型の河川環境づくり 

○増水等の影響を考慮した渓流魚の産卵場造成 

 

［［44  自自然然災災害害分分野野］］  

河河川川・・山山地地ににつついいてて、、平平成成 2233（（22001111））年年にに発発生生ししたた紀紀伊伊半半島島大大水水害害ををははじじめめ、、台台風風やや豪豪雨雨にによよるる

水水害害及及びび土土砂砂災災害害がが発発生生ししてておおりり、、今今後後、、豪豪雨雨等等水水害害にによよるる土土砂砂災災害害のの増増加加ななどどささららななるる気気候候変変

動動のの影影響響のの増増大大がが懸懸念念さされれてていいまますす。。  

ここれれららのの影影響響・・予予測測をを踏踏ままええ、、水水害害及及びび山山地地ななどどのの土土砂砂災災害害にに備備ええたたハハーードド・・ソソフフトト対対策策やや適適切切

なな避避難難行行動動をを促促すす情情報報提提供供体体制制のの維維持持・・向向上上にに努努めめまますす。。  

（事業例） 

○水害対策 

・大和川水系河川整備計画等に基づく河川の整備 

・奈良県平成緊急内水対策事業等による雨水貯留浸透施設の整備 

・ダム・遊水地の維持管理 

・河道内の堆積土砂撤去や樹木伐採 

・ため池治水利用施設の整備 

・水田貯留施設の整備 

・市街化編入抑制区域の周知 

・想定最大規模降雨を対象とした洪水浸水想定区域図を作成・公表 

・水位計、監視カメラなど河川情報基盤の整備 

・川の防災情報の提供 
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（事業例） 

○新たな森林環境管理の推進 

・施業放置林の解消 

・混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

・皆伐後再造林の促進 

・森林管理の基盤となる路網整備の推進 

○農業施設等の整備 

・ため池治水利用施設の整備 

・ため池耐震調査や老朽ため池の改修整備 

・水田貯留施設の整備 

○病害虫防除対策 

・総合的病害虫管理（IPM）の普及促進 

・病害虫防除指導 

・病害虫の発生予察法や防除技術の開発 

・ナラ枯れ対策など森林病害虫防除の実施 

○公設試験研究機関等による研究開発の促進 

○気象災害技術対策の普及・指導 

○吸血昆虫が媒介する疾病の抗体調査の実施 

○畜産農家への暑熱対策等飼養管理技術の普及・指導 

 

［［22  水水環環境境・・水水資資源源分分野野］］  

河河川川でではは降降水水量量増増加加にによよるる濁濁度度のの上上昇昇やや、、湖湖沼沼・・ダダムム湖湖でではは水水温温上上昇昇にに伴伴うう溶溶存存酸酸素素のの低低下下

及及びび水水質質悪悪化化がが懸懸念念さされれてていいまますす。。ままたた近近年年、、渇渇水水被被害害はは発発生生ししてていいまませせんんがが、、今今後後、、無無降降水水日日

数数のの増増加加にによよるる渇渇水水のの頻頻発発化化がが予予測測さされれてていいまますす。。  

ここれれららのの予予測測をを踏踏ままええ、、水水質質監監視視等等モモニニタタリリンンググをを継継続続しし科科学学的的知知見見のの集集積積をを図図るるととととももにに、、渇渇

水水時時にに備備ええ、、水水道道事事業業者者等等のの防防災災体体制制のの整整備備をを促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○国、市町村等と連携した水質監視及び河川パトロールによる異常水質等への対応 

○環境用水の導入検討・促進 

○ダムの維持管理 

○吉野川の水量確保対策及び瀬切れの監視・対策 

○水道事業者等の防災体制の整備促進 

 

［［33  自自然然生生態態系系分分野野］］  

大大台台ヶヶ原原でではは、、積積雪雪量量のの減減少少にによよるるニニホホンンジジカカのの活活動動域域のの拡拡大大等等にに伴伴いい食食害害のの増増加加がが見見らられれ、、

ままたた県県内内各各地地ででササククララのの開開花花時時期期のの早早期期化化ななどど生生物物季季節節のの変変化化やや南南方方系系のの昆昆虫虫のの分分布布拡拡大大・・外外

来来種種のの定定着着ななどどがが確確認認さされれてていいまますす。。ままたた今今後後、、動動植植物物種種のの分分布布・・生生息息域域のの変変化化やや外外来来種種のの侵侵

入入・・定定着着率率のの変変化化ななどどがが懸懸念念さされれてていいまますす。。  

ここれれららのの影影響響・・予予測測をを踏踏ままええ、、野野生生動動物物のの生生息息状状況況ののモモニニタタリリンンググをを継継続続すするるととととももにに、、適適正正なな保保
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［［66  産産業業・・経経済済活活動動分分野野］］  

エエネネルルギギーー需需給給ににつついいててはは、、気気温温上上昇昇にによよりり夏夏季季のの電電力力需需要要のの増増大大、、ままたた観観光光業業ににつついいててはは、、

積積雪雪量量のの減減少少にによよりりススキキーー場場ががオオーーププンンででききなないいななどど、、気気候候変変動動のの影影響響がが出出始始めめてていいまますす。。今今後後、、

広広範範囲囲ににわわたたりり産産業業・・経経済済活活動動へへのの影影響響がが懸懸念念さされれまますすがが、、一一方方ででビビジジネネススチチャャンンススとと捉捉ええるる事事例例

ももあありり、、引引きき続続きき調調査査研研究究がが必必要要でですす。。  

ここれれららのの影影響響・・予予測測をを踏踏ままええ、、緊緊急急時時ののエエネネルルギギーー対対策策をを推推進進すするるととととももにに、、産産業業・・経経済済活活動動にに

おおけけるる気気候候変変動動のの影影響響にに関関すするる情情報報をを収収集集すするるととととももにに、、必必要要なな適適応応策策をを検検討討ししまますす。。  

（事業例） 

○「奈良の省エネスタイル」の推進 

○家庭・事業所等の自立分散型エネルギーの導入促進 

○再生可能エネルギーを活用する中小企業向け融資制度の実施 

○環境をテーマにしたビジネスに対する支援 

  

③③－－２２  県県民民やや事事業業者者等等のの理理解解・・周周知知  

多多様様なな主主体体のの連連携携・・協協働働ののももとと、、気気候候変変動動のの影影響響及及びび適適応応にに関関すするる情情報報をを収収集集・・提提供供・・共共有有すするるとと

ととももにに、、県県民民等等のの理理解解をを深深めめまますす。。  

（事業例） 

○奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動 

○ストップ温暖化推進員の養成 

○環境アドバイザーの派遣 

 

③③－－３３  適適応応のの推推進進体体制制のの構構築築  

各各分分野野をを所所管管すするる庁庁内内各各部部局局等等とと連連携携・・協協働働すするるととととももにに、、気気候候変変動動適適応応にに関関すするる情情報報のの収収集集、、

整整理理、、分分析析及及びび情情報報提提供供並並びびにに技技術術的的助助言言をを行行うう拠拠点点ととななるる地地域域気気候候変変動動適適応応セセンンタターーのの設設置置をを

検検討討ししまますす。。  

（事業例） 

  ○地域気候変動適応センターの設置検討 
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○土砂災害対策 

・砂防事業、地すべり対策事業、急傾斜地崩壊対策事業の実施 

・土砂災害警戒区域等の指定 

・奈良県土砂災害・防災情報システムの運営 

・土砂災害警戒情報の提供 

・土砂災害防止に係る普及啓発の実施 

○新たな森林環境管理の推進 

・施業放置林の解消 

・混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

・皆伐後再造林の促進 

・森林計画制度等の運用 

・保安林制度の運用 

・機能の低下した保安林の計画的整備 

・山地災害を未然に防止するための治山施設整備 

・森林管理の基盤となる路網整備の推進 

○奈良県地域防災計画の推進 

○大規模広域防災拠点の整備 

○地域におけるエネルギー確保体制の整備促進 

○家庭・事業所等の自立分散型エネルギーの導入促進 

○異常気象時における通行規制の実施 

○「奈良県道路整備基本計画」に基づく災害に強い道路の整備 

○道路の無電柱化の推進 

 

［［55  健健康康分分野野］］  

暑暑熱熱ににつついいててはは、、熱熱中中症症救救急急搬搬送送者者数数がが増増加加傾傾向向ににあありり、、今今後後ももささららにに増増加加すするるとと予予測測さされれてて

いいまますす。。ままたた感感染染症症ににつついいててはは、、県県内内ににおおいいててデデンンググ熱熱のの国国内内感感染染事事例例ははあありりまませせんんがが、、デデンンググ

熱熱等等のの感感染染症症をを媒媒介介すするる蚊蚊のの生生息息域域がが拡拡大大ししてていいまますす。。  

ここれれららのの影影響響・・予予測測をを踏踏ままええ、、救救急急、、教教育育、、医医療療、、労労働働、、農農林林水水産産業業、、日日常常生生活活等等のの各各方方面面でで熱熱

中中症症やや感感染染症症にに関関すするる注注意意喚喚起起、、予予防防・・対対処処法法のの普普及及啓啓発発等等をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○暑熱対策 

・熱中症予防対策等の周知・啓発 

・公園整備等における暑熱対策の実施 

○感染症対策 

・国の指針に基づく蚊媒介感染症対策の実施（予防方法の普及啓発など） 

・蚊の防除に関する普及啓発 

○大気汚染物質の常時監視及び注意報等の迅速な対応 
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［［66  産産業業・・経経済済活活動動分分野野］］  

エエネネルルギギーー需需給給ににつついいててはは、、気気温温上上昇昇にによよりり夏夏季季のの電電力力需需要要のの増増大大、、ままたた観観光光業業ににつついいててはは、、

積積雪雪量量のの減減少少にによよりりススキキーー場場ががオオーーププンンででききなないいななどど、、気気候候変変動動のの影影響響がが出出始始めめてていいまますす。。今今後後、、

広広範範囲囲ににわわたたりり産産業業・・経経済済活活動動へへのの影影響響がが懸懸念念さされれまますすがが、、一一方方ででビビジジネネススチチャャンンススとと捉捉ええるる事事例例

ももあありり、、引引きき続続きき調調査査研研究究がが必必要要でですす。。  

ここれれららのの影影響響・・予予測測をを踏踏ままええ、、緊緊急急時時ののエエネネルルギギーー対対策策をを推推進進すするるととととももにに、、産産業業・・経経済済活活動動にに

おおけけるる気気候候変変動動のの影影響響にに関関すするる情情報報をを収収集集すするるととととももにに、、必必要要なな適適応応策策をを検検討討ししまますす。。  

（事業例） 

○「奈良の省エネスタイル」の推進 

○家庭・事業所等の自立分散型エネルギーの導入促進 

○再生可能エネルギーを活用する中小企業向け融資制度の実施 

○環境をテーマにしたビジネスに対する支援 

  

③③－－２２  県県民民やや事事業業者者等等のの理理解解・・周周知知  

多多様様なな主主体体のの連連携携・・協協働働ののももとと、、気気候候変変動動のの影影響響及及びび適適応応にに関関すするる情情報報をを収収集集・・提提供供・・共共有有すするるとと

ととももにに、、県県民民等等のの理理解解をを深深めめまますす。。  

（事業例） 

○奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動 

○ストップ温暖化推進員の養成 

○環境アドバイザーの派遣 

 

③③－－３３  適適応応のの推推進進体体制制のの構構築築  

各各分分野野をを所所管管すするる庁庁内内各各部部局局等等とと連連携携・・協協働働すするるととととももにに、、気気候候変変動動適適応応にに関関すするる情情報報のの収収集集、、

整整理理、、分分析析及及びび情情報報提提供供並並びびにに技技術術的的助助言言をを行行うう拠拠点点ととななるる地地域域気気候候変変動動適適応応セセンンタターーのの設設置置をを

検検討討ししまますす。。  

（事業例） 

  ○地域気候変動適応センターの設置検討 
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○土砂災害対策 

・砂防事業、地すべり対策事業、急傾斜地崩壊対策事業の実施 

・土砂災害警戒区域等の指定 

・奈良県土砂災害・防災情報システムの運営 

・土砂災害警戒情報の提供 

・土砂災害防止に係る普及啓発の実施 

○新たな森林環境管理の推進 

・施業放置林の解消 

・混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

・皆伐後再造林の促進 

・森林計画制度等の運用 

・保安林制度の運用 

・機能の低下した保安林の計画的整備 

・山地災害を未然に防止するための治山施設整備 

・森林管理の基盤となる路網整備の推進 

○奈良県地域防災計画の推進 

○大規模広域防災拠点の整備 

○地域におけるエネルギー確保体制の整備促進 

○家庭・事業所等の自立分散型エネルギーの導入促進 

○異常気象時における通行規制の実施 

○「奈良県道路整備基本計画」に基づく災害に強い道路の整備 

○道路の無電柱化の推進 

 

［［55  健健康康分分野野］］  

暑暑熱熱ににつついいててはは、、熱熱中中症症救救急急搬搬送送者者数数がが増増加加傾傾向向ににあありり、、今今後後ももささららにに増増加加すするるとと予予測測さされれてて

いいまますす。。ままたた感感染染症症ににつついいててはは、、県県内内ににおおいいててデデンンググ熱熱のの国国内内感感染染事事例例ははあありりまませせんんがが、、デデンンググ

熱熱等等のの感感染染症症をを媒媒介介すするる蚊蚊のの生生息息域域がが拡拡大大ししてていいまますす。。  

ここれれららのの影影響響・・予予測測をを踏踏ままええ、、救救急急、、教教育育、、医医療療、、労労働働、、農農林林水水産産業業、、日日常常生生活活等等のの各各方方面面でで熱熱

中中症症やや感感染染症症にに関関すするる注注意意喚喚起起、、予予防防・・対対処処法法のの普普及及啓啓発発等等をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○暑熱対策 

・熱中症予防対策等の周知・啓発 

・公園整備等における暑熱対策の実施 

○感染症対策 

・国の指針に基づく蚊媒介感染症対策の実施（予防方法の普及啓発など） 

・蚊の防除に関する普及啓発 

○大気汚染物質の常時監視及び注意報等の迅速な対応 
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①①  廃廃棄棄物物のの排排出出抑抑制制のの促促進進  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

ごみの減量化を評価する指標と

して活用 

ご み の

排出量 

一人１日あたりのご

みの排出量（一廃） 

898 g／人・日 

［H30（2018）］ 

865 g／人・日※ 

［R4（2022）］ 

産業廃棄物排出量 
1,474千 t 

［H27（2015）］ 

1,430千 t※ 

［R4（2022）］ 

認知度 
食品ロス問題をよく

知っている人の割合 
37.4% 

90% 

（R6（2024）） 

※この目標値は、令和４（2022）年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。 

  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

廃廃棄棄物物対対策策はは、、ままずず何何よよりり廃廃棄棄物物をを排排出出ししなないい（（「「ごごみみゼゼロロ生生活活」」））とといいううここととがが重重要要でですす。。廃廃棄棄物物

をを発発生生ささせせなないい生生活活ススタタイイルルやや事事業業形形態態にに転転換換すするるここととがが大大切切ででああるるここととかからら、、廃廃棄棄物物のの排排出出抑抑

制制・・減減量量化化ななどどのの環環境境保保全全にに対対すするる意意識識をを高高めめ、、自自発発的的なな循循環環型型社社会会構構築築がが推推進進さされれるるよよううにに県県

民民及及びび事事業業者者等等のの意意識識をを醸醸成成すするるここととをを目目標標ととししてて施施策策をを実実施施ししまますす。。  

  一一人人１１日日ああたたりりののごごみみ排排出出量量（（一一廃廃））目目標標値値 886655  ggのの達達成成をを目目指指ししまますす。。  

図図４４－－５５－－１１  一一般般廃廃棄棄物物のの目目標標値値 図図４４－－５５－－２２  産産業業廃廃棄棄物物のの目目標標値値 

（出典：廃棄物対策課） 
（出典：廃棄物対策課） 

-62- 

（（５５））循循環環型型社社会会のの構構築築  

【【施施策策のの方方向向】】  

「「ももののをを大大切切ににすするる」」意意識識ををささららにに醸醸成成ししななががらら、、廃廃棄棄物物対対策策のの取取組組をを通通ししてて、、天天然然資資源源のの消消費費がが抑抑

制制さされれ、、環環境境へへのの負負荷荷がが低低減減さされれるる循循環環型型社社会会のの構構築築をを目目指指ししまますす。。ままたた、、ごごみみをを減減ららすすここととはは、、地地域域

のの生生活活環環境境だだけけででななくく、、景景観観やや地地球球温温暖暖化化対対策策、、生生物物多多様様性性のの保保全全ななどど様様々々なな環環境境課課題題にに貢貢献献でできき

るるももののでであありり、、「「ききれれいいにに暮暮ららすす奈奈良良県県ススタタイイルル」」構構築築ののベベーーススととななるるここととかからら、、県県民民一一人人ひひととりりがが日日々々のの

暮暮ららししのの中中でで、、資資源源ややエエネネルルギギーーをを大大切切ににすするる「「環環境境にに配配慮慮ししたたラライイフフススタタイイルル」」のの促促進進をを図図りりまますす。。   

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、県県とと市市町町村村がが連連携携ししてて推推進進ししててききたた奈奈良良モモデデルルにによよるる「「ごごみみ処処理理のの広広域域化化」」

ののほほかか、、食食品品ロロスス削削減減へへのの対対応応ややププララススチチッッククごごみみのの削削減減をを図図りりまますす。。 

  

【【現現況況・・目目標標値値（（指指標標設設定定にによよるる評評価価））】】  

指標設定の 

趣旨 
指標項目 

現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 
小施策 

ごみの減量化

を評価する指

標として活用 

ごみの排出量 

一人１日あたりのご

みの排出量（一廃） 

898 g／人・日

［H30（2018）］ 

865 g／人・日※ 

［R4（2022）］ 

廃棄物の

排出抑制

の促進 

産業廃棄物排出量 
1,474千 t 

［H27（2015）］ 

1,430千 t※ 

［R4（2022）］ 

認知度 
食品ロス問題をよく

知っている人の割合 
37.4% 

90% 

［R6（2024）］ 

リサイクル率 

一般廃棄物 
16.3% 

［H30（2018）］ 

23.0%※ 

［R4（2022）］ 
廃棄物の

循環的利

用の促進 

産業廃棄物 
42.1% 

［H27（2015）］ 

42.1%※ 

［R4（2022）］ 

一般廃棄物処理

の広域化を評価す

る指標として活用 

一般廃棄物処理施設数 21 15 

県・市町村の

連携・協働（奈

良モデル）によ

る施策推進 

    ※この目標値は、令和４（2022）年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。 
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①①  廃廃棄棄物物のの排排出出抑抑制制のの促促進進  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

ごみの減量化を評価する指標と

して活用 

ご み の

排出量 

一人１日あたりのご

みの排出量（一廃） 

898 g／人・日 

［H30（2018）］ 

865 g／人・日※ 

［R4（2022）］ 

産業廃棄物排出量 
1,474千 t 

［H27（2015）］ 

1,430千 t※ 

［R4（2022）］ 

認知度 
食品ロス問題をよく

知っている人の割合 
37.4% 

90% 

（R6（2024）） 

※この目標値は、令和４（2022）年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。 

  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

廃廃棄棄物物対対策策はは、、ままずず何何よよりり廃廃棄棄物物をを排排出出ししなないい（（「「ごごみみゼゼロロ生生活活」」））とといいううここととがが重重要要でですす。。廃廃棄棄物物

をを発発生生ささせせなないい生生活活ススタタイイルルやや事事業業形形態態にに転転換換すするるここととがが大大切切ででああるるここととかからら、、廃廃棄棄物物のの排排出出抑抑

制制・・減減量量化化ななどどのの環環境境保保全全にに対対すするる意意識識をを高高めめ、、自自発発的的なな循循環環型型社社会会構構築築がが推推進進さされれるるよよううにに県県

民民及及びび事事業業者者等等のの意意識識をを醸醸成成すするるここととをを目目標標ととししてて施施策策をを実実施施ししまますす。。  

  一一人人１１日日ああたたりりののごごみみ排排出出量量（（一一廃廃））目目標標値値 886655  ggのの達達成成をを目目指指ししまますす。。  

図図４４－－５５－－１１  一一般般廃廃棄棄物物のの目目標標値値 図図４４－－５５－－２２  産産業業廃廃棄棄物物のの目目標標値値 

（出典：廃棄物対策課） 
（出典：廃棄物対策課） 
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（（５５））循循環環型型社社会会のの構構築築  

【【施施策策のの方方向向】】  

「「ももののをを大大切切ににすするる」」意意識識ををささららにに醸醸成成ししななががらら、、廃廃棄棄物物対対策策のの取取組組をを通通ししてて、、天天然然資資源源のの消消費費がが抑抑

制制さされれ、、環環境境へへのの負負荷荷がが低低減減さされれるる循循環環型型社社会会のの構構築築をを目目指指ししまますす。。ままたた、、ごごみみをを減減ららすすここととはは、、地地域域

のの生生活活環環境境だだけけででななくく、、景景観観やや地地球球温温暖暖化化対対策策、、生生物物多多様様性性のの保保全全ななどど様様々々なな環環境境課課題題にに貢貢献献でできき

るるももののでであありり、、「「ききれれいいにに暮暮ららすす奈奈良良県県ススタタイイルル」」構構築築ののベベーーススととななるるここととかからら、、県県民民一一人人ひひととりりがが日日々々のの

暮暮ららししのの中中でで、、資資源源ややエエネネルルギギーーをを大大切切ににすするる「「環環境境にに配配慮慮ししたたラライイフフススタタイイルル」」のの促促進進をを図図りりまますす。。   

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、県県とと市市町町村村がが連連携携ししてて推推進進ししててききたた奈奈良良モモデデルルにによよるる「「ごごみみ処処理理のの広広域域化化」」

ののほほかか、、食食品品ロロスス削削減減へへのの対対応応ややププララススチチッッククごごみみのの削削減減をを図図りりまますす。。 

  

【【現現況況・・目目標標値値（（指指標標設設定定にによよるる評評価価））】】  

指標設定の 

趣旨 
指標項目 

現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 
小施策 

ごみの減量化

を評価する指

標として活用 

ごみの排出量 

一人１日あたりのご

みの排出量（一廃） 

898 g／人・日

［H30（2018）］ 

865 g／人・日※ 

［R4（2022）］ 

廃棄物の

排出抑制

の促進 

産業廃棄物排出量 
1,474千 t 

［H27（2015）］ 

1,430千 t※ 

［R4（2022）］ 

認知度 
食品ロス問題をよく

知っている人の割合 
37.4% 

90% 

［R6（2024）］ 

リサイクル率 

一般廃棄物 
16.3% 

［H30（2018）］ 

23.0%※ 

［R4（2022）］ 
廃棄物の

循環的利

用の促進 

産業廃棄物 
42.1% 

［H27（2015）］ 

42.1%※ 

［R4（2022）］ 

一般廃棄物処理

の広域化を評価す

る指標として活用 

一般廃棄物処理施設数 21 15 

県・市町村の

連携・協働（奈

良モデル）によ

る施策推進 

    ※この目標値は、令和４（2022）年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。 
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（事業例） 

○多量排出事業者に対する減量化計画策定・実施の指導 

○排出事業者の研究開発、設備導入への支援 

○排出事業者等への環境カウンセラー（環境省登録）の派遣 

○環境マネジメントシステム導入とグリーン購入の促進 

 

①①－－５５  ごごみみのの排排出出抑抑制制ののたためめのの経経済済的的手手法法のの導導入入促促進進 

ごごみみのの排排出出抑抑制制・・減減量量化化ををささららにに効効果果的的にに進進めめてていいくくたためめににはは、、ごごみみ処処理理ににかかかかるる事事業業費費やや排排出出

量量にに応応じじたた費費用用負負担担のの公公平平化化ななどどにに対対すするる県県民民のの理理解解がが必必要要でですす。。家家庭庭系系ごごみみ処処理理のの有有料料化化はは、、

県県内内 2299 市市町町村村でで既既にに導導入入さされれてておおりり、、排排出出抑抑制制やや減減量量化化をを促促進進すするるたためめのの経経済済的的イインンセセンンテティィブブ

策策ととししてて一一定定のの効効果果がが確確認認さされれてていいるるここととかからら、、今今後後もも推推進進ししてていいくく必必要要ががあありりまますす。。ままたた、、事事業業系系ごご

みみににつついいててもも、、実実際際のの処処理理費費用用とと比比較較ししたた場場合合にに適適正正なな費費用用負負担担をを求求めめるるとといいうう観観点点かからら、、処処理理手手

数数料料のの見見直直しし等等のの必必要要性性ににつついいてて検検討討ししまますす。。  

県県ととししててはは、、家家庭庭系系ごごみみ処処理理のの有有料料化化がが未未実実施施のの市市町町村村ににおおけけるる有有料料化化制制度度のの導導入入やや実実施施済済のの

市市町町村村ににおおけけるる制制度度改改善善等等ににつついいてて、、市市町町村村のの実実情情をを把把握握すするるととととももにに、、必必要要なな情情報報のの提提供供にに努努めめ

まますす。。ままたた、、ごごみみ処処理理のの効効率率化化・・最最適適化化をを図図るるたためめ、、市市町町村村はは、、処処理理ココスストトのの分分析析にに努努めめ、、県県はは、、必必要要

なな情情報報のの提提供供をを行行ううととととももにに、、市市町町村村かかららのの相相談談等等にに応応じじ技技術術的的なな助助言言等等のの協協力力をを行行いいまますす。。  

（事業例）  

○家庭系ごみ処理有料化の促進 

○ごみ処理コスト分析等の促進  

  

  

  

②②  廃廃棄棄物物のの循循環環的的利利用用のの促促進進  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

奈奈良良県県のの廃廃棄棄物物のの再再生生利利用用率率はは、、一一般般廃廃棄棄物物、、産産業業廃廃棄棄物物ととももにに、、全全国国平平均均よよりりもも低低いい水水準準にに

あありり、、廃廃棄棄物物のの循循環環的的利利用用にに特特にに重重点点的的にに取取組組むむ必必要要ががあありりまますす。。そそののたためめ、、廃廃棄棄物物のの排排出出抑抑制制

（（リリデデュューースス））にに取取りり組組みみ、、そそののううええでで排排出出さされれるる廃廃棄棄物物ににつついいててはは、、可可能能なな限限りり再再使使用用（（リリユユーースス））

ももししくくはは再再生生利利用用（（リリササイイククルル））をを一一層層促促進進すするるここととをを目目標標ととししてて施施策策をを実実施施ししまますす。。再再生生利利用用のの推推

進進ににああたたっっててはは、、ママテテリリアアルルリリササイイククルル（（材材料料再再生生））ははももととよよりり、、ササーーママルルリリササイイククルル（（熱熱利利用用））ににもも着着

目目しし、、廃廃棄棄物物系系ババイイオオママスス等等のの有有効効利利用用やや廃廃棄棄物物利利用用のの再再生生製製品品化化ののたためめのの研研究究開開発発やや普普及及

拡拡大大をを促促進進ししまますす。。  

  リリササイイククルル目目標標値値（（一一廃廃 2233%%、、産産廃廃 4422..11%%））のの達達成成をを目目指指ししまますす。。  
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＜＜小小施施策策＞＞  

①①－－１１  「「ごごみみゼゼロロ生生活活」」のの推推進進  

資資源源循循環環型型のの持持続続可可能能なな社社会会をを形形成成ししてていいくくたためめににはは、、環環境境へへのの負負荷荷のの少少なないい生生活活ススタタイイルルををよよ

りり広広くく実実践践ししてていいくくここととがが大大切切でですす。。そそののたためめ、、県県民民一一人人ひひととりりがが、、出出来来るる限限りりごごみみをを出出ささなないい暮暮ららしし

（（「「ごごみみゼゼロロ生生活活」」））をを意意識識しし実実践践ししてていいくくここととがが必必要要でですす。。県県はは、、市市町町村村、、関関係係機機関関・・団団体体等等ととのの連連携携・・

協協働働にによよりり、、イイベベンントト・・講講習習会会、、ホホーームムペペーージジななどど様様々々なな機機会会をを通通ししてて、、「「ごごみみゼゼロロ生生活活」」実実現現にに向向けけたた

県県民民へへのの啓啓発発等等のの取取組組をを推推進進ししまますす。。  

（事業例）  

○環境にやさしい買物キャンペーン促進 

○イベント・講習会等による情報発信 

○地域での環境学習等への支援 

○資源ごみの集団・拠点回収の促進 

○ごみ減量化・リサイクルに取り組む模範団体等の顕彰 

 

①①－－２２  食食品品ロロスス削削減減へへのの対対応応  

本本来来食食べべらられれるるののににももかかかかわわららずず廃廃棄棄さされれてていいるる食食品品ロロススをを削削減減すするるたためめ、、消消費費者者やや事事業業者者等等にに

対対すするる食食品品ロロスス削削減減にに向向けけたた啓啓発発ととととももにに、、未未利利用用食食品品のの活活用用をを推推進進ししまますす。。  

（事業例）  

○消費者、事業者等への啓発 

○食品関連企業等で発生する未利用食品の有効活用 

○フードバンク活動の推進 

○こども食堂コーディネーターの配置等によるこども食堂のサポート 

○排出事業者等への環境カウンセラー（環境省登録）の派遣 

 

①①－－３３  技技術術・・研研究究開開発発のの促促進進  

事事業業活活動動にに伴伴っってて排排出出さされれるる廃廃棄棄物物をを削削減減すするるたためめ、、県県内内のの排排出出事事業業者者がが取取りり組組むむ廃廃棄棄物物のの排排

出出をを抑抑制制すするるたためめのの研研究究開開発発やや設設備備導導入入をを支支援援・・促促進進ししまますす。。  

（事業例）  

○排出事業者の研究開発、設備導入への支援 

○公設試験研究機関による研究開発の促進  

○排出事業者等への環境カウンセラー（環境省登録）の派遣 

  

①①－－４４  事事業業者者のの自自主主的的取取組組のの促促進進  

事事業業活活動動にに伴伴うう廃廃棄棄物物のの排排出出量量はは、、景景気気のの動動向向やや観観光光需需要要ななどどのの影影響響もも受受けけてておおりり、、引引きき続続きき、、

事事業業者者のの自自主主的的なな取取組組にによよるる排排出出抑抑制制をを促促進進すするる必必要要ががあありりまますす。。県県・・市市町町村村はは、、事事業業者者にに対対ししてて、、

排排出出事事業業者者責責任任やや拡拡大大生生産産者者責責任任のの徹徹底底ににつついいてて啓啓発発・・指指導導をを行行ううととととももにに、、多多量量排排出出事事業業者者にに対対

しし減減量量化化計計画画のの策策定定をを促促しし、、計計画画にに基基づづくく排排出出抑抑制制やや資資源源化化のの実実施施ににつついいてて積積極極的的にに指指導導ししまますす。。

ままたた、、廃廃棄棄物物のの排排出出抑抑制制やや資資源源化化ののたためめののママネネジジメメンントトシシスステテムム等等のの導導入入をを促促進進ししまますす。。  
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（事業例） 

○多量排出事業者に対する減量化計画策定・実施の指導 

○排出事業者の研究開発、設備導入への支援 

○排出事業者等への環境カウンセラー（環境省登録）の派遣 

○環境マネジメントシステム導入とグリーン購入の促進 

 

①①－－５５  ごごみみのの排排出出抑抑制制ののたためめのの経経済済的的手手法法のの導導入入促促進進 

ごごみみのの排排出出抑抑制制・・減減量量化化ををささららにに効効果果的的にに進進めめてていいくくたためめににはは、、ごごみみ処処理理ににかかかかるる事事業業費費やや排排出出

量量にに応応じじたた費費用用負負担担のの公公平平化化ななどどにに対対すするる県県民民のの理理解解がが必必要要でですす。。家家庭庭系系ごごみみ処処理理のの有有料料化化はは、、

県県内内 2299 市市町町村村でで既既にに導導入入さされれてておおりり、、排排出出抑抑制制やや減減量量化化をを促促進進すするるたためめのの経経済済的的イインンセセンンテティィブブ

策策ととししてて一一定定のの効効果果がが確確認認さされれてていいるるここととかからら、、今今後後もも推推進進ししてていいくく必必要要ががあありりまますす。。ままたた、、事事業業系系ごご

みみににつついいててもも、、実実際際のの処処理理費費用用とと比比較較ししたた場場合合にに適適正正なな費費用用負負担担をを求求めめるるとといいうう観観点点かからら、、処処理理手手

数数料料のの見見直直しし等等のの必必要要性性ににつついいてて検検討討ししまますす。。  

県県ととししててはは、、家家庭庭系系ごごみみ処処理理のの有有料料化化がが未未実実施施のの市市町町村村ににおおけけるる有有料料化化制制度度のの導導入入やや実実施施済済のの

市市町町村村ににおおけけるる制制度度改改善善等等ににつついいてて、、市市町町村村のの実実情情をを把把握握すするるととととももにに、、必必要要なな情情報報のの提提供供にに努努めめ

まますす。。ままたた、、ごごみみ処処理理のの効効率率化化・・最最適適化化をを図図るるたためめ、、市市町町村村はは、、処処理理ココスストトのの分分析析にに努努めめ、、県県はは、、必必要要

なな情情報報のの提提供供をを行行ううととととももにに、、市市町町村村かかららのの相相談談等等にに応応じじ技技術術的的なな助助言言等等のの協協力力をを行行いいまますす。。  

（事業例）  

○家庭系ごみ処理有料化の促進 

○ごみ処理コスト分析等の促進  

  

  

  

②②  廃廃棄棄物物のの循循環環的的利利用用のの促促進進  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

奈奈良良県県のの廃廃棄棄物物のの再再生生利利用用率率はは、、一一般般廃廃棄棄物物、、産産業業廃廃棄棄物物ととももにに、、全全国国平平均均よよりりもも低低いい水水準準にに

あありり、、廃廃棄棄物物のの循循環環的的利利用用にに特特にに重重点点的的にに取取組組むむ必必要要ががあありりまますす。。そそののたためめ、、廃廃棄棄物物のの排排出出抑抑制制

（（リリデデュューースス））にに取取りり組組みみ、、そそののううええでで排排出出さされれるる廃廃棄棄物物ににつついいててはは、、可可能能なな限限りり再再使使用用（（リリユユーースス））

ももししくくはは再再生生利利用用（（リリササイイククルル））をを一一層層促促進進すするるここととをを目目標標ととししてて施施策策をを実実施施ししまますす。。再再生生利利用用のの推推

進進ににああたたっっててはは、、ママテテリリアアルルリリササイイククルル（（材材料料再再生生））ははももととよよりり、、ササーーママルルリリササイイククルル（（熱熱利利用用））ににもも着着

目目しし、、廃廃棄棄物物系系ババイイオオママスス等等のの有有効効利利用用やや廃廃棄棄物物利利用用のの再再生生製製品品化化ののたためめのの研研究究開開発発やや普普及及

拡拡大大をを促促進進ししまますす。。  

  リリササイイククルル目目標標値値（（一一廃廃 2233%%、、産産廃廃 4422..11%%））のの達達成成をを目目指指ししまますす。。  

-64- 

＜＜小小施施策策＞＞  

①①－－１１  「「ごごみみゼゼロロ生生活活」」のの推推進進  

資資源源循循環環型型のの持持続続可可能能なな社社会会をを形形成成ししてていいくくたためめににはは、、環環境境へへのの負負荷荷のの少少なないい生生活活ススタタイイルルををよよ

りり広広くく実実践践ししてていいくくここととがが大大切切でですす。。そそののたためめ、、県県民民一一人人ひひととりりがが、、出出来来るる限限りりごごみみをを出出ささなないい暮暮ららしし

（（「「ごごみみゼゼロロ生生活活」」））をを意意識識しし実実践践ししてていいくくここととがが必必要要でですす。。県県はは、、市市町町村村、、関関係係機機関関・・団団体体等等ととのの連連携携・・

協協働働にによよりり、、イイベベンントト・・講講習習会会、、ホホーームムペペーージジななどど様様々々なな機機会会をを通通ししてて、、「「ごごみみゼゼロロ生生活活」」実実現現にに向向けけたた

県県民民へへのの啓啓発発等等のの取取組組をを推推進進ししまますす。。  

（事業例）  

○環境にやさしい買物キャンペーン促進 

○イベント・講習会等による情報発信 

○地域での環境学習等への支援 

○資源ごみの集団・拠点回収の促進 

○ごみ減量化・リサイクルに取り組む模範団体等の顕彰 

 

①①－－２２  食食品品ロロスス削削減減へへのの対対応応  

本本来来食食べべらられれるるののににももかかかかわわららずず廃廃棄棄さされれてていいるる食食品品ロロススをを削削減減すするるたためめ、、消消費費者者やや事事業業者者等等にに

対対すするる食食品品ロロスス削削減減にに向向けけたた啓啓発発ととととももにに、、未未利利用用食食品品のの活活用用をを推推進進ししまますす。。  

（事業例）  

○消費者、事業者等への啓発 

○食品関連企業等で発生する未利用食品の有効活用 

○フードバンク活動の推進 

○こども食堂コーディネーターの配置等によるこども食堂のサポート 

○排出事業者等への環境カウンセラー（環境省登録）の派遣 

 

①①－－３３  技技術術・・研研究究開開発発のの促促進進  

事事業業活活動動にに伴伴っってて排排出出さされれるる廃廃棄棄物物をを削削減減すするるたためめ、、県県内内のの排排出出事事業業者者がが取取りり組組むむ廃廃棄棄物物のの排排

出出をを抑抑制制すするるたためめのの研研究究開開発発やや設設備備導導入入をを支支援援・・促促進進ししまますす。。  

（事業例）  

○排出事業者の研究開発、設備導入への支援 

○公設試験研究機関による研究開発の促進  

○排出事業者等への環境カウンセラー（環境省登録）の派遣 

  

①①－－４４  事事業業者者のの自自主主的的取取組組のの促促進進  

事事業業活活動動にに伴伴うう廃廃棄棄物物のの排排出出量量はは、、景景気気のの動動向向やや観観光光需需要要ななどどのの影影響響もも受受けけてておおりり、、引引きき続続きき、、

事事業業者者のの自自主主的的なな取取組組にによよるる排排出出抑抑制制をを促促進進すするる必必要要ががあありりまますす。。県県・・市市町町村村はは、、事事業業者者にに対対ししてて、、

排排出出事事業業者者責責任任やや拡拡大大生生産産者者責責任任のの徹徹底底ににつついいてて啓啓発発・・指指導導をを行行ううととととももにに、、多多量量排排出出事事業業者者にに対対

しし減減量量化化計計画画のの策策定定をを促促しし、、計計画画にに基基づづくく排排出出抑抑制制やや資資源源化化のの実実施施ににつついいてて積積極極的的にに指指導導ししまますす。。

ままたた、、廃廃棄棄物物のの排排出出抑抑制制やや資資源源化化ののたためめののママネネジジメメンントトシシスステテムム等等のの導導入入をを促促進進ししまますす。。  
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○し尿処理に伴い発生する汚泥等の有効利用の促進 

○耕畜連携によるたい肥利用拡大の推進 

○公設試験研究機関等による研究開発の促進 

○排出事業者の研究開発、設備導入への支援 

 

②②－－３３  廃廃棄棄物物利利用用のの再再生生製製品品化化・・流流通通促促進進  

廃廃棄棄物物のの循循環環的的利利用用をを図図るるたためめににはは、、廃廃棄棄物物をを地地域域資資源源とと捉捉ええ地地域域消消費費すするる取取組組がが大大切切でですすがが、、

廃廃棄棄物物利利用用のの再再生生製製品品はは、、消消費費・・利利用用さされれるるここととにによよりり「「ごごみみ」」をを卒卒業業すするるののででああっってて、、そそううででななけけれればば

「「ごごみみ」」ととししてて残残っっててししままううここととににななりりまますす。。県県でではは、、県県内内のの廃廃棄棄物物等等をを利利用用ししてて製製造造加加工工さされれたた製製品品をを

「「奈奈良良県県リリササイイククルル認認定定製製品品」」ととししてて認認定定ししてておおりり、、引引きき続続きき、、再再生生製製品品のの質質的的向向上上をを図図るるととととももにに、、流流

通通促促進進ののたためめのの普普及及拡拡大大等等にに積積極極的的にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○奈良県リサイクル認定製品の普及拡大 

○環境関連イベント等での情報発信 

○グリーン購入の促進 

 

②②－－４４  技技術術・・研研究究開開発発のの促促進進  

廃廃棄棄物物のの循循環環的的利利用用をを促促進進すするるたためめ、、県県はは、、県県内内事事業業者者がが取取りり組組むむ廃廃棄棄物物をを再再生生利利用用すするるたためめ

のの研研究究開開発発やや設設備備導導入入をを支支援援・・促促進進ししまますす。。ままたた、、公公設設試試験験研研究究機機関関（（産産業業総総合合振振興興セセンンタターー、、農農

業業研研究究開開発発セセンンタターー、、森森林林技技術術セセンンタターー、、畜畜産産技技術術セセンンタターー等等））をを拠拠点点ととししてて、、産産官官学学のの連連携携にによよりり、、

廃廃棄棄物物のの再再生生利利用用にに資資すするる先先進進技技術術のの開開発発をを促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○排出事業者の研究開発、設備導入への支援 

○公設試験研究機関による研究開発の促進 

○事業者への支援（情報提供、技術的指導等）    
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＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

ごみの減量化を評価する指標と

して活用 
リサイクル率 

一般廃棄物 
16.3% 

［H30（2018）］ 

23.0%※ 

［R4（2022）］ 

産業廃棄物 
42.1% 

［H27（2015）］ 

42.1%※ 

［R4（2022）］ 

※この目標値は、令和４（2022）年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。 

  

＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  各各種種リリユユーースス（（再再使使用用））・・リリササイイククルル（（再再生生利利用用））のの促促進進  

循循環環型型社社会会をを形形成成ししてていいくくたためめににはは、、消消費費・・廃廃棄棄・・処処理理ななどどのの各各段段階階ににおおいいてて、、廃廃棄棄物物ののリリユユーー

スス・・リリササイイククルルをを効効果果的的、、効効率率的的にに促促進進すするるここととがが大大切切でですす。。廃廃棄棄物物のの分分別別排排出出やや資資源源ととししててのの回回収収

等等をを進進めめ、、リリユユーースス・・リリササイイククルルををささららにに促促進進すするるたためめ、、県県民民やや事事業業者者のの自自発発的的なな取取組組ははももととよよりり、、県県・・

市市町町村村、、関関係係機機関関等等がが連連携携ししたた取取組組のの充充実実をを図図りりまますす。。ままたた、、全全国国平平均均とと比比べべてて再再生生利利用用がが進進んんでで

いいなないい家家庭庭系系ののペペッットトボボトトルル・・容容器器包包装装ププララススチチッックク、、事事業業系系のの紙紙類類ののリリササイイククルル促促進進にに取取りり組組みみまますす。。

そそののたためめ、、県県はは市市町町村村及及びび事事業業者者等等へへのの分分別別促促進進にに関関すするる啓啓発発・・情情報報提提供供・・指指導導ななどど、、各各分分野野・・各各

主主体体のの取取組組をを促促進進ししまますす。。  

（事業例）  

○個別リサイクル法の促進 

○リサイクル（再生利用）・リユース（再使用）を促進するための啓発、関連情報の発信 

○事業者の古紙リサイクルの促進 

○奈良県リサイクル認定製品の普及拡大 

○焼却施設の設備等によるエネルギー回収（発電・温水利用等）の促進 

○焼却灰等の再生利用の検討・促進 

○排出事業者の研究開発、設備導入への支援 

○事業者の自主的取組への支援 

○資源ごみの集団・拠点回収の促進 

  

②②－－２２  廃廃棄棄物物系系ババイイオオママススのの有有効効利利用用のの促促進進  

廃廃棄棄物物のの再再生生利利用用をを進進めめてていいくくううええでで、、生生ごごみみやや家家畜畜排排せせつつ物物、、下下水水汚汚泥泥ななどどををババイイオオママスス資資源源

ととししてて有有効効利利用用ししてていいくくこことともも課課題題ととななっってていいまますす。。ここれれららのの廃廃棄棄物物系系ババイイオオママススはは、、廃廃棄棄物物処処理理費費をを

費費用用のの一一部部ととししてて活活用用ででききるる可可能能性性ががああるるこことと、、事事業業系系廃廃棄棄物物はは比比較較的的ままととままっったた量量がが特特定定のの場場所所でで

発発生生すするるここととななどどのの特特徴徴ががあありりまますす。。今今後後、、地地域域のの実実情情等等もも踏踏ままええ、、県県はは、、市市町町村村、、関関係係機機関関、、事事業業

者者等等ととのの連連携携・・協協働働にによよりり、、廃廃棄棄物物系系ババイイオオママススのの有有効効利利用用をを促促進進すするるたためめのの研研究究開開発発ややココスストト低低減減、、

関関連連産産業業のの育育成成、、市市場場拡拡大大等等にに積積極極的的にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例）  

○食品リサイクルの促進 

○下水汚泥のエネルギー利用・セメント原料化等の検討・促進 
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○し尿処理に伴い発生する汚泥等の有効利用の促進 

○耕畜連携によるたい肥利用拡大の推進 

○公設試験研究機関等による研究開発の促進 

○排出事業者の研究開発、設備導入への支援 

 

②②－－３３  廃廃棄棄物物利利用用のの再再生生製製品品化化・・流流通通促促進進  

廃廃棄棄物物のの循循環環的的利利用用をを図図るるたためめににはは、、廃廃棄棄物物をを地地域域資資源源とと捉捉ええ地地域域消消費費すするる取取組組がが大大切切でですすがが、、

廃廃棄棄物物利利用用のの再再生生製製品品はは、、消消費費・・利利用用さされれるるここととにによよりり「「ごごみみ」」をを卒卒業業すするるののででああっってて、、そそううででななけけれればば

「「ごごみみ」」ととししてて残残っっててししままううここととににななりりまますす。。県県でではは、、県県内内のの廃廃棄棄物物等等をを利利用用ししてて製製造造加加工工さされれたた製製品品をを

「「奈奈良良県県リリササイイククルル認認定定製製品品」」ととししてて認認定定ししてておおりり、、引引きき続続きき、、再再生生製製品品のの質質的的向向上上をを図図るるととととももにに、、流流

通通促促進進ののたためめのの普普及及拡拡大大等等にに積積極極的的にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○奈良県リサイクル認定製品の普及拡大 

○環境関連イベント等での情報発信 

○グリーン購入の促進 

 

②②－－４４  技技術術・・研研究究開開発発のの促促進進  

廃廃棄棄物物のの循循環環的的利利用用をを促促進進すするるたためめ、、県県はは、、県県内内事事業業者者がが取取りり組組むむ廃廃棄棄物物をを再再生生利利用用すするるたためめ

のの研研究究開開発発やや設設備備導導入入をを支支援援・・促促進進ししまますす。。ままたた、、公公設設試試験験研研究究機機関関（（産産業業総総合合振振興興セセンンタターー、、農農

業業研研究究開開発発セセンンタターー、、森森林林技技術術セセンンタターー、、畜畜産産技技術術セセンンタターー等等））をを拠拠点点ととししてて、、産産官官学学のの連連携携にによよりり、、

廃廃棄棄物物のの再再生生利利用用にに資資すするる先先進進技技術術のの開開発発をを促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○排出事業者の研究開発、設備導入への支援 

○公設試験研究機関による研究開発の促進 

○事業者への支援（情報提供、技術的指導等）    
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＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

ごみの減量化を評価する指標と

して活用 
リサイクル率 

一般廃棄物 
16.3% 

［H30（2018）］ 

23.0%※ 

［R4（2022）］ 

産業廃棄物 
42.1% 

［H27（2015）］ 

42.1%※ 

［R4（2022）］ 

※この目標値は、令和４（2022）年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。 

  

＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  各各種種リリユユーースス（（再再使使用用））・・リリササイイククルル（（再再生生利利用用））のの促促進進  

循循環環型型社社会会をを形形成成ししてていいくくたためめににはは、、消消費費・・廃廃棄棄・・処処理理ななどどのの各各段段階階ににおおいいてて、、廃廃棄棄物物ののリリユユーー

スス・・リリササイイククルルをを効効果果的的、、効効率率的的にに促促進進すするるここととがが大大切切でですす。。廃廃棄棄物物のの分分別別排排出出やや資資源源ととししててのの回回収収

等等をを進進めめ、、リリユユーースス・・リリササイイククルルををささららにに促促進進すするるたためめ、、県県民民やや事事業業者者のの自自発発的的なな取取組組ははももととよよりり、、県県・・

市市町町村村、、関関係係機機関関等等がが連連携携ししたた取取組組のの充充実実をを図図りりまますす。。ままたた、、全全国国平平均均とと比比べべてて再再生生利利用用がが進進んんでで

いいなないい家家庭庭系系ののペペッットトボボトトルル・・容容器器包包装装ププララススチチッックク、、事事業業系系のの紙紙類類ののリリササイイククルル促促進進にに取取りり組組みみまますす。。

そそののたためめ、、県県はは市市町町村村及及びび事事業業者者等等へへのの分分別別促促進進にに関関すするる啓啓発発・・情情報報提提供供・・指指導導ななどど、、各各分分野野・・各各

主主体体のの取取組組をを促促進進ししまますす。。  

（事業例）  

○個別リサイクル法の促進 

○リサイクル（再生利用）・リユース（再使用）を促進するための啓発、関連情報の発信 

○事業者の古紙リサイクルの促進 

○奈良県リサイクル認定製品の普及拡大 

○焼却施設の設備等によるエネルギー回収（発電・温水利用等）の促進 

○焼却灰等の再生利用の検討・促進 

○排出事業者の研究開発、設備導入への支援 

○事業者の自主的取組への支援 

○資源ごみの集団・拠点回収の促進 

  

②②－－２２  廃廃棄棄物物系系ババイイオオママススのの有有効効利利用用のの促促進進  

廃廃棄棄物物のの再再生生利利用用をを進進めめてていいくくううええでで、、生生ごごみみやや家家畜畜排排せせつつ物物、、下下水水汚汚泥泥ななどどををババイイオオママスス資資源源

ととししてて有有効効利利用用ししてていいくくこことともも課課題題ととななっってていいまますす。。ここれれららのの廃廃棄棄物物系系ババイイオオママススはは、、廃廃棄棄物物処処理理費費をを

費費用用のの一一部部ととししてて活活用用ででききるる可可能能性性ががああるるこことと、、事事業業系系廃廃棄棄物物はは比比較較的的ままととままっったた量量がが特特定定のの場場所所でで

発発生生すするるここととななどどのの特特徴徴ががあありりまますす。。今今後後、、地地域域のの実実情情等等もも踏踏ままええ、、県県はは、、市市町町村村、、関関係係機機関関、、事事業業

者者等等ととのの連連携携・・協協働働にによよりり、、廃廃棄棄物物系系ババイイオオママススのの有有効効利利用用をを促促進進すするるたためめのの研研究究開開発発ややココスストト低低減減、、

関関連連産産業業のの育育成成、、市市場場拡拡大大等等にに積積極極的的にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例）  

○食品リサイクルの促進 

○下水汚泥のエネルギー利用・セメント原料化等の検討・促進 
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③③－－２２  優優良良処処理理業業者者のの育育成成  

産産業業廃廃棄棄物物のの不不適適正正処処理理ののリリススククをを低低減減すするるたためめににはは、、よよりり優優良良なな処処理理事事業業者者をを育育成成しし、、業業界界全全

体体ののレレベベルルアアッッププをを図図るるここととがが求求めめらられれてていいまますす。。県県はは、、平平成成 2233（（22001111））年年度度かからら優優良良産産業業廃廃棄棄物物処処

理理業業者者認認定定制制度度にによよりり、、法法令令等等にに定定めめらられれたた基基準準よよりりもも厳厳ししいい基基準準ををククリリアアししたた産産業業廃廃棄棄物物処処理理事事業業

者者をを優優良良業業者者ととししてて認認定定ししてておおりり、、既既にに 221199 事事業業者者がが認認定定（（令令和和元元（（22001199））年年度度末末））さされれてていいまますす。。引引

きき続続きき、、本本制制度度のの普普及及をを図図るるととととももにに、、産産業業廃廃棄棄物物処処理理事事業業者者にに対対ししてて、、法法制制度度やや技技術術にに関関すするる専専

門門的的なな研研修修をを実実施施すするるななどど、、信信頼頼ででききるる産産業業廃廃棄棄物物処処理理体体制制のの構構築築にに向向けけたた事事業業をを実実施施ししまますす。。  

（事業例） 

○優良産業廃棄物処理業者認定制度の普及促進 

○優良産業廃棄物処理業者育成研修の実施 

○電子マニフェストの導入促進 

○環境マネジメントシステム導入促進 

  

③③－－３３  産産業業廃廃棄棄物物処処理理施施設設周周辺辺のの環環境境保保全全  

産産業業廃廃棄棄物物処処理理事事業業者者はは、、法法令令等等にに基基づづきき、、処処理理施施設設のの構構造造やや維維持持管管理理のの基基準準をを遵遵守守しし、、周周辺辺

のの生生活活環環境境をを保保全全すするる責責務務ががあありりまますす。。県県はは、、必必要要にに応応じじてて処処理理事事業業者者にに対対ししてて指指導導及及びび助助言言をを行行

ううととととももにに、、市市町町村村のの協協力力をを得得てて、、処処理理施施設設周周辺辺のの水水質質検検査査やや臭臭気気検検査査ななどどをを行行いい、、周周辺辺生生活活環環境境

のの保保全全をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○産業廃棄物処理施設の定期検査の実施 

○産業廃棄物処理施設（埋立最終処分場）の水質・臭気等検査の実施 

○閉鎖最終処分場の維持管理に係る指導・監視 

○監視パトロールの実施 

 

③③－－４４  有有害害廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理のの推推進進  

事事業業者者はは、、人人のの健健康康やや生生活活環環境境にに深深刻刻なな悪悪影影響響をを及及ぼぼすすおおそそれれののああるるアアススベベスストト含含有有廃廃棄棄物物やや

PPCCBB 廃廃棄棄物物ををははじじめめととししたた有有害害廃廃棄棄物物のの適適正正かかつつ安安全全なな処処理理体体制制のの整整備備にに努努めめるる必必要要ががあありりまますす。。

県県はは、、事事業業者者にに対対しし、、適適正正処処理理ををよよりり確確実実ななももののととすするるたためめ、、必必要要なな技技術術的的助助言言をを行行ううととととももにに、、指指

導導・・監監視視のの強強化化をを図図りりまますす。。  

アアススベベスストト廃廃棄棄物物のの取取りり扱扱いいにに関関ししててはは、、事事業業者者にに対対ししてて、、関関係係法法令令等等（（建建設設リリササイイククルル法法、、労労働働安安

全全衛衛生生法法（（石石綿綿障障害害予予防防規規則則））、、大大気気汚汚染染防防止止法法、、廃廃棄棄物物処処理理法法等等））ににつついいててのの周周知知、、遵遵守守指指導導をを

行行いい、、適適正正処処理理のの徹徹底底をを図図りりまますす。。  

ままたた、、PPCCBB廃廃棄棄物物等等ににつついいててはは、、県県内内のの保保管管状状況況をを把把握握すするるととととももにに、、奈奈良良県県 PPCCBB廃廃棄棄物物処処理理計計

画画にに基基づづきき、、計計画画的的処処理理をを推推進進ししまますす。。  

ままたた、、「「水水銀銀にに関関すするる水水俣俣条条約約」」のの発発効効をを受受けけ、、国国がが水水銀銀廃廃棄棄物物ガガイイドドラランンをを策策定定ししたたここととをを踏踏ままええ、、

水水銀銀廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理等等ににつついいてて市市町町村村やや事事業業者者にに対対すするる指指導導等等をを行行ううここととにによよりり、、適適正正なな処処理理をを

促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○PCB廃棄物等の掘り起こし調査及び計画的処理の推進 
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③③  廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理のの推推進進 

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

＜＜小小施施策策＞＞  

③③－－１１  排排出出事事業業者者責責任任のの徹徹底底  

事事業業者者はは、、そそのの事事業業活活動動にに伴伴っってて生生じじたた廃廃棄棄物物をを自自ららのの責責任任ににおおいいてて適適正正にに処処理理ししななけけれればばななりり

まませせんん。。すすななわわちち、、生生産産工工程程やや流流通通・・販販売売過過程程ににおおいいてて可可能能なな限限りり廃廃棄棄物物をを抑抑制制すするるととととももにに、、再再使使

用用・・再再生生利利用用をを行行いい、、最最終終的的にに廃廃棄棄物物ととししてて排排出出すするるももののににつついいててはは、、環環境境へへのの負負荷荷のの低低減減にに配配慮慮

ししつつつつ、、そそのの処処理理をを委委託託すするるととききににはは、、適適正正なな対対価価のの負負担担、、ママニニフフェェスストトのの交交付付ななどど、、排排出出事事業業者者ととしし

ててのの責責任任をを履履行行ししななけけれればばななりりまませせんん。。  

ままたた、、県県内内でで排排出出さされれるる産産業業廃廃棄棄物物のの約約３３割割をを占占めめるる建建設設系系廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理をを確確保保すするるこことともも

大大ききなな課課題題でですす。。建建物物解解体体工工事事等等にに伴伴うう分分別別解解体体、、アアススベベスストト廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理、、廃廃材材のの再再資資源源化化

等等をを一一層層徹徹底底すするるたためめのの取取組組をを強強化化ししてていいくく必必要要ががあありりまますす。。  

ささららにに、、県県はは、、排排出出事事業業者者責責任任をを徹徹底底すするるたためめのの研研修修のの実実施施、、多多量量排排出出事事業業者者処処理理計計画画のの作作成成

指指導導等等にによよりり、、排排出出事事業業者者のの取取組組をを支支援援ししまますす。。  

（事業例） 

○産業廃棄物管理責任者研修の実施 

○排出事業者への立入調査・指導 

○多量排出事業者処理計画の作成指導、改善支援 

○電子マニフェストの導入促進 

○建物解体工事等の適正実施の指導・啓発等の強化（分別解体、ｱｽﾍﾞｽﾄ処理、再資源化等） 

○建設系廃棄物の適正処理に関する研修等の実施  

  

  

  

  

  

循循環環型型社社会会のの構構築築ののたためめににはは、、廃廃棄棄物物をを適適正正にに処処理理すするるここととがが必必要要不不可可欠欠でですす。。廃廃棄棄物物のの排排

出出事事業業者者及及びび処処理理事事業業者者にに対対しし、、適適正正処処理理推推進進ののたためめのの周周知知・・啓啓発発等等をを行行ううここととにによよりり、、排排出出事事

業業者者責責任任のの徹徹底底、、優優良良処処理理業業者者のの育育成成にに努努めめまますす。。  

ままたた、、廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理ににああたたっっててはは、、処処理理施施設設のの安安定定的的確確保保がが必必要要でですす。。近近畿畿２２府府４４県県 116688

市市町町村村がが参参画画ししてていいるる広広域域処処理理事事業業「「大大阪阪湾湾フフェェニニッッククスス計計画画」」をを引引きき続続きき推推進進すするるととととももにに、、市市町町

村村等等のの廃廃棄棄物物処処理理施施設設のの計計画画的的整整備備をを促促進進ししまますす。。  

  廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理をを徹徹底底ししまますす。。  
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③③－－２２  優優良良処処理理業業者者のの育育成成  

産産業業廃廃棄棄物物のの不不適適正正処処理理ののリリススククをを低低減減すするるたためめににはは、、よよりり優優良良なな処処理理事事業業者者をを育育成成しし、、業業界界全全

体体ののレレベベルルアアッッププをを図図るるここととがが求求めめらられれてていいまますす。。県県はは、、平平成成 2233（（22001111））年年度度かからら優優良良産産業業廃廃棄棄物物処処

理理業業者者認認定定制制度度にによよりり、、法法令令等等にに定定めめらられれたた基基準準よよりりもも厳厳ししいい基基準準ををククリリアアししたた産産業業廃廃棄棄物物処処理理事事業業

者者をを優優良良業業者者ととししてて認認定定ししてておおりり、、既既にに 221199 事事業業者者がが認認定定（（令令和和元元（（22001199））年年度度末末））さされれてていいまますす。。引引

きき続続きき、、本本制制度度のの普普及及をを図図るるととととももにに、、産産業業廃廃棄棄物物処処理理事事業業者者にに対対ししてて、、法法制制度度やや技技術術にに関関すするる専専

門門的的なな研研修修をを実実施施すするるななどど、、信信頼頼ででききるる産産業業廃廃棄棄物物処処理理体体制制のの構構築築にに向向けけたた事事業業をを実実施施ししまますす。。  

（事業例） 

○優良産業廃棄物処理業者認定制度の普及促進 

○優良産業廃棄物処理業者育成研修の実施 

○電子マニフェストの導入促進 

○環境マネジメントシステム導入促進 

  

③③－－３３  産産業業廃廃棄棄物物処処理理施施設設周周辺辺のの環環境境保保全全  

産産業業廃廃棄棄物物処処理理事事業業者者はは、、法法令令等等にに基基づづきき、、処処理理施施設設のの構構造造やや維維持持管管理理のの基基準準をを遵遵守守しし、、周周辺辺

のの生生活活環環境境をを保保全全すするる責責務務ががあありりまますす。。県県はは、、必必要要にに応応じじてて処処理理事事業業者者にに対対ししてて指指導導及及びび助助言言をを行行

ううととととももにに、、市市町町村村のの協協力力をを得得てて、、処処理理施施設設周周辺辺のの水水質質検検査査やや臭臭気気検検査査ななどどをを行行いい、、周周辺辺生生活活環環境境

のの保保全全をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○産業廃棄物処理施設の定期検査の実施 

○産業廃棄物処理施設（埋立最終処分場）の水質・臭気等検査の実施 

○閉鎖最終処分場の維持管理に係る指導・監視 

○監視パトロールの実施 

 

③③－－４４  有有害害廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理のの推推進進  

事事業業者者はは、、人人のの健健康康やや生生活活環環境境にに深深刻刻なな悪悪影影響響をを及及ぼぼすすおおそそれれののああるるアアススベベスストト含含有有廃廃棄棄物物やや

PPCCBB 廃廃棄棄物物ををははじじめめととししたた有有害害廃廃棄棄物物のの適適正正かかつつ安安全全なな処処理理体体制制のの整整備備にに努努めめるる必必要要ががあありりまますす。。

県県はは、、事事業業者者にに対対しし、、適適正正処処理理ををよよりり確確実実ななももののととすするるたためめ、、必必要要なな技技術術的的助助言言をを行行ううととととももにに、、指指

導導・・監監視視のの強強化化をを図図りりまますす。。  

アアススベベスストト廃廃棄棄物物のの取取りり扱扱いいにに関関ししててはは、、事事業業者者にに対対ししてて、、関関係係法法令令等等（（建建設設リリササイイククルル法法、、労労働働安安

全全衛衛生生法法（（石石綿綿障障害害予予防防規規則則））、、大大気気汚汚染染防防止止法法、、廃廃棄棄物物処処理理法法等等））ににつついいててのの周周知知、、遵遵守守指指導導をを

行行いい、、適適正正処処理理のの徹徹底底をを図図りりまますす。。  

ままたた、、PPCCBB廃廃棄棄物物等等ににつついいててはは、、県県内内のの保保管管状状況況をを把把握握すするるととととももにに、、奈奈良良県県 PPCCBB廃廃棄棄物物処処理理計計

画画にに基基づづきき、、計計画画的的処処理理をを推推進進ししまますす。。  

ままたた、、「「水水銀銀にに関関すするる水水俣俣条条約約」」のの発発効効をを受受けけ、、国国がが水水銀銀廃廃棄棄物物ガガイイドドラランンをを策策定定ししたたここととをを踏踏ままええ、、

水水銀銀廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理等等ににつついいてて市市町町村村やや事事業業者者にに対対すするる指指導導等等をを行行ううここととにによよりり、、適適正正なな処処理理をを

促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○PCB廃棄物等の掘り起こし調査及び計画的処理の推進 
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③③  廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理のの推推進進 

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

＜＜小小施施策策＞＞  

③③－－１１  排排出出事事業業者者責責任任のの徹徹底底  

事事業業者者はは、、そそのの事事業業活活動動にに伴伴っってて生生じじたた廃廃棄棄物物をを自自ららのの責責任任ににおおいいてて適適正正にに処処理理ししななけけれればばななりり

まませせんん。。すすななわわちち、、生生産産工工程程やや流流通通・・販販売売過過程程ににおおいいてて可可能能なな限限りり廃廃棄棄物物をを抑抑制制すするるととととももにに、、再再使使

用用・・再再生生利利用用をを行行いい、、最最終終的的にに廃廃棄棄物物ととししてて排排出出すするるももののににつついいててはは、、環環境境へへのの負負荷荷のの低低減減にに配配慮慮

ししつつつつ、、そそのの処処理理をを委委託託すするるととききににはは、、適適正正なな対対価価のの負負担担、、ママニニフフェェスストトのの交交付付ななどど、、排排出出事事業業者者ととしし

ててのの責責任任をを履履行行ししななけけれればばななりりまませせんん。。  

ままたた、、県県内内でで排排出出さされれるる産産業業廃廃棄棄物物のの約約３３割割をを占占めめるる建建設設系系廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理をを確確保保すするるこことともも

大大ききなな課課題題でですす。。建建物物解解体体工工事事等等にに伴伴うう分分別別解解体体、、アアススベベスストト廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理、、廃廃材材のの再再資資源源化化

等等をを一一層層徹徹底底すするるたためめのの取取組組をを強強化化ししてていいくく必必要要ががあありりまますす。。  

ささららにに、、県県はは、、排排出出事事業業者者責責任任をを徹徹底底すするるたためめのの研研修修のの実実施施、、多多量量排排出出事事業業者者処処理理計計画画のの作作成成

指指導導等等にによよりり、、排排出出事事業業者者のの取取組組をを支支援援ししまますす。。  

（事業例） 

○産業廃棄物管理責任者研修の実施 

○排出事業者への立入調査・指導 

○多量排出事業者処理計画の作成指導、改善支援 

○電子マニフェストの導入促進 

○建物解体工事等の適正実施の指導・啓発等の強化（分別解体、ｱｽﾍﾞｽﾄ処理、再資源化等） 

○建設系廃棄物の適正処理に関する研修等の実施  

  

  

  

  

  

循循環環型型社社会会のの構構築築ののたためめににはは、、廃廃棄棄物物をを適適正正にに処処理理すするるここととがが必必要要不不可可欠欠でですす。。廃廃棄棄物物のの排排

出出事事業業者者及及びび処処理理事事業業者者にに対対しし、、適適正正処処理理推推進進ののたためめのの周周知知・・啓啓発発等等をを行行ううここととにによよりり、、排排出出事事

業業者者責責任任のの徹徹底底、、優優良良処処理理業業者者のの育育成成にに努努めめまますす。。  

ままたた、、廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理ににああたたっっててはは、、処処理理施施設設のの安安定定的的確確保保がが必必要要でですす。。近近畿畿２２府府４４県県 116688

市市町町村村がが参参画画ししてていいるる広広域域処処理理事事業業「「大大阪阪湾湾フフェェニニッッククスス計計画画」」をを引引きき続続きき推推進進すするるととととももにに、、市市町町

村村等等のの廃廃棄棄物物処処理理施施設設のの計計画画的的整整備備をを促促進進ししまますす。。  

  廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理をを徹徹底底ししまますす。。  
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④④  廃廃棄棄物物のの不不法法投投棄棄・・不不適適正正処処理理のの撲撲滅滅  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

＜＜小小施施策策＞＞  

④④－－１１  県県民民総総監監視視ネネッットトワワーーククのの推推進進  

ここれれままでで民民間間団団体体やや事事業業所所のの協協力力にによよるる「「不不法法投投棄棄見見張張りり番番」」やや奈奈良良県県地地域域環環境境保保全全推推進進員員、、不不

法法投投棄棄ホホッットトラライインン等等にによよるる通通報報ななどど、、県県民民総総監監視視ののネネッットトワワーーククをを作作りり、、市市町町村村、、関関係係機機関関等等とと連連携携

ししてて、、不不法法投投棄棄等等のの早早期期発発見見、、撲撲滅滅にに努努めめててききままししたたがが、、不不法法投投棄棄等等はは依依然然後後をを絶絶たたずず、、ささららにに対対策策

のの強強化化がが必必要要ななここととかからら、、引引きき続続きき、、各各方方面面のの協協力力をを得得ななががらら、、不不法法投投棄棄等等をを撲撲滅滅すするるたためめのの取取組組をを

推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○「不法投棄見張り番」協力団体・事業所等の拡充 

○地域環境保全推進員による活動促進 

○不法投棄ホットライン（県民からの通報窓口）の運営 

○民間警備会社による監視パトロールの強化 

○警察との連携（スカイパトロール・路上検査） 

○県境付近での他府県合同の路上検査の実施 

○市町村による不法投棄防止対策 

 

④④－－２２  悪悪質質事事案案対対策策のの強強化化  

不不法法投投棄棄やや不不法法焼焼却却、、不不適適正正処処理理にに対対ししててはは、、監監視視パパトトロローールルのの強強化化、、行行為為者者等等へへのの指指導導等等をを

行行っってていいるるもものののの、、手手口口がが悪悪質質・・巧巧妙妙化化すするるととととももにに、、是是正正ままでで長長期期化化すするる案案件件もも出出ててききてていいるるののがが現現

状状でですす。。県県はは、、指指導導ししててもも改改善善がが見見らられれなないい悪悪質質事事案案ななどどににつついいててはは、、法法令令にに基基づづくく行行政政処処分分やや刑刑

事事告告発発もも念念頭頭にに、、関関係係機機関関ととのの連連携携をを密密ににししてて厳厳正正にに対対処処ししてていいききまますす。。  

（事業例） 

○悪質事案に対する特別監視・指導の強化 

廃廃棄棄物物のの不不法法投投棄棄やや不不適適正正処処理理はは、、生生活活環環境境保保全全上上のの支支障障をを引引きき起起ここしし、、廃廃棄棄物物処処理理にに対対すす

るる県県民民のの不不信信感感をを生生みみ出出すす要要因因ととななっってていいまますす。。ここれれままででもも監監視視・・指指導導等等をを強強化化ししててききたたととこころろでで

すすがが、、依依然然、、不不法法投投棄棄等等がが後後をを絶絶たたなないいののがが現現状状でであありり、、引引きき続続きき、、県県民民、、市市町町村村、、関関係係機機関関等等とと

のの連連携携をを密密ににしし、、ななおお一一層層のの取取りり組組みみ強強化化をを図図りりまますす。。  

ままたた、、近近年年、、使使用用済済家家電電製製品品ななどど家家庭庭かからら排排出出さされれるる一一般般廃廃棄棄物物のの不不適適正正処処理理もも問問題題ととななっってて

ききてていいるるここととかからら、、事事業業者者等等のの指指導導、、県県民民へへのの啓啓発発活活動動をを強強化化すするるななどど、、不不適適正正処処理理対対策策をを徹徹底底

すするるたためめのの施施策策をを実実施施ししまますす。。  

  ごごみみのの不不法法投投棄棄やや不不適適正正処処理理のの撲撲滅滅をを目目指指ししまますす。。  
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○建物解体工事等の適正実施の指導・啓発等の強化（分別解体、ｱｽﾍﾞｽﾄ処理、再資源化等）  

○奈良県アスベスト問題対策会議の運営 

○感染性廃棄物の排出事業所への立入調査・指導 

○水銀廃棄物についての情報提供や指導  

  

③③－－５５  ごごみみ処処理理施施設設のの安安定定的的確確保保  

市市町町村村はは、、一一般般廃廃棄棄物物処処理理計計画画ににつついいてて必必要要なな見見直直しし等等をを行行いいななががらら、、一一般般廃廃棄棄物物処処理理施施設設のの

整整備備・・運運営営ににああたたっっててはは、、再再資資源源化化やや熱熱回回収収にによよるる発発電電等等ななどど、、循循環環型型社社会会推推進進にに資資すするる事事業業実実施施

にに努努めめ、、県県はは、、市市町町村村かかららのの要要請請等等にに応応じじてて、、技技術術的的なな助助言言、、情情報報提提供供等等をを行行いいまますす。。  

ままたた、、既既存存施施設設のの更更新新時時期期やや地地理理的的条条件件、、人人口口予予測測ななどどもも踏踏ままええ、、処処理理のの広広域域化化等等にによよるるココスストト縮縮

減減、、環環境境負負荷荷のの低低減減をを図図っってていいくくここととがが求求めめらられれてていいまますす。。  

最最終終処処分分場場にに関関ししててはは、、引引きき続続きき近近畿畿２２府府４４県県１１６６８８市市町町村村にによよるる公公共共関関与与・・広広域域型型のの大大阪阪湾湾圏圏域域

広広域域処処理理場場整整備備事事業業ででああるる大大阪阪湾湾フフェェニニッッククスス計計画画のの推推進進にに取取りり組組むむととととももにに、、近近畿畿府府県県のの動動向向やや

大大規規模模災災害害時時のの対対応応ななどどをを視視野野にに入入れれ、、市市町町村村がが保保有有すするる施施設設をを含含めめ県県内内ににおおけけるる最最終終処処分分施施設設

のの将将来来見見通通しし及及びび安安定定的的なな確確保保ののあありり方方ににつついいててもも、、長長期期的的なな視視点点でで調調査査・・検検討討ししまますす。。  

（事業例） 

○一般廃棄物処理の広域化促進 

○市町村等の一般廃棄物処理施設の計画的整備 

○大阪湾フェニックス計画の推進 

  

③③－－６６  しし尿尿等等のの処処理理対対策策のの推推進進  

しし尿尿処処理理はは、、地地域域のの実実情情をを踏踏ままええ、、市市町町村村等等のの各各設設置置主主体体にによよるる処処理理施施設設のの整整備備促促進進をを図図りり、、公公

共共用用水水域域等等へへのの環環境境影影響響のの低低減減にに努努めめまますす。。ままたた、、県県及及びび市市町町村村はは、、下下水水道道、、農農業業集集落落排排水水処処理理

施施設設、、浄浄化化槽槽ななどどのの汚汚水水処処理理施施設設ににつついいてて、、地地域域のの実実情情にに応応じじ計計画画的的・・効効率率的的なな整整備備をを図図りりまますす。。

ままたた、、浄浄化化槽槽にによよるるしし尿尿等等のの適適正正なな処処理理をを図図るるたためめ、、浄浄化化槽槽のの検検査査・・点点検検、、清清掃掃等等のの実実施施をを確確保保すするる

たためめのの啓啓発発・・指指導導等等をを強強化化ししまますす。。  

（事業例） 

○し尿処理施設、汚水処理施設の計画的整備促進 

○し尿処理施設の故障等に備えた市町村間相互支援 

○浄化槽の法定検査、保守検査、清掃等の実施促進 
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④④  廃廃棄棄物物のの不不法法投投棄棄・・不不適適正正処処理理のの撲撲滅滅  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

  

＜＜小小施施策策＞＞  

④④－－１１  県県民民総総監監視視ネネッットトワワーーククのの推推進進  

ここれれままでで民民間間団団体体やや事事業業所所のの協協力力にによよるる「「不不法法投投棄棄見見張張りり番番」」やや奈奈良良県県地地域域環環境境保保全全推推進進員員、、不不

法法投投棄棄ホホッットトラライインン等等にによよるる通通報報ななどど、、県県民民総総監監視視ののネネッットトワワーーククをを作作りり、、市市町町村村、、関関係係機機関関等等とと連連携携

ししてて、、不不法法投投棄棄等等のの早早期期発発見見、、撲撲滅滅にに努努めめててききままししたたがが、、不不法法投投棄棄等等はは依依然然後後をを絶絶たたずず、、ささららにに対対策策

のの強強化化がが必必要要ななここととかからら、、引引きき続続きき、、各各方方面面のの協協力力をを得得ななががらら、、不不法法投投棄棄等等をを撲撲滅滅すするるたためめのの取取組組をを

推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○「不法投棄見張り番」協力団体・事業所等の拡充 

○地域環境保全推進員による活動促進 

○不法投棄ホットライン（県民からの通報窓口）の運営 

○民間警備会社による監視パトロールの強化 

○警察との連携（スカイパトロール・路上検査） 

○県境付近での他府県合同の路上検査の実施 

○市町村による不法投棄防止対策 

 

④④－－２２  悪悪質質事事案案対対策策のの強強化化  

不不法法投投棄棄やや不不法法焼焼却却、、不不適適正正処処理理にに対対ししててはは、、監監視視パパトトロローールルのの強強化化、、行行為為者者等等へへのの指指導導等等をを

行行っってていいるるもものののの、、手手口口がが悪悪質質・・巧巧妙妙化化すするるととととももにに、、是是正正ままでで長長期期化化すするる案案件件もも出出ててききてていいるるののがが現現

状状でですす。。県県はは、、指指導導ししててもも改改善善がが見見らられれなないい悪悪質質事事案案ななどどににつついいててはは、、法法令令にに基基づづくく行行政政処処分分やや刑刑

事事告告発発もも念念頭頭にに、、関関係係機機関関ととのの連連携携をを密密ににししてて厳厳正正にに対対処処ししてていいききまますす。。  

（事業例） 

○悪質事案に対する特別監視・指導の強化 

廃廃棄棄物物のの不不法法投投棄棄やや不不適適正正処処理理はは、、生生活活環環境境保保全全上上のの支支障障をを引引きき起起ここしし、、廃廃棄棄物物処処理理にに対対すす

るる県県民民のの不不信信感感をを生生みみ出出すす要要因因ととななっってていいまますす。。ここれれままででもも監監視視・・指指導導等等をを強強化化ししててききたたととこころろでで

すすがが、、依依然然、、不不法法投投棄棄等等がが後後をを絶絶たたなないいののがが現現状状でであありり、、引引きき続続きき、、県県民民、、市市町町村村、、関関係係機機関関等等とと

のの連連携携をを密密ににしし、、ななおお一一層層のの取取りり組組みみ強強化化をを図図りりまますす。。  

ままたた、、近近年年、、使使用用済済家家電電製製品品ななどど家家庭庭かからら排排出出さされれるる一一般般廃廃棄棄物物のの不不適適正正処処理理もも問問題題ととななっってて

ききてていいるるここととかからら、、事事業業者者等等のの指指導導、、県県民民へへのの啓啓発発活活動動をを強強化化すするるななどど、、不不適適正正処処理理対対策策をを徹徹底底

すするるたためめのの施施策策をを実実施施ししまますす。。  

  ごごみみのの不不法法投投棄棄やや不不適適正正処処理理のの撲撲滅滅をを目目指指ししまますす。。  
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○建物解体工事等の適正実施の指導・啓発等の強化（分別解体、ｱｽﾍﾞｽﾄ処理、再資源化等）  

○奈良県アスベスト問題対策会議の運営 

○感染性廃棄物の排出事業所への立入調査・指導 

○水銀廃棄物についての情報提供や指導  

  

③③－－５５  ごごみみ処処理理施施設設のの安安定定的的確確保保  

市市町町村村はは、、一一般般廃廃棄棄物物処処理理計計画画ににつついいてて必必要要なな見見直直しし等等をを行行いいななががらら、、一一般般廃廃棄棄物物処処理理施施設設のの

整整備備・・運運営営ににああたたっっててはは、、再再資資源源化化やや熱熱回回収収にによよるる発発電電等等ななどど、、循循環環型型社社会会推推進進にに資資すするる事事業業実実施施

にに努努めめ、、県県はは、、市市町町村村かかららのの要要請請等等にに応応じじてて、、技技術術的的なな助助言言、、情情報報提提供供等等をを行行いいまますす。。  

ままたた、、既既存存施施設設のの更更新新時時期期やや地地理理的的条条件件、、人人口口予予測測ななどどもも踏踏ままええ、、処処理理のの広広域域化化等等にによよるるココスストト縮縮

減減、、環環境境負負荷荷のの低低減減をを図図っってていいくくここととがが求求めめらられれてていいまますす。。  

最最終終処処分分場場にに関関ししててはは、、引引きき続続きき近近畿畿２２府府４４県県１１６６８８市市町町村村にによよるる公公共共関関与与・・広広域域型型のの大大阪阪湾湾圏圏域域

広広域域処処理理場場整整備備事事業業ででああるる大大阪阪湾湾フフェェニニッッククスス計計画画のの推推進進にに取取りり組組むむととととももにに、、近近畿畿府府県県のの動動向向やや

大大規規模模災災害害時時のの対対応応ななどどをを視視野野にに入入れれ、、市市町町村村がが保保有有すするる施施設設をを含含めめ県県内内ににおおけけるる最最終終処処分分施施設設

のの将将来来見見通通しし及及びび安安定定的的なな確確保保ののあありり方方ににつついいててもも、、長長期期的的なな視視点点でで調調査査・・検検討討ししまますす。。  

（事業例） 

○一般廃棄物処理の広域化促進 

○市町村等の一般廃棄物処理施設の計画的整備 

○大阪湾フェニックス計画の推進 

  

③③－－６６  しし尿尿等等のの処処理理対対策策のの推推進進  

しし尿尿処処理理はは、、地地域域のの実実情情をを踏踏ままええ、、市市町町村村等等のの各各設設置置主主体体にによよるる処処理理施施設設のの整整備備促促進進をを図図りり、、公公

共共用用水水域域等等へへのの環環境境影影響響のの低低減減にに努努めめまますす。。ままたた、、県県及及びび市市町町村村はは、、下下水水道道、、農農業業集集落落排排水水処処理理

施施設設、、浄浄化化槽槽ななどどのの汚汚水水処処理理施施設設ににつついいてて、、地地域域のの実実情情にに応応じじ計計画画的的・・効効率率的的なな整整備備をを図図りりまますす。。

ままたた、、浄浄化化槽槽にによよるるしし尿尿等等のの適適正正なな処処理理をを図図るるたためめ、、浄浄化化槽槽のの検検査査・・点点検検、、清清掃掃等等のの実実施施をを確確保保すするる

たためめのの啓啓発発・・指指導導等等をを強強化化ししまますす。。  

（事業例） 

○し尿処理施設、汚水処理施設の計画的整備促進 

○し尿処理施設の故障等に備えた市町村間相互支援 

○浄化槽の法定検査、保守検査、清掃等の実施促進 
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（事業例） 

○住民参加による道路・河川等の植栽や清掃活動 

○市町村と地域住民の協働による環境美化活動や環境イベント等の促進 

 

④④－－６６  不不法法投投棄棄等等のの撲撲滅滅にに向向けけたた啓啓発発のの推推進進  

奈奈良良県県のの豊豊かかなな自自然然環環境境をを守守っってていいくくたためめににはは、、不不法法投投棄棄をを「「ししなないい」」「「ささせせなないい」」「「許許ささなないい」」とといいうう

強強いい意意識識のの醸醸成成がが必必要要でですす。。県県でではは、、市市町町村村、、関関係係機機関関、、団団体体等等とと連連携携ししてて、、春春のの不不法法投投棄棄廃廃棄棄物物

のの一一斉斉撤撤去去、、６６月月のの環環境境のの日日・・環環境境月月間間やや秋秋のの「「不不法法投投棄棄ゼゼロロ作作戦戦」」強強化化週週間間ににおおけけるる集集中中的的ななキキャャ

ンンペペーーンンをを実実施施ししまますす。。ままたた、、県県ホホーームムペペーージジででのの情情報報発発信信ややテテレレビビ、、新新聞聞等等ののママススメメデディィアアをを活活用用

ししたた普普及及啓啓発発ににもも積積極極的的にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○「不法投棄ゼロ作戦」強化週間キャンペーンの実施 

○「環境の日・環境月間」における県内一斉パトロール等の実施 

○不法投棄廃棄物の一斉撤去（奈良県産業廃棄物協会、市町村等との連携） 

○県ホームページによる情報発信 

○マスメディア（テレビ、新聞等）による普及啓発 

  

  

  

⑤⑤  災災害害廃廃棄棄物物処処理理対対策策のの推推進進  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

地地震震、、風風水水害害等等にによよるる大大規規模模なな災災害害はは、、いいつつ発発生生すするるかか予予測測ででききなないいこことと、、大大量量のの災災害害廃廃棄棄物物

がが発発生生すするるここととかからら、、いいかかにに事事前前のの備備ええをを整整ええらられれるるかかがが課課題題ととななりりまますす。。ここれれままでで、、（（一一社社））奈奈良良

県県産産業業廃廃棄棄物物協協会会ををははじじめめととすするる関関係係 44 団団体体とと災災害害廃廃棄棄物物処処理理のの協協力力協協定定、、県県内内のの全全市市町町村村等等

とと「「災災害害廃廃棄棄物物等等のの処処理理にに係係るる相相互互支支援援にに関関すするる協協定定書書」」をを締締結結ししままししたた。。  

ままたた、、平平成成 2288（（22001166））年年 33月月にに策策定定ししたた「「奈奈良良県県災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画」」にに基基づづきき、、大大規規模模災災害害発発

生生時時にに備備ええるる体体制制をを整整備備・・維維持持すするるここととをを目目的的ととししたた「「奈奈良良県県災災害害廃廃棄棄物物対対策策連連絡絡会会（（県県・・市市町町村村

担担当当部部課課長長会会議議））」」をを設設置置すするるととととももにに、、県県・・市市町町村村等等合合同同にによよるる「「教教育育・・訓訓練練」」のの実実施施やや被被災災市市町町

村村がが実実施施すするる災災害害廃廃棄棄物物処処理理業業務務をを発発災災初初動動期期かからら緊緊急急的的にに支支援援すするる「「災災害害廃廃棄棄物物処処理理緊緊急急

支支援援要要員員」」をを設設置置・・任任命命すするるななどど、、平平常常時時かかららのの備備ええをを進進めめててききままししたた。。  

今今後後もも、、同同計計画画にに基基づづきき、、東東日日本本大大震震災災やや阪阪神神･･淡淡路路大大震震災災レレベベルルのの最最大大規規模模のの災災害害をを想想定定

ししてて、、県県・・市市町町村村等等合合同同にによよるる教教育育・・訓訓練練のの継継続続的的なな実実施施、、及及びび広広域域的的なな相相互互支支援援体体制制のの確確立立なな

どど、、大大規規模模なな災災害害時時にに発発生生すするる災災害害廃廃棄棄物物のの処処理理体体制制のの構構築築にに取取りり組組みみまますす。。  

  大大規規模模なな災災害害時時にに発発生生すするる災災害害廃廃棄棄物物のの処処理理体体制制をを構構築築ししまますす。。  
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④④－－３３  ププララススチチッッククごごみみのの削削減減  

  ププララススチチッッククはは賢賢くく付付きき合合ええばば私私たたちちにに恩恩恵恵ををももたたららすすももののでですすがが、、不不適適正正なな管管理理等等にによよりり海海洋洋にに

流流出出ししたた海海洋洋ププララススチチッッククごごみみがが、、生生態態系系をを含含めめたた海海洋洋環環境境のの悪悪化化やや海海岸岸機機能能のの低低下下、、景景観観へへのの悪悪

影影響響等等のの様様々々なな問問題題をを引引きき起起ここししてていいるる現現状状をを受受けけ、、県県内内のの河河川川かからら海海ににププララススチチッッククごごみみをを流流ささなな

いい取取組組をを推推進進すするるここととがが必必要要でですす。。そそののたためめ、、ここれれままでで取取りり組組んんででききたた廃廃棄棄物物のの不不法法投投棄棄、、不不適適正正処処

理理のの撲撲滅滅、、排排出出抑抑制制のの促促進進、、循循環環利利用用のの促促進進をを引引きき続続きき実実施施すするるととととももにに、、ププララススチチッッククごごみみのの実実態態

のの周周知知・・啓啓発発、、事事業業者者へへのの指指導導・・広広報報のの強強化化にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○県内の河川から海にプラスチックごみを流さない取組の強化 

・多量排出事業者に対するごみの適正処理、洪水時の場内管理等の指導 

・プラスチックごみ対策啓発イベントの開催  

・広報誌やパンフレット等による情報発信 

  ○多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

  

④④－－４４  使使用用済済家家電電等等のの不不適適正正処処理理対対策策のの推推進進  

不不要要ににななっったた家家庭庭用用ののエエアアココンン、、テテレレビビ、、冷冷蔵蔵庫庫・・冷冷凍凍庫庫、、洗洗濯濯機機・・乾乾燥燥機機のの家家電電４４品品目目はは、、小小売売

業業者者がが回回収収しし、、メメーーカカーーがが再再資資源源化化すするるここととがが家家電電リリササイイククルル法法でで決決ままっってておおりり、、ままたた、、使使用用済済小小型型電電

子子機機器器等等（（携携帯帯電電話話、、デデジジタタルルカカメメララ、、ヘヘアアドドラライイヤヤーー等等））ののリリササイイククルルをを目目的的ととししたた小小型型家家電電リリササイイクク

ルル法法がが平平成成 2255（（22001133））年年４４月月にに施施行行さされれてていいまますす。。加加ええてて、、ここれれららのの家家電電ごごみみをを無無許許可可でで回回収収しし、、他他

のの金金属属ススククララッッププとと混混合合ししてて雑雑品品ススククララッッププととししてて海海外外にに不不正正にに輸輸出出すするる業業者者がが全全国国的的にに増増加加ししてていい

るる現現状状をを受受けけ、、平平成成 2299（（22001177））年年６６月月にに廃廃棄棄物物処処理理法法がが改改正正さされれたたここととかからら、、ささららななるる適適正正処処理理をを推推進進

ししてていいくくここととがが必必要要ととななりりまますす。。  

使使用用済済家家電電等等のの不不適適正正処処理理をを撲撲滅滅すするるたためめ、、市市町町村村ととととももにに「「奈奈良良県県使使用用済済家家電電等等対対策策連連絡絡会会」」

をを設設置置（（平平成成 2244（（22001122））年年７７月月））ししてて、、関関係係機機関関等等とともも連連携携ししななががらら、、情情報報のの共共有有化化やや回回収収事事業業者者へへのの

立立入入調調査査・・指指導導等等のの検検討討・・実実施施にに取取りり組組みみまますす。。  

ここのの問問題題をを解解決決ししてていいくくたためめににはは、、消消費費者者向向けけにに適適正正処処理理をを呼呼びび掛掛けけてていいくくこことともも必必要要でですす。。そそのの

たためめ、、県県はは市市町町村村ととととももにに、、広広くく県県民民にに「「無無許許可可業業者者をを利利用用すするるここととがが法法令令違違反反ででああるるこことと」」等等のの周周知知・・

啓啓発発をを図図っってていいききまますす。。  

（事業例） 

○使用済家電等の回収事業者への立入調査・指導等の強化 

○奈良県使用済家電等対策連絡会による対策推進 

○不適正事案データベース化、指導マニュアルの作成・共有 

○県民（消費者）への啓発 

  

④④－－５５  県県民民参参加加型型のの環環境境美美化化活活動動のの促促進進  

地地域域住住民民にによよるる河河川川・・道道路路等等のの公公共共空空間間へへのの植植栽栽やや清清掃掃等等にによよるる環環境境美美化化活活動動をを通通ししてて、、不不法法

投投棄棄等等をを抑抑制制すするる環環境境づづくくりりをを進進めめるるととととももにに、、ごごみみ問問題題やや環環境境保保全全にに対対すするる県県民民意意識識のの高高揚揚をを図図りり

まますす。。  
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（事業例） 

○住民参加による道路・河川等の植栽や清掃活動 

○市町村と地域住民の協働による環境美化活動や環境イベント等の促進 

 

④④－－６６  不不法法投投棄棄等等のの撲撲滅滅にに向向けけたた啓啓発発のの推推進進  

奈奈良良県県のの豊豊かかなな自自然然環環境境をを守守っってていいくくたためめににはは、、不不法法投投棄棄をを「「ししなないい」」「「ささせせなないい」」「「許許ささなないい」」とといいうう

強強いい意意識識のの醸醸成成がが必必要要でですす。。県県でではは、、市市町町村村、、関関係係機機関関、、団団体体等等とと連連携携ししてて、、春春のの不不法法投投棄棄廃廃棄棄物物

のの一一斉斉撤撤去去、、６６月月のの環環境境のの日日・・環環境境月月間間やや秋秋のの「「不不法法投投棄棄ゼゼロロ作作戦戦」」強強化化週週間間ににおおけけるる集集中中的的ななキキャャ

ンンペペーーンンをを実実施施ししまますす。。ままたた、、県県ホホーームムペペーージジででのの情情報報発発信信ややテテレレビビ、、新新聞聞等等ののママススメメデディィアアをを活活用用

ししたた普普及及啓啓発発ににもも積積極極的的にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○「不法投棄ゼロ作戦」強化週間キャンペーンの実施 

○「環境の日・環境月間」における県内一斉パトロール等の実施 

○不法投棄廃棄物の一斉撤去（奈良県産業廃棄物協会、市町村等との連携） 

○県ホームページによる情報発信 

○マスメディア（テレビ、新聞等）による普及啓発 

  

  

  

⑤⑤  災災害害廃廃棄棄物物処処理理対対策策のの推推進進  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

地地震震、、風風水水害害等等にによよるる大大規規模模なな災災害害はは、、いいつつ発発生生すするるかか予予測測ででききなないいこことと、、大大量量のの災災害害廃廃棄棄物物

がが発発生生すするるここととかからら、、いいかかにに事事前前のの備備ええをを整整ええらられれるるかかがが課課題題ととななりりまますす。。ここれれままでで、、（（一一社社））奈奈良良

県県産産業業廃廃棄棄物物協協会会ををははじじめめととすするる関関係係 44 団団体体とと災災害害廃廃棄棄物物処処理理のの協協力力協協定定、、県県内内のの全全市市町町村村等等

とと「「災災害害廃廃棄棄物物等等のの処処理理にに係係るる相相互互支支援援にに関関すするる協協定定書書」」をを締締結結ししままししたた。。  

ままたた、、平平成成 2288（（22001166））年年 33月月にに策策定定ししたた「「奈奈良良県県災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画」」にに基基づづきき、、大大規規模模災災害害発発

生生時時にに備備ええるる体体制制をを整整備備・・維維持持すするるここととをを目目的的ととししたた「「奈奈良良県県災災害害廃廃棄棄物物対対策策連連絡絡会会（（県県・・市市町町村村

担担当当部部課課長長会会議議））」」をを設設置置すするるととととももにに、、県県・・市市町町村村等等合合同同にによよるる「「教教育育・・訓訓練練」」のの実実施施やや被被災災市市町町

村村がが実実施施すするる災災害害廃廃棄棄物物処処理理業業務務をを発発災災初初動動期期かからら緊緊急急的的にに支支援援すするる「「災災害害廃廃棄棄物物処処理理緊緊急急

支支援援要要員員」」をを設設置置・・任任命命すするるななどど、、平平常常時時かかららのの備備ええをを進進めめててききままししたた。。  

今今後後もも、、同同計計画画にに基基づづきき、、東東日日本本大大震震災災やや阪阪神神･･淡淡路路大大震震災災レレベベルルのの最最大大規規模模のの災災害害をを想想定定

ししてて、、県県・・市市町町村村等等合合同同にによよるる教教育育・・訓訓練練のの継継続続的的なな実実施施、、及及びび広広域域的的なな相相互互支支援援体体制制のの確確立立なな

どど、、大大規規模模なな災災害害時時にに発発生生すするる災災害害廃廃棄棄物物のの処処理理体体制制のの構構築築にに取取りり組組みみまますす。。  

  大大規規模模なな災災害害時時にに発発生生すするる災災害害廃廃棄棄物物のの処処理理体体制制をを構構築築ししまますす。。  
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④④－－３３  ププララススチチッッククごごみみのの削削減減  

  ププララススチチッッククはは賢賢くく付付きき合合ええばば私私たたちちにに恩恩恵恵ををももたたららすすももののでですすがが、、不不適適正正なな管管理理等等にによよりり海海洋洋にに

流流出出ししたた海海洋洋ププララススチチッッククごごみみがが、、生生態態系系をを含含めめたた海海洋洋環環境境のの悪悪化化やや海海岸岸機機能能のの低低下下、、景景観観へへのの悪悪

影影響響等等のの様様々々なな問問題題をを引引きき起起ここししてていいるる現現状状をを受受けけ、、県県内内のの河河川川かからら海海ににププララススチチッッククごごみみをを流流ささなな

いい取取組組をを推推進進すするるここととがが必必要要でですす。。そそののたためめ、、ここれれままでで取取りり組組んんででききたた廃廃棄棄物物のの不不法法投投棄棄、、不不適適正正処処

理理のの撲撲滅滅、、排排出出抑抑制制のの促促進進、、循循環環利利用用のの促促進進をを引引きき続続きき実実施施すするるととととももにに、、ププララススチチッッククごごみみのの実実態態

のの周周知知・・啓啓発発、、事事業業者者へへのの指指導導・・広広報報のの強強化化にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○県内の河川から海にプラスチックごみを流さない取組の強化 

・多量排出事業者に対するごみの適正処理、洪水時の場内管理等の指導 

・プラスチックごみ対策啓発イベントの開催  

・広報誌やパンフレット等による情報発信 

  ○多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

  

④④－－４４  使使用用済済家家電電等等のの不不適適正正処処理理対対策策のの推推進進  

不不要要ににななっったた家家庭庭用用ののエエアアココンン、、テテレレビビ、、冷冷蔵蔵庫庫・・冷冷凍凍庫庫、、洗洗濯濯機機・・乾乾燥燥機機のの家家電電４４品品目目はは、、小小売売

業業者者がが回回収収しし、、メメーーカカーーがが再再資資源源化化すするるここととがが家家電電リリササイイククルル法法でで決決ままっってておおりり、、ままたた、、使使用用済済小小型型電電

子子機機器器等等（（携携帯帯電電話話、、デデジジタタルルカカメメララ、、ヘヘアアドドラライイヤヤーー等等））ののリリササイイククルルをを目目的的ととししたた小小型型家家電電リリササイイクク

ルル法法がが平平成成 2255（（22001133））年年４４月月にに施施行行さされれてていいまますす。。加加ええてて、、ここれれららのの家家電電ごごみみをを無無許許可可でで回回収収しし、、他他

のの金金属属ススククララッッププとと混混合合ししてて雑雑品品ススククララッッププととししてて海海外外にに不不正正にに輸輸出出すするる業業者者がが全全国国的的にに増増加加ししてていい

るる現現状状をを受受けけ、、平平成成 2299（（22001177））年年６６月月にに廃廃棄棄物物処処理理法法がが改改正正さされれたたここととかからら、、ささららななるる適適正正処処理理をを推推進進

ししてていいくくここととがが必必要要ととななりりまますす。。  

使使用用済済家家電電等等のの不不適適正正処処理理をを撲撲滅滅すするるたためめ、、市市町町村村ととととももにに「「奈奈良良県県使使用用済済家家電電等等対対策策連連絡絡会会」」

をを設設置置（（平平成成 2244（（22001122））年年７７月月））ししてて、、関関係係機機関関等等とともも連連携携ししななががらら、、情情報報のの共共有有化化やや回回収収事事業業者者へへのの

立立入入調調査査・・指指導導等等のの検検討討・・実実施施にに取取りり組組みみまますす。。  

ここのの問問題題をを解解決決ししてていいくくたためめににはは、、消消費費者者向向けけにに適適正正処処理理をを呼呼びび掛掛けけてていいくくこことともも必必要要でですす。。そそのの

たためめ、、県県はは市市町町村村ととととももにに、、広広くく県県民民にに「「無無許許可可業業者者をを利利用用すするるここととがが法法令令違違反反ででああるるこことと」」等等のの周周知知・・

啓啓発発をを図図っってていいききまますす。。  

（事業例） 

○使用済家電等の回収事業者への立入調査・指導等の強化 

○奈良県使用済家電等対策連絡会による対策推進 

○不適正事案データベース化、指導マニュアルの作成・共有 

○県民（消費者）への啓発 

  

④④－－５５  県県民民参参加加型型のの環環境境美美化化活活動動のの促促進進  

地地域域住住民民にによよるる河河川川・・道道路路等等のの公公共共空空間間へへのの植植栽栽やや清清掃掃等等にによよるる環環境境美美化化活活動動をを通通ししてて、、不不法法

投投棄棄等等をを抑抑制制すするる環環境境づづくくりりをを進進めめるるととととももにに、、ごごみみ問問題題やや環環境境保保全全にに対対すするる県県民民意意識識のの高高揚揚をを図図りり

まますす。。  
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⑥⑥  県県・・市市町町村村のの連連携携・・協協働働（（奈奈良良モモデデルル））にによよるる施施策策推推進進  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

一般廃棄物処理の広域化を評価

する指標として活用 
一般廃棄物処理施設数 21 15 

  

＜＜小小施施策策＞＞  

⑥⑥－－１１  一一般般廃廃棄棄物物処処理理のの広広域域化化  

県県・・市市町町村村長長ササミミッットトででのの検検討討課課題題ででああるる「「安安定定的的なな一一般般廃廃棄棄物物処処理理のの継継続続」」をを継継承承・・発発展展ささせせ、、奈奈

良良モモデデルルにによよるる一一般般廃廃棄棄物物処処理理のの広広域域化化をを促促進進しし、、ごごみみ処処理理のの安安定定的的なな継継続続をを確確保保すするるととととももにに、、

行行財財政政運運営営のの効効率率化化をを図図りりまますす。。現現在在、、県県内内２２地地域域（（御御所所市市・・五五條條市市・・田田原原本本町町、、橿橿原原・・高高市市地地域域））でで

広広域域化化さされれ、、２２地地域域（（山山辺辺・・県県北北西西部部地地域域、、南南部部地地域域））でで広広域域化化がが進進めめらられれてていいまますす。。ままたた、、１１地地域域

（（県県北北部部地地域域））ににおおいいててはは、、広広域域化化にに向向けけたた勉勉強強会会がが実実施施さされれてていいまますす。。今今後後もも、、ごごみみ処処理理施施設設のの更更

新新時時期期ややごごみみ発発生生量量のの変変化化、、地地域域特特性性等等をを考考慮慮ししななががらら、、一一般般廃廃棄棄物物処処理理のの広広域域化化ののささららななるる推推進進

にに向向けけたた枠枠組組みみのの検検討討をを進進めめまますす。。  

ままたた、、広広域域化化のの動動ききにに合合わわせせ、、収収集集運運搬搬・・施施設設運運営営面面ででのの効効率率化化をを検検討討・・促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○ごみ処理広域化を推進する市町村への支援 

  

  

  

一一般般廃廃棄棄物物処処理理はは市市町町村村のの自自治治事事務務でですすがが、、循循環環型型社社会会のの形形成成をを推推進進すするるたためめににはは、、市市町町

村村域域をを越越ええてて、、広広域域及及びび効効果果・・効効率率的的なな事事業業規規模模やや減減量量化化・・再再生生利利用用等等ののシシスステテムム構構築築ななどどのの観観

点点かからら、、県県とと市市町町村村がが、、ななおお一一層層、、連連携携・・協協働働ししてて施施策策をを推推進進すするるここととがが必必要要とと考考ええまますす。。  

ここののここととかからら、、一一般般廃廃棄棄物物処処理理のの広広域域化化やや災災害害廃廃棄棄物物処処理理体体制制のの構構築築ななどど、、本本計計画画にに掲掲げげるる

広広域域的的なな課課題題やや県県とと市市町町村村のの連連携携強強化化がが必必要要なな課課題題のの解解決決にに向向けけてて、、県県とと市市町町村村がが連連携携・・協協働働

すするる「「奈奈良良モモデデルル」」にによよりり、、各各種種施施策策のの推推進進にに努努めめまますす。。  

一一般般廃廃棄棄物物処処理理のの広広域域化化ににつついいててはは、、ススケケーールルメメリリッットトにによよるる効効果果・・効効率率的的なな資資源源循循環環ななどどのの効効

果果がが期期待待ででききるるここととかからら、、県県でではは広広域域化化にに向向けけたた枠枠組組みみ調調整整やや調調査査へへのの支支援援、、「「奈奈良良モモデデルル」」補補

助助金金制制度度のの創創設設をを行行っっててききままししたた。。今今後後もも広広域域化化ののささららななるる推推進進にに向向けけたた枠枠組組みみのの検検討討をを進進めめるる

ととととももにに、、広広域域化化のの動動ききにに合合わわせせてて、、収収集集運運搬搬・・施施設設運運営営面面ででのの効効率率化化をを検検討討・・促促進進ししまますす。。  

  奈奈良良モモデデルルにによよるる効効果果・・効効率率的的ななごごみみ処処理理をを目目指指ししまますす。。  
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＜＜小小施施策策＞＞  

⑤⑤－－１１  災災害害廃廃棄棄物物処処理理のの相相互互支支援援体体制制のの整整備備  

県県内内のの全全市市町町村村等等とと締締結結ししてていいるる相相互互支支援援協協定定及及びび「「奈奈良良県県災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画」」（（平平成成 2288

（（22001166））年年３３月月策策定定））にに基基づづきき、、毎毎年年、、各各市市町町村村等等のの廃廃棄棄物物処処理理施施設設のの処処理理能能力力等等をを把把握握しし、、情情報報のの

共共有有をを図図りりななががらら、、民民間間業業者者のの活活用用をを含含めめ、、災災害害時時のの処処理理能能力力のの向向上上及及びび相相互互支支援援体体制制のの整整備備推推

進進をを図図りりまますす。。  

ままたた、、「「大大規規模模災災害害発発生生時時廃廃棄棄物物対対策策近近畿畿ブブロロッックク協協議議会会」」ににおおいいてて、、近近畿畿２２府府４４県県及及びび政政令令市市・・

中中核核市市等等がが参参加加ししてて、、近近畿畿圏圏ににおおけけるる相相互互支支援援ににつついいててのの検検討討がが進進めめらられれてていいまますすがが、、東東日日本本大大

震震災災ののよよううなな大大規規模模災災害害にに備備ええるるたためめににはは、、近近畿畿圏圏をを越越ええてて中中部部圏圏やや中中国国四四国国等等ととのの広広域域間間のの相相

互互支支援援体体制制もも必必要要ととななるるここととかからら、、国国、、関関係係府府県県間間等等ととのの連連携携をを密密ににししてて、、広広域域的的なな相相互互支支援援協協定定のの

締締結結にに向向けけてて積積極極的的にに取取りり組組みみまますす。。  

ななおお、、大大規規模模災災害害発発生生時時にに発発生生当当初初かからら被被災災市市町町村村をを緊緊急急的的にに支支援援すするるたためめにに設設置置・・任任命命ししたた

「「県県災災害害廃廃棄棄物物処処理理緊緊急急支支援援要要員員」」（（平平成成 2299（（22001177））年年 1111月月））ににつついいてて、、そそのの体体制制をを維維持持すするるとととともも

にに、、市市町町村村災災害害廃廃棄棄物物処処理理担担当当者者ととのの連連携携・・協協働働体体制制をを構構築築ししまますす。。  

（事業例） 

○災害廃棄物処理緊急支援要員の設置・任命 

○県・市町村等の情報共有、体制整備・更新 

○市町村等の処理能力等を把握する相互支援データベースの作成・共有 

○相互支援マニュアルの作成・共有 

○他府県等との広域相互支援協定の促進 

 

⑤⑤－－２２  県県災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画にに基基づづくく教教育育・・訓訓練練  

大大規規模模災災害害にに備備ええるる体体制制をを整整備備・・維維持持すするるたためめ、、平平常常時時かからら廃廃棄棄物物処処理理等等担担当当職職員員及及びび災災害害廃廃

棄棄物物処処理理緊緊急急支支援援要要員員をを対対象象にに、、県県・・市市町町村村合合同同のの「「教教育育・・訓訓練練」」をを継継続続的的にに実実施施ししまますす。。  

ままたた、、教教育育・・訓訓練練をを効効果果的的にに実実施施すするるととととももにに、、そそのの成成果果をを共共有有すするるたためめ、、県県・・市市町町村村にによよるる「「奈奈良良

県県災災害害廃廃棄棄物物対対策策連連絡絡会会（（県県・・市市町町村村担担当当部部課課長長会会議議））」」（（平平成成 2288（（22001166））年年度度設設置置））をを運運営営ししまますす。。  

（事業例） 

○「奈良県災害廃棄物対策連絡会」の設置・運営 

○県・市町村・関係機関合同の教育・訓練の実施 

 

⑤⑤－－３３  市市町町村村のの災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画のの策策定定促促進進 

県県災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画のの周周知知・・共共有有をを図図りり、、市市町町村村ににおおけけるる災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画のの策策定定・・見見直直しし

をを促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○市町村災害廃棄物処理計画の策定・見直しの促進 

○計画を策定する市町村への技術的支援 
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⑥⑥  県県・・市市町町村村のの連連携携・・協協働働（（奈奈良良モモデデルル））にによよるる施施策策推推進進  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

一般廃棄物処理の広域化を評価

する指標として活用 
一般廃棄物処理施設数 21 15 

  

＜＜小小施施策策＞＞  

⑥⑥－－１１  一一般般廃廃棄棄物物処処理理のの広広域域化化  

県県・・市市町町村村長長ササミミッットトででのの検検討討課課題題ででああるる「「安安定定的的なな一一般般廃廃棄棄物物処処理理のの継継続続」」をを継継承承・・発発展展ささせせ、、奈奈

良良モモデデルルにによよるる一一般般廃廃棄棄物物処処理理のの広広域域化化をを促促進進しし、、ごごみみ処処理理のの安安定定的的なな継継続続をを確確保保すするるととととももにに、、

行行財財政政運運営営のの効効率率化化をを図図りりまますす。。現現在在、、県県内内２２地地域域（（御御所所市市・・五五條條市市・・田田原原本本町町、、橿橿原原・・高高市市地地域域））でで

広広域域化化さされれ、、２２地地域域（（山山辺辺・・県県北北西西部部地地域域、、南南部部地地域域））でで広広域域化化がが進進めめらられれてていいまますす。。ままたた、、１１地地域域

（（県県北北部部地地域域））ににおおいいててはは、、広広域域化化にに向向けけたた勉勉強強会会がが実実施施さされれてていいまますす。。今今後後もも、、ごごみみ処処理理施施設設のの更更

新新時時期期ややごごみみ発発生生量量のの変変化化、、地地域域特特性性等等をを考考慮慮ししななががらら、、一一般般廃廃棄棄物物処処理理のの広広域域化化ののささららななるる推推進進

にに向向けけたた枠枠組組みみのの検検討討をを進進めめまますす。。  

ままたた、、広広域域化化のの動動ききにに合合わわせせ、、収収集集運運搬搬・・施施設設運運営営面面ででのの効効率率化化をを検検討討・・促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○ごみ処理広域化を推進する市町村への支援 

  

  

  

一一般般廃廃棄棄物物処処理理はは市市町町村村のの自自治治事事務務でですすがが、、循循環環型型社社会会のの形形成成をを推推進進すするるたためめににはは、、市市町町

村村域域をを越越ええてて、、広広域域及及びび効効果果・・効効率率的的なな事事業業規規模模やや減減量量化化・・再再生生利利用用等等ののシシスステテムム構構築築ななどどのの観観

点点かからら、、県県とと市市町町村村がが、、ななおお一一層層、、連連携携・・協協働働ししてて施施策策をを推推進進すするるここととがが必必要要とと考考ええまますす。。  

ここののここととかからら、、一一般般廃廃棄棄物物処処理理のの広広域域化化やや災災害害廃廃棄棄物物処処理理体体制制のの構構築築ななどど、、本本計計画画にに掲掲げげるる

広広域域的的なな課課題題やや県県とと市市町町村村のの連連携携強強化化がが必必要要なな課課題題のの解解決決にに向向けけてて、、県県とと市市町町村村がが連連携携・・協協働働

すするる「「奈奈良良モモデデルル」」にによよりり、、各各種種施施策策のの推推進進にに努努めめまますす。。  

一一般般廃廃棄棄物物処処理理のの広広域域化化ににつついいててはは、、ススケケーールルメメリリッットトにによよるる効効果果・・効効率率的的なな資資源源循循環環ななどどのの効効

果果がが期期待待ででききるるここととかからら、、県県でではは広広域域化化にに向向けけたた枠枠組組みみ調調整整やや調調査査へへのの支支援援、、「「奈奈良良モモデデルル」」補補

助助金金制制度度のの創創設設をを行行っっててききままししたた。。今今後後もも広広域域化化ののささららななるる推推進進にに向向けけたた枠枠組組みみのの検検討討をを進進めめるる

ととととももにに、、広広域域化化のの動動ききにに合合わわせせてて、、収収集集運運搬搬・・施施設設運運営営面面ででのの効効率率化化をを検検討討・・促促進進ししまますす。。  

  奈奈良良モモデデルルにによよるる効効果果・・効効率率的的ななごごみみ処処理理をを目目指指ししまますす。。  
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＜＜小小施施策策＞＞  

⑤⑤－－１１  災災害害廃廃棄棄物物処処理理のの相相互互支支援援体体制制のの整整備備  

県県内内のの全全市市町町村村等等とと締締結結ししてていいるる相相互互支支援援協協定定及及びび「「奈奈良良県県災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画」」（（平平成成 2288

（（22001166））年年３３月月策策定定））にに基基づづきき、、毎毎年年、、各各市市町町村村等等のの廃廃棄棄物物処処理理施施設設のの処処理理能能力力等等をを把把握握しし、、情情報報のの

共共有有をを図図りりななががらら、、民民間間業業者者のの活活用用をを含含めめ、、災災害害時時のの処処理理能能力力のの向向上上及及びび相相互互支支援援体体制制のの整整備備推推

進進をを図図りりまますす。。  

ままたた、、「「大大規規模模災災害害発発生生時時廃廃棄棄物物対対策策近近畿畿ブブロロッックク協協議議会会」」ににおおいいてて、、近近畿畿２２府府４４県県及及びび政政令令市市・・

中中核核市市等等がが参参加加ししてて、、近近畿畿圏圏ににおおけけるる相相互互支支援援ににつついいててのの検検討討がが進進めめらられれてていいまますすがが、、東東日日本本大大

震震災災ののよよううなな大大規規模模災災害害にに備備ええるるたためめににはは、、近近畿畿圏圏をを越越ええてて中中部部圏圏やや中中国国四四国国等等ととのの広広域域間間のの相相

互互支支援援体体制制もも必必要要ととななるるここととかからら、、国国、、関関係係府府県県間間等等ととのの連連携携をを密密ににししてて、、広広域域的的なな相相互互支支援援協協定定のの

締締結結にに向向けけてて積積極極的的にに取取りり組組みみまますす。。  

ななおお、、大大規規模模災災害害発発生生時時にに発発生生当当初初かからら被被災災市市町町村村をを緊緊急急的的にに支支援援すするるたためめにに設設置置・・任任命命ししたた

「「県県災災害害廃廃棄棄物物処処理理緊緊急急支支援援要要員員」」（（平平成成 2299（（22001177））年年 1111月月））ににつついいてて、、そそのの体体制制をを維維持持すするるとととともも

にに、、市市町町村村災災害害廃廃棄棄物物処処理理担担当当者者ととのの連連携携・・協協働働体体制制をを構構築築ししまますす。。  

（事業例） 

○災害廃棄物処理緊急支援要員の設置・任命 

○県・市町村等の情報共有、体制整備・更新 

○市町村等の処理能力等を把握する相互支援データベースの作成・共有 

○相互支援マニュアルの作成・共有 

○他府県等との広域相互支援協定の促進 

 

⑤⑤－－２２  県県災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画にに基基づづくく教教育育・・訓訓練練  

大大規規模模災災害害にに備備ええるる体体制制をを整整備備・・維維持持すするるたためめ、、平平常常時時かからら廃廃棄棄物物処処理理等等担担当当職職員員及及びび災災害害廃廃

棄棄物物処処理理緊緊急急支支援援要要員員をを対対象象にに、、県県・・市市町町村村合合同同のの「「教教育育・・訓訓練練」」をを継継続続的的にに実実施施ししまますす。。  

ままたた、、教教育育・・訓訓練練をを効効果果的的にに実実施施すするるととととももにに、、そそのの成成果果をを共共有有すするるたためめ、、県県・・市市町町村村にによよるる「「奈奈良良

県県災災害害廃廃棄棄物物対対策策連連絡絡会会（（県県・・市市町町村村担担当当部部課課長長会会議議））」」（（平平成成 2288（（22001166））年年度度設設置置））をを運運営営ししまますす。。  

（事業例） 

○「奈良県災害廃棄物対策連絡会」の設置・運営 

○県・市町村・関係機関合同の教育・訓練の実施 

 

⑤⑤－－３３  市市町町村村のの災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画のの策策定定促促進進 

県県災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画のの周周知知・・共共有有をを図図りり、、市市町町村村ににおおけけるる災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画のの策策定定・・見見直直しし

をを促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○市町村災害廃棄物処理計画の策定・見直しの促進 

○計画を策定する市町村への技術的支援 
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（（６６））安安全全なな生生活活環環境境のの確確保保  

【【施施策策のの方方向向】】  

心心身身ととももにに健健康康でで、、快快適適・・安安全全・・安安心心なな暮暮ららししががででききるるよようう、、私私たたちちのの身身のの回回りりをを取取りり巻巻くく生生活活環環境境（（

大大気気、、土土壌壌、、騒騒音音、、土土地地改改変変ななどど））をを保保全全すするるたためめのの対対策策をを講講じじまますす。。ままたた、、有有害害なな化化学学物物質質のの適適正正

処処理理をを促促進進すするるととととももにに、、空空間間放放射射線線量量のの常常時時監監視視やや未未だだ発発生生メメカカニニズズムムがが解解明明さされれてていいなないい光光化化

学学オオキキシシダダンントトやや微微小小粒粒子子状状物物質質（（PPMM22..55））にに係係るる調調査査研研究究ななどどのの取取組組をを推推進進ししまますす。。  

 

【【現現況況・・目目標標値値（（指指標標設設定定にによよるる評評価価））】】  

指標設定の 

趣旨 
指標項目 

現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 
小施策 

きれいな大気

が保たれてい

るかを評価す

る指標として活

用 

大気環境基準 

達成率※１ 

 

二酸化硫黄（SO2） 
100% 

（11／11） 
100% 

大気環境

の保全対

策 

二酸化窒素（NO2） 
100% 

（12／12） 
100% 

一酸化炭素（CO） 
100% 

（5／5） 
100% 

浮遊粒子状物質（SPM） 
100% 

（14／14） 
100% 

光化学オキシダント（Ox） 
0% 

（0／8） 測定数値に

対する迅速

な対応、情報

提供を行う※２ 微小粒子状物質（PM2.5） 
100% 

（9／9） 

生活環境の保

全対策の状況

を評価する指

標として活用 

ダイオキシン類の環境基準達成率※１ 
100% 

（8／8） 
100% 

生活環境

の保全対

策 
公害苦情件数（騒音、振動、悪臭等） 160件 件数の減 

※１：現況値の（  ）は、環境基準達成箇所数／測定箇所数 

※２：数値目標の設定になじまないため、数値への対応を記載（ただし、実績値は評価する） 
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⑥⑥－－２２  災災害害廃廃棄棄物物処処理理対対策策のの推推進進  

（事業例） 

○災害廃棄物処理緊急支援要員の設置・任命 

○県・市町村等の情報共有、体制整備・更新 

○「奈良県災害廃棄物対策連絡会」の設置・運営 

○県・市町村・関係機関合同の教育・訓練の実施 

○市町村災害廃棄物処理計画の策定・見直しの促進 

○計画を策定する市町村への技術的支援 

  

⑥⑥－－３３  廃廃棄棄物物のの減減量量化化・・再再生生利利用用のの推推進進  

廃廃棄棄物物のの減減量量化化・・再再生生利利用用をを推推進進すするるたためめ、、特特にに、、家家庭庭系系ののペペッットトボボトトルル・・容容器器包包装装ププララススチチッックク、、

事事業業系系のの紙紙類類ののリリササイイククルル促促進進ににつついいてて、、調調査査等等のの効効果果・・効効率率性性及及びび情情報報のの共共有有化化等等のの観観点点かからら、、

県県・・市市町町村村のの連連携携・・協協働働にによよるる取取組組のの充充実実をを図図りりまますす。。ままたた、、事事業業系系一一般般廃廃棄棄物物やや各各分分野野・・業業種種ににおお

けけるる産産業業廃廃棄棄物物のの再再資資源源化化等等のの実実態態把把握握にに努努めめ、、重重点点化化すするる施施策策・・事事業業をを検検討討・・推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○リサイクルの広域連携による効果・効率化の検討 

○事業系一般廃棄物の再資源化等実態調査 

○各分野・業種の産業廃棄物の再生利用等実態調査 

○リサイクル（再生利用）・リユース（再使用）を促進するための啓発、関連情報の発信 

  

⑥⑥－－４４  不不法法投投棄棄・・使使用用済済家家電電等等対対策策のの強強化化  

（事業例） 

○使用済家電等の回収事業者への立入調査・指導等の強化 

○奈良県使用済家電等対策連絡会による対策推進 

○「不法投棄ゼロ作戦」強化週間キャンペーンの実施 

○「環境の日・環境月間」における県内一斉パトロール等の実施 

○不法投棄廃棄物の一斉撤去（奈良県産業廃棄物協会、市町村等との連携） 
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（（６６））安安全全なな生生活活環環境境のの確確保保  

【【施施策策のの方方向向】】  

心心身身ととももにに健健康康でで、、快快適適・・安安全全・・安安心心なな暮暮ららししががででききるるよようう、、私私たたちちのの身身のの回回りりをを取取りり巻巻くく生生活活環環境境（（

大大気気、、土土壌壌、、騒騒音音、、土土地地改改変変ななどど））をを保保全全すするるたためめのの対対策策をを講講じじまますす。。ままたた、、有有害害なな化化学学物物質質のの適適正正

処処理理をを促促進進すするるととととももにに、、空空間間放放射射線線量量のの常常時時監監視視やや未未だだ発発生生メメカカニニズズムムがが解解明明さされれてていいなないい光光化化

学学オオキキシシダダンントトやや微微小小粒粒子子状状物物質質（（PPMM22..55））にに係係るる調調査査研研究究ななどどのの取取組組をを推推進進ししまますす。。  

 

【【現現況況・・目目標標値値（（指指標標設設定定にによよるる評評価価））】】  

指標設定の 

趣旨 
指標項目 

現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 
小施策 

きれいな大気

が保たれてい

るかを評価す

る指標として活

用 

大気環境基準 

達成率※１ 

 

二酸化硫黄（SO2） 
100% 

（11／11） 
100% 

大気環境

の保全対

策 

二酸化窒素（NO2） 
100% 

（12／12） 
100% 

一酸化炭素（CO） 
100% 

（5／5） 
100% 

浮遊粒子状物質（SPM） 
100% 

（14／14） 
100% 

光化学オキシダント（Ox） 
0% 

（0／8） 測定数値に

対する迅速

な対応、情報

提供を行う※２ 微小粒子状物質（PM2.5） 
100% 

（9／9） 

生活環境の保

全対策の状況

を評価する指

標として活用 

ダイオキシン類の環境基準達成率※１ 
100% 

（8／8） 
100% 

生活環境

の保全対

策 
公害苦情件数（騒音、振動、悪臭等） 160件 件数の減 

※１：現況値の（  ）は、環境基準達成箇所数／測定箇所数 

※２：数値目標の設定になじまないため、数値への対応を記載（ただし、実績値は評価する） 
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⑥⑥－－２２  災災害害廃廃棄棄物物処処理理対対策策のの推推進進  

（事業例） 

○災害廃棄物処理緊急支援要員の設置・任命 

○県・市町村等の情報共有、体制整備・更新 

○「奈良県災害廃棄物対策連絡会」の設置・運営 

○県・市町村・関係機関合同の教育・訓練の実施 

○市町村災害廃棄物処理計画の策定・見直しの促進 

○計画を策定する市町村への技術的支援 

  

⑥⑥－－３３  廃廃棄棄物物のの減減量量化化・・再再生生利利用用のの推推進進  

廃廃棄棄物物のの減減量量化化・・再再生生利利用用をを推推進進すするるたためめ、、特特にに、、家家庭庭系系ののペペッットトボボトトルル・・容容器器包包装装ププララススチチッックク、、

事事業業系系のの紙紙類類ののリリササイイククルル促促進進ににつついいてて、、調調査査等等のの効効果果・・効効率率性性及及びび情情報報のの共共有有化化等等のの観観点点かからら、、

県県・・市市町町村村のの連連携携・・協協働働にによよるる取取組組のの充充実実をを図図りりまますす。。ままたた、、事事業業系系一一般般廃廃棄棄物物やや各各分分野野・・業業種種ににおお

けけるる産産業業廃廃棄棄物物のの再再資資源源化化等等のの実実態態把把握握にに努努めめ、、重重点点化化すするる施施策策・・事事業業をを検検討討・・推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○リサイクルの広域連携による効果・効率化の検討 

○事業系一般廃棄物の再資源化等実態調査 

○各分野・業種の産業廃棄物の再生利用等実態調査 

○リサイクル（再生利用）・リユース（再使用）を促進するための啓発、関連情報の発信 

  

⑥⑥－－４４  不不法法投投棄棄・・使使用用済済家家電電等等対対策策のの強強化化  

（事業例） 

○使用済家電等の回収事業者への立入調査・指導等の強化 

○奈良県使用済家電等対策連絡会による対策推進 

○「不法投棄ゼロ作戦」強化週間キャンペーンの実施 

○「環境の日・環境月間」における県内一斉パトロール等の実施 

○不法投棄廃棄物の一斉撤去（奈良県産業廃棄物協会、市町村等との連携） 
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＜＜小小施施策策＞＞  

①①－－１１  大大気気汚汚染染物物質質対対策策  

大大気気環環境境のの保保全全をを図図るるたためめ、、大大気気汚汚染染防防止止法法及及びび生生活活環環境境保保全全条条例例にに基基づづきき、、工工場場・・事事業業場場等等

かかららのの監監視視・・指指導導をを徹徹底底しし、、高高濃濃度度時時ににはは迅迅速速・・的的確確なな措措置置をを講講じじまますす。。ままたた、、自自動動車車等等のの移移動動発発生生

源源かかららのの排排出出抑抑制制対対策策ととししてて、、次次世世代代自自動動車車のの導導入入をを促促進進すするるととととももにに、、公公共共交交通通機機関関やや自自転転車車のの

利利用用促促進進、、交交通通管管制制シシスステテムムのの高高度度化化等等のの交交通通円円滑滑化化対対策策にによよるる道道路路交交通通のの渋渋滞滞解解消消、、及及びび農農産産

物物等等のの地地産産地地消消のの推推進進ななどどにに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○大気汚染物質の常時監視 

○工場･事業場の指導等 

○次世代自動車の導入促進 

○エコドライブの推進 

○移動ニーズに対応する公共交通の維持確保及び利用促進 

○地域の主要渋滞箇所における渋滞対策の推進 

○交通円滑化対策の推進 

○自転車周遊環境の整備推進 

○ぐるっとバスの運行など奈良中心市街地における公共交通の利用環境の向上  

○農産物等の地産地消の推進 

  

①①－－２２  光光化化学学オオキキシシダダンントト及及びび微微小小粒粒子子状状物物質質（（PPMM22..55））対対策策  

光光化化学学オオキキシシダダンントト及及びび微微小小粒粒子子状状物物質質（（PPMM22..55））へへのの対対策策ととししてて、、常常時時監監視視にによよるるデデーータタのの蓄蓄積積やや

成成分分分分析析にによよるる原原因因解解明明をを行行ううととととももにに、、県県民民のの健健康康被被害害のの未未然然防防止止ののたためめ、、高高濃濃度度時時ににはは県県民民にに

一一斉斉メメーールルをを配配信信すするるななどど迅迅速速・・的的確確なな対対応応をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○大気汚染物質の常時監視 

○光化学スモッグ注意報等の迅速な対応 

○微小粒子状物質（PM2.5）に係る「注意喚起のための暫定的な指針」に基づく迅速・的確な対応 

○微小粒子状物質（PM2.5）の原因解明に向けた調査研究 

  

①①－－３３  酸酸性性雨雨対対策策  

酸酸性性雨雨のの実実態態及及びび長長期期的的なな影影響響をを把把握握すするるたためめ、、国国及及びび他他府府県県等等とと連連携携ししたた酸酸性性雨雨モモニニタタリリンンググ

調調査査をを実実施施すするるととととももにに、、県県内内ににおおけけるる原原因因物物質質のの排排出出抑抑制制にに係係るる取取組組をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○酸性雨モニタリング調査 

○工場･事業場の指導等 
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①①  大大気気環環境境のの保保全全対対策策  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

きれいな大気が保

たれているかを評

価する指標として

活用 

大気環境基準 

達成率※１ 

二酸化硫黄（SO2） 
100% 

（11／11） 
100% 

二酸化窒素（NO2） 
100% 

（12／12） 
100% 

一酸化炭素（CO） 
100% 

（5／5） 
100% 

浮遊粒子状物質（SPM） 
100% 

（14／14） 
100% 

光化学オキシダント（Ox） 
0% 

（0／8） 
測定数値に対す

る迅速な対応、情

報提供を行う※2 
微小粒子状物質（PM2.5） 

100% 

（9／9） 

※１：現況値の（  ）は、環境基準達成箇所数／測定箇所数 

※２：数値目標の設定になじまないため、数値への対応を記載（ただし、実績値は評価する） 

  

  

  

大大気気中中ににおおけけるる二二酸酸化化硫硫黄黄（（SSOO22））、、二二酸酸化化窒窒素素（（NNOO22））、、一一酸酸化化炭炭素素（（CCOO））等等はは、、環環境境基基準準をを達達

成成ししてていいまますすがが、、光光化化学学オオキキシシダダンントト（（OOxx））ににつついいててはは、、全全ててのの測測定定地地点点でで環環境境基基準準をを達達成成ししてていい

なないいここととかからら、、県県民民のの健健康康被被害害のの防防止止をを図図るるととととももにに、、原原因因解解明明にに取取りり組組むむ必必要要ががあありりまますす。。ままたた、、

大大気気汚汚染染物物質質のの固固定定発発生生源源対対策策ととししててはは、、工工場場・・事事業業場場にに対対すするる排排出出規規制制・・指指導導をを進進めめるるとととともも

にに、、自自動動車車等等のの移移動動発発生生源源対対策策ににもも取取りり組組むむ必必要要ががあありりまますす。。  

酸酸性性雨雨ににつついいててはは、、東東アアジジアア地地域域ににおおけけるる大大気気汚汚染染物物質質排排出出量量のの減減少少ととととももにに ppHHのの上上昇昇のの兆兆

候候ががみみらられれるるもものののの、、引引きき続続きき酸酸性性化化ししたた状状態態ででああるるここととかからら、、実実態態把把握握をを継継続続すするるととととももにに、、ささらら

にに大大気気汚汚染染物物質質のの排排出出抑抑制制をを図図るる必必要要ががあありりまますす。。  

健健康康でで安安全全なな日日常常生生活活がが営営めめるるよようう、、ききれれいいなな大大気気環環境境のの保保全全対対策策をを進進めめまますす。。  

第
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＜＜小小施施策策＞＞  

①①－－１１  大大気気汚汚染染物物質質対対策策  

大大気気環環境境のの保保全全をを図図るるたためめ、、大大気気汚汚染染防防止止法法及及びび生生活活環環境境保保全全条条例例にに基基づづきき、、工工場場・・事事業業場場等等

かかららのの監監視視・・指指導導をを徹徹底底しし、、高高濃濃度度時時ににはは迅迅速速・・的的確確なな措措置置をを講講じじまますす。。ままたた、、自自動動車車等等のの移移動動発発生生

源源かかららのの排排出出抑抑制制対対策策ととししてて、、次次世世代代自自動動車車のの導導入入をを促促進進すするるととととももにに、、公公共共交交通通機機関関やや自自転転車車のの

利利用用促促進進、、交交通通管管制制シシスステテムムのの高高度度化化等等のの交交通通円円滑滑化化対対策策にによよるる道道路路交交通通のの渋渋滞滞解解消消、、及及びび農農産産

物物等等のの地地産産地地消消のの推推進進ななどどにに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○大気汚染物質の常時監視 

○工場･事業場の指導等 

○次世代自動車の導入促進 

○エコドライブの推進 

○移動ニーズに対応する公共交通の維持確保及び利用促進 

○地域の主要渋滞箇所における渋滞対策の推進 

○交通円滑化対策の推進 

○自転車周遊環境の整備推進 

○ぐるっとバスの運行など奈良中心市街地における公共交通の利用環境の向上  

○農産物等の地産地消の推進 

  

①①－－２２  光光化化学学オオキキシシダダンントト及及びび微微小小粒粒子子状状物物質質（（PPMM22..55））対対策策  

光光化化学学オオキキシシダダンントト及及びび微微小小粒粒子子状状物物質質（（PPMM22..55））へへのの対対策策ととししてて、、常常時時監監視視にによよるるデデーータタのの蓄蓄積積やや

成成分分分分析析にによよるる原原因因解解明明をを行行ううととととももにに、、県県民民のの健健康康被被害害のの未未然然防防止止ののたためめ、、高高濃濃度度時時ににはは県県民民にに

一一斉斉メメーールルをを配配信信すするるななどど迅迅速速・・的的確確なな対対応応をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○大気汚染物質の常時監視 

○光化学スモッグ注意報等の迅速な対応 

○微小粒子状物質（PM2.5）に係る「注意喚起のための暫定的な指針」に基づく迅速・的確な対応 

○微小粒子状物質（PM2.5）の原因解明に向けた調査研究 

  

①①－－３３  酸酸性性雨雨対対策策  

酸酸性性雨雨のの実実態態及及びび長長期期的的なな影影響響をを把把握握すするるたためめ、、国国及及びび他他府府県県等等とと連連携携ししたた酸酸性性雨雨モモニニタタリリンンググ

調調査査をを実実施施すするるととととももにに、、県県内内ににおおけけるる原原因因物物質質のの排排出出抑抑制制にに係係るる取取組組をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○酸性雨モニタリング調査 

○工場･事業場の指導等 
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①①  大大気気環環境境のの保保全全対対策策  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

きれいな大気が保

たれているかを評

価する指標として

活用 

大気環境基準 

達成率※１ 

二酸化硫黄（SO2） 
100% 

（11／11） 
100% 

二酸化窒素（NO2） 
100% 

（12／12） 
100% 

一酸化炭素（CO） 
100% 

（5／5） 
100% 

浮遊粒子状物質（SPM） 
100% 

（14／14） 
100% 

光化学オキシダント（Ox） 
0% 

（0／8） 
測定数値に対す

る迅速な対応、情

報提供を行う※2 
微小粒子状物質（PM2.5） 

100% 

（9／9） 

※１：現況値の（  ）は、環境基準達成箇所数／測定箇所数 

※２：数値目標の設定になじまないため、数値への対応を記載（ただし、実績値は評価する） 

  

  

  

大大気気中中ににおおけけるる二二酸酸化化硫硫黄黄（（SSOO22））、、二二酸酸化化窒窒素素（（NNOO22））、、一一酸酸化化炭炭素素（（CCOO））等等はは、、環環境境基基準準をを達達

成成ししてていいまますすがが、、光光化化学学オオキキシシダダンントト（（OOxx））ににつついいててはは、、全全ててのの測測定定地地点点でで環環境境基基準準をを達達成成ししてていい

なないいここととかからら、、県県民民のの健健康康被被害害のの防防止止をを図図るるととととももにに、、原原因因解解明明にに取取りり組組むむ必必要要ががあありりまますす。。ままたた、、

大大気気汚汚染染物物質質のの固固定定発発生生源源対対策策ととししててはは、、工工場場・・事事業業場場にに対対すするる排排出出規規制制・・指指導導をを進進めめるるとととともも

にに、、自自動動車車等等のの移移動動発発生生源源対対策策ににもも取取りり組組むむ必必要要ががあありりまますす。。  

酸酸性性雨雨ににつついいててはは、、東東アアジジアア地地域域ににおおけけるる大大気気汚汚染染物物質質排排出出量量のの減減少少ととととももにに ppHHのの上上昇昇のの兆兆

候候ががみみらられれるるもものののの、、引引きき続続きき酸酸性性化化ししたた状状態態ででああるるここととかからら、、実実態態把把握握をを継継続続すするるととととももにに、、ささらら

にに大大気気汚汚染染物物質質のの排排出出抑抑制制をを図図るる必必要要ががあありりまますす。。  

健健康康でで安安全全なな日日常常生生活活がが営営めめるるよようう、、ききれれいいなな大大気気環環境境のの保保全全対対策策をを進進めめまますす。。  
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＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  化化学学物物質質対対策策  

化化学学物物質質等等にによよるる健健康康被被害害やや環環境境汚汚染染をを未未然然にに防防止止すするるたためめ、、ダダイイオオキキシシンン類類等等ののモモニニタタリリンンググ

調調査査をを実実施施すするるととととももにに、、アアススベベスストト・・PPCCBB廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理等等ににつついいててのの監監督督・・指指導導をを徹徹底底ししまますす。。

ままたた、、化化学学物物質質等等にに関関すするる情情報報をを発発信信しし県県民民のの不不安安解解消消にに努努めめまますす。。  

（事業例） 

○ダイオキシン類のモニタリング調査 

○アスベストや PCB等廃棄物の適正処理の促進 

○土壌汚染対策の推進 

○PRTR制度による事業者等の化学物質の自主的管理の促進 

 

②②－－２２  騒騒音音・・振振動動・・悪悪臭臭対対策策  

騒騒音音、、振振動動、、悪悪臭臭にによよるる被被害害をを出出ささなないいたためめ、、法法令令等等にに基基づづきき、、市市町町村村にに対対すするる助助言言とと緊緊密密なな連連

絡絡調調整整をを図図りりななががらら、、工工場場やや事事業業場場、、建建設設作作業業にに対対すするる規規制制、、指指導導をを行行いいまますす。。  

（事業例） 

○自動車騒音の常時監視 

○家畜排せつ物の適正管理の指導 

  

②②－－３３  土土地地のの改改変変にに係係るる監監視視・・指指導導  

土土地地のの改改変変にに関関しし、、無無許許可可・・無無届届事事案案、、許許可可・・届届出出済済箇箇所所ででのの新新たたなな違違反反行行為為をを早早期期にに把把握握しし、、

連連携携対対応応すするるたためめ監監視視をを強強化化ししまますす。。  

（事業例） 

○土地規制法所管所属の横断的な連携による監視・指導 

○協定に基づく市町村との協働監視の実施（土砂条例を制定している１３市町村） 

○衛星写真による土地改変箇所のスクリーニング 

○ヘリコプターよるスカイパトロール 

○民間警備会社による監視パトロール 

 

②②－－４４  放放射射線線モモニニタタリリンンググのの実実施施  

平平常常時時のの人人へへのの実実効効線線量量のの算算定定のの基基礎礎資資料料をを得得るるこことと、、国国内内ににおおけけるる原原子子力力災災害害等等にによよるる空空間間

放放射射線線量量率率のの上上昇昇をを把把握握すするるこことと、、又又県県民民のの安安全全・・安安心心をを確確保保すするるたためめ、、引引きき続続きき、、大大気気やや土土壌壌ななどど

のの放放射射線線量量のの測測定定・・監監視視をを行行ううととととももにに、、そそのの測測定定結結果果をを情情報報提提供供ししまますす。。  

（事業例） 

○放射線量の常時監視 
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②②  生生活活環環境境のの保保全全対対策策  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

生活環境の保全対策の

状況を評価する指標とし

て活用 

ダイオキシン類の環境基準達成率※ 
100% 

（8／8） 
100% 

公害苦情件数（騒音、振動、悪臭等） 160件 件数の減 

※：現況値の（  ）は、環境基準達成箇所数／測定箇所数 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

私私たたちちのの日日常常生生活活やや事事業業活活動動ににおおいいてて、、そそのの利利便便性性かからら直直接接・・間間接接をを問問わわずず多多くくのの化化学学物物質質

がが使使用用さされれてていいまますすがが、、そそれれららがが環環境境中中にに漏漏出出ししたた場場合合ににはは、、人人のの健健康康やや生生態態系系にに影影響響をを及及ぼぼ

すすおおそそれれががあありりまますす。。県県でではは、、環環境境中中ににおおけけるるダダイイオオキキシシンン類類等等のの調調査査をを行行っってていいまますすがが、、全全ててのの

地地点点でで環環境境基基準準をを達達成成ししてていいまますす。。  

一一方方、、化化学学物物質質にによよるる環環境境汚汚染染をを未未然然にに防防止止すするるたためめににはは、、そそれれららがが環環境境にに与与ええるる影影響響をを評評価価

しし、、実実態態をを把把握握ししたたううええでで適適切切にに管管理理すするるととととももにに、、環環境境中中へへのの排排出出量量をを減減ららしし、、環環境境リリススククをを総総合合

的的にに低低減減ささせせてていいくくここととがが重重要要でですす。。アアススベベスストトににつついいててはは、、建建物物解解体体時時等等のの適適正正処処理理をを確確保保すす

るるととととももにに、、健健康康相相談談のの実実施施やや適適切切なな情情報報提提供供ななどどにによよりり、、県県民民のの健健康康被被害害にに対対応応ししてていいくくここととがが

求求めめらられれてていいまますす。。  

土土壌壌汚汚染染やや騒騒音音・・振振動動・・悪悪臭臭ににつついいててもも､､事事業業場場等等にに対対ししてて規規制制、、指指導導をを行行っってていいくく必必要要ががあありり､､

ままたた、、周周辺辺環環境境にに影影響響をを及及ぼぼすす可可能能性性ののああるる土土地地のの改改変変ににつついいててもも監監視視・・指指導導のの強強化化がが必必要要でで

すす。。放放射射性性物物質質ににつついいててはは、、引引きき続続きき、、大大気気やや土土壌壌ななどどのの放放射射線線量量をを定定期期・・定定点点でで測測定定・・監監視視をを

行行ううととととももにに、、そそのの測測定定結結果果のの情情報報提提供供をを行行いい、、県県民民のの安安全全・・安安心心をを確確保保すするる必必要要ががあありりまますす。。  

健健康康でで安安全全なな日日常常生生活活がが営営めめるるよようう、、ききれれいいなな生生活活環環境境をを確確保保ししまますす。。  
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図図４４－－６６－－１１  環環境境中中にに排排出出さされれるる化化学学物物質質のの量量（（ｔｔ））  

 

図図４４－－６６－－２２  公公害害苦苦情情件件数数【【騒騒音音・・振振動動・・悪悪臭臭】】  
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＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  化化学学物物質質対対策策  

化化学学物物質質等等にによよるる健健康康被被害害やや環環境境汚汚染染をを未未然然にに防防止止すするるたためめ、、ダダイイオオキキシシンン類類等等ののモモニニタタリリンンググ

調調査査をを実実施施すするるととととももにに、、アアススベベスストト・・PPCCBB廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理等等ににつついいててのの監監督督・・指指導導をを徹徹底底ししまますす。。

ままたた、、化化学学物物質質等等にに関関すするる情情報報をを発発信信しし県県民民のの不不安安解解消消にに努努めめまますす。。  

（事業例） 

○ダイオキシン類のモニタリング調査 

○アスベストや PCB等廃棄物の適正処理の促進 

○土壌汚染対策の推進 

○PRTR制度による事業者等の化学物質の自主的管理の促進 

 

②②－－２２  騒騒音音・・振振動動・・悪悪臭臭対対策策  

騒騒音音、、振振動動、、悪悪臭臭にによよるる被被害害をを出出ささなないいたためめ、、法法令令等等にに基基づづきき、、市市町町村村にに対対すするる助助言言とと緊緊密密なな連連

絡絡調調整整をを図図りりななががらら、、工工場場やや事事業業場場、、建建設設作作業業にに対対すするる規規制制、、指指導導をを行行いいまますす。。  

（事業例） 

○自動車騒音の常時監視 

○家畜排せつ物の適正管理の指導 

  

②②－－３３  土土地地のの改改変変にに係係るる監監視視・・指指導導  

土土地地のの改改変変にに関関しし、、無無許許可可・・無無届届事事案案、、許許可可・・届届出出済済箇箇所所ででのの新新たたなな違違反反行行為為をを早早期期にに把把握握しし、、

連連携携対対応応すするるたためめ監監視視をを強強化化ししまますす。。  

（事業例） 

○土地規制法所管所属の横断的な連携による監視・指導 

○協定に基づく市町村との協働監視の実施（土砂条例を制定している１３市町村） 

○衛星写真による土地改変箇所のスクリーニング 

○ヘリコプターよるスカイパトロール 

○民間警備会社による監視パトロール 

 

②②－－４４  放放射射線線モモニニタタリリンンググのの実実施施  

平平常常時時のの人人へへのの実実効効線線量量のの算算定定のの基基礎礎資資料料をを得得るるこことと、、国国内内ににおおけけるる原原子子力力災災害害等等にによよるる空空間間

放放射射線線量量率率のの上上昇昇をを把把握握すするるこことと、、又又県県民民のの安安全全・・安安心心をを確確保保すするるたためめ、、引引きき続続きき、、大大気気やや土土壌壌ななどど

のの放放射射線線量量のの測測定定・・監監視視をを行行ううととととももにに、、そそのの測測定定結結果果をを情情報報提提供供ししまますす。。  

（事業例） 

○放射線量の常時監視 
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②②  生生活活環環境境のの保保全全対対策策  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

生活環境の保全対策の

状況を評価する指標とし

て活用 

ダイオキシン類の環境基準達成率※ 
100% 

（8／8） 
100% 

公害苦情件数（騒音、振動、悪臭等） 160件 件数の減 

※：現況値の（  ）は、環境基準達成箇所数／測定箇所数 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

私私たたちちのの日日常常生生活活やや事事業業活活動動ににおおいいてて、、そそのの利利便便性性かからら直直接接・・間間接接をを問問わわずず多多くくのの化化学学物物質質

がが使使用用さされれてていいまますすがが、、そそれれららがが環環境境中中にに漏漏出出ししたた場場合合ににはは、、人人のの健健康康やや生生態態系系にに影影響響をを及及ぼぼ

すすおおそそれれががあありりまますす。。県県でではは、、環環境境中中ににおおけけるるダダイイオオキキシシンン類類等等のの調調査査をを行行っってていいまますすがが、、全全ててのの

地地点点でで環環境境基基準準をを達達成成ししてていいまますす。。  

一一方方、、化化学学物物質質にによよるる環環境境汚汚染染をを未未然然にに防防止止すするるたためめににはは、、そそれれららがが環環境境にに与与ええるる影影響響をを評評価価

しし、、実実態態をを把把握握ししたたううええでで適適切切にに管管理理すするるととととももにに、、環環境境中中へへのの排排出出量量をを減減ららしし、、環環境境リリススククをを総総合合

的的にに低低減減ささせせてていいくくここととがが重重要要でですす。。アアススベベスストトににつついいててはは、、建建物物解解体体時時等等のの適適正正処処理理をを確確保保すす

るるととととももにに、、健健康康相相談談のの実実施施やや適適切切なな情情報報提提供供ななどどにによよりり、、県県民民のの健健康康被被害害にに対対応応ししてていいくくここととがが

求求めめらられれてていいまますす。。  

土土壌壌汚汚染染やや騒騒音音・・振振動動・・悪悪臭臭ににつついいててもも､､事事業業場場等等にに対対ししてて規規制制、、指指導導をを行行っってていいくく必必要要ががあありり､､

ままたた、、周周辺辺環環境境にに影影響響をを及及ぼぼすす可可能能性性ののああるる土土地地のの改改変変ににつついいててもも監監視視・・指指導導のの強強化化がが必必要要でで

すす。。放放射射性性物物質質ににつついいててはは、、引引きき続続きき、、大大気気やや土土壌壌ななどどのの放放射射線線量量をを定定期期・・定定点点でで測測定定・・監監視視をを

行行ううととととももにに、、そそのの測測定定結結果果のの情情報報提提供供をを行行いい、、県県民民のの安安全全・・安安心心をを確確保保すするる必必要要ががあありりまますす。。  

健健康康でで安安全全なな日日常常生生活活がが営営めめるるよようう、、ききれれいいなな生生活活環環境境をを確確保保ししまますす。。  
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図図４４－－６６－－１１  環環境境中中にに排排出出さされれるる化化学学物物質質のの量量（（ｔｔ））  

 

図図４４－－６６－－２２  公公害害苦苦情情件件数数【【騒騒音音・・振振動動・・悪悪臭臭】】  
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（（７７））生生物物多多様様性性のの保保全全  

【【施施策策のの方方向向】】  

豊豊かかなな生生物物多多様様性性のの恵恵みみをを将将来来のの世世代代にに引引きき継継いいででいいくくたためめ、、「「生生物物多多様様性性なならら戦戦略略」」にに基基づづきき、、

県県民民、、ＮＮＰＰＯＯ、、事事業業者者、、教教育育・・研研究究機機関関等等とと協協働働ししてて良良好好なな自自然然環環境境をを保保全全ししまますす。。ままたた、、絶絶滅滅ののおおそそ

れれののああるる希希少少なな野野生生動動植植物物のの生生息息・・生生育育環環境境のの保保全全・・再再生生にに取取りり組組むむととととももにに、、増増ええすすぎぎたた野野生生動動物物

のの適適正正なな密密度度管管理理やや外外来来種種にによよるる生生態態系系ののかかくく乱乱やや農農林林水水産産業業等等へへのの被被害害防防止止のの取取組組をを推推進進ししまま

すす。。  

  

【【現現況況・・目目標標値値（（指指標標設設定定にによよるる評評価価））】】  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 
小施策 

希少な野生動植物の

保護管理の状況を評

価する指標として活用 

特定希少野生動植物の指定数 

（生物多様性なら戦略に基づく） 
12種 20種 

生物多様性の

保全と再生 

生物多様性保全の取

組を評価する指標とし

て活用 

混交林への誘導整備面積 0ha 1,100 ha 

ニホンジカの捕獲数 

（メス）5,462

頭／年 

（オス）4,115

頭／年 

（メス）6,000

頭／年 

（オス）4,000

頭／年 

環境にやさしい農業シンボルマー

ク認証団体数 
49団体 52団体 

生態系サ

ービスの

持続可能

な利用 

エコファーマー認証者数 912人 950人 

「なら生物多様性ネットワーク」 

参画団体数 
87団体 90団体 
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③③  環環境境保保全全のの基基盤盤的的ススキキーームムのの推推進進  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜小小施施策策＞＞  

③③－－１１  環環境境影影響響評評価価制制度度のの推推進進  

大大規規模模なな開開発発行行為為等等にによよるる環環境境汚汚染染やや自自然然環環境境のの破破壊壊ななどどをを未未然然にに防防止止すするるたためめ、、環環境境影影響響評評

価価制制度度のの適適切切なな運運用用やや普普及及啓啓発発にに取取りり組組みみまますす。。ままたた、、法法・・条条例例がが適適用用さされれなないい小小規規模模なな開開発発行行為為

のの実実施施ににああたたっっててもも、、環環境境にに配配慮慮ししたた取取組組がが行行わわれれるるよようう、、県県がが独独自自にに作作成成ししたた「「環環境境配配慮慮指指針針」」のの

普普及及・・啓啓発発をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○環境影響評価制度の適切な運用 

○環境配慮指針の普及啓発 

 

③③－－２２  環環境境にに関関すするる調調査査研研究究のの推推進進  

複複雑雑化化ししたた環環境境問問題題をを解解決決ししてていいくくたためめ、、公公設設試試験験研研究究機機関関のの各各分分野野ににおおけけるる共共同同研研究究等等にによよりり、、

環環境境分分野野にに関関わわるる調調査査研研究究機機能能やや技技術術開開発発体体制制のの強強化化をを図図るるととととももにに、、相相互互のの連連携携をを推推進進ししまますす。。

ままたた、、国国、、地地方方公公共共団団体体、、大大学学、、民民間間のの研研究究機機関関等等ととのの連連携携をを図図りり、、情情報報交交換換・・共共同同研研究究をを推推進進ししまま

すす。。  

（事業例） 

○公設試験研究機関における調査研究 

○国等他の研究機関との連携・情報交換・共同研究推進 

○研究成果の県民・事業者への還元 

 

 

 

 

今今日日のの環環境境問問題題はは複複雑雑多多様様化化ししてていいるるここととかからら、、従従来来かかららのの直直接接的的なな規規制制方方法法だだけけででななくく、、環環

境境影影響響評評価価にによよるる予予防防的的・・予予見見的的手手法法のの活活用用がが重重要要ととななっってていいまますす。。県県でではは、、環環境境影影響響評評価価条条例例

をを制制定定しし、、一一定定のの要要件件をを満満たたすす大大規規模模なな開開発発事事業業等等のの実実施施にに際際ししててのの環環境境影影響響評評価価をを事事業業者者にに

義義務務づづけけてていいまますす。。ままたた、、開開発発事事業業者者自自ららがが自自主主的的・・積積極極的的にに環環境境配配慮慮をを行行ええるるよようう「「環環境境配配慮慮指指

針針」」をを定定めめるるととととももにに、、「「公公共共事事業業にに関関すするる環環境境配配慮慮指指針針」」をを作作成成しし、、環環境境負負荷荷のの低低減減にに取取りり組組んんでで

いいまますす。。  

ままたた、、公公設設試試験験研研究究機機関関ににおおけけるる環環境境のの監監視視・・測測定定体体制制をを強強化化すするるととととももにに、、各各機機関関がが連連携携しし

ななががらら調調査査研研究究ををささららにに充充実実化化ささせせてていいくく必必要要ががあありりまますす。。  

一一定定のの開開発発行行為為ににおおいいてて環環境境配配慮慮のの徹徹底底をを確確保保ししまますす。。  
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（（７７））生生物物多多様様性性のの保保全全  

【【施施策策のの方方向向】】  
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のの適適正正なな密密度度管管理理やや外外来来種種にによよるる生生態態系系ののかかくく乱乱やや農農林林水水産産業業等等へへのの被被害害防防止止のの取取組組をを推推進進ししまま

すす。。  

  

【【現現況況・・目目標標値値（（指指標標設設定定にによよるる評評価価））】】  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 
小施策 

希少な野生動植物の

保護管理の状況を評

価する指標として活用 

特定希少野生動植物の指定数 

（生物多様性なら戦略に基づく） 
12種 20種 

生物多様性の

保全と再生 

生物多様性保全の取

組を評価する指標とし

て活用 

混交林への誘導整備面積 0ha 1,100 ha 

ニホンジカの捕獲数 

（メス）5,462

頭／年 

（オス）4,115

頭／年 

（メス）6,000

頭／年 

（オス）4,000

頭／年 

環境にやさしい農業シンボルマー

ク認証団体数 
49団体 52団体 
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ービスの

持続可能

な利用 

エコファーマー認証者数 912人 950人 

「なら生物多様性ネットワーク」 

参画団体数 
87団体 90団体 
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③③  環環境境保保全全のの基基盤盤的的ススキキーームムのの推推進進  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜小小施施策策＞＞  

③③－－１１  環環境境影影響響評評価価制制度度のの推推進進  

大大規規模模なな開開発発行行為為等等にによよるる環環境境汚汚染染やや自自然然環環境境のの破破壊壊ななどどをを未未然然にに防防止止すするるたためめ、、環環境境影影響響評評

価価制制度度のの適適切切なな運運用用やや普普及及啓啓発発にに取取りり組組みみまますす。。ままたた、、法法・・条条例例がが適適用用さされれなないい小小規規模模なな開開発発行行為為

のの実実施施ににああたたっっててもも、、環環境境にに配配慮慮ししたた取取組組がが行行わわれれるるよようう、、県県がが独独自自にに作作成成ししたた「「環環境境配配慮慮指指針針」」のの

普普及及・・啓啓発発をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○環境影響評価制度の適切な運用 

○環境配慮指針の普及啓発 

 

③③－－２２  環環境境にに関関すするる調調査査研研究究のの推推進進  

複複雑雑化化ししたた環環境境問問題題をを解解決決ししてていいくくたためめ、、公公設設試試験験研研究究機機関関のの各各分分野野ににおおけけるる共共同同研研究究等等にによよりり、、

環環境境分分野野にに関関わわるる調調査査研研究究機機能能やや技技術術開開発発体体制制のの強強化化をを図図るるととととももにに、、相相互互のの連連携携をを推推進進ししまますす。。

ままたた、、国国、、地地方方公公共共団団体体、、大大学学、、民民間間のの研研究究機機関関等等ととのの連連携携をを図図りり、、情情報報交交換換・・共共同同研研究究をを推推進進ししまま

すす。。  

（事業例） 

○公設試験研究機関における調査研究 

○国等他の研究機関との連携・情報交換・共同研究推進 

○研究成果の県民・事業者への還元 

 

 

 

 

今今日日のの環環境境問問題題はは複複雑雑多多様様化化ししてていいるるここととかからら、、従従来来かかららのの直直接接的的なな規規制制方方法法だだけけででななくく、、環環

境境影影響響評評価価にによよるる予予防防的的・・予予見見的的手手法法のの活活用用がが重重要要ととななっってていいまますす。。県県でではは、、環環境境影影響響評評価価条条例例

をを制制定定しし、、一一定定のの要要件件をを満満たたすす大大規規模模なな開開発発事事業業等等のの実実施施にに際際ししててのの環環境境影影響響評評価価をを事事業業者者にに

義義務務づづけけてていいまますす。。ままたた、、開開発発事事業業者者自自ららがが自自主主的的・・積積極極的的にに環環境境配配慮慮をを行行ええるるよようう「「環環境境配配慮慮指指

針針」」をを定定めめるるととととももにに、、「「公公共共事事業業にに関関すするる環環境境配配慮慮指指針針」」をを作作成成しし、、環環境境負負荷荷のの低低減減にに取取りり組組んんでで

いいまますす。。  

ままたた、、公公設設試試験験研研究究機機関関ににおおけけるる環環境境のの監監視視・・測測定定体体制制をを強強化化すするるととととももにに、、各各機機関関がが連連携携しし

ななががらら調調査査研研究究ををささららにに充充実実化化ささせせてていいくく必必要要ががあありりまますす。。  

一一定定のの開開発発行行為為ににおおいいてて環環境境配配慮慮のの徹徹底底をを確確保保ししまますす。。  

第
４
編



-85- 

（事業例） 

○自然公園法、自然環境保全条例、県希少野生動植物保護条例等による規制･指導､普及啓発 

○生物多様性に配慮した鳥獣保護区の指定 

○自然公園の適正利用、野生動植物の保護、美化清掃などの強化 

 

①①－－２２  野野生生動動植植物物のの保保護護とと管管理理  

生生物物多多様様性性をを保保全全ししてていいくくたためめ、、野野生生動動植植物物にに関関すするる情情報報のの提提供供やや普普及及啓啓発発をを行行ううととととももにに、、希希

少少野野生生動動植植物物のの保保護護やや外外来来種種対対策策をを推推進進ししまますす。。ままたた、、近近年年、、鹿鹿ややイイノノシシシシ、、ツツキキノノワワググママななどどがが増増

加加しし、、農農作作物物やや生生態態系系にに影影響響をを与与ええてていいるるだだけけででななくく人人的的被被害害もも生生じじてていいるるここととかからら、、そそれれららのの個個体体

数数管管理理をを実実施施すするるととととももにに、、ペペッットトのの放放逐逐やや遺遺棄棄にによよるる感感染染症症のの伝伝播播等等をを防防ぐぐたためめ、、動動物物愛愛護護精精神神とと

適適正正飼飼養養のの普普及及啓啓発発やや里里親親探探ししななどどのの取取組組をを進進めめまますす。。  

（事業例） 

○奈良県レッドリスト及びレッドデータブックの改訂 

○「奈良県野生生物目録」の改訂 

○特定希少野生動植物の指定及び保護管理事業計画の策定・推進 

○外来種防除推進及び普及啓発 

○天然記念物の保護 

○「鳥獣保護区」の指定 

○「鳥獣保護管理事業計画」に基づく保護管理 

○「第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ、イノシシ）」及び「奈良県ツキノワグマ保護管理計画」 

に基づくモニタリング及び保護管理の実施 

 

  

①①－－３３  地地域域特特性性にに応応じじたた生生物物多多様様性性のの保保全全  

大大台台ヶヶ原原やや大大峰峰山山ななどどににはは原原生生林林がが見見らられれ、、古古くくかかららのの自自然然のの姿姿がが残残るるととててもも貴貴重重なな森森林林でですす。。まま

たた、、私私たたちち人人間間とと自自然然ととのの共共存存・・共共生生のの中中でで形形成成さされれたた里里地地里里山山はは、、人人々々ににううるるおおいいとと癒癒ししをを与与ええててくく

れれるる場場でですす。。一一方方、、都都市市部部ににおおけけるる河河川川ややたためめ池池、、都都市市公公園園ななどどもも生生物物のの生生息息・・生生育育場場所所ととししてて重重

要要でですす。。ここののよよううななここととかからら、、地地域域特特性性にに応応じじたた生生物物多多様様性性のの保保全全にに努努めめまますす。。  

（事業例） 

○春日山原始林、大台ヶ原、大峰山系などの森林生態系の保全・再生  

○施業放置林の解消 

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○保安林の計画的整備 

○ナラ枯れ対策 

○荒廃農地の発生防止 

○ため池の多面的活用 

○環境に配慮した川づくり 

○都市公園での生きものの生息・生育環境となる水辺の保全･活用 

○生産緑地地区の保全 
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①①  生生物物多多様様性性のの保保全全とと再再生生  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  ※１：奈良県版レッドデータブックの詳細については右記の URLを参照 http://www.pref.nara.jp/2861.htm 

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

希少な野生動植物の保護管理 

の状況を評価する指標として 

活用 

特定希少野生動植物の 

指定数 

（生物多様性なら戦略に基づく） 

12種 20種 

生物多様性保全の取組を 

評価する指標として活用 

混交林への誘導整備面積 0ha 1,100 ha 

ニホンジカの捕獲数 
（メス）5,462頭／年 

（オス）4,115頭／年 

（メス）6,000頭／年※２ 

（オス）4,000頭／年※２ 

  

  

  

  

＜＜小小施施策策＞＞  

①①－－１１  重重要要地地域域のの保保全全  

生生物物多多様様性性のの保保全全ののたためめににはは生生息息・・生生育育地地のの保保護護がが必必要要でですす。。特特にに多多様様なな生生ききももののがが生生息息・・生生育育

すするる一一帯帯やや貴貴重重なな種種がが生生息息・・生生育育すするる場場をを重重要要なな地地域域にに指指定定ししてて保保護護ししてていいまますす。。ししかかしし、、生生物物多多

様様性性のの視視点点かからら見見るるとと、、指指定定実実態態やや規規制制内内容容、、管管理理水水準準のの現現状状はは未未だだ十十分分ととははいいええなないいたためめ、、よよりり

効効果果的的にに機機能能すするるよようう必必要要なな取取組組をを進進めめまますす。。  

 

現現在在のの生生物物種種のの絶絶滅滅ススピピーードドはは、、かかつつててなないいほほどど急急速速でで、、既既にに失失わわれれたた種種をを再再びび蘇蘇ららせせるるこことと

はは出出来来まませせんんがが、、絶絶滅滅のの危危機機にに瀕瀕ししたた生生物物種種をを保保全全すするるここととがが求求めめらられれてていいまますす。。  

本本県県はは、、北北方方系系とと南南方方系系のの生生物物分分布布がが重重ななるる地地域域でであありり、、大大和和平平野野ななどどのの低低地地かからら大大峰峰山山系系なな

どどのの亜亜高高山山帯帯ままでで大大ききなな標標高高差差ががああるるたためめ、、変変化化にに富富んんだだ自自然然がが残残さされれてておおりり、、多多種種多多様様なな生生物物

がが生生息息・・生生育育ししてていいまますす。。奈奈良良県県版版レレッッドドデデーータタブブッックク※※１１（（HH2288（（22001166））））にによよれればば､､県県内内でで生生息息・・生生

育育がが確確認認さされれたた約約 1111,,000000種種ののううちち、、希希少少なな野野生生動動植植物物はは 11,,553355種種とと全全体体のの 1133..77％％をを占占めめてておおりり、、

全全国国平平均均（（99..99%%（（RR22（（22002200））））））よよりり割割合合がが高高くくななっってていいまますす。。  

一一方方、、開開発発にによよるる野野生生動動植植物物のの生生息息・・生生育育地地のの破破壊壊やや、、森森林林やや農農地地のの管管理理不不足足等等にによよるる里里地地・・

里里山山のの減減少少やや劣劣化化等等にによよりり、、希希少少なな野野生生動動植植物物のの絶絶滅滅がが危危惧惧さされれてておおりり、、そそのの保保護護がが急急務務ととななっっ

てていいまますす。。ままたた、、外外来来種種にによよるる生生態態系系ののかかくく乱乱やや農農林林水水産産業業等等へへのの被被害害、、鹿鹿ややイイノノシシシシ等等のの野野生生

鳥鳥獣獣にによよるる被被害害がが深深刻刻化化ししててききてておおりり、、ここれれららにに対対すするる対対策策もも課課題題ととななっってていいまますす。。  

特特定定希希少少野野生生動動植植物物のの保保護護管管理理をを推推進進ししまますす。。  

※２：奈良県ニホンジカ第二種特定鳥獣管理計画（第６次計画）より、目標の生息密度をシカ個体群保護優先地域で５頭／㎢、農林業

生産優先地域で２頭／㎢とし、それにより求められる県内生息数は約 6,500 頭。平成 27（2015）年度における推定生息数が約

48,600頭であるため、これを目標生息数まで減らすためにメス 6,000頭／年、オス 4,000頭／年捕獲することを目標としている。 
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（事業例） 

○自然公園法、自然環境保全条例、県希少野生動植物保護条例等による規制･指導､普及啓発 

○生物多様性に配慮した鳥獣保護区の指定 

○自然公園の適正利用、野生動植物の保護、美化清掃などの強化 

 

①①－－２２  野野生生動動植植物物のの保保護護とと管管理理  

生生物物多多様様性性をを保保全全ししてていいくくたためめ、、野野生生動動植植物物にに関関すするる情情報報のの提提供供やや普普及及啓啓発発をを行行ううととととももにに、、希希

少少野野生生動動植植物物のの保保護護やや外外来来種種対対策策をを推推進進ししまますす。。ままたた、、近近年年、、鹿鹿ややイイノノシシシシ、、ツツキキノノワワググママななどどがが増増

加加しし、、農農作作物物やや生生態態系系にに影影響響をを与与ええてていいるるだだけけででななくく人人的的被被害害もも生生じじてていいるるここととかからら、、そそれれららのの個個体体

数数管管理理をを実実施施すするるととととももにに、、ペペッットトのの放放逐逐やや遺遺棄棄にによよるる感感染染症症のの伝伝播播等等をを防防ぐぐたためめ、、動動物物愛愛護護精精神神とと

適適正正飼飼養養のの普普及及啓啓発発やや里里親親探探ししななどどのの取取組組をを進進めめまますす。。  

（事業例） 

○奈良県レッドリスト及びレッドデータブックの改訂 

○「奈良県野生生物目録」の改訂 

○特定希少野生動植物の指定及び保護管理事業計画の策定・推進 

○外来種防除推進及び普及啓発 

○天然記念物の保護 

○「鳥獣保護区」の指定 

○「鳥獣保護管理事業計画」に基づく保護管理 

○「第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ、イノシシ）」及び「奈良県ツキノワグマ保護管理計画」 

に基づくモニタリング及び保護管理の実施 

 

  

①①－－３３  地地域域特特性性にに応応じじたた生生物物多多様様性性のの保保全全  

大大台台ヶヶ原原やや大大峰峰山山ななどどににはは原原生生林林がが見見らられれ、、古古くくかかららのの自自然然のの姿姿がが残残るるととててもも貴貴重重なな森森林林でですす。。まま

たた、、私私たたちち人人間間とと自自然然ととのの共共存存・・共共生生のの中中でで形形成成さされれたた里里地地里里山山はは、、人人々々ににううるるおおいいとと癒癒ししをを与与ええててくく

れれるる場場でですす。。一一方方、、都都市市部部ににおおけけるる河河川川ややたためめ池池、、都都市市公公園園ななどどもも生生物物のの生生息息・・生生育育場場所所ととししてて重重

要要でですす。。ここののよよううななここととかからら、、地地域域特特性性にに応応じじたた生生物物多多様様性性のの保保全全にに努努めめまますす。。  

（事業例） 

○春日山原始林、大台ヶ原、大峰山系などの森林生態系の保全・再生  

○施業放置林の解消 

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○保安林の計画的整備 

○ナラ枯れ対策 

○荒廃農地の発生防止 

○ため池の多面的活用 

○環境に配慮した川づくり 

○都市公園での生きものの生息・生育環境となる水辺の保全･活用 

○生産緑地地区の保全 
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①①  生生物物多多様様性性のの保保全全とと再再生生  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  ※１：奈良県版レッドデータブックの詳細については右記の URLを参照 http://www.pref.nara.jp/2861.htm 

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

希少な野生動植物の保護管理 

の状況を評価する指標として 

活用 

特定希少野生動植物の 

指定数 

（生物多様性なら戦略に基づく） 

12種 20種 

生物多様性保全の取組を 

評価する指標として活用 

混交林への誘導整備面積 0ha 1,100 ha 

ニホンジカの捕獲数 
（メス）5,462頭／年 

（オス）4,115頭／年 

（メス）6,000頭／年※２ 

（オス）4,000頭／年※２ 

  

  

  

  

＜＜小小施施策策＞＞  

①①－－１１  重重要要地地域域のの保保全全  

生生物物多多様様性性のの保保全全ののたためめににはは生生息息・・生生育育地地のの保保護護がが必必要要でですす。。特特にに多多様様なな生生ききももののがが生生息息・・生生育育

すするる一一帯帯やや貴貴重重なな種種がが生生息息・・生生育育すするる場場をを重重要要なな地地域域にに指指定定ししてて保保護護ししてていいまますす。。ししかかしし、、生生物物多多

様様性性のの視視点点かからら見見るるとと、、指指定定実実態態やや規規制制内内容容、、管管理理水水準準のの現現状状はは未未だだ十十分分ととははいいええなないいたためめ、、よよりり

効効果果的的にに機機能能すするるよようう必必要要なな取取組組をを進進めめまますす。。  

 

現現在在のの生生物物種種のの絶絶滅滅ススピピーードドはは、、かかつつててなないいほほどど急急速速でで、、既既にに失失わわれれたた種種をを再再びび蘇蘇ららせせるるこことと

はは出出来来まませせんんがが、、絶絶滅滅のの危危機機にに瀕瀕ししたた生生物物種種をを保保全全すするるここととがが求求めめらられれてていいまますす。。  

本本県県はは、、北北方方系系とと南南方方系系のの生生物物分分布布がが重重ななるる地地域域でであありり、、大大和和平平野野ななどどのの低低地地かからら大大峰峰山山系系なな

どどのの亜亜高高山山帯帯ままでで大大ききなな標標高高差差ががああるるたためめ、、変変化化にに富富んんだだ自自然然がが残残さされれてておおりり、、多多種種多多様様なな生生物物

がが生生息息・・生生育育ししてていいまますす。。奈奈良良県県版版レレッッドドデデーータタブブッックク※※１１（（HH2288（（22001166））））にによよれればば､､県県内内でで生生息息・・生生

育育がが確確認認さされれたた約約 1111,,000000種種ののううちち、、希希少少なな野野生生動動植植物物はは 11,,553355種種とと全全体体のの 1133..77％％をを占占めめてておおりり、、

全全国国平平均均（（99..99%%（（RR22（（22002200））））））よよりり割割合合がが高高くくななっってていいまますす。。  

一一方方、、開開発発にによよるる野野生生動動植植物物のの生生息息・・生生育育地地のの破破壊壊やや、、森森林林やや農農地地のの管管理理不不足足等等にによよるる里里地地・・

里里山山のの減減少少やや劣劣化化等等にによよりり、、希希少少なな野野生生動動植植物物のの絶絶滅滅がが危危惧惧さされれてておおりり、、そそのの保保護護がが急急務務ととななっっ

てていいまますす。。ままたた、、外外来来種種にによよるる生生態態系系ののかかくく乱乱やや農農林林水水産産業業等等へへのの被被害害、、鹿鹿ややイイノノシシシシ等等のの野野生生

鳥鳥獣獣にによよるる被被害害がが深深刻刻化化ししててききてておおりり、、ここれれららにに対対すするる対対策策もも課課題題ととななっってていいまますす。。  

特特定定希希少少野野生生動動植植物物のの保保護護管管理理をを推推進進ししまますす。。  

※２：奈良県ニホンジカ第二種特定鳥獣管理計画（第６次計画）より、目標の生息密度をシカ個体群保護優先地域で５頭／㎢、農林業

生産優先地域で２頭／㎢とし、それにより求められる県内生息数は約 6,500 頭。平成 27（2015）年度における推定生息数が約

48,600頭であるため、これを目標生息数まで減らすためにメス 6,000頭／年、オス 4,000頭／年捕獲することを目標としている。 
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②②  生生態態系系ササーービビススのの持持続続可可能能なな利利用用  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

生物多様性保全の取組を評

価する指標として活用 

環境にやさしい農業シンボルマーク認証 

団体数 
49団体 52団体 

エコファーマー認証者数 912人 950人 

「なら生物多様性ネットワーク」参画団体数 87団体 90団体 
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生生物物多多様様性性のの恵恵みみはは、、持持続続可可能能なな方方法法でで保保全全・・利利用用すするるここととにによよりり、、将将来来ににわわたたっってて享享受受すするるここ

ととががででききるる私私たたちちのの貴貴重重なな財財産産とといいええまますす。。ここののここととかからら、、農農林林水水産産業業やや製製造造業業ななどどすすべべててのの産産業業

活活動動ににおおいいてて、、生生物物多多様様性性にに配配慮慮しし、、負負荷荷をを最最小小化化ししてていいくくここととがが必必要要でですす。。ままたた、、生生態態系系をを山山かか

らら川川、、海海へへのの大大ききななつつななががりりととししてて捉捉ええ、、生生態態系系自自ららがが再再生生ででききるる範範囲囲内内でで利利用用すするるとといいうう意意識識醸醸

成成をを図図るるこことともも重重要要でですす。。  

生生物物多多様様性性のの恵恵みみをを持持続続的的にに享享受受ででききるる社社会会をを目目指指ししまますす。。  

図図４４－－７７－－１１  環環境境ににややささししいい農農業業シシンンボボルルママーークク認認証証団団体体数数  

  

 

図図４４－－７７－－２２  エエココフファァーーママーー認認証証者者数数  

体体数数  
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①①－－４４  水水循循環環のの再再生生  

生生物物はは水水循循環環のの過過程程のの中中ででささままざざままなな恩恩恵恵をを受受けけてて生生息息・・生生育育ししてていいるるここととかからら、、水水循循環環をを再再生生すす

るるここととはは生生物物多多様様性性をを保保全全ししてていいくくううええでで重重要要でですす。。ここののここととかからら、、森森林林、、田田園園・・里里山山、、河河川川ななどどににおおいい

てて､､地地域域住住民民等等とと連連携携・・協協働働をを図図りりななががらら､､水水量量･･水水質質のの改改善善やや水水辺辺づづくくりりにに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○施業放置林の解消 

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○農地の保水機能の保全 

○ため池の多面的機能の活用 

○奈良県平成緊急内水対策事業等による雨水貯留浸透施設の整備 

○透水性舗装の推進 

○環境用水の導入検討・促進 

○水辺や護岸の緑化等による多自然型の河川環境づくり 

○「奈良県山の日・川の日」など水循環・森林環境イベント等の実施 

 

①①－－５５  地地球球温温暖暖化化へへのの対対応応  

地地球球温温暖暖化化はは、、私私たたちち人人間間のの生生活活だだけけででななくく、、多多くくのの生生ききもものののの生生息息・・生生育育にに影影響響ををおおよよぼぼすすもものの

でであありり、、温温暖暖化化防防止止はは生生物物多多様様性性のの保保全全にに密密接接にに関関係係ししてていいまますす。。本本県県はは全全国国にに比比べべ家家庭庭部部門門にに

おおけけるる二二酸酸化化炭炭素素排排出出のの割割合合がが高高くく、、個個人人のの消消費費志志向向やや行行動動意意識識にに大大ききくく依依存存ししてていいるるここととかからら、、県県

民民のの行行動動意意識識をを変変ええるるここととがが重重要要でですす。。ここののたためめ、、様様々々なな普普及及啓啓発発活活動動をを通通ししたた地地球球温温暖暖化化対対策策をを

進進めめるるととととももにに、、太太陽陽光光、、木木質質ババイイオオママススななどどのの再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの利利用用促促進進やや森森林林整整備備にによよるる

二二酸酸化化炭炭素素吸吸収収源源対対策策にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○「奈良の省エネスタイル」の推進 

○木質バイオマスエネルギー等、再生可能エネルギーの導入促進 

〇多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

○奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動  
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②②  生生態態系系ササーービビススのの持持続続可可能能なな利利用用  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

生物多様性保全の取組を評

価する指標として活用 

環境にやさしい農業シンボルマーク認証 

団体数 
49団体 52団体 

エコファーマー認証者数 912人 950人 

「なら生物多様性ネットワーク」参画団体数 87団体 90団体 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

20 

30 

38 
42 

46 48 48 49 49 

0

10

20

30

40

50

60

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

団
体
数

（出典：農業水産振興課）

787 
828 

853 866 879 893 899 907 912 

600

700

800

900

1,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

認
証
者
数
（
人
）

（出典：農業水産振興課）

生生物物多多様様性性のの恵恵みみはは、、持持続続可可能能なな方方法法でで保保全全・・利利用用すするるここととにによよりり、、将将来来ににわわたたっってて享享受受すするるここ

ととががででききるる私私たたちちのの貴貴重重なな財財産産とといいええまますす。。ここののここととかからら、、農農林林水水産産業業やや製製造造業業ななどどすすべべててのの産産業業

活活動動ににおおいいてて、、生生物物多多様様性性にに配配慮慮しし、、負負荷荷をを最最小小化化ししてていいくくここととがが必必要要でですす。。ままたた、、生生態態系系をを山山かか

らら川川、、海海へへのの大大ききななつつななががりりととししてて捉捉ええ、、生生態態系系自自ららがが再再生生ででききるる範範囲囲内内でで利利用用すするるとといいうう意意識識醸醸

成成をを図図るるこことともも重重要要でですす。。  

生生物物多多様様性性のの恵恵みみをを持持続続的的にに享享受受ででききるる社社会会をを目目指指ししまますす。。  

図図４４－－７７－－１１  環環境境ににややささししいい農農業業シシンンボボルルママーークク認認証証団団体体数数  

  

 

図図４４－－７７－－２２  エエココフファァーーママーー認認証証者者数数  

体体数数  
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①①－－４４  水水循循環環のの再再生生  

生生物物はは水水循循環環のの過過程程のの中中ででささままざざままなな恩恩恵恵をを受受けけてて生生息息・・生生育育ししてていいるるここととかからら、、水水循循環環をを再再生生すす

るるここととはは生生物物多多様様性性をを保保全全ししてていいくくううええでで重重要要でですす。。ここののここととかからら、、森森林林、、田田園園・・里里山山、、河河川川ななどどににおおいい

てて､､地地域域住住民民等等とと連連携携・・協協働働をを図図りりななががらら､､水水量量･･水水質質のの改改善善やや水水辺辺づづくくりりにに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○施業放置林の解消 

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○農地の保水機能の保全 

○ため池の多面的機能の活用 

○奈良県平成緊急内水対策事業等による雨水貯留浸透施設の整備 
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①①－－５５  地地球球温温暖暖化化へへのの対対応応  

地地球球温温暖暖化化はは、、私私たたちち人人間間のの生生活活だだけけででななくく、、多多くくのの生生ききもものののの生生息息・・生生育育にに影影響響ををおおよよぼぼすすもものの

でであありり、、温温暖暖化化防防止止はは生生物物多多様様性性のの保保全全にに密密接接にに関関係係ししてていいまますす。。本本県県はは全全国国にに比比べべ家家庭庭部部門門にに
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民民のの行行動動意意識識をを変変ええるるここととがが重重要要でですす。。ここののたためめ、、様様々々なな普普及及啓啓発発活活動動をを通通ししたた地地球球温温暖暖化化対対策策をを

進進めめるるととととももにに、、太太陽陽光光、、木木質質ババイイオオママススななどどのの再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの利利用用促促進進やや森森林林整整備備にによよるる

二二酸酸化化炭炭素素吸吸収収源源対対策策にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○「奈良の省エネスタイル」の推進 

○木質バイオマスエネルギー等、再生可能エネルギーの導入促進 

〇多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

○奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動  
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③③  生生物物多多様様性性をを活活用用ししたた地地域域のの活活性性化化  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

生物多様性保全の取組を評価する

指標として活用 

「なら生物多様性保全ネットワーク」参画

団体数 
87団体 90団体 

  

＜＜小小施施策策＞＞  

③③－－１１  希希少少野野生生動動植植物物等等のの調調査査・・保保全全活活動動をを通通ししたた地地域域のの活活性性化化  

生生態態系系をを地地域域固固有有のの財財産産ととししてて保保全全・・活活用用すするるたためめ、、自自然然保保護護団団体体等等とと連連携携ししななががらら、、身身近近なな自自

然然にに親親ししむむたためめのの自自然然観観察察会会やや展展示示会会ななどどをを実実施施すするるととととももにに、、学学術術研研究究機機関関等等ととのの連連携携にによよりり希希

少少野野生生動動植植物物のの保保護護増増殖殖をを図図るるななどど、、地地域域のの活活性性化化ににつつななががるる取取組組をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○生息・生育地保全のボランティア活動の促進 

○自然観察会や希少動植物の展示会の開催 

○希少野生動植物の保護増殖の推進 

  

③③－－２２  生生物物多多様様性性をを活活用用ししたた見見所所づづくくりり  

地地域域のの自自然然ががももたたららすす川川のの幸幸やや山山のの幸幸ににススポポッットトををああてて、、自自然然味味ににああふふれれるる特特産産品品づづくくりりにによよるる地地

域域のの活活性性化化をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○地域の食材を活かした特産品づくり  

○水産業（河川漁業、養殖業）発展のための取り組み推進 

  

  

  

  

  

希希少少なな野野生生動動植植物物のの保保護護ををははじじめめ、、生生物物多多様様性性のの保保全全はは制制約約ばばかかりりがが連連想想さされれががちちでですすがが、、

生生物物多多様様性性をを地地域域資資源源ととししてて有有効効にに活活用用すするるここととでで、、保保護護にに結結びびつつくくだだけけででななくく、、経経済済的的なな価価値値、、

ささららににはは地地域域住住民民のの誇誇りりやや愛愛着着をを呼呼びび起起ここしし、、人人をを引引ききつつけけ、、地地域域のの活活性性化化ににつつななががるるここととがが期期待待

ででききまますす。。ここののここととかからら、、豊豊かかなな自自然然をを活活用用ししたた地地域域のの活活性性化化のの取取組組をを進進めめてていいくくここととがが必必要要でで

すす。。  

生生物物多多様様性性をを地地域域資資源源ととししてて活活用用しし、、魅魅力力ああるる地地域域づづくくりりをを進進めめまますす。。  
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＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  農農林林水水産産業業ににおおけけるる取取組組  

農農林林水水産産業業はは、、自自然然のの循循環環機機能能をを利利用用ししてて、、私私たたちち人人間間のの生生存存にに欠欠かかせせなないい食食料料やや生生活活資資材材をを

供供給給ししてていいまますす。。ままたた、、農農山山村村地地域域のの豊豊かかなな自自然然環環境境はは、、農農林林水水産産業業ななどどのの人人のの営営みみにによよりり維維持持ささ

れれててききてていいまますす。。ここののよよううななここととかからら、、農農林林水水産産業業はは、、生生物物資資源源のの持持続続可可能能なな利利用用とといいうう側側面面かかららのの取取

組組がが必必要要でであありり、、環環境境保保全全型型のの農農業業をを促促進進すするるととととももにに、、森森林林のの機機能能やや土土地地条条件件にに応応じじたた健健全全なな森森

林林づづくくりりやや木木材材産産業業のの振振興興をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○農地及び農業用施設の保全管理 

○環境保全型農業の推進 

○環境に優しい農業に取り組むエコファーマー認定の推進 

○地球温暖化防止・生物多様性保全効果の高い営農活動の推進 

○荒廃農地の発生防止 

○水産業（河川漁業、養殖業）発展のための取り組み推進 

○カワウの個体数調整及び防除対策 

○コイヘルペスウイルス病の蔓延防止対策 

○渓流魚の産卵場造成 

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○県産材の利用促進  

 

②②－－２２  公公共共事事業業・・地地域域開開発発・・企企業業活活動動ににおおけけるる生生物物多多様様性性へへのの配配慮慮  

生生物物資資源源のの持持続続可可能能なな利利用用をを続続けけてていいくくたためめににはは、、公公共共事事業業やや地地域域開開発発、、企企業業活活動動ににおおいいててもも、、

自自然然環環境境へへのの十十分分なな配配慮慮がが必必要要ででああるるここととかからら、、環環境境影影響響評評価価ななどどのの環環境境配配慮慮制制度度をを活活用用ししななががらら、、

生生物物多多様様性性のの劣劣化化をを最最小小限限にに抑抑ええるるたためめのの取取組組をを促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○環境影響評価制度の推進 

○環境配慮指針の普及啓発 

○公共事業における環境配慮 

○木質バイオマスエネルギー等、再生可能エネルギーの導入促進 

○企業の自然環境保全活動の促進 
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③③  生生物物多多様様性性をを活活用用ししたた地地域域のの活活性性化化  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

生物多様性保全の取組を評価する

指標として活用 

「なら生物多様性保全ネットワーク」参画

団体数 
87団体 90団体 

  

＜＜小小施施策策＞＞  

③③－－１１  希希少少野野生生動動植植物物等等のの調調査査・・保保全全活活動動をを通通ししたた地地域域のの活活性性化化  

生生態態系系をを地地域域固固有有のの財財産産ととししてて保保全全・・活活用用すするるたためめ、、自自然然保保護護団団体体等等とと連連携携ししななががらら、、身身近近なな自自

然然にに親親ししむむたためめのの自自然然観観察察会会やや展展示示会会ななどどをを実実施施すするるととととももにに、、学学術術研研究究機機関関等等ととのの連連携携にによよりり希希

少少野野生生動動植植物物のの保保護護増増殖殖をを図図るるななどど、、地地域域のの活活性性化化ににつつななががるる取取組組をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○生息・生育地保全のボランティア活動の促進 

○自然観察会や希少動植物の展示会の開催 

○希少野生動植物の保護増殖の推進 

  

③③－－２２  生生物物多多様様性性をを活活用用ししたた見見所所づづくくりり  

地地域域のの自自然然ががももたたららすす川川のの幸幸やや山山のの幸幸ににススポポッットトををああてて、、自自然然味味ににああふふれれるる特特産産品品づづくくりりにによよるる地地

域域のの活活性性化化をを推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○地域の食材を活かした特産品づくり  

○水産業（河川漁業、養殖業）発展のための取り組み推進 

  

  

  

  

  

希希少少なな野野生生動動植植物物のの保保護護ををははじじめめ、、生生物物多多様様性性のの保保全全はは制制約約ばばかかりりがが連連想想さされれががちちでですすがが、、

生生物物多多様様性性をを地地域域資資源源ととししてて有有効効にに活活用用すするるここととでで、、保保護護にに結結びびつつくくだだけけででななくく、、経経済済的的なな価価値値、、

ささららににはは地地域域住住民民のの誇誇りりやや愛愛着着をを呼呼びび起起ここしし、、人人をを引引ききつつけけ、、地地域域のの活活性性化化ににつつななががるるここととがが期期待待

ででききまますす。。ここののここととかからら、、豊豊かかなな自自然然をを活活用用ししたた地地域域のの活活性性化化のの取取組組をを進進めめてていいくくここととがが必必要要でで

すす。。  

生生物物多多様様性性をを地地域域資資源源ととししてて活活用用しし、、魅魅力力ああるる地地域域づづくくりりをを進進めめまますす。。  
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＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  農農林林水水産産業業ににおおけけるる取取組組  

農農林林水水産産業業はは、、自自然然のの循循環環機機能能をを利利用用ししてて、、私私たたちち人人間間のの生生存存にに欠欠かかせせなないい食食料料やや生生活活資資材材をを

供供給給ししてていいまますす。。ままたた、、農農山山村村地地域域のの豊豊かかなな自自然然環環境境はは、、農農林林水水産産業業ななどどのの人人のの営営みみにによよりり維維持持ささ

れれててききてていいまますす。。ここののよよううななここととかからら、、農農林林水水産産業業はは、、生生物物資資源源のの持持続続可可能能なな利利用用とといいうう側側面面かかららのの取取

組組がが必必要要でであありり、、環環境境保保全全型型のの農農業業をを促促進進すするるととととももにに、、森森林林のの機機能能やや土土地地条条件件にに応応じじたた健健全全なな森森

林林づづくくりりやや木木材材産産業業のの振振興興をを図図りりまますす。。  

（事業例） 

○農地及び農業用施設の保全管理 

○環境保全型農業の推進 

○環境に優しい農業に取り組むエコファーマー認定の推進 

○地球温暖化防止・生物多様性保全効果の高い営農活動の推進 

○荒廃農地の発生防止 

○水産業（河川漁業、養殖業）発展のための取り組み推進 

○カワウの個体数調整及び防除対策 

○コイヘルペスウイルス病の蔓延防止対策 

○渓流魚の産卵場造成 

○混交林化（恒続林化・自然林化）の推進 

○県産材の利用促進  

 

②②－－２２  公公共共事事業業・・地地域域開開発発・・企企業業活活動動ににおおけけるる生生物物多多様様性性へへのの配配慮慮  

生生物物資資源源のの持持続続可可能能なな利利用用をを続続けけてていいくくたためめににはは、、公公共共事事業業やや地地域域開開発発、、企企業業活活動動ににおおいいててもも、、

自自然然環環境境へへのの十十分分なな配配慮慮がが必必要要ででああるるここととかからら、、環環境境影影響響評評価価ななどどのの環環境境配配慮慮制制度度をを活活用用ししななががらら、、

生生物物多多様様性性のの劣劣化化をを最最小小限限にに抑抑ええるるたためめのの取取組組をを促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○環境影響評価制度の推進 

○環境配慮指針の普及啓発 

○公共事業における環境配慮 

○木質バイオマスエネルギー等、再生可能エネルギーの導入促進 

○企業の自然環境保全活動の促進 
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④④－－２２  生生物物多多様様性性のの恵恵みみににふふれれるる機機会会のの拡拡大大  

多多くくのの人人々々がが自自然然ににふふれれああうう機機会会をを持持ちち、、自自然然ののすすばばららししささをを認認識識すするるととととももにに、、保保護護活活動動にに参参加加

すするる気気運運をを高高めめてていいくくたためめ、、「「県県立立野野外外活活動動セセンンタターー」」ななどどをを活活用用ししたた自自然然体体験験ププロロググララムムのの作作成成・・実実

施施にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○森林や川辺を利用した環境学習・体験の実施 

○「奈良県山の日・川の日」など水循環・森林環境イベント等の実施 

○野外活動プログラム等の実施 

  

④④－－３３  多多様様なな主主体体にによよるる連連携携・・協協働働のの促促進進  

県県民民やや民民間間団団体体のの自自発発的的かかつつ積積極極的的なな保保全全活活動動やや企企業業のの社社会会貢貢献献活活動動をを促促進進すするるたためめ、、県県、、市市

町町村村ななどど関関係係行行政政機機関関やや民民間間団団体体等等にによよりり設設置置さされれたた「「なならら生生物物多多様様性性保保全全ネネッットトワワーークク」」にによよるる活活

動動をを促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○「なら生物多様性保全ネットワーク」の活動促進 

○生物多様性に関する研修会の実施 

 

④④－－４４  生生物物多多様様性性をを支支ええるる拠拠点点的的機機能能のの形形成成  

県県内内のの生生物物多多様様性性にに関関すするる情情報報をを一一括括管管理理しし、、そそれれららのの情情報報をを発発信信すするるととととももにに、、調調査査研研究究、、技技

術術開開発発、、教教育育普普及及等等をを実実施施すするるたためめののセセンンタターー機機能能をを持持つつ拠拠点点づづくくりりをを検検討討・・推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○調査研究、技術開発、教育普及等のセンター機能創設に向けた検討 
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③③－－３３  エエココ・・ググリリーーンンツツーーリリズズムムのの推推進進  

近近年年、、ススロローーラライイフフややススロローーフフーードドへへのの関関心心がが高高ままるるななかかでで、、県県内内ででももエエココ・・ググリリーーンンツツーーリリズズムムにによよ

るる地地域域活活性性化化のの取取組組がが進進めめらられれてていいまますす。。ここのの状状況況をを踏踏ままええてて、、エエココ・・ググリリーーンンツツーーリリズズムムののププロロググララ

ムム支支援援ととななるるよようう、、農農林林業業のの体体験験、、地地元元農農家家ととののふふれれああいいななどど、、都都市市とと農農村村のの交交流流をを積積極極的的にに促促進進しし

まますす。。  

（事業例） 

○農家民宿等の促進 

○農業体験交流型イベントの実施 

○生物多様性に着目したグリーン・ツーリズムやエコツーリズムの普及啓発 

 

 

④④  生生物物多多様様性性をを支支ええるる基基盤盤づづくくりり  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

生物多様性保全の取組を評価する

指標として活用 
「なら生物多様性ネットワーク」参画団体数 87団体 90団体 

  

＜＜小小施施策策＞＞  

④④－－１１  県県民民意意識識のの醸醸成成  

県県民民一一人人ひひととりりがが、、生生物物多多様様性性ののももたたららすす自自然然のの恵恵みみのの重重要要性性をを理理解解しし、、行行動動にに移移ししてていいけけるるよようう、、

ラライイフフススタタイイルルのの転転換換をを促促進進すするるととととももにに、、生生物物多多様様性性をを身身近近なな問問題題ととすするるたためめのの普普及及啓啓発発にに取取りり組組

みみまますす。。  

（事業例） 

○イベント等での情報発信 

 

生生物物多多様様性性のの保保全全とと持持続続可可能能なな利利用用にに向向けけたた取取組組をを推推進進ししてていいくくたためめににはは、、県県民民、、民民間間団団体体、、

企企業業、、行行政政機機関関ななどど多多くくのの主主体体がが生生物物多多様様性性ににつついいてて常常日日頃頃かからら関関心心をを持持ちち、、そそれれぞぞれれがが自自発発

的的にに取取りり組組んんででいいくくここととがが必必要要でですす。。ままたた、、自自然然のの恵恵みみにに直直接接ふふれれるる体体験験をを通通ししてて、、人人とと自自然然ととのの

関関わわりりをを認認識識しし、、命命のの大大切切ささやや自自然然ととのの共共生生のの重重要要性性ににつついいてて、、ささららにに理理解解をを深深めめるるたためめのの意意識識

醸醸成成をを図図るるこことともも必必要要でですす。。ここののよよううななここととかからら、、生生物物多多様様性性をを支支ええるる基基盤盤ととななるる自自然然環環境境教教育育のの拠拠

点点機機能能のの形形成成がが必必要要でですす。。  

生生物物多多様様性性をを支支ええるる基基盤盤ととななるる自自然然環環境境教教育育のの拠拠点点機機能能のの形形成成をを目目指指ししまますす。。  
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④④－－２２  生生物物多多様様性性のの恵恵みみににふふれれるる機機会会のの拡拡大大  

多多くくのの人人々々がが自自然然ににふふれれああうう機機会会をを持持ちち、、自自然然ののすすばばららししささをを認認識識すするるととととももにに、、保保護護活活動動にに参参加加

すするる気気運運をを高高めめてていいくくたためめ、、「「県県立立野野外外活活動動セセンンタターー」」ななどどをを活活用用ししたた自自然然体体験験ププロロググララムムのの作作成成・・実実

施施にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○森林や川辺を利用した環境学習・体験の実施 

○「奈良県山の日・川の日」など水循環・森林環境イベント等の実施 

○野外活動プログラム等の実施 

  

④④－－３３  多多様様なな主主体体にによよるる連連携携・・協協働働のの促促進進  

県県民民やや民民間間団団体体のの自自発発的的かかつつ積積極極的的なな保保全全活活動動やや企企業業のの社社会会貢貢献献活活動動をを促促進進すするるたためめ、、県県、、市市

町町村村ななどど関関係係行行政政機機関関やや民民間間団団体体等等にによよりり設設置置さされれたた「「なならら生生物物多多様様性性保保全全ネネッットトワワーークク」」にによよるる活活

動動をを促促進進ししまますす。。  

（事業例） 

○「なら生物多様性保全ネットワーク」の活動促進 

○生物多様性に関する研修会の実施 

 

④④－－４４  生生物物多多様様性性をを支支ええるる拠拠点点的的機機能能のの形形成成  

県県内内のの生生物物多多様様性性にに関関すするる情情報報をを一一括括管管理理しし、、そそれれららのの情情報報をを発発信信すするるととととももにに、、調調査査研研究究、、技技

術術開開発発、、教教育育普普及及等等をを実実施施すするるたためめののセセンンタターー機機能能をを持持つつ拠拠点点づづくくりりをを検検討討・・推推進進ししまますす。。  

（事業例） 

○調査研究、技術開発、教育普及等のセンター機能創設に向けた検討 
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③③－－３３  エエココ・・ググリリーーンンツツーーリリズズムムのの推推進進  

近近年年、、ススロローーラライイフフややススロローーフフーードドへへのの関関心心がが高高ままるるななかかでで、、県県内内ででももエエココ・・ググリリーーンンツツーーリリズズムムにによよ

るる地地域域活活性性化化のの取取組組がが進進めめらられれてていいまますす。。ここのの状状況況をを踏踏ままええてて、、エエココ・・ググリリーーンンツツーーリリズズムムののププロロググララ

ムム支支援援ととななるるよようう、、農農林林業業のの体体験験、、地地元元農農家家ととののふふれれああいいななどど、、都都市市とと農農村村のの交交流流をを積積極極的的にに促促進進しし

まますす。。  

（事業例） 

○農家民宿等の促進 

○農業体験交流型イベントの実施 

○生物多様性に着目したグリーン・ツーリズムやエコツーリズムの普及啓発 

 

 

④④  生生物物多多様様性性をを支支ええるる基基盤盤づづくくりり  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

生物多様性保全の取組を評価する

指標として活用 
「なら生物多様性ネットワーク」参画団体数 87団体 90団体 

  

＜＜小小施施策策＞＞  

④④－－１１  県県民民意意識識のの醸醸成成  

県県民民一一人人ひひととりりがが、、生生物物多多様様性性ののももたたららすす自自然然のの恵恵みみのの重重要要性性をを理理解解しし、、行行動動にに移移ししてていいけけるるよようう、、

ラライイフフススタタイイルルのの転転換換をを促促進進すするるととととももにに、、生生物物多多様様性性をを身身近近なな問問題題ととすするるたためめのの普普及及啓啓発発にに取取りり組組

みみまますす。。  

（事業例） 

○イベント等での情報発信 

 

生生物物多多様様性性のの保保全全とと持持続続可可能能なな利利用用にに向向けけたた取取組組をを推推進進ししてていいくくたためめににはは、、県県民民、、民民間間団団体体、、

企企業業、、行行政政機機関関ななどど多多くくのの主主体体がが生生物物多多様様性性ににつついいてて常常日日頃頃かからら関関心心をを持持ちち、、そそれれぞぞれれがが自自発発

的的にに取取りり組組んんででいいくくここととがが必必要要でですす。。ままたた、、自自然然のの恵恵みみにに直直接接ふふれれるる体体験験をを通通ししてて、、人人とと自自然然ととのの

関関わわりりをを認認識識しし、、命命のの大大切切ささやや自自然然ととのの共共生生のの重重要要性性ににつついいてて、、ささららにに理理解解をを深深めめるるたためめのの意意識識

醸醸成成をを図図るるこことともも必必要要でですす。。ここののよよううななここととかからら、、生生物物多多様様性性をを支支ええるる基基盤盤ととななるる自自然然環環境境教教育育のの拠拠

点点機機能能のの形形成成がが必必要要でですす。。  

生生物物多多様様性性をを支支ええるる基基盤盤ととななるる自自然然環環境境教教育育のの拠拠点点機機能能のの形形成成をを目目指指ししまますす。。  
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①①  環環境境をを学学ぶぶ機機会会づづくくりり  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

人材育成の取組を評価する指

標として活用 

奈良県フォレスターの任命者数 
10人 

［R2（2020）］ 
25人 

森林環境教育指導者養成研修受講者

数 
4,793人 6,400人 

馬見丘陵公園花サポーター（花緑ボラ

ンティア）登録者数 
49人／年 70人／年 

ストップ温暖化推進員の委嘱者数 201人 270人 

  

＜＜小小施施策策＞＞  

①①－－１１  環環境境教教育育・・環環境境学学習習のの推推進進  

県県民民一一人人ひひととりりがが日日常常生生活活やや経経済済活活動動のの場場でで環環境境保保全全にに対対ししてて意意識識しし行行動動ででききるるよようう、、家家庭庭やや学学

校校、、職職場場等等のの様様々々なな場場面面でで活活用用ででききるるププロロググララムム等等をを開開発発すするるととととももにに、、自自主主的的なな環環境境保保全全活活動動をを推推

進進すするるリリーーダダーーのの育育成成、、各各種種イイベベンントト等等をを通通ししたた普普及及啓啓発発ななどどにに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○環境教育・環境学習のプログラム開発 

○ストップ温暖化推進員の養成 

○環境アドバイザーの派遣 

○森林環境教育指導者など人材の育成と活用 

○県・市町村連携による奈良県フォレスターの配置 

○小・中・高生に対する森林環境教育の推進 

○花と緑に親しむ講習会など機会の提供 

環環境境問問題題のの多多くくがが日日常常生生活活やや事事業業活活動動にに起起因因ししてていいるるここととかからら、、そそのの解解決決にに向向けけててはは、、環環境境へへ

のの負負荷荷がが少少なないいラライイフフススタタイイルルやや社社会会経経済済シシスステテムムへへのの転転換換をを図図りり、、将将来来世世代代にに負負担担ををかかけけなないい

持持続続可可能能なな社社会会をを構構築築ししてていいくくここととがが必必要要でですす。。ままたた、、持持続続可可能能なな社社会会をを実実現現すするるたためめににはは、、環環

境境問問題題つついいてて自自らら考考ええ行行動動にに移移すすここととののででききるる人人材材をを育育成成すするるここととがが重重要要でですす。。  

ここののよよううななここととかからら、、家家庭庭やや学学校校、、職職場場等等ののああららゆゆるる場場面面ににおおいいてて環環境境教教育育・・学学習習をを進進めめ、、人人材材

育育成成ややププロロググララムム開開発発にに取取りり組組むむととととももにに、、年年齢齢層層やや関関心心のの度度合合いいにに応応じじたた場場やや機機会会のの提提供供をを推推

進進ししてていいくく必必要要ががあありりまますす。。  

県県民民一一人人ひひととりりがが環環境境保保全全にに対対すするる理理解解をを深深めめ、、実実践践活活動動をを行行っってていいるる社社会会をを目目指指ししまますす。。  
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（（８８））人人づづくくりり・・地地域域づづくくりりのの推推進進  

【【施施策策のの方方向向】】  

景景観観・・環環境境づづくくりりをを進進めめてていいくくたためめににはは、、一一人人ひひととりりがが地地域域やや組組織織ににおおいいてて自自主主的的・・主主体体的的にに取取りり

組組みみ、、地地域域ココミミュュニニテティィ活活動動ととししててもも定定着着・・発発展展ささせせてていいくくここととがが求求めめらられれまますす。。そそののたためめ、、奈奈良良モモデデルル

にによよるる取取組組ははももととよよりり、、関関係係機機関関・・団団体体、、地地域域住住民民等等とと連連携携・・協協働働ししななががらら、、イイベベンントト・・講講習習会会、、ホホーームム

ペペーージジななどど様様々々なな機機会会をを通通ししたた環環境境教教育育・・学学習習をを進進めめるるななどど、、景景観観・・環環境境づづくくりりをを促促進進すするるたためめのの啓啓

発発等等のの取取組組をを推推進進ししまますす。。ままたた、、多多様様なな主主体体がが互互いいにに連連携携・・協協力力すするるパパーートトナナーーシシッッププのの形形成成をを促促進進

すするるここととにによよりり、、参参加加とと協協働働にによよるる取取組組をを推推進進ししまますす。。  

  

【【現現況況・・目目標標値値（（指指標標設設定定にによよるる評評価価））】】  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 
小施策 

人材育成の取組を評価

する指標として活用 

奈良県フォレスターの任命者数 
10人 

［R2（2020）］ 
25人 

環境を学ぶ機会

づくり 

森林環境教育指導者養成研修 

受講者数 
4,793人 6,400人 

馬見丘陵公園花サポーター（花緑

ボランティア）登録者数 
49人／年 70人／年 

ストップ温暖化推進員の委嘱者数 201人 270人 

歴史文化交流拠点として

の奈良県の魅力度を評

価する指標として活用 

観光入込客数 4,502万人 
5,000万人 

［R6（2024）］ 

環境への取組を

通した「地域づく

り」の推進 県民・事業者・行政の積

極的な取組と連携・協働

を評価する指標として活

用 

景観づくり活動を実施している 

景観サポーター数 
48人 55人 

環境の保全を図る活動に関する 

地域貢献サポート基金補助事業数 
29件 53件 

環境をテーマにしたビジネス 

モデル認定件数 
76件 88件 

温暖化防止実行計画を策定した 

市町村の割合 

56% 

［H30（2018）］ 
100% 
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R7（2025） 
小施策 

人材育成の取組を評価

する指標として活用 

奈良県フォレスターの任命者数 
10人 

［R2（2020）］ 
25人 

環境を学ぶ機会

づくり 

森林環境教育指導者養成研修 

受講者数 
4,793人 6,400人 

馬見丘陵公園花サポーター（花緑

ボランティア）登録者数 
49人／年 70人／年 

ストップ温暖化推進員の委嘱者数 201人 270人 

歴史文化交流拠点として

の奈良県の魅力度を評

価する指標として活用 

観光入込客数 4,502万人 
5,000万人 

［R6（2024）］ 

環境への取組を

通した「地域づく

り」の推進 県民・事業者・行政の積

極的な取組と連携・協働

を評価する指標として活

用 

景観づくり活動を実施している 

景観サポーター数 
48人 55人 

環境の保全を図る活動に関する 

地域貢献サポート基金補助事業数 
29件 53件 

環境をテーマにしたビジネス 

モデル認定件数 
76件 88件 

温暖化防止実行計画を策定した 

市町村の割合 

56% 

［H30（2018）］ 
100% 
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②②  環環境境へへのの取取組組をを通通ししたた「「地地域域づづくくりり」」のの推推進進  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

歴史文化交流拠点としての奈良県の

魅力度を評価する指標として活用 
観光入込客数 4,502万人 

5,000万人 

［R6（2024）］ 

県民・事業者・行政の積極的な取組と

連携・協働を評価する指標として活用 

景観づくり活動を実施している景観 

サポーター数 
48人 55人 

環境の保全を図る活動に関する地域

貢献サポート基金補助事業数 
29件 53件 

環境をテーマにしたビジネスモデル 

認定件数 
76件 88件 

温暖化防止実行計画を策定した 

市町村の割合 

56% 

［H30（2018）］ 
100% 

 

 

 

 

 

 

  

自自然然・・環環境境保保護護にに関関すするる活活動動へへのの関関心心がが高高ままるるななかかでで、、ここれれままでで以以上上にに行行政政とと地地域域がが連連携携・・協協

働働すするる取取組組がが求求めめらられれまますす。。一一方方、、人人口口減減少少やや少少子子高高齢齢化化、、核核家家族族化化ななどどとと相相ままっってて地地域域ココミミュュニニ

テティィのの衰衰退退がが懸懸念念さされれるるななかか、、地地域域ココミミュュニニテティィにに活活力力ががああるる場場合合ににはは、、環環境境保保全全ににもも積積極極的的にに取取

りり組組ままれれるるここととがが多多くくななるるここととかからら、、地地域域ココミミュュニニテティィのの活活性性化化とと環環境境保保全全のの取取組組のの好好循循環環をを創創りり出出

すすここととがが必必要要ととななりりまますす。。  

ここののよよううななここととかからら、、景景観観やや環環境境づづくくりりのの取取組組をを通通ししてて地地域域のの新新たたなな魅魅力力創創出出をを図図るるたためめ、、多多様様

なな主主体体にによよるる自自主主的的なな実実践践活活動動をを誘誘発発ししななががらら、、地地域域内内外外ののネネッットトワワーーククづづくくりりをを促促進進すするる必必要要がが

あありりまますす。。  

ままたた、、地地域域ででのの取取組組をを持持続続ささせせるる仕仕組組みみづづくくりりもも重重要要でであありり、、地地域域にに根根ざざししたた環環境境ビビジジネネススのの促促

進進ににもも取取りり組組むむ必必要要ががあありりまますす。。  

景景観観やや環環境境づづくくりりのの取取組組かからら地地域域のの新新たたなな魅魅力力をを創創出出ししまますす。。  
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①①－－２２  啓啓発発イイベベンントトのの実実施施  

環環境境保保全全のの取取組組をを推推進進すするるたためめ、、身身近近なな生生活活環環境境かからら地地球球環環境境にに至至るるままでで、、環環境境問問題題にに対対すするる

県県民民意意識識のの醸醸成成をを図図りり、、一一人人ひひととりりににででききるるここととはは何何かかをを考考ええるる場場ととししてて環環境境啓啓発発イイベベンントトをを実実施施ししまま

すす。。  

（事業例） 

○「奈良県山の日・川の日」など水循環・森林環境イベント等の実施 

○市町村等と連携した啓発イベントや環境教育の実施 

○奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動 

○「不法投棄ゼロ作戦」 等による啓発活動の促進 

○「奈良の省エネスタイル」の推進 

○野外活動プログラム等の実施 
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②②  環環境境へへのの取取組組をを通通ししたた「「地地域域づづくくりり」」のの推推進進  

＜＜現現状状・・課課題題＞＞  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜目目標標＞＞  

  

  

  

＜＜関関連連指指標標＞＞  

指標設定の趣旨 指標項目 
現況値 

R1（2019） 

目標値 

R7（2025） 

歴史文化交流拠点としての奈良県の

魅力度を評価する指標として活用 
観光入込客数 4,502万人 

5,000万人 

［R6（2024）］ 

県民・事業者・行政の積極的な取組と

連携・協働を評価する指標として活用 

景観づくり活動を実施している景観 

サポーター数 
48人 55人 

環境の保全を図る活動に関する地域

貢献サポート基金補助事業数 
29件 53件 

環境をテーマにしたビジネスモデル 

認定件数 
76件 88件 

温暖化防止実行計画を策定した 

市町村の割合 

56% 

［H30（2018）］ 
100% 
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なな主主体体にによよるる自自主主的的なな実実践践活活動動をを誘誘発発ししななががらら、、地地域域内内外外ののネネッットトワワーーククづづくくりりをを促促進進すするる必必要要がが
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ままたた、、地地域域ででのの取取組組をを持持続続ささせせるる仕仕組組みみづづくくりりもも重重要要でであありり、、地地域域にに根根ざざししたた環環境境ビビジジネネススのの促促

進進ににもも取取りり組組むむ必必要要ががあありりまますす。。  

景景観観やや環環境境づづくくりりのの取取組組かからら地地域域のの新新たたなな魅魅力力をを創創出出ししまますす。。  

65 67 70 70 70 71 74 75 75 76

0

20

40

60

80

100

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

認
定
件
数
（
件
）

（出典：産業政策課）

49.0 49.0 49.0
54.0 56.0

0

20

40

60

80

100

H26 H27 H28 H29 H30

市
町
村
数
の
割
合
（
％
）

（出典：環境省）

図図４４－－７７－－１１  環環境境ををテテーーママににししたたビビジジネネススモモデデルル認認定定件件数数  

 

図図４４－－７７－－１１  温温暖暖化化防防止止実実行行計計画画をを策策定定ししてていいるる  

県県内内市市町町村村数数のの割割合合（（％％）） 

-94- 

①①－－２２  啓啓発発イイベベンントトのの実実施施  

環環境境保保全全のの取取組組をを推推進進すするるたためめ、、身身近近なな生生活活環環境境かからら地地球球環環境境にに至至るるままでで、、環環境境問問題題にに対対すするる

県県民民意意識識のの醸醸成成をを図図りり、、一一人人ひひととりりににででききるるここととはは何何かかをを考考ええるる場場ととししてて環環境境啓啓発発イイベベンントトをを実実施施ししまま

すす。。  

（事業例） 

○「奈良県山の日・川の日」など水循環・森林環境イベント等の実施 

○市町村等と連携した啓発イベントや環境教育の実施 

○奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動 

○「不法投棄ゼロ作戦」 等による啓発活動の促進 

○「奈良の省エネスタイル」の推進 

○野外活動プログラム等の実施 
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②②－－４４  自自然然ととののふふれれああいいをを通通ししたた地地域域のの活活性性化化  

身身近近なな自自然然ととふふれれああええるる機機会会やや場場をを創創出出しし、、そそれれららをを支支ええるる人人材材のの育育成成ななどどにに取取りり組組むむここととにによよりり、、

地地域域やや世世代代をを超超ええてて多多くくのの人人々々がが交交流流ででききるる元元気気なな地地域域づづくくりりをを目目指指ししまますす。。  

（事業例） 

○農家民宿等の促進 

○農業体験交流型イベントの実施 

○生物多様性に着目したグリーン・ツーリズムやエコツーリズムの普及啓発 

○県・市町村連携による奈良県フォレスター制度の確立 

○森林環境教育指導者など人材の育成と活用 

○「自然公園指導員」の養成による自然公園の保護と適正な利用の促進 

  

②②－－５５  関関係係団団体体等等のの自自主主的的・・主主体体的的なな活活動動のの促促進進  

民民間間団団体体やや事事業業者者がが自自主主的的かかつつ主主体体的的にに環環境境保保全全にに取取りり組組めめるるよようう、、情情報報提提供供やや広広報報等等にによよりり

住住民民参参加加にによよるる地地域域活活動動をを促促進進すするるととととももにに、、再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの活活用用やや農農産産物物等等のの地地産産地地消消、、

県県産産材材のの利利用用促促進進ななどどをを図図りり、、地地域域にに根根ざざししたた環環境境ビビジジネネススへへのの支支援援にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○地域住民・事業者等との連携・協働による道路・河川・店舗前などの植栽や管理 

○奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動 

○多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

○県民参加型クリーンアップ運動 

○「なら生物多様性保全ネットワーク」の活動促進 

○再生可能エネルギーを活用した地域の取組への支援 

○環境に優しい農業に取り組むエコファーマー認定の推進 

○地球温暖化防止・生物多様性保全効果の高い営農活動の推進 

○農産物等の地産地消の推進 

○県産材の利用促進  

○環境をテーマにしたビジネスに対する支援 
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＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  「「ききれれいいにに暮暮ららすす奈奈良良県県ススタタイイルル」」実実践践団団体体ネネッットトワワーーククのの形形成成  

「「ききれれいいにに暮暮ららすす奈奈良良県県ススタタイイルル」」のの定定着着にに向向けけてて、、全全県県的的にに多多様様なな主主体体にによよるる実実践践活活動動をを誘誘発発・・

促促進進すするるたためめのの推推進進体体制制をを運運営営・・拡拡大大ししまますす。。本本計計画画のの推推進進をを図図りり、、「「大大和和川川ののききれれいい化化」」、、「「奈奈良良らら

ししいい景景観観づづくくりり」」、、「「循循環環型型のの生生活活ススタタイイルル」」にに重重点点的的にに取取りり組組むむここととにによよりり、、誰誰ももがが安安心心ししてて快快適適にに暮暮

ららすすここととののででききるる「「住住んんでで良良しし」」「「働働いいてて良良しし」」「「訪訪れれてて良良しし」」のの奈奈良良県県づづくくりりをを目目指指ししまますす。。  

（事業例） 

○推進組織の運営 

○参加団体間の連携・交流 

○行動計画・数値目標の共有・推進 

○優良実践者の表彰 

○広報誌等による情報発信 

 

②②－－２２  景景観観・・環環境境のの魅魅力力化化にによよるる新新たたなな観観光光のの創創出出  

地地域域特特性性をを活活かかししななががらら、、景景観観・・環環境境づづくくりりのの成成果果をを魅魅力力要要素素ととすするるここととにによよりり、、新新たたなな観観光光・・交交流流

をを生生みみ出出しし、、県県内内外外かからら注注目目さされれるる持持続続可可能能なな地地域域づづくくりりをを目目指指ししまますす。。  

（事業例） 

○奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づくり）による小庭（エリア）整備・管理の促進 

○農家民宿等の促進 

○農業体験交流型イベントの実施 

○棚田の保全・利活用 

○生物多様性に着目したグリーン・ツーリズムやエコツーリズムの普及啓発 

○自転車周遊環境の整備推進 

○「歩く・なら」観光の推進 

 

②②－－３３  優優れれたた歴歴史史文文化化遺遺産産をを活活用用ししたた景景観観・・環環境境づづくくりりのの推推進進  

世世界界遺遺産産やや国国宝宝ななどどのの歴歴史史文文化化遺遺産産にに着着目目ししてて、、ここれれららをを拠拠点点ととすするる景景観観・・環環境境づづくくりりにに取取りり組組むむ

ここととにによよりり、、本本県県のの国国際際的的なな歴歴史史文文化化交交流流拠拠点点ととししててのの魅魅力力ををささららにに高高めめまますす。。  

（事業例） 

○奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づくり）による小庭（エリア）整備・管理の促進 

○奈良公園・周辺の魅力向上・環境改善 

○平城宮跡歴史公園の整備  

○世界遺産等の保全・活用 

○文化的景観・伝統的建造物群・名勝（庭園、橋梁）の保護の推進 

○歴史的風土特別保存地区内の土地買入・管理 

○歴史的町並み・町家等の保全・活用 

○道路の無電柱化の推進 

○県景観資産の登録・PR 

○滞在型観光の推進  
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②②－－４４  自自然然ととののふふれれああいいをを通通ししたた地地域域のの活活性性化化  

身身近近なな自自然然ととふふれれああええるる機機会会やや場場をを創創出出しし、、そそれれららをを支支ええるる人人材材のの育育成成ななどどにに取取りり組組むむここととにによよりり、、

地地域域やや世世代代をを超超ええてて多多くくのの人人々々がが交交流流ででききるる元元気気なな地地域域づづくくりりをを目目指指ししまますす。。  

（事業例） 

○農家民宿等の促進 

○農業体験交流型イベントの実施 

○生物多様性に着目したグリーン・ツーリズムやエコツーリズムの普及啓発 

○県・市町村連携による奈良県フォレスター制度の確立 

○森林環境教育指導者など人材の育成と活用 

○「自然公園指導員」の養成による自然公園の保護と適正な利用の促進 

  

②②－－５５  関関係係団団体体等等のの自自主主的的・・主主体体的的なな活活動動のの促促進進  

民民間間団団体体やや事事業業者者がが自自主主的的かかつつ主主体体的的にに環環境境保保全全にに取取りり組組めめるるよようう、、情情報報提提供供やや広広報報等等にによよりり

住住民民参参加加にによよるる地地域域活活動動をを促促進進すするるととととももにに、、再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの活活用用やや農農産産物物等等のの地地産産地地消消、、

県県産産材材のの利利用用促促進進ななどどをを図図りり、、地地域域にに根根ざざししたた環環境境ビビジジネネススへへのの支支援援にに取取りり組組みみまますす。。  

（事業例） 

○地域住民・事業者等との連携・協働による道路・河川・店舗前などの植栽や管理 

○奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動 

○多様な主体の連携・協働による実践活動の促進 

○県民参加型クリーンアップ運動 

○「なら生物多様性保全ネットワーク」の活動促進 

○再生可能エネルギーを活用した地域の取組への支援 

○環境に優しい農業に取り組むエコファーマー認定の推進 

○地球温暖化防止・生物多様性保全効果の高い営農活動の推進 

○農産物等の地産地消の推進 

○県産材の利用促進  

○環境をテーマにしたビジネスに対する支援 
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＜＜小小施施策策＞＞  

②②－－１１  「「ききれれいいにに暮暮ららすす奈奈良良県県ススタタイイルル」」実実践践団団体体ネネッットトワワーーククのの形形成成  

「「ききれれいいにに暮暮ららすす奈奈良良県県ススタタイイルル」」のの定定着着にに向向けけてて、、全全県県的的にに多多様様なな主主体体にによよるる実実践践活活動動をを誘誘発発・・

促促進進すするるたためめのの推推進進体体制制をを運運営営・・拡拡大大ししまますす。。本本計計画画のの推推進進をを図図りり、、「「大大和和川川ののききれれいい化化」」、、「「奈奈良良らら

ししいい景景観観づづくくりり」」、、「「循循環環型型のの生生活活ススタタイイルル」」にに重重点点的的にに取取りり組組むむここととにによよりり、、誰誰ももがが安安心心ししてて快快適適にに暮暮

ららすすここととののででききるる「「住住んんでで良良しし」」「「働働いいてて良良しし」」「「訪訪れれてて良良しし」」のの奈奈良良県県づづくくりりをを目目指指ししまますす。。  

（事業例） 

○推進組織の運営 

○参加団体間の連携・交流 

○行動計画・数値目標の共有・推進 

○優良実践者の表彰 

○広報誌等による情報発信 

 

②②－－２２  景景観観・・環環境境のの魅魅力力化化にによよるる新新たたなな観観光光のの創創出出  

地地域域特特性性をを活活かかししななががらら、、景景観観・・環環境境づづくくりりのの成成果果をを魅魅力力要要素素ととすするるここととにによよりり、、新新たたなな観観光光・・交交流流

をを生生みみ出出しし、、県県内内外外かからら注注目目さされれるる持持続続可可能能なな地地域域づづくくりりをを目目指指ししまますす。。  

（事業例） 

○奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づくり）による小庭（エリア）整備・管理の促進 

○農家民宿等の促進 

○農業体験交流型イベントの実施 

○棚田の保全・利活用 

○生物多様性に着目したグリーン・ツーリズムやエコツーリズムの普及啓発 

○自転車周遊環境の整備推進 

○「歩く・なら」観光の推進 

 

②②－－３３  優優れれたた歴歴史史文文化化遺遺産産をを活活用用ししたた景景観観・・環環境境づづくくりりのの推推進進  

世世界界遺遺産産やや国国宝宝ななどどのの歴歴史史文文化化遺遺産産にに着着目目ししてて、、ここれれららをを拠拠点点ととすするる景景観観・・環環境境づづくくりりにに取取りり組組むむ

ここととにによよりり、、本本県県のの国国際際的的なな歴歴史史文文化化交交流流拠拠点点ととししててのの魅魅力力ををささららにに高高めめまますす。。  

（事業例） 

○奈良県植栽計画（「なら四季彩の庭」づくり）による小庭（エリア）整備・管理の促進 

○奈良公園・周辺の魅力向上・環境改善 

○平城宮跡歴史公園の整備  

○世界遺産等の保全・活用 

○文化的景観・伝統的建造物群・名勝（庭園、橋梁）の保護の推進 

○歴史的風土特別保存地区内の土地買入・管理 

○歴史的町並み・町家等の保全・活用 

○道路の無電柱化の推進 

○県景観資産の登録・PR 

○滞在型観光の推進  
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